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　プロローグ








二○二[image: えっくす]年一〇月一五日

防衛省市ヶ谷本庁舎






　技ぎ術じゆつ研究本部長は汗あせばむ拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめた。

　本ほん庁ちよう舎しやＤ棟とうの会議室は耳が痛いたくなるような沈ちん黙もくに満ちていた。東向きの窓まどから差し込む陽よう光こうが室内に淡あわい陰いん影えいを生み出している。テーブルの向こう、窓側の座ざ席せきに、逆ぎやつ光こうを背せ負おって一人の少女が腰こし掛かけていた。黒のベレー帽、長なが袖そでの白ブラウスに緑のスカーフ。薄うすい唇くちびるに柔やわらかな笑えみを浮うかべ、卓たく上じようでほっそりした指を組み合わせている。疵きず一つない陶とう器きのような肌はだ、高い鼻び梁りようと涼すすしげな目元。艶あでやかな黒くろ髪かみは肩かたまでのミディアムレイヤーにカットされ、清せい潔けつ感かん溢あふれる印いん象しようを周囲に与あたえていた。その背はい後ごには長なが衣ぎぬをまとった二人の少女、背せ中なかで手を組み彫ちよう像ぞうのように立ちつくしている。

　本部長はごくりと唾つばを吞のみ込こんだ。口の中がからからに乾かわいている。見ればテーブルのこちら側、防ぼう衛えい省しようのスタッフは一いち様ように黙だまり込こんでいた。無理もない。彼だって何が起きているか分からないのだ。何かの聞きき間ま違ちがいでは、そう思い口を開く。

「今……今なんと言われました、参さん事じ官かん殿どの」

「灯とう籠ろうとお呼よび下ください、本部長殿」

　ベレー帽の少女は嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。幼い外見に不ふ釣つり合あいな、大人びた微び笑しようだった。〈十じゆう字じ架か〉軍務省参事官、〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの灯籠。彼女はそう名乗った。十九年前この国に降おりてきた異い星せい人じん、アポストリの一員。雌し性せい体たいしかいない彼女たちは十代の半ばで外見の成長を止める。当然、目の前の少女も見たままの年ねん齢れいではないだろう。本部長は眉み間けんに力を込めて灯籠を見み据すえた。

「では灯籠殿。先さき程ほどの発言、あれは一体どういう意味ですか」

「どういう意味と仰おつしやいましても……」

　少女は困こまったように細い首を傾かたむけた。

「言葉通りです。本年度に予定されていた技ぎ術じゆつ提てい供きようプログラムは一いつ旦たん全て凍とう結けつさせていただく。そう申し上げております」

「馬鹿な……」

　誰だれかがそう呻うめくような声を上げた。本部長はぎりっと奥歯を嚙かみ締しめる。沸ふつ騰とうする感情を抑おさえつけ、つとめて冷静に言葉を紡つむいだ。

「なぜいきなりそんな。このプログラムの重要性はそちらも十分理り解かいしておられるでしょう。あなた方アポストリはその進んだ技術を提供し、我々は資し源げんと生産設せつ備びを用意する。研究の成果を前提として既すでにいくつもの開発プロジェクトが動いています。それを──こんな一方的に」

　憤ふん然ぜんとする本部長に、灯籠は口の端はをわずかに持ち上げた。紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみがすっと細まる。

「我々は貴き国こくの機き密みつ保ほ持じ体制に重大な懸け念ねんを抱いだいています」

「懸念？」

「三ヶ月前に起きた梟ふくろうの会事件、ご存ぞんじでしょう」

　本部長は一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめてから、はっと息を吞のんだ。梟の会事件──日本政府とアポストリが合同で執とり行おこなった終戦記念式典に反アポストリ団体が妨ぼう害がいをかけた事件だった。はっきりした情報は伝わっていないが、噂うわさではかなりの死し傷しよう者しやが出たらしい。幸さいわいにもアポストリの要人に被ひ害がいはなかったが、もし何かあったら重大な政治問題になっていただろう。そしてその警けい備びを担当していたのが──他でもない陸上自じ衛えい隊たいだった。

　灯籠は本部長に視し線せんを据すえたまま、卓たく上じようの指を組み直した。

「テロリストによる会場スタッフへの浸しん透とう、火器の持ち込み、装そう備びの奪だつ取しゆ。通つう常じようではありえない様々なミス、錯さく誤ご。これを説明する方法は二つしかありません。あなた方が不ふ審しん者しやの侵しん入にゆうに気付かないほど大らかかあるいは──」

　こくりと細い首が傾かたむいた。薄うすい唇くちびるが笑いの形に歪ゆがむ。

「内通者がいるか」

　室内の空気が揺ゆれた。あちこちからざわめきにも似にた声が上がる。本部長はそれらを押おさえつけるように大きく咳せき払ばらいした。場が静まるのを待ってから、きっと灯とう籠ろうを見み据すえる。

「それについては内部でも調ちよう査さが進んでいます。外務省から正式に報ほう告こくも行っているはずです。今この場で議論する内容ではないと思いますが」

「そう思われますか？　我々は今後、より大きな力を持った技ぎ術じゆつをあなた方に提てい供きようしていきます。もし貴き国こくの内部に反アポストリ勢せい力りよくがいるなら、彼らはその技術をもって我々に牙きばを剝むくかもしれない。逆ぎやくの立場で考えてみてください、もし目の前にいる人物が強ごう盗とうだと分かっていたら、あなたは護ご身しん用ようの銃じゆうを彼に渡わたしますか」

「それは……」

　本部長は下した唇くちびるを嚙かんだ。灯籠の言うことは正論だ。だが、なぜ今この場でそれを口にするのか。あれから三ヶ月、トップレベルでの会談もかなり行われているはずだ。同じような議論も繰くり返かえしされているだろう。わざわざこんな現場のミーティングで、それを口にする意図が分からない。

（くそっ）

　本部長は低い声で毒どく突づいた。

　鼓こ動どうが高鳴る。この技術提供プログラムのために、どれだけの金と人が動いているか。参さん加かしている企き業ぎようや研究機き関かんの数も百を下らない。一日プロジェクトが遅ち延えんすれば、数千万単位で予算が失われていく。ましてや無期延えん期きなど。冗じよう談だんではない、何とか、何とかしなければ──

　本部長はぐいと掌てのひらに爪つめを立てた。泰たい然ぜんと構かまえる灯籠へ必死に食い下がる。

「せめて少し時間の猶ゆう予よをもらえませんか。一ヶ月──いや一週間でもいい。その間に状じよう況きようを調査し対たい応おう案あんを報告します。今後どうしていくかは、その結果を見て判はん断だんできませんか」

「………」

　灯籠は沈ちん黙もくし、考える目をした。息いき詰づまるような沈黙が室内を満たす。

　どのくらいの時間が過ぎただろう。固い表情で見守る本部長に、灯籠はふっと口元をほころばせた。

「一つ──条件をお出ししてもよろしいでしょうか」

「なんですか、我々にできることなら」

　ぐっと身を乗り出す本部長に、灯籠は口元の笑えみを大きくした。

「本ミーティングに出席していただきたい人物がいます。その方が問題ないと仰おつしやるのなら、我々はプログラムの凍とう結けつを一いつ旦たん取り下げましょう」

「………？　誰だれです、それは」

「星ほし野の友とも深み──という人物をご存ぞんじですか」

　本部長は眉まゆ根ねを寄せた。頭の中で防ぼう衛えい省しよう要人の名前を検けん索さくする。星野……星野友深？　聞き覚えのない名前だった。肩かた越ごしに振ふり返かえり、背はい後ごの政せい策さく課か長ちように視し線せんをやる。壮そう年ねんの課長は困こん惑わくした表情で首を振った。

　灯とう籠ろうはくすりと笑い声を上げた。

「まぁご存ぞんじないでしょうね。防ぼう衛えい大学校の三年生、国こく際さい関係学科の戦史専せん攻こう。確たしか今は横よこ須す賀かの学生舎にいるはずです」

「学生……ですって？」

　本部長は虚きよをつかれたように尋たずね返かえした。冗じよう談だんを言っているのか、そう思いかけて口をつぐむ。灯籠は冷たい氷のような表情でこちらを見ていた。その瞳ひとみには一いつ片ぺんの曇りさえない。口元に穏おだやかな笑えみをたたえたまま、まっすぐな視線を彼に向けている。

「ええ学生、そういうことになっています」

　本部長は眉まゆをひそめた。どういう意味だ、そう尋ねようとした時だった。灯籠がすっと片手を挙あげた。

「星ほし野の友とも深みという名前は偽ぎ名めいです。おそらく、その事実は日本政府の中でもごくごく少数の人間にしか知らされていないでしょう。彼女の本当の名前は別にあります」

「本当の……名前」

　本部長はオウム返しにそうつぶやいた。既すでに会議室の中は異い様ような雰ふん囲い気きになっていた。誰だれもが灯籠の発言に引き寄せられ、固かた唾ずを吞のんで見守っている。灯籠はひどく優やさしげな表情で防衛省の人間達を見み渡わたした。子供相手に挙きよ手しゆを求める教師のような顔つきだった。

　彼女はゆっくりと視線を戻もどした後、沈黙する本部長にふっと微ほほ笑えんでみせた。

「彼女の本名は〈星ほし祭まつり〉。我々の同どう胞ほう、──アポストリです」





同日

横須賀　防衛大学校






　回かい転てん翼よくが生み出す爆ばく音おんへ追い立てられるようにして、南みなみ方かた恵けい吾ごはティルトローター機から降おり立たった。抜ぬけるような青空、海が近いためか微かすかに潮しおの香かおりが鼻を突つく。記念講こう堂どうの向こうに白い高こう層そうビルのような時計台が見えた。風に揺ゆれる芝しば生ふを横目に、恵吾は視線をさまよわせた。彫ほりの深い顔立ちをした背せ広びろ姿すがたの男性が駆かけ寄よってくる。年の頃ころは五十台前半、癖くせのある髪かみをぞんざいに撫なでつけ後ろに流していた。余よ程ほど慌あわてているのか、首元のネクタイも大きく曲がっている。

　恵吾の上じよう司し、外務省事務次官の相あい川かわだった。彼は恵吾のもとへ走り寄るなり、荒あらい息を整える間もなく口を開いた。

「すまん恵吾、俺がついていながら」

「星祭とは連れん絡らくつきましたか」

　恵けい吾ごは強こわばった表情でそう尋たずねた。相あい川かわはこくりとうなずいた。

「電話で部へ屋やへ戻もどるように言ってある。授業中だったが理由を話して早そう退たいさせた。……畜ちく生しよう、どこで嗅かぎつけられたんだ。あいつのことは防ぼう衛えい省しようの中でも機き密みつ扱あつかいだったのに」

「本省の反はん応のうは」

　大おお股またで歩きながら、恵吾は質問を重ねた。講こう堂どうの脇わきに立つ学生舎を目指す。防衛大学校は全寮制であり、生徒達は八つの学生舎いずれかに部屋を持っていた。星ほし祭まつりがいるのはその一つ、一号学生舎だった。丁ちよう度ど休み時間になったためか、詰つめ襟えり姿すがたの学生達が何事かという表情で外に出てきている。相川は早足で恵吾に肩かたを並ならべた。

「速そつ攻こうで箝かん口こう令れいを敷しいたが全ての噂うわさまでは抑おさえられてない。事じ情じようを知らなかった連中は大だい混こん乱らんだ。大体想そう像ぞうはつくだろう、あちこちで探さぐり合あいが始まってる。アポストリが壁かべの外へ出てきてるのは本当か、とな」

　恵吾は唇くちびるを引き結んだ。アポストリ達はその独特の生せい態たいから、居きよ留りゆう区くと呼よばれるエリアでのみ生活を許ゆるされている。居留区は壁で囲まれ、特別な許きよ可かがない限かぎりそこから出ることはできない。そんな彼女たちの一人が、誰だれにも知られず人間に混まじって暮くらしていた。一歩間ま違ちがえばパニックを誘ゆう発はつしかねない状じよう況きようだった。

「で、どうしますか」

　恵吾の質問に、相川は唇の端はしを押おし下さげた。憮ぶ然ぜんとした表情でこちらを見る。

「どうもこうもない、このまま一いつ旦たん連れて帰る。状況が落ち着くまであいつを一人にはできん」

「あの子が納なつ得とくしますかね」

「させるさ、いざとなったら首根っこひっつかまえてでも連れ帰ってやる」

　カツカツと固い靴くつ音おとをたてながら、学生舎の正面玄げん関かんをくぐる。広々としたホールの奥おくに左右へ続く廊ろう下かが見えた。当直室から慌あわてた様よう子すで守しゆ衛えいが飛び出してきた。

「な、なんですか、あなた方は！」

　制服姿の守衛は混乱した口調でそう言った。恵吾は眉まゆ根ねに深い皺しわを刻きざんで守衛を睨にらみつけた。

「説明は後だ。星ほし野の友とも深みの部屋はどこだ？」

「はぁ？　な、何をいきなり──」

「恵吾」

　相川が壁に視し線せんを据すえながら手て招まねきした。白い壁へき面めんに灰はい色いろのボードがかかっている。部屋番号と思おぼしき数字の下に、何枚ものネームプレートが張はり付つけられていた。

「二階だ」

　恵吾はうなずくと、ホールの奥に向かって歩き出した。

「ちょ、ちょっと困るよ、あんた達！」

　駆け寄ろうとした守衛を、遅おくれて入ってきたＳＰが引ひき留とめる。混乱したやりとりを背せに、恵吾は階かい段だんを上り始めた。すぐ後ろを相川がついてくる。やや間かん隔かくの狭せまい段差を上り踊おどり場ばを抜ぬけるとすぐに二階の廊ろう下かだった。窓まど越ごしに広い中庭が見える。廊下の両りよう脇わきには等とう間かん隔かくで扉とびらが設もうけられ、その上に部へ屋や番号の書かれたプレートが設せつ置ちされていた。白を基き調ちようにした内ない装そうのためか、どことなく病院のような印いん象しようを受ける。

「ここか」

　恵けい吾ごは扉の一つ──２０６Ａと書かれたプレートの下で足を止めた。周囲はしんと静まりかえっている。彼はドアノブをつかみ、ノックすることなく扉を開けた。瞬しゆん間かん、薄うす闇やみに慣なれた目を眩まばゆい陽よう光こうが射い抜ぬいた。思わず片手を顔の前にかざす。その脇から相あい川かわが体を割り込ませるようにして室内に押し入った。

「星ほし祭まつり、星祭無事か！」

　硬かたい声で叫さけぶ相川の動きが止まる。はっと息を吞のむ気け配はい。何事か、そう思って相川の肩かた越ごしに室内を覗のぞき込こみ恵吾は硬こう直ちよくした。

　室内は台風が通り過ぎた後のように荒あれ果はてていた。傾かしいだベッド、壁かべ紙がみは裂さけロッカーの扉が飴あめのようにひしゃげている。小豆あずき色いろの床ゆかには蛍けい光こう灯とうと思おぼしきガラス片へんが散さん乱らんし、きらきらと鈍にぶい光を放っていた。

「な、なんだこりゃあ」

　放心したようにつぶやく相川の横をすり抜けて、恵吾は部屋の奥おくに足を踏ふみ入いれた。室内には誰だれもいなかった。十畳程てい度どのスペースに冷たい風が吹き込んでいる。恵吾はふっと誘さそわれるように顔を上げた。部屋の南側、壁へき面めん一いつ杯ぱいに設けられた窓が大きく開け放たれている。広い、透すき通とおるような青空がその向こうに広がっていた。

「………」

　恵吾は無言で窓辺に歩み寄り、窓まど枠わくを握にぎりしめた。何が起こったかは明らかだった。星祭は襲おそわれたのだ、彼女の正体を知った何者かによって。だが一体誰が？　防ぼう衛えい省しようの技ぎ術じゆつ交流会で彼女のことが暴ばく露ろされてから、まだ三時間しかたっていない。その間に星祭の居い場ば所しよを特定しセキュリティの施ほどこされたキャンパスに侵しん入にゆう、彼女が息を潜ひそめる部屋を見つけだし躊ちゆう躇ちよ無く押おし入いった。

　ぎゅっと唇くちびるを引き結ぶ。室内の惨さん状じようを見る限かぎり素しろ人うとの仕し業わざには思えない。目的を達成するためなら荒あら事ごとも厭いとわない、十分な装そう備びを持ったプロのやり方だった。

　果たして星祭は無事に逃にげ延のびたのか、それとももう〈敵てき〉の手に落ちてしまったのか。

　相川が携けい帯たいを取り出し、切せつ迫ぱくした口調でどこかへ指し示じを出している。廊下からはばたばたと乱らん暴ぼうな靴くつ音おとが近づいてきた。

　恵吾は凶きよう相そうといってよい表情を浮うかべた。

　慌あわただしい一日になりそうだった。







　第一話
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東京　有楽町






　まったく、自分は何をしているのか。

　南みなみ方かた学まなぶは仏ぶつ頂ちよう面づらで唇くちびるを引き結んだ。天てん井じようの高いホール、目の前にはたくさんの顔がある。中学生、高校生、大人。みんな小こ綺ぎ麗れいなスーツや学生服に身を包み、こちらをじっと見つめている。ちりちりと肌はだが痒かゆみにも似にた感かん覚かくを訴うつたえる。まるで視し線せんが熱量を持って彼の肌を焦こがしているようだった。

　学はホールの前方、演えん壇だんの上にパイプ椅い子すをあてがわれ腰掛けていた。向かって左手には、赤いスーツを着こんだ中年の女性が腰こし掛かけている。口元には柔やわらかな微び笑しよう、銀ぎん縁ぶちの眼鏡が知性を感じさせる。机の上には日本ユネスコ国内委員会会長のパネル。その横にいる男性は文部科学省云うん々ぬんと書かれたパネルを置いていた。

「今日は素す晴ばらしい日です、こうして居きよ留りゆう区くの方々とお話できるなんて」

　女性がゆったりとした口調で言った。目め尻じりに皺しわを刻きざみながら学の方を見る。

「こんなことを言うと失礼になってしまうかもしれませんが……意外と普ふ通つうの方なんですね。ああいえ、悪い意味じゃありません。壁かべの中の方と話すので少し緊きん張ちようしていましたから。あなたのような普通の高校生の方と分かって、ほっとしているんです」

　学は気のない口調で「はぁ」と答えた。そりゃそうだろう。普通の高校生なんだから。ため息混まじりに視線をそらした瞬しゆん間かん、ちらと演台の奥おくにかけられた垂たれ幕まくが目に入る。文部科学省主しゆ催さい・居留区交流フォーラム、それが今学の出席している催もよおしの名めい称しようだった。

　開かい演えんから三十分、やれ普ふ段だんの食事は何かだの、余よ暇かは何をして過ごすかだの、毒にも薬にもならないことを聞かれ続けた。一体彼らは自分達をなんだと思っているのだろう。壁の中で生まれ育っただけで、人間とは別の生き物とでも思われているのだろうか。

　さっさと終わってもらえないだろうか、そう思って身じろぎした瞬しゆん間かん、机の下で足を蹴けられた。横を見ると、金きん髪ぱつの少女がこちらを睨にらみつけていた。

　ウェーブのかかった見事なブロンド、意い志しの強さを感じさせる直線的な眉まゆ、艶つやのある白い肌。挑いどむような強い眼なま差ざしは真しん紅くの光を放っている。こちらは正しよう真しん正しよう銘めい人間ではない。アポストリ──学の〈共きよう棲せい者しや〉、葉は桜ざくらだった。

「なによそ見してるのよ」

　そう言って、学だけにわかるよう片眉を上げてみせる。学は舌した打うちした。こっちにはこっちで面めん倒どうくさい奴やつがいた。唇くちびるを引き結び、鼻から息を吸い込む。

「してないよ」

「噓うそ、してた」

「してないって」

　葉は桜ざくらはわずかに唇を歪ゆがめた。明らかに信用していない表情だった。

「ちゃんとしてなさいよね、公務なんだから」

　そう言って正面に向き直る。不ふ機き嫌げんそうな顔が一転して穏おだやかな笑え顔がおに変わった。おそらく内心は学まなぶへの不満でいっぱいだろうに、そんな様よう子すは欠かけ片らも見て取れない。本当こいつの笑顔は信用できないな、そう思った時だった。演えん台だいの向こうで、司会の男性が立ち上がった。「えー」と短く前置きして学達に掌てのひらを差し伸べる。

「それでは次に質しつ疑ぎ応おう答とうの時間へ入ろうと思います。会場の皆様、ああできれば南みなみ方かたさん葉桜さんと同じ年代の方が良いですね。いい機会なので、居きよ留りゆう区くのことやアポストリのことをたくさん聞いていただければと思います。えぇ、それでは質問のある方は挙きよ手しゆを──」

　言った瞬しゆん間かん、まるで槍やりぶすまのように会場にいる人々の手が上がった。ざわめきと熱気が壇だん上じようまで押し寄せてくる。学はあやうく後ずさりそうになった。

　司会者が壇上を走り、手前の男子生徒を指さす。会場スタッフが慌あわてた様子でマイクを手に駆かけ寄よってきた。

　男子生徒はマイクを受け取ると、熱っぽい表情で葉桜を見上げた。

「あ、あの……東京はいかがですか？　居留区と比べて何か違いますか？」

　そんなの分かるわけないだろうという台詞せりふを、学は寸すん前ぜんで吞のみ込こんだ。東京駅から直接ここに連れてこられたのだ。東京の町並みを見るよりホールの壁かべを眺ながめていた時間の方が長い。葉桜もそれは同じはずだ。どう答えるつもりか、うかがうように視し線せんを向ける学の前で葉桜は優ゆう雅がに小首を傾かしげてみせた。

「とても大きな町だと思います。ご存ぞんじかもしれませんが、居留区の面積は約六平方キロメートル。この会場があるチヨダ区の半分程てい度どしかありません。居留区は壁と川で囲まれてますから、どこに行ってもすぐ行き止まってしまいます。それに比べると、この町は広すぎて少し不安になってしまいますね」

　静かな笑いのざわめきが会場を揺ゆらした。男子生徒は顔を紅こう潮ちようさせて「あ、ありがとうございました」と頭を下げた。学はぱちぱちと目を瞬またたいた。葉桜の奴やつ、一体いつのまに東京の地名なんて覚えてきたのか。呆あつ気けに取られて見つめる彼に気付いたのか、葉桜はちらと横目で学を見返した。ふふんと得意そうに鼻を鳴らす。

「……ん」

　学はむっとした表情で唇を引き結んだ。なぜだろう、どうでもいいと思っていたのにこういう表情をされるとひどく腹立たしい。見てろよ、俺だって。そう思い会場を見み据すえる。丁ちよう度ど司会者が次の質問者を選んでいるところだった。

「ああ、じゃあそちらの方、はい……あなたです。どうぞ」

　眼鏡をかけた女子生徒がスタッフからマイクを受け取った。ひょろりとした体格でおそらくまだ中学生だろう。彼女は緊きん張ちようした面おも持もちで学まなぶを見み据すえ、マイクを握にぎりしめた。

「あ、あのぉ〈共きよう棲せい〉についてうかがいたいんですけどぉ……」

　たどたどしい口調でそう言う。大きな瞳ひとみがレンズ越しに揺ゆれている。学は固い表情で彼女を見返した。何を聞くつもりなのか、わずかに身み構がまえて質問を待つ。

「きょ、共棲って一いつ緒しよに生活するんですよね。その……お二人で」

「そうだけど」

　学は短く答えた。女子生徒は縮ちぢこまるように肩かたをすくめた。ついと顔を伏ふせ、やや上うわ目め遣づかいに学を見る。

「いつも一緒にいるんですか？　学校でも、家でも」

「……まぁ、そうだな」

　そう言った途と端たん、女子生徒の顔がぱぁっと華はなやいだ。鼻の穴をわずかに広げ、胸むねの前に持ったマイクをぎゅっと握りしめる。

「素す敵てき！　恋人同士みたい！」

「……は？」

　予期せぬ単語に学は目を見開いた。ちょっと待て、今なんて言った。誰だれと誰が──なんだって？

　だが狼ろう狽ばいする学をよそに、女子生徒は大きな瞳をきらきらと輝かがやかせた。熱っぽい表情で壇だん上じようの学と葉は桜ざくらを見つめる。

「やっぱり、やっぱり二人で手をつないで登校したりするんですか？　お弁当を作ってあげたりするんですか？　休みの日は二人で遊びにいったりするんですか？」

「おい、ちょっと……ま」

　制せい止しの声を上げかけて、学は傍かたわらに座すわる葉桜の様よう子すに気付いた。白い顔が耳まで赤くなっている。膝ひざの上で握りしめた拳こぶしがわなわなと震ふるえていた。まずい、なんだかひどくまずいことになっている気がした。

　女子生徒は二人の異い常じように気付く様子もなく、うっとりした表情で首を傾かしげた。素敵、素敵と何回か繰くり返かえし、野ブドウのような瞳をすぅっと細める。そして言った。

「お二人は愛し合ってるんですよね！」

　───。

　瞬しゆん間かん、時が止まったような静せい寂じやくが室内を満たした。

「そ！　そんなわけないだろ！　こ、こんな奴やつと！」

　学は椅い子すから身を乗り出すと、両の掌てのひらを机に叩たたきつけ叫さけんでいた。

　言ってからしまったと思う。がたりと音をたてて横の葉は桜ざくらが立ち上がった。薄うす紅べに色いろの唇くちびるを引き結び、くいと細い顎あごを持ち上げて学まなぶを睨にらみつける。

「こんな奴やつって何よ！」

　学は内心で呪じゆ詛その言葉を唱となえた。密みつ林りんで大だい蛇じやの尾おを踏ふんだらおそらくこんな気分になるのだろう。だがもう後には引けない。

「いちいち突つっかかるな！　そういうところがややこしいって言うんだよ、おまえは」

「や、ややこしいですって！　それはこっちの台詞せりふよ。あなたみたいに偏へん屈くつで気き難むずかしい人に言われたくないわよ！」

「誰だれが偏屈だ！　自分のこと棚たなに上げてよく言えたもんだな、この石頭は！」

「石頭は学でしょ。素直に人の話聞いたことなんて一度もないくせに！」

「なんだと！」

「何よ！」
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　嚙かみつくように言って睨み合う。どのくらいの時間が経けい過かしただろう、背はい後ごでこほんと咳せき払ばらいの音が聞こえた。はっと我に返り振ふり向むく。引きつった表情でたたずむ司会者と目が合った。

　自分達が取り返しのつかない失敗をしでかしたことに学は気付いた。




「まったく……信じられない」

　丸テーブルを挟はさんで座すわる葉は桜ざくらが、疲つかれ果はてたようにそう言った。セッションが終わってから十数分後、学まなぶ達は施し設せつ一階の喫きつ茶さ店てんにいた。ガラス張ばりの壁へき面めん越ごしにケヤキ並なみ木きの広場が見える。会場自体が今回のフォーラムで厳げん戒かい態たい勢せいに入っているためか、行いき交かう人の姿すがたは少ない。広場の向こうには、緩ゆるやかな曲面を描えがくガラス棟とうが城じよう壁へきのようにそびえたっていた。

「悪かったよ」

　低い声でつぶやいて、学はコーヒーをすすった。気のせいか妙みように苦い気がする。学はコーヒーカップを卓たく上じように置いてちらりと葉桜を見た。

　赤のリボンタイブラウスに白のバルーンスカート、片かた肘ひじを机に預あずけほっそりした指の上に顎あごを載のせている。人形のように整った横顔はひどく不ふ機き嫌げんそうに見えた。紅こう玉ぎよくを思わせる瞳ひとみが物もの憂うげに窓の外を見つめている。

　どこからどうみても不ふ愉ゆ快かいそうだった。理由については考えるまでもない。午後一のフォーラムは学の目から見ても大失敗だった。居きよ留りゆう区く民みんに親しみをもってもらうどころか、逆ぎやくに距きよ離りを置かれてしまったように思える。それはそうだろう。周囲の目をはばからずいきなりあんな大おお喧げん嘩かを始めてしまったのだから。

　大体自分にこんな役目は向いていなかったのだ。学は今いま更さらながらそう思う。

　居留区の特別使し節せつとして東京に赴おもむき、文部科学省主しゆ催さいのフォーラムに参さん加かする。そう父親──南みなみ方かた恵けい吾ごに言われたのは一週間前のことだった。恵吾は居留区における日本政府の特命全権大使で、その息子である自分がこういう役割を担になうのはある意味自然な流れなのだろう。だがそれはあくまで立場的な話だ。性格的な適てき性せいは皆かい無むに等しいと思う。まだ葉桜一人で来た方がマシだっただろう。学の目から見ても、彼女はこういうイベントに慣なれて見えた。

　学はほうとため息を漏もらした。色々言いたいことはあるが、さっきの騒さわぎはどう考えても彼が悪い。学は背せもたれに身体を預あずけ、右手の人差し指で鼻の頭を搔かいた。

「今回は俺が悪かったよ。噓うそでもいいから仲良く見せとくべきだった。公こう務むなんだしな」

　精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほをしたつもりだった。だが葉桜はぎろりと学を睨にらみつけた。唇くちびるを尖とがらせ、やや伏ふし目めがちに顔を逸そらす。

「……噓なんだ」

「え？」

「もういい」

　言いながらガタリと席を立つ。学は目をしばたたいた。

「おい、葉桜どこ行くんだ」

「伯お母ば様に電話してきます。居留区出たあと連れん絡らくしてなかったから。心配してるだろうし」

　そう言って視し線せんを合わすことなく学に背を向けた。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつが揺ゆれる。彼女は背せ筋すじをピンと伸ばしたまま、固い靴くつ音おとをたてて喫茶店を出ていった。

　なんなんだ、あいつは。学は呆あつ気けに取られて葉桜の背中を見送った。携けい帯たいくらい持ってきていなかったのだろうか。まぁ公こう衆しゆう端たん末まつで画が像ぞうを見ながら話す気なのかもしれないが。

　鼻から息を吐はき出だし、くしゃくしゃと髪かみを搔かき回まわす。すっと目をとじ唇くちびるをへの字に結んだ。最近どうにも葉は桜ざくらとの距きよ離りを測はかりかねている。梟ふくろうの会事件から三ヶ月、彼なりにアポストリとの関係を意い識しきし、彼女たちを理り解かいしようと努力してきた。だが当の葉桜は時々さっきのようにひどく不ふ機き嫌げんな顔を見せる。一体何が気に入らないのか。大体最近の彼女はおかしいのだ。昔の葉桜なら、さっきのような質問を受けた瞬しゆん間かん怒おこり出だしてただろう。『きょっ、共きよう棲せいはそういうものじゃありません！　いいですか、これは私達アポストリとあなた方人類が相そう互ご理解を深めるためにですね──』とかなんとか言って。

（……わからん）

　学まなぶは考えを中ちゆう断だんし、視し線せんを窓の外に向けた。早くも傾かたむきかけた秋の日差しがガラス棟とうの表面をオレンジ色に染そめている。ほのかに色づいたケヤキ並なみ木きの枝葉が、回かい廊ろうを覆おおうアーチのようになっていた。ガラス棟の中には巨きよ大だいなディスプレイが吊つり下さげられ、先さき程ほどから同じ映像を繰くり返かえし流していた。

　画面に映るのは二人の人物、一人は黄金を塗ぬり込こめたようなブロンドを持つ赤い目の少女。もう一人は切れ長の瞳ひとみを持つやや冷たい容よう貌ぼうの少年だった。画面下のテロップには大きく『居きよ留りゆう区く特別使し節せつ東京訪ほう問もん』と表示されている。誰だれのことかは考えるまでもない。学と葉桜、彼ら二人のことだった。

　彼らの訪問は結けつ構こうなニュースになっているらしい。実物のアポストリ自体居留区の外では珍めずらしいというのが理由の一つ、もう一つの要よう因いんは表向き彼ら二人が梟の会事件を終結させたことになっているからだった。互たがいのわだかまりを乗り越え、共通の敵てきから要人達を守り切った。噓うそではない。だが事実の全てを表してもいない。あの時の彼はただ闇やみ雲くもにあがいているだけだった。結果として全てがうまく転ころがり、彼と葉桜が生き残っただけだ。それを学の父親、駐ちゆう居留区大使──南みなみ方かた恵けい吾ごが存ぞん分ぶんに活用した。アポストリと日本政府の友好をアピールするために彼らのイメージを作り上げマスコミへ広めた。思おも惑わく通り世せ論ろんは沸わき立たち、彼らはヒーローとして扱あつかわれている。

　学は頰ほお杖づえをついたまま、ふっとため息を漏もらした。今いま更さらそれを嫌いやだというつもりはない。経けい緯いはともかくとして、彼はそうした複雑怪かい奇きな政治の世界で葉桜と生きていくことを選んだ。だがいかんせん表向きのイメージと現状にギャップがありすぎる。現実の彼らは些さ末まつなことで口こう論ろんし角つの突つき合あわせお互いをなじり合っていた。

　一度ちゃんと話したほうがよいのかもな──そう思って眉み間けんを揉もんだときだった。

　ふわりと空気が動いた。背はい後ごに人の気け配はい、葉桜が戻もどってきたのか。何なに気げなく振ふり返かえり学は眉まゆをひそめた。

　見たこともない少女がそこに立っていた。細身の華きや奢しやな体たい軀く、触ふれた瞬しゆん間かんぽきりと折れてしまいそうな程ほど細いウェスト。白い長袖のシャツに身を包み胸むな元もとを十字のアクセサリで飾かざっている。ややだぶついた感じのショートパンツから、すらりと肉付きの薄うすい脚あしが伸びていた。缶かんバッジのついた大きめの作業帽、首の付け根まで届とどく黒くろ髪かみのボブ、睫まつ毛げの辺あたりまで伸びた前髪が白い額ひたいを隠かくしている。

　少女はくりくりした大きなアーモンド型の瞳ひとみをしていた。顎あごの細い卵形の輪りん郭かくのせいかどこか悪戯いたずら好きの子猫のようにも見える。

「……あ？」

　学まなぶはきょとんとした表情で目を瞬またたいた。彼女は学の後ろに立ち、ショートパンツのポケットに手を入れてじっとこちらを見つめていた。フォーラムに参さん加かしていた生徒だろうか、だがその服ふく装そうはひどくカジュアルなもので、あの場にいた生徒達とは明らかに異ことなっていた。

　彼女はちらりと窓の外に視し線せんをやった。ディスプレイに表示される学の姿を認みとめ、また正面に向き直る。どこか小こ生なま意い気きな表情を浮うかべたまま、少女は声変わり前の少年を思わせるハスキーな声で言った。

「なぁ、あんたが……南みなみ方かた学か？」




　葉は桜ざくらは形の良い眉まゆをわずかに歪ゆがめながら、受話器を戻もどした。

　フォーラム会場の地下、コンクリートとガラスが組み合わされた通路に葉桜はいた。公こう衆しゆう端たん末まつを使って伯お母ば──茉まつ莉り花かに連れん絡らくしようとしたが、彼女は不ふ在ざいとのことだった。なんでも緊きん急きゆうの用件で朝から会議に入っているのだという。緊急……なんだろう。葉桜はこくりと首を傾かしげた。

　行いき交かう人々がちらちらとこちらを見ている。彼女の赤い目が珍めずらしいのか。ここの人達は実物のアポストリを見たことがないのだから仕方ない。そう思い自分を納なつ得とくさせようとするがひどく落ち着かなかった。

　同じ日本でも居きよ留りゆう区くの中と外は随ずい分ぶん異ことなっている。居留区において、彼女たちアポストリは異い物ぶつながら当たり前の存そん在ざいとして受け入れられていた。だがここでの彼女は明らかに異い邦ほう人じんだった。──人じん外がいの存在、異い形ぎようの生命体、四・一八事件における人類の仇きゆう敵てき。

「………」

　葉桜はぎゅっと下した唇くちびるを嚙かみ締しめた。大体こういう時こそ学がフォローしてくれるべきでないのか。彼は自分の共きよう棲せい者しやなんだし、少しくらい優やさしくしてくれてもばちは当たらないと思う。それなのに相も変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づら。おまけにあの台詞せりふ、『噓うそでもいいから仲良くみせるべきだった』ですって？　噓、噓って何よ。あの梟ふくろうの会事件で、少なくとも彼女は学と近づけた気がしていた。それを根本からひっくり返された気がする。彼女はひどく苛いら立だたしい気分になった。

（贅ぜい沢たく……なのかしら）

　目を閉じてふっとため息を漏もらす。最初に会った時と比べれば、学は随分と友好的になっていた。共棲の条件である血の提てい供きようも文もん句く一つ言わず行ってくれる。普ふ通つうに考えれば彼を責せめる筋すじ合あいはないように思えた。何より彼らは友達や恋人ではない。あくまで〈共きよう棲せい〉という公的な制度にのっとったパートナーなのだ。アポストリは人間を守り、人間はその対たい価かとして血を与あたえる。それが満たされているのであれば──それ以上の関係まで求めるのは酷こくというものだろう。

　でも……だったら。

　葉は桜ざくらはため息をつきながら、背はい後ごの壁かべにもたれかかった。冷えたコンクリートの感かん触しよくがブラウス越しに伝わってくる。葉桜はきゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　もし学まなぶが共棲を制度と割り切っているなら、彼が時折見せる優やさしさ、温かな表情。あれはなんだというのだろう。彼女が吸血の衝しよう動どうに押おし流ながされそうになったとき、梟ふくろうの会事件で強大な敵てきに打ち負かされそうになったとき、彼は横にいて彼女を支ささえてくれた。あんなことがあったから自分は──彼を──

　そこまで考えて、彼女は不意に周囲が騒さわがしくなっていることに気付いた。

　ふっと顔を上げる。制服姿すがたの警けい備び員いんが慌あわてた表情で言葉を交かわしていた。無線機を口にあて、切せつ迫ぱくした口調で指し示じを出している。

　何があったのか、眉まゆ根ねを寄せる彼女の耳に断だん片ぺん的てきな言葉が飛び込んできた。

「不ふ審しん者しや」「警備を突とつ破ぱ」「帽子をかぶった子供」──

　不審者という言葉に心がざわめく。居きよ留りゆう区くの中でさえ反アポストリ派がいた。ましてやここは壁の外だ。何が起きてもおかしくない。そして、この会場でもっともターゲットになりやすい人物と言えば一人は自分、もう一人は……。

「……っ」

　考える間もなく葉桜は床ゆかを蹴けっていた。今現在学との関係がどうあろうと、彼女は彼を守らなければならない。共棲とはそういうものだ。アポストリの誇ほこりにかけて、一度契けい約やくを結んだ共棲者を傷きずつけさせるわけにはいかない。それが彼女の存そん在ざい意い義ぎでありここにいる理由だった。




　学は呆あつ気けに取られたまま眼がん前ぜんの少女を見つめていた。

　彼女は落ち着きなく視し線せんを周囲に彷さ徨まよわせながらその場に立ちつくしていた。学の返答がないことに苛いら立だったのか、わずかに細い眉まゆをひそめる。

「おい、聞こえなかったのか？　あんた南みなみ方かた学だろ。違ちがうなら違うって言ってくれよ、他当たるから」

　その言葉でようやく学は我を取とり戻もどした。わずかに顔を俯うつむかせ、警けい戒かいした視線で少女を見つめる。

「そうだけど……誰だれだよ、おまえ」

「あー、あたしか？　あたしは星ほし──」

　言いかけて少女は口ごもった。唇くちびるを引き結び、やや困こん惑わくした表情になる。妙みような間をあけた後、彼女は名乗った。

「星ほし野の──星野友とも深みだ」
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「その星野さんが俺に何の用だ」

　学まなぶは畳たたみかけるように問いかけた。話が見えない。何が目的で彼に話しかけてきたのか。張はりつめた表情を見る限かぎり、サインを求めてきたようにも思えない。第一フォーラム会場は厳げん戒かい態たい勢せいのまっただ中だ。関係者以外の人間が気軽に入れるような場所ではない。

　星野と名乗った少女は、ぎゅっと眦まなじりに力を込めて学を見下ろした。

「南みなみ方かた大使と連れん絡らくを取りたい」

「あ……？」

　学は再さい度ど絶ぜつ句くした。ぽかんと口を開けた彼に星野は詰つめ寄よった。照明が遮さえぎられ、椅い子すへ座すわったままの学に影かげが落ちる。彼女は眉まゆ根ねにわずかな皺しわを刻きざみ、ぐいと顎あごを突つき出だした。

「連絡先知ってんだろ？　携けい帯たいでちょっと電話してもらえればいいんだ。で、星野がここにいるって知らせて欲しい。あと他の人にはあたしのこと話すなって」

「ちょ……ちょっと待て、近い近い！」

　吐と息いきが感じられそうな程ほど近くに寄られて、学はのけぞった。きめ細かな白い肌はだからわずかに体温が伝わってくる。花の蕾つぼみのような唇くちびるが間近に迫せまり、学はどきりとした。慌あわてて星野の細い身体を押おし戻もどす。彼女は不満そうに口元をへの字に歪ゆがめた。学は荒あらい息を漏もらしながら眉を吊つり上あげた。

「──いきなりそんなこと言われてもわけ分かんないよ。星ほし野のさんだか何だか知らないけど、親父と面めん識しきがあるなら直接連れん絡らくすればいいだろ。大使館の番号なら公開されてるんだし」

「それじゃあ……だめなんだ」

　少女はやや苛いら立だったように言って視し線せんを外した。親指の爪つめをかじりながら、ぶつぶつとつぶやき声を上げる。

「誰だれが信用できるか分かんねぇし。直接話しねぇと──」

「………？」

　どういうことだ？　そう尋たずねようとした時だった。唐とう突とつに背はい後ごで乱らん暴ぼうな靴くつ音おとが響ひびいた。扉とびらが開け放たれ冷たい空気が店内に吹き込んでくる。続いて怒ど鳴なり声ごえ。

「いたぞ！」

　鬼おにのような形ぎよう相そうで警けい備び員いんが雪な崩だれ込こんでくる。星野は「あちゃ」と奇き妙みような声を上げて身体を引いた。舌した打うちしながら学まなぶを一いち瞥べつする。

「あぁくそ、見つかっちまったか。まぁいいや、この話はまた後で。じゃあな南みなみ方かた学！」

　言いながら帽子の鍔つばを目ま深ぶかに下ろし、星野は走り始めた。観かん葉よう植物の間をすり抜ぬけテーブルを飛び越える。追いすがる警備員が一人、椅い子すにつまずいて派は手でに転てん倒とうした。それを乗のり越こえるようにして学の眼前を警備員が駆かけ抜ぬけていく。呆あつ気けに取られて見ている学の前で、星野は椅子とテーブルの上を飛び石のように渡わたり喫きつ茶さ店てんの反対側出口へたどりついた。そのままガラス扉を開け外に飛び出していく。

「学！」

　警備員達からわずかに遅おくれて葉は桜ざくらが走り寄ってきた。暴ぼう風ふうが吹ふき荒あれた後のような店内を見て、意表をつかれた様よう子すになる。

「……何があったの？」

　学は鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを刻きざみながら視し線せんを逸そらした。頰ほお杖づえを突つき、わずかに中身の残ったコーヒーカップを揺ゆらす。とっくに冷め切ってしまったそれはひどく不ま味ずそうに見えた。

「俺が聞きたいよ」

　学はため息まじりの声を漏らして残ったコーヒーを飲み干した。




『つまり、星野友とも深み──いえ、星ほし祭まつりは行方不明ということでしょうか』

　モニタの向こうで、ベレー帽をかぶった少女が淡たん々たんとした口調でそう言った。暗く天てん井じようの低いキャビンルーム、周囲にはティルトローターのエンジン音が轟とどろいている。連れん絡らく機きは防ぼう衛えい大学校の敷しき地ち内ないで離り陸りく前まえ最後のチェックに入っていた。周囲を慌あわただしく搭とう乗じよう員いんが行いき交かう中、南方恵けい吾ごは通信端たん末まつに向かって渋じゆう面めんを作ってみせた。

「そうだ」

　一いつ切さいの修しゆう飾しよく語ごを廃はいしてそう答える。遅おそかれ早かればれることだ。隠かくしても仕方がない。今は情じよう報ほうを共有し、相手の意図を探さぐることが先決だった。相手──〈十じゆう字じ架か〉軍務省参さん事じ官かん、

〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの灯とう籠ろうは冷ややかな笑えみを口元に浮うかべて、こちらを眺ながめていた。恵けい吾ごはぐっとモニタを見つめる視し線せんに力を込めた。

「なぜあんな真ま似ねをした。事じ情じようを知らない人間に星ほし祭まつりのことを言えば騒さわぎになるのは目に見えてただろう。おかげで妙みような連中が山ほど動き始めてる。このことは評ひよう議ぎ会かいへ正式に抗こう議ぎさせてもらうぞ」

　灯籠は涼すずしげな表情で小首を傾かたむけた。

『正式なルートで申し入れても、白しらを切り通されることは目に見えておりましたから。強ごう引いんな手しゆ段だんだったことは謝しや罪ざいします。ただ我々にも言い分はあります。星祭は四年前のあの日より生死不明、そう聞かされていたのですから』

「それは」

『そう仰おつしやってましたよね？　茉まつ莉り花か議長と南みなみ方かた大使のお二人は』

「………」

　恵吾は沈ちん黙もくした。嫌いやなところをつくと思った。灯籠の論ろん理りに則のつとるなら、茉莉花はアポストリの最高決定機き関かん──評議会の意に背そむき独どく断だん専せん行こうで日本政府に星祭を提てい供きようしたこととなる。無論、このことを知っていたアポストリは茉莉花だけでないし、評議員の何割かはこちら側がわにつくだろう。だがそれでも議会の紛ふん糾きゆうは避さけられない。ただでさえ梟ふくろうの会事件以降、アポストリと日本政府の関係はデリケートなものになっているのだ。これ以上の火種は持ち込みたくなかった。

　恵吾は小さく息を吸い込んだ。慎しん重ちように単語を選びながら言葉を重ねる。

「情報を伏ふせていたことについては謝罪する。だが我々の立場上、あの時点ではああするより他なかった。説明が必要なら後でいくらでも行う。だが今は星祭の安全確かく保ほが先だ。責任追つい及きゆうはお互たがい後回しにするべきだと思うがどうだ」

『異い論ろんはありませんわ、大使』

　灯籠は笑えみを大きくした。恵吾は内心で舌した打うちする。やりづらい相手だった。

「とりあえず一時間以内に防そ衛ち省らへ向かう。詳くわしい話はそこでしよう」

『承しよう知ちしました』

　微び細さいなノイズが走った後、モニタが暗転する。恵吾は渋しぶい表情で椅い子すに背せ中なかを預あずけた。

（〈秋アウトウンノ〉の灯籠──か）

〈秋アウトウンノ〉、アポストリ四氏族の一つで主に軍事官かん僚りようを輩はい出しゆつしてきた一族。先の戦争──四・一八の時には彼らが〈十字架〉を主しゆ導どうし、自衛隊との激げき戦せんを繰くり広ひろげた。もちろん表向きは停てい戦せん協定締てい結けつにより彼らも日本政府との協力を標ひよう榜ぼうしている。だが、最初から宥ゆう和わ政せい策さくを謳うたっていた〈夏エスターテ〉に比べれば彼らは依い然ぜんとしてタカ派の位置にあった。そして現在の〈十字架〉における元首、評議会議長茉莉花は〈夏エスターテ〉の出身だった。

　きなくさいな──と恵けい吾ごは思った。現状のアポストリは〈夏エスターテ〉主しゆ導どうによる宥ゆう和わ政せい策さくを採とっている。これまではそれでうまく回ってきた。だが梟ふくろうの会事件をきっかけとして、アポストリ内部に不満がくすぶっているのも事実だった。無理もない、あの事件において世せ論ろんはアポストリをテロ集団のように扱あつかい居きよ留りゆう区くを解かい体たい寸すん前ぜんまで追い込んだのだ。結果として事件後アポストリに対する印いん象しようは好こう転てんしたものの、当のアポストリ達の感情は置き去りにされたままだ。その空気を非主流派である〈秋アウトウンノ〉が好機と捉とらえたのなら──

　恵吾は眉まゆ間ねに深い皺しわを刻きざんだ。最悪の可か能のう性せいが脳のう裏りを過よぎる。この件を契けい機きとしたアポストリ同士の内ない紛ふん、まさかとは思うが否ひ定ていしきれない。星ほし祭まつりという少女にはそれだけの重みがある。茉まつ莉り花かを排はい除じよし評ひよう議ぎ会かいの実じつ権けんを握にぎり、日本政府に対する宥和政策を転てん換かんする。そんな想そう像ぞうが暗雲のように広がっていく。

　ひょっとしたら星祭を襲おそったのも──そこまで考えた時、騒そう々ぞうしい足音をたてて相あい川かわが機内に乗り込んできた。甲かん高だかい金きん属ぞく音おんとともにキャビンの扉とびらが閉まる。一ひと呼こ吸きゆう遅おくれてエンジン音が大きさを増ました。胃いが浮うき上あがるような感かん覚かくとともに、機体が地面を離はなれる。窓の外の景色が見る間に小さくなっていった。

「遅れてすまん」

　隣となりの席に着きながら、ぶっきらぼうな口調で相川が言った。事じ態たいの説明を求める職員にしつこく食い下がられていたのだろう。腹に溜ため込こんでいたらしい悪あく罵ばを宙ちゆうに放った後、相川は横目で恵吾を見た。

「で、何か新しい情じよう報ほうは」

「色々調べさせてますが、目新しい情報はまだ」

　恵吾はシートに設せつ置ちされた通信端たん末まつを操そう作さした。到とう着ちやくしたメッセージを何通か液えき晶しよう画面に表示させる。ざっと流し読みした後、恵吾は目を細めた。

「気になることが一つ」

「なんだ」

「情報の拡かく散さんが早すぎます」

「？　というと？」

「こちらが事情を伝えるより前に、星祭のことを把は握あくしている人間が多すぎます。これは公安三部からの照しよう会かいですが」

　言いながら恵吾は液晶画面を相川に向けた。メッセージに埋うめ込こまれた星祭の画像イメージを指さす。細面の、やや幼い顔立ちの少女が三面で表示されていた。

「防大への編入時期、本ほん籍せき住所、保護者の氏名、おまけに今朝の技ぎ術じゆつ交流会のやりとりまで書かれてます。いくら第三部がアポストリ対たい策さくの専門部署でも、このスピードは異い常じようです。誰だれかが意図的にリークしてるとしか思えない」

「誰か」

「考えられるケースは二つしかありません。アポストリか、それ以外かです」

「アポストリ……例の〈十じゆう字じ架か〉軍務省参さん事じ官かんか？」

　恵けい吾ごはこくりとうなずいた。

「〈秋アウトウンノ〉は前回の評ひよう議ぎ長ちよう選せん以来、政治的に弱体化しています。現体制の〈夏エスターテ〉に失点があればそれはすなわち彼らの得点となる。最悪の場合、評議会の解かい散さん動議さえ提てい出しゆつしかねない」

「動機は十分ってわけか」

「茉まつ莉り花かの評議長就しゆう任にん自体、大いに揉もめましたからね。ここ何代も評議長職は〈秋アウトウンノ〉出身者で占しめられていた。それを先代の評議長が強ごう引いんに〈夏エスターテ〉へ切り替えた。四・一八の後あと処しよ理りを円えん滑かつに進めるためとは言え、〈秋アウトウンノ〉の上じよう層そう部ぶにとっては面おも白しろくないでしょう。一部には先代を戦せん犯ぱん扱あつかいしてる連中もいるそうですから」

　相あい川かわはふっと何かを思い出すような遠い目になった。

「先代──〈秋アウトウンノ〉の鶺せき鴒れいか。あれは骨ほねのあるいい政治家だった。彼女が生きてれば……いや、これは愚ぐ痴ちか。まぁいい、それでもう一つの可か能のう性せいは？」

「言うまでもないでしょう、全ての火元ですよ。技ぎ術じゆつ交流会の出席者、彼らが所しよ属ぞくしている組そ織しき」

「防ぼう衛えい省しよう内部……か」

　忌いま々いましそうに言って相川は瞑めい目もくした。

「まったく、どこもかしこも信用ならんな。だが一体そんなことをして連中に何の得がある。いたずらに混こん乱らんを煽あおるだけじゃないのか」

「………」

　恵吾は無言のまま考える目つきになった。何かを判はん断だんするには材料があまりにも不足していた。誰だれが一体何を考えて動いているのか。余よ程ほど注意深く動かないと、取り返しのつかないことになる。ただ一つ言えるのは、今現在純じゆん粋すいに星ほし祭まつりの味方と言える人間はひどく少ないだろうということだった。

（星祭……）

　つぶやきながらシートの肘ひじ掛かけを握にぎりしめた。脳のう裏りに、瘦やせぎすな少女の姿すがたが浮うかぶ。アーモンド型の瞳ひとみが愛らしい、悪戯いたずら好きな子猫を思わせる顔立ちのアポストリ。

　無事でいてくれよ──そう囁ささやくように発した声は、連れん絡らく機きのローター音に圧あつ倒とうされ彼の耳にとどくことはなかった。




　灯とう籠ろうは通信端たん末まつの接せつ続ぞくが切れたことを確かく認にんし、椅い子すを立った。執しつ務む机づくえの向こうには簡かん単たんな応おう接せつスペースと木き扉とびらが見える。木もく目め調ちようの壁かべ紙がみとクリーム色の絨じゆう毯たん、普ふ段だんは上級官かん僚りようの執務室として使われているのだろう。向かって右手、部へ屋やの南側には背せの高い窓まどがいくつも設もうけられ、柔やわらかな日の光が室内に差し込んでいた。薄うすく煙けむった大気の向こうに無数のビルが林りん立りつしている。

　防ぼう衛えい省しようの本ほん庁ちよう舎しやＤ棟とう、その一室を彼女はあてがわれていた。表向きは中ちゆう断だんされた技ぎ術じゆつ交流会の再さい開かいを待つため、だが実じつ際さいにはほぼ軟なん禁きん状じよう態たいだった。おそらく今いま頃ごろは居きよ留りゆう区く──評ひよう議ぎ会かいにも連れん絡らくがいっているのだろう。状じよう況きようが確かく認にんされ対たい応おう策さくが固まるまで下へ手たな動きはさせない。そんな日本政府の思いが透すけて見えた。

「まったく、予想以上の大おお騒さわぎね。アポストリが壁かべの外にいるってそんなに大ごとなのかしら。居留区にはあれだけたくさん人間がいるのに」

　諧かい謔ぎやくを含ふくんだ声で言って、小さく顎あごを持ち上げる。視し線せんの先には扉とびらを挟はさむようにして二人のアポストリが立っていた。袖そでの大きなダブルのロングコートに前下がりのボブ。二人とも吊つり目めがちのひどくきつい顔立ちをしている。知らない者が見れば二人の間に鏡が置かれていると思うだろう。そのくらい二人はよく似にていた。ただ扉の左に立つ少女は左側の髪かみを伸のばし、右に立つ少女は右側の髪を伸ばしている。その違ちがいがあるから、灯とう籠ろうも辛かろうじて二人を見分けることができる。柘ざく榴ろと十六夜いざよい、アポストリには珍めずらしい双ふた子ごで彼女の護ご衛えいだった。

　灯籠は右側の髪を伸ばした少女にふっと微ほほ笑えみかけた。

「何か言いたいことがありそうね、十六夜」

　十六夜は猛もう禽きんを思わせる容よう貌ぼうにわずかな困こん惑わくをにじませた。灯籠は応おう接せつスペースのソファに腰こし掛かけると、長い足を組み卓たく上じように置かれたティーカップを持ち上げた。

「いいわよ、言ってごらんなさい。話し相手がいないと退たい屈くつだもの」

「………」

　十六夜はややためらったように唇くちびるを引き結んだ後、灯籠を見み据すえた。

「自分には政まつりごとが分かりません。ですが星ほし祭まつり様の身を案あんじるなら、他にもやり方があったのではないでしょうか。この国の人々も一いち枚まい岩いわではありません。あのような形で星祭様のことを言えば、その身を害そうとする輩やからが現れても不ふ思し議ぎではありません。まずは大使にこの件を打だ診しんしてもよかったのではないでしょうか」

「打診……打診、そうね」

　灯籠は愉ゆ快かいそうにティーカップを揺ゆらした。日の光を浴びて琥こ珀はく色いろの液えき体たいがきらきらときらめく。彼女はすっと目を細めて口元をほころばせた。

「確たしかに大使へ相談すれば、こんな形で星祭が行方不明になることはなかったでしょうね。情じよう報ほうを握にぎりつぶされても、星祭に危き害がいが及ぶことはなかったはず。あなたの言う通りよ、十六夜」

「では……なぜ」

「どちらでもいいのよ、あの子の安あん否ぴなんて」

　十六夜の息を吞のむ気け配はいが感じられた。灯籠は涼すずしげな表情を崩くずすこともなく、ティーカップに口をつけた。瑞みず々みずしい茶葉の香かおりがふわりと鼻び腔こうを満たした。

「星祭が無事手に入れば、それはそれで予定通り。我々〈秋アウトウンノ〉は四年前に失ったカードを再ふたたび取とり戻もどせる。逆ぎやくにもし彼女が今回の件で命を落とすなら、彼女を壁かべの外に出した茉まつ莉り花か議長と日本政府の責任を追つい及きゆうできる。どちらに転ころんでも〈秋わたしたち〉に損そんはない。なら打てる手は全て打っておくに限かぎる──」

「………」

　凍こおり付ついたような沈ちん黙もくが室内を満たす。灯とう籠ろうはくすりと微ほほ笑えんだ後、小首をかしげた。眦まなじりを緩ゆるめ柘ざく榴ろと十六夜いざよいを眺ながめる。

「冗じよう談だんよ。嫌いやだわ、そんな怖こわい顔しないで。二人とも」

　言いながら灯籠はカップを置いた。チンと陶とう器きの触ふれ合あう澄すんだ音が周囲に響ひびき渡わたる。彼女はわずかに口の端はを持ち上げてみせた。

「もちろん星祭の安全が最さい優ゆう先せん。今回のことは少し予想外ね、人間達の反はん応のうを読よみ誤あやまったわ。まさかこれほどの騒さわぎになるなんて、大使が来たら少し対たい策さくを話し合う必要がありそうね」

「………。お戯たわむれが過すぎます、灯籠様」

　ぎゅっと強い視し線せんで睨にらみつけられ、灯籠は肩かたをすくめた。組んだ膝ひざの上に頰ほお杖づえをつき窓まどの外を眺ながめる。白い巨きよ鯨げいのような雲が蒼そう空くうを流れていった。眩まばゆい陽よう光こうに目を細めながら、灯籠は二人に見えないようふっと口元をほころばせた。この二人とも長いつきあいだが、まだまだ彼女のことをよく理り解かいできていないらしい。

　灯籠は、生まれてこのかた冗談など言ったことがなかった。







　第二話







　体育館ほどもありそうな広いホールだった。高い天てん井じように豪ごう奢しやなシャンデリアがいくつもぶら下がっている。シックな色調の中、白い丸テーブルにのせられた料理が一ひと際きわ鮮あざやかな色しき彩さいを放っていた。ＢＧＭはゆったりしたテンポのクラシック、正せい装そうの男女が幾いく人にんとなく周囲を行いき交かっている。

　フォーラム会場近くのホテル、その宴えん会かい場じように学まなぶ達はいた。正面中央の丸テーブル脇わきに立たされ、ソフトドリンクの入ったグラスを持たされている。一いち応おうフォーラム後の懇こん親しん会かいという名目だが実じつ際さいに彼らへ近寄ってくる大人達はほとんどいなかった。それぞれ目当ての相手を見つけ、来期の予算がどうだの認にん可かをどうするだのややこしそうな話をしている。

　学はちらりと腕時計に視線を落とした。時間は夕方の六時、正直なところまだそれほど腹も空すいていない。料理に手をつけるでもなく話相手もいないとくれば、必ひつ然ぜん的てきに手て持もち無ぶ沙さ汰たとなる。学は所しよ在ざいなさげに身じろぎした。

　もう一つ落ち着かない理由があるとすれば、それは傍かたわらに立つ少女のせいだろう。金きん髪ぱつの美少女──葉は桜ざくらは先ほどから不ふ機き嫌げん極まりない表情で彼の横に立ちつくしていた。

「まだ怒おこってるのかよ」

　学まなぶは疲つかれ果はてた口調で尋たずねた。昼のフォーラムからずっとこの調子だ。一体どうすれば機き嫌げんが直るのか。葉は桜ざくらはちらと横目で学を一いち瞥べつし、唇くちびるをへの字に引き結んだ。

「怒ってないわよ」

　そう怒ど気きを孕はらんだ声でつぶやく。学は深いため息を漏もらした。

「……おい、いい加か減げんにしないと俺も怒るぞ。何が気に入らないんだ、言いたいことがあるならはっきり言えよ」

　葉桜はむすっとした顔で押おし黙だまっていたが、やがてゆるゆると口を開いた。

「……さっきの子」

「は？」

「さっきの子、誰だれ」

「さっきの子って」

「喫きつ茶さ店てんで逃にげてった子」

　学はぱちぱちと目をしばたたいた。一体何の話だ？　そう言いかけて、昼間の出来事を思い出す。アーモンド型の瞳ひとみ、艶つややかなストレートの黒くろ髪かみ、人形を思わせる細く小さな面おもて。安っぽい缶かんバッジを作業帽に付けた子猫のような少女。星ほし野の友とも深み──確たしかそんな名前だったか。学は鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せた。

「知らないよ、いきなり現れてわけ分かんないこと言って逃げてったんだから」

「綺き麗れいな子だったみたいね」

「はぁ？」

「髪とかさらさらで、手足がすっごく細くて、大きな目がくりくりしてて」

「………」

「そんな綺麗な子がいきなり現れて話しかけてくるんだ。居きよ留りゆう区くの外の、こんな知らない土地で」

「おい葉桜。何言ってるんだ、おまえ」

　慌あわてた口調で言って葉桜を睨にらみつける。だが葉桜はすねたような顔で視し線せんを逸そらした。唇くちびるを尖とがらせて押し黙る。なんなんだ一体、学はひどく混こん乱らんした。気まずい沈ちん黙もくが二人の間に落ちる。

　学は居い心ごこ地ち悪げに周囲を見み渡わたした。せめて誰か話しかけてくる人間がいればこの雰ふん囲い気きもなんとかできるのに。そう思って視線を彷さ徨まよわせるが、周囲の大人は相変わらず自分達の会話に夢中のようだった。

　ぐっと手に持ったグラスをあおる。途と端たん、癇かん癪しやく玉だまを破は裂れつさせたような刺し激げきが口の中を襲おそった。しまった炭たん酸さん飲料だった。そう思った時にはもう遅おそい。刺し激げきは喉のどの奥おくにまで到とう達たつし、学を激はげしく咳せき込こませた。

「ねえ」

　背せ中なかを折り曲げてむせる学まなぶに、ふっと葉は桜ざくらが声をかけてきた。左手の甲こうで涙なみだをぬぐいながら顔を向ける。葉桜はややうつむきがちに卓たく上じようへ視し線せんを落としていた。グラスをテーブルクロスの上に置き、くるくると指で毛先をいじっている。綺き麗れいなウェーブを描えがくブロンドが照明の光を浴びてキラキラと輝かがやいていた。

「なんだよ」

　眉まゆ根ねを寄せ、きつい表情で葉桜を見み据すえる。葉桜はちらりとこちらを一いち瞥べつし顎あごを引いた。

「す、ストレートと癖くせ毛げ、どっちが好き？」

「はぁぁ？」

　思わず裏うら返がえった声を上げる学の前で、葉桜は慌あわてたように手を振ふった。

「ち、ち、ちがうわよ！　私がどうこうとかじゃなくって、一いつ般ぱん的てきにの話。や、や、やっぱりさらさらストレートの方がいいのかしら。一般的に、男性的に。ね、ねぇ、どう思う？」

「どうって……」

　なんと答えてよいか分らず学は口ごもった。葉桜が何を考えてこんなことを聞いてくるのか。さっぱり意図が分らない。わずかに考えた後、学は当あたり障さわりのない回答を返した。

「そんなの人それぞれじゃないのか。ストレートがいい奴やつもいれば癖毛が好きな人もいるだろ」

「だ、だからそういうことじゃなくって」

「じゃあ、どういうことだよ」

　声こわ音ねに苛いら立だちをにじませて問い返すと、葉桜は泣き出しそうな表情になった。「うぅぅ……」とうなるような声をあげた後、何かを諦あきらめた顔で肩かたを落とした。

「もういい……、学に聞いた私が馬鹿だった」

　そう言うなり、卓たく上じようのグラスを取り上げ学の側そばを離はなれた。呼よび止とめるまもなく隣となりで談だん笑しようする大人達の輪に入り優ゆう雅がに一礼してみせる。つぼみがほころぶように笑うその表情は、先さき程ほどまでの不ふ機き嫌げんさを微み塵じんも感じさせなかった。

「……なんなんだあいつは」

　学は呆ぼう然ぜんと葉桜の背中を眺ながめていた。何が何だかちっとも理り解かいできない。彼が何か間ま違ちがったことを言ったというのか。出たくもないフォーラムに参さん加かし、気き恥はずかしさを堪こらえて彼女と一いつ緒しよにいるというのに。

　まったく、こっちが気を遣つかってればいい気になりやがって。舌した打うちしながら学は卓上の水に手を伸のばした。まぁいいさ、どうせ懇こん親しん会かいもあと少しだ。黙だまって立っていればすぐホテルに引き上げられる──、そう思ってグラスをつかんだ時だった。唐とう突とつに会場入り口で「わぁ」と歓かん声せいが上がった。見ると、ブレザー姿すがたの中高生が何人も扉とびらの前に現れていた。他のイベントから合流してきたのか、きらきらと目を輝かせ会場内を見回している。

　その内の一人が学に目をとめ、こちらを指さした。学生達が揃そろって学の方を見る。そのまま敵てき陣じんを示された槍そう兵へいのようにこちらへ突つき進すすんできた。

　学まなぶは絶ぜつ望ぼう的てきな気分になった。




　疲つかれた──。

　ホテルの部へ屋やに戻もどるなり、学はソファに倒たおれ込こんだ。クッションに顔を埋うめちらと壁かべの時計に視し線せんを向ける。時刻はもう午後九時近くになっていた。

　あれから延えん々えんと学生達の質問攻ぜめにあった。フォーラムでの騒そう動どうはむしろ彼らに学達への興きよう味みを持たせたらしい。学が他の参さん加か者しやから孤こ立りつしており、周囲に大人達の目が少ないことも手伝ったのか、彼らは誰だれに気き兼がねすることなく機き関かん銃じゆうのような勢いきおいで話しかけてきた。せめて葉は桜ざくらと一いつ緒しよなら質問も分散されただろうが、彼女は素そ知しらぬ顔で大人達と歓かん談だんしていた。結果、学はただ一人で二時間近く学生達の相手をすることになった。

　まったく、たまったもんじゃない。低い声で毒どくづいて学は額ひたいを押おさえた。心なしか熱が出てきたような気もする。慣なれない雰ふん囲い気きに慣れない食事、おまけに唯ゆい一いつの顔見知りは不ふ機き嫌げん極まりないときている。フォーラムの終了まであと四日、さっさと終わらせて居きよ留りゆう区くに戻りたかった。

　ふぅと鼻から息を抜ぬき寝ね返がえりを打つ。壁かべ一面に設もうけられた窓まどから東京の夜景が見えた。地平線の果てまで続く光の絨じゆう毯たん。山も湖も〈十じゆう字じ架か〉も見えない、居留区とは明らかに異い質しつな風景。

　学は苦笑した。居留区に帰りたい──か。ほんの三ヶ月前までなら絶ぜつ対たい口にしなかった台詞せりふだ。あの頃ころの自分は居留区にある全てのものを疎うとみ、嫌けん悪おし、敵てき視ししていた。今となっては随ずい分ぶん遠い昔のことに思える。そんな風に彼を変えてしまったのは他でもない彼女──、葉桜だった。どれだけ邪じや険けんにしても追いすがり、まとわりつき、一線を踏ふみ越こえそうになる彼を押しとどめてくれた。彼女がいたからこそ今の彼がある。だというのに今日のあいつときたら……。

　一体何が気に入らないのか。意味不明な質問、不ふ審しんな挙きよ動どう、コロコロとめまぐるしく変わる表情。しかも「癖くせ毛げとストレートどちらが好きか」だって？　あれじゃあ、あれじゃあまるで。

　瞬しゆん間かん、どくりと心臓が高鳴った。顔や耳がじわじわと熱を持ち紅こう潮ちようしていく。彼は慌あわててクッションを握にぎる手に力を込めた。

　馬鹿か、俺は。勘かん違ちがいも甚はなはだしい。あいつにそんな感情があるわけないだろう。あいつはいつも馬鹿真ま面じ目めで融ゆう通ずうがきかなくて、やる気のない俺に腹をたてているだけだ。おおかた今回も、こちらの態たい度どが何か気に障さわったんだろう。そうだ、そうに決まっている。

　上じよう体たいを起こし、くしゃくしゃと髪かみをかき回した。テレビのリモコンをつかみニュース番組を表示させる。鹿しか爪つめらしい顔をしたニュースキャスターが明日の天気予よ報ほうを読み上げていた。

　ソファにもたれかかり画面を見つめていると、徐じよ々じよに動どう悸きが静まっていった。かわりに鉛なまりのような疲ひ労ろうがわき上がってくる。そう言えば昨日は深しん夜や近くにチェックインし今日は朝五時から打ち合わせ、正しよう味み四時間も寝ねていない。疲つかれているはずだ。

　今日は顔を洗って早めに寝るか、そう思いながらうつらうつらする。だめだ、立ち上がって服だけでも着替えなければ。ブレザーを皺しわにするとあいつが怒おこる。だらしない服ふく装そうして、みっともないと思わないの？　あなたの横に立つ私の立場にもなってよね、とか。本当に……本当に面めん倒どうくさい奴やつ、だ。

　そこまで考えるのが限げん界かいだった。学まなぶの意い識しきは急きゆう速そくに薄うすれ、眠ねむりの世界に落ちていった。




　昔の夢を見た。

　夢の中で彼はまだ小学生だった。たしか四年生の夏休みだったか。まだ母親も妹も健けん在ざいで、アポストリという存そん在ざいもどこか遠い世界のものに感じていた頃ころだった。

　蟬せみの声が騒そう々ぞうしい、うだるような暑さの真夏日だった。その日、珍めずらしく父親が家にいた。母親も妹も買い物で外出しており、学は父親と二人でリビングにいた。

　きっかけはなんだったろう。唐とう突とつに父親が「出かけるか」と言った。「何か食べたいものはあるか」と聞かれた気もするから、丁ちよう度ど昼時だったのかもしれない。学は無む邪じや気きにハンバーガーと答えた。父親は露ろ骨こつに嫌いやな顔をして「いつもそんなものを食べてるのか」と言った。

「違ちがうよ」と学は答えた。

「お母さん、いつもだめっていうからなかなか食べられないんだ」

　そう言うと恵けい吾ごは「そうか」と答えた。軽く顎あごを持ち上げて考え込むような表情をした後「じゃあ食べに行くか」と言った。

　新都心東の県道を二十分ほど歩いて、居きよ留りゆう区く駅前のデパートに出かけた。一階のファストフード店に入り食事をすませた後、デパートの中を見て回った。ゲームスペースに玩具おもちや売り場、本屋に食品売り場。父親は学が行きたいというところに黙もく々もくと付き合ってくれた。会話はほとんどなかったが学は嬉うれしかった。普ふ段だん父親とこういうふうに歩いたことはない。なんだか自分が特別な日を過ごしているように思えた。

　夕方くらいになりデパートを出た時だった。父親がふっと「少し寄りたいところがあるけどいいか」と言った。

　学は特に考えることなくうなずいた。仕事だろうかと思った。駅前を少し歩けば在ざい彦ひこ根ね居きよ留りゆう区くの日本大使館が存在する。こんな日まで働くことないのに、そう思ったことを覚えている。だが父親はタクシーを停とめると中濠東西通りを西に行くよう告つげた。

　着いたところは病院だった。クリーム色の外がい壁へきが目に優やさしい、八階建ての大きな建物だった。恵吾は学を待合室に連れて行くと、「すぐ戻もどる」と言って離れていった。

　どのくらいの時間がたっただろう、学は徐じよ々じよに退たい屈くつをもてあまし始めた。すぐ戻ると言ったのに、いつまで待たせるつもりなのか。あと五分、あと十分？　たまらない。

　ちょっとくらい──、ちょっとくらいなら離れてもいいよね。

　少し散歩するくらいのつもりだった。二階に続く階かい段だんを上り、何があるか確かく認にんする。だが実じつ際さいに階上へ行き廊ろう下かを進んで角を曲がると、学はあっという間に迷まい子ごとなっていた。

　まずいと思った。父親が戻ってきた時、学が元の場所にいなかったらどう思うか。おそらくとても不ふ機き嫌げんになるだろう。焦あせって元来た道を戻もどり、記き憶おくに従したがって階かい段だんを上り下りする。それを何度か繰くり返かえした後、学まなぶは自分が見たこともない場所へいることに気付いた。

　人ひと気けのない廊ろう下か、大きく開かれた窓まどから爽さわやかな風が吹き込み、白いカーテンを揺ゆらしていた。クリーム色の床ゆかには等とう間かん隔かくで長なが椅い子すが置かれている。その中にぽつりと、一人の女の子が腰こし掛かけていた。

　瞳ひとみが大きい、折れそうに細い手足をした女の子だった。首の付け根までのボブが耳を覆おおっている。清せい潔けつ感かん漂ただよう袖そで無なしのワンピース。手元に視し線せんを落とし、なにやら真しん剣けんな表情で指を動かしている。まるで毛玉にしがみつく子猫のようだと、学は思った。

「なにしてるの？」

　なんとはなしに学は尋たずねていた。瞬しゆん間かん、少女がびくりと肩かたを震ふるわせた。慌あわてて背せ中なかへ隠かくそうとして、膝ひざに置いたものがばらばらと床へ落ちる。カラフルな正方形の紙し片へん、折り紙だった。

「あ……あっ……！」

　少女が慌てた様よう子すで紙片を拾おうとする。だがそれは膝に残った折り紙を更さらに散さん乱らんさせることとなった。

「あ、拾うよ」

　学は短く言って膝をついた。散らばった折り紙を取り上げ重ねていく。そうするうちに、学は気付いた。折り紙の何枚かが折りかけで放ほう置ちされている。あるものは真ん中から捻ねじれた菱ひし形がたで、あるものは歪いびつな三角形のままになっていた。

　一体何を作ろうとしていたのか、まじまじと折り紙を見つめていると、唐とう突とつに横から奪うばわれた。少女が顔を真っ赤にしてこちらを睨にらみつけている。

「見んな！」

「あ、ごめん……」

　思わず謝あやまってしまい学は口をつぐんだ。少女は荒あらい息をつきながら、残りの折り紙をかき集めた。そのまま学から視線を外して、また作さ業ぎように戻る。

　どうしたものか分からず、学は少女の手元を見つめていた。少女はどう贔ひい屓き目めに見ても器用とは言えなかった。一度折っては元に戻し、広げてはまた折りを繰り返している。そうするうち、まっさらな紙片は見る間に皺しわくちゃになっていった。

「う……」

　少女の唇くちびるから嗚お咽えつのような声が漏もれる。なんとなく見てられなくなって、学は声をかけた。

「ねえ、何作りたいの？」

　ちらりと少女が上うわ目め遣づかいに学を見た。眉まゆ根ねを寄せ不ふ機き嫌げんそうな表情をしながら、それでも一言「花」と答える。

「花？」

「お見み舞まいの」

　……ああ、と学まなぶは理り解かいした。見み舞まい用の花、それを折り紙で作ろうとしているのか。それなら話は早い。学は少女の横に腰こし掛かけ、少女の膝ひざから数枚の紙し片へんを取り上げた。

「な……おい、何すんだ」

「いいから」

　短く言って紙片を折り始める。母と妹が折り紙好きなせいで、学も代表的なものは作り方を知っている。赤い紙を手て際ぎわよく畳たたんで花の形に近づけていった。最初は警けい戒かいした表情でこちらを見ていた少女が徐じよ々じよに相そう好ごうを弛ゆるめていく。できあがった花を渡わたすと、少女は喘あえぐような声を漏もらした。

「わ……」

　両手で花の端はしをつかみ目の前にかざす。大きな瞳ひとみがきらきらと星のように輝かがやいていた。

「それでいい？」

　そう尋たずねた瞬しゆん間かん、だが少女の表情が凍こおりついた。ばっと飛び上がるようにして長なが椅い子すから立ち上がる。折り紙の花を大事そうに胸むな元もとへ抱かかえながらじりじりと後あと退ずさった。

「よ、余よ計けいなことすんな、バカ！　あたし一人でもできたんだよ」

「無理だよ……、だって君折り方知らないんでしょ」

「う、うっせぇ！　うっせぇバーカ！」

　白い頰ほおを真っ赤に染そめて少女は叫さけんだ。学は鼻の頭を搔かいた。よく分からないが、どうも怒おこらせてしまったらしい。少女は追いつめられた小動物のような目でこちらを睨にらみつけている。どうするべきか、そう思おもい悩なやんで視し線せんを彷さ徨まよわせた時だった。

「なに大声だしてるの？　ここで騒さわいじゃ駄だ目めっていつも言ってるでしょ」

　ひどく穏おだやかな声が病室から響ひびいてきた。わずかに遅おくれて一人の女性が戸口より顔を出す。学は誘さそわれるように視線を向けて、それからぽかんと口を開けた。

　白いローブを身にまとった女性だった。教会のフレスコ画に描えがかれた聖せい母ぼを思わせる雰ふん囲い気き、口元に優やさしい笑えみをたたえ切れ長の目をすっと細めている。疵きず一つない肌はだは抜ぬけるように白く、内側から光を発しているようにさえ思えた。彼女は学の方を見て、わずかに驚おどろいた様よう子すで片方の眉まゆを持ち上げた。

「あら……あなた」

「ママ！」

　何事か言いかけた女性に、だが少女がしがみついた。細い指でローブをつかみ女性の背せ中なかへ隠かくれるようにして学を睨みつける。

「あらあらどうしたの」

「あ、あの……すみません、僕が勝手に折り紙折っちゃったんで……それで」

　学が弁べん解かいすると、女性は得とく心しんしたように頰ほおを弛めた。女の子の前に膝ひざをつきくしゃりと髪かみを撫なでる。その視線が胸元の花に吸い付けられた。

「それを作ってもらったの？　よかったじゃない」

「……で、でも、あたしママのために……自分で……」

「今度はそれをお手本にあなたが作ってみて。大だい丈じよう夫ぶ、すぐ出来るようになるわ、あなたなら」

　少女は少し沈ちん黙もくした後、こくりとうなずいた。女性は満足そうに口元をほころばせてから、学まなぶに向き直った。

「ごめんなさいね、この子がひどいこと言ったみたいで」

「……いえ」

「あなた、学君でしょ」

　女の言葉に学は目をぱちぱちとしばたたいた。

「はい……、あの、なんで僕の名前」

「やっぱり」
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　女性は満足そうに微ほほ笑えんだ。とても優やさしい笑えみだった。

「あの人によく似にてる。綺き麗れいでまっすぐな目とか、不器用で優しいところとか」

　あの人？　学は眉まゆをひそめた。女性は少し寂さびしそうに眦まなじりを下げた後、学から離はなれた。傍かたわらの少女を引き寄せついと目を伏ふせる。

「お父様が待ってるはずよ、そこをまっすぐ行けば待合室に戻もどれるわ。今から急いで戻れば、すぐ追いつけると思う」

「あの……」

「さぁ急いで」

　学まなぶは沈ちん黙もくした。沈黙しながら、なんとなく父親の見み舞まい相手はこの女性だったのだと理り解かいしていた。一体誰だれなのだろう。綺き麗れいで優やさしそうで、そして少し儚はかなげな女の人。

　だがそれ以上問い続けることはできなかった。女性は無言で学の詮せん索さくを拒きよ否ひしてるように見えた。彼はおずおずときびすを返し彼女たちに背せを向けた。

「──と仲良くしてあげてね……学」

　女性の声が学の耳じ朶だを打った。はっとなって振ふり返かえると、彼女たちはもう病室へ引き上げた後だった。学は釈しやく然ぜんとしない表情で唇くちびるを歪ゆがめ、それから待合室に向かって歩き出した。




　ふっと寝ね苦ぐるしさを感じて学は目を覚さました。

　白く広い天てん井じようが眼がん前ぜんに広がっている。気のせいか室内の空気が動いていた。きょろきょろと周囲を見み渡わたし、違い和わ感かんの原げん因いんに気付く。

　バルコニーに続く窓まどが大きく開け放たれていた。ベージュのカーテンが夜風にそよぎ、窓辺に置かれたフロアスタンドにまとわりついている。開け放しで寝てしまったのだろうか、疑問に思いながら上じよう体たいを起こす。つけっぱなしのテレビが極ごく彩さい色しきのＣＭ映えい像ぞうを映し出していた。ぼんやりした頭を覚かく醒せいさせようと、学は右手でこめかみを揉もんだ。

　ひどく懐なつかしい夢を見た気がする。〈片かた腕うで〉の事件より前、まだ全てが単純で希望に満ちていた時代。彼は確たしかに父親と病院へ出かけた。誰だれとも知らぬ女性を見舞うために。

　今いま更さらなぜあんな昔のことを思い出すのか。そう考えてふと思い当たる。あの女の子、大きな目をした生なま意い気きそうな少女。それが昼間の少女のイメージと重なる。なんと言っていたか、そう星ほし野の……星野友とも深みだ。

　似にている──ような気がする。

　もともと曖あい昧まいな記き憶おくだし、女の子の背せ格かつ好こうもそれほどよく覚えているわけではない。だがあのぶっきらぼうな口調、あの女の子がそのまま成長すれば星野のようになるかもしれない。だが……

（気のせいだよな）

　そうつぶやいて自分を納なつ得とくさせる。居きよ留りゆう区くにいた少女がなぜ壁かべの外に現れるのか。しかも警けい備び員いんに追いかけられるような真ま似ねまでして。学を捜さがしていた？　恵けい吾ごと連れん絡らくを取りたい？　無茶苦茶だ。わけが分からない。

　すっかり目が覚めてしまった。ちらりとベッド脇わきのサイドテーブルに置かれた時計を確かく認にんする。時刻は午後十時前、眠ねむりに落ちてからまだ一時間もたっていない。今更寝直したところでまた中ちゆう途と半はん端ぱな時間に目め覚ざめてしまいそうな気がした。

　とりあえず熱あついコーヒーでも飲み明日のスケジュールを確認するか、そう思い立ち上がった時だった。不意に──室内の空気が動いた。ぞわりと冷気を孕はらんだ風が首くび筋すじを撫なでる。学まなぶははっと振ふり返かえった。バルコニーに続く窓まど、夜風に舞まうカーテンの向こうにきらびやかな東京の夜景が見える。

　そこに──作業帽をかぶった少女がいた。

「な……!?」

　学は裏うら返がえった声を上げながら少女を指さした。足をもつれさせソファに倒たおれ込こむ。一体いつの間に現れたのか。そんな気け配はいなど欠かけ片らもなかった。少女は細い顎あごをくいと持ち上げて室内を見み渡わたした。白い首筋を鴉からすの濡ぬれ羽ばのような黒くろ髪かみが撫でる。水すい晶しよう細ざい工くのような透とう明めい感かん、その中でただバラ色の唇くちびるだけがとれたての果実を思わせる瑞みず々みずしさを放っていた。

　少女は物もの珍めずらしそうに視し線せんを彷さ徨まよわせた後、学に向かってにぃと微ほほ笑えんだ。「よっ」と気安い仕草で片かた手てを上げてみせる。

「よっじゃない！　なんだおまえは！　どこから入った！」

　怒ど鳴なる学に少女はすっと肩かたをすくめた。

「どこってそこからだよ。あんた高そうなホテルに泊とまってるのなー、おかげでここまで上んの大変だったぜ」

　言いながら窓の外を指さす。学はぱちぱちと目をしばたたいた。上ってきた？　この外を？　一体何を言っているのか。ここは十二階だぞ。素す手でで上ってこれるような場所じゃない。

　──なんだ、こいつは。

　学の中でアラートが鳴なり響ひびいた。きゅっと目をすぼめ少女を睨にらみつける。唇を引き結び、汗あせばむ拳こぶしをぎゅっと握りしめた。

「星ほし野の……友とも深みだっけか？」

「お、よく覚えてんな。そうそう星野友深、星野が名字で友深が名前。親しみを込めてトモミンと呼よんでもらっていいぜ」

「で、その星野が何の用だ」

「うわぁガン無む視しだぁ。あんた、友達いないだろ」

「余よ計けいなお世せ話わだ。いいから質問に答えろ。何が狙ねらいだ、何の目的で俺につきまとうんだ」

　学の質問に、星野はすっと表情を引ひき締しめた。帽子のツバに手をかけわずかに持ち上げる。

「昼間喫きつ茶さ店てんで話した通りだよ。南みなみ方かた恵けい吾ごに連れん絡らくをとりたい」

「だから大使館でもどこでも好きにかければ──」

「直接話したいんだ」

　そう言う星野の口調はひどく強いものだった。学は眉まゆ根ねを寄せた。

「理由を聞かせろよ、じゃなきゃこっちも判はん断だんしようがない」

「理由は言えない」

「あぁ……？」

　学まなぶは絶ぜつ句くした。星ほし野のはまっすぐな視し線せんでこちらを見つめた。

「言えばあんたを巻まき込こむことになる。これはあたしと南みなみ方かた大使の問題だ。関係ない人間を巻き込むわけにはいかない」

「関係ないって……」

　俺の親父だぞ？　思わずそう言い返しそうになって学は口をつぐんだ。一体この少女は親父とどういう関係なのか。仕事上の付き合いとは思えない。知人・友人にしても年が離はなれすぎている。だいたいまっとうに連れん絡らくを取り合っている仲なら、こんなふうに学を仲ちゆう介かいする理由がない。少女の言っていることは一から十まで理り不ふ尽じん極まりなかった。

「なんか、色々事じ情じようがあるみたいだけど」

　言いながら学はゆっくりと立ち上がった。視線を星野に据すえたままじりじりと後こう退たいする。ソファのすぐ後ろ、ベッド脇わきのサイドテーブルに内線電話があるはずだった。フロントにダイヤルすればすぐＳＰが駆かけつけてくる、そう聞かされていた。

「こんなふうにいきなり押おしかけてきて、理由も言えない素す性じようも話せないじゃとても協力なんてできないな。とりあえず今日のところは帰ってくれないか。親父には明日電話しておくよ。星野とかいう変な奴やつが捜さがしてたってな」

「明日じゃダメなんだ」

「じゃあその理由を説明しろよ」

「だから……」

　埒らちがあかない。学は心を決めた。ちらと内線電話の場所を確かく認にんし床ゆかを蹴ける。電話機までの距きよ離りは二メートルもない。飛びつけば一いつ瞬しゆんで片かたがつくはずだった。だがサイドテーブルにたどりつく寸すん前ぜん、学は肩かたと太ももに異い様ような圧力を感じた。何か細い物が食い込むような感かん触しよく、慌あわてて動きを止め前方の空間を見つめる。銀色に輝かがやく光の筋すじが学の前に張はり巡めぐらされていた。一本ではない二本、三本、四本。無数の銀光が学の行ゆく手てを阻はばんでいる。

（糸……いや、ワイヤ!?　いつのまに!?）

「あんま動き回らないほうがいいぜ。肉が切れるほど細いの使ってないけど、それでも当たったら痛いたいだろうからさ」

　言いながら、悠ゆう然ぜんとした足取りで星野が近づいてくる。学は背せ筋すじに冷たい物を感じた。身体の震ふるえを押おさえつつ振ふり返かえる。わずかに面おもてを伏せ、動どう揺ようを悟さとられぬよう唇くちびるを結んだ。

「巻き込みたくないとか言ってた割には随ずい分ぶんと乱らん暴ぼうだな」

「それだけ切せつ羽ぱ詰つまってんだよ。なぁ、頼たのむから協力してくれよ。電話一本かければすむことだろ」

　すっと星野のスニーカーが前に出た。背はい後ごにはワイヤ、前方には星野。逃にげ場ばはない。こうなったら力ずくで突とつ破ぱするか、そう思い身み構がまえた時だった。

　床へ張られたワイヤに星野が蹴つまずいた。

「え……？」

　学まなぶは目を瞬またたいた。おぉぅ？　と奇き妙みような声を上げて星ほし野のが倒たおれかかってくる。突とつ然ぜんの事に避よけることもできず、学と星野はもつれ合うようにして床ゆかへ倒れた。爽さわやかなミントの香りが鼻び孔こうを満たす。後こう頭とう部ぶを撫なでながら目を開くと、すぐ前に星野の顔があった。白く透とう明めい感かんのある肌はだ、柔やわらかそうな唇くちびる。大おお粒つぶの瞳ひとみがぼうっとこちらを見ている。学は全身を強こわばらせた。

「な！　なにしてるんだ!?　どけ！　離はなれろ！」

「………」

　学の叫さけび声ごえに、だが星野は少しためらったように唇を引き結んだ。ぐっと目を閉じて彼の胸むねに頰ほおを押おしつける。ほっそりした指が強い力で学のシャツをつかんだ。学は表情を凍こおりつかせた。一体何だというのか、わけが分からない。なんでこいつ、こんな切せつなそうな顔をしているのか。まるで何かへすがるように。溢あふれ出だす感情を押さえ込むかのように。

「ほし……の？」

　ためらいがちに少女の名前を呼よぶ。学はゆるゆると手を伸のばした。とりあえず離れて欲しい、そう思って少女の細い肩かたに触ふれた時だった。

　バァン、と物もの凄すごい音をたてて扉とびらが開いた。

「ちょっと学！　さっきからうるさいわよ！　隣となりの部へ屋やにめい、わ……」

　聞きき慣なれた怒ど鳴なり声ごえは唐とう突とつにフェイドアウトした。はっとなって入り口の方を見る。そこに呆ぼう然ぜんとした表情で立ちつくす葉は桜ざくらの姿すがたがあった。

　葉桜は片手を腰こしにあて、もう片方の腕うでを伸ばしてドアを支ささえていた。瞬まばたきを数回、やがて徐じよ々じよにその肩が震ふるえ始はじめる。やばい爆ばく発はつする。学は総そう毛けだった。

「ちがう！　待て落ち着け、葉桜！　これはちがう！」

　地鳴りを思わせる重低音とともに床が震えた。叩たたきつけるようにして扉が閉められたのだ。そう思った時にはもう葉桜が室内に入ってきている。そう言えばこいつ隣の部屋だった。絶ぜつ望ぼう的てきな表情を浮うかべる学の前で葉桜が足を止めた。ひきつった笑みを浮かべ彼を見下ろす。

「何が……違うのかしら」

「だから、こいつは！」

　苛いら立だち混まじりの声を上げながら、学は星野を引き離そうとした。だが少女は学の胸にすがりついたままびくとも動かない。学は眉まゆをひそめた。この細い身体のどこにこんな力があるのか。そう言えば先さき程ほども外から上ってきたと言っていた。人間離れした身体能のう力りよく、異い様ように整った顔立ち、まさか──こいつ。

「ず、ず、ずいぶんと仲よさそうじゃない。さっきは知らない相手だとか言ってたのに。こ、こんなふうに部屋まで連れてきて、連れてきて、連れてきて」

「連れてきてない！　こいつが勝手に入ってきたんだ！」

「勝手にって、なんでこの子が学の部屋知ってるのよ！　下へ手たな噓うそつかないでよ！」

「なんでわざわざそんな噓うそつかなきゃいけないんだよ。見ろよ、あの窓まど。あそこから入ってきたんだ！」

　言いながら窓を指さす。風が強くなってきたのか、カーテンが先さき程ほどより大きく翻ひるがえっていた。葉は桜ざくらはぱちぱちと目をしばたたいた後、ふっと小馬鹿にしたような笑えみを浮うかべた。

「普ふ通つうの人間があんなところから入ってこれるわけないでしょ」

「いや、だからこいつは──」

　ぐいと星ほし野のの肩かたをつかみ、葉桜へ向き合わせようとする。だが彼女はより一いつ層そう身体を縮ちぢこまらせ学まなぶにしがみついた。熱あつい吐と息いきがシャツの生き地じ越ごしに胸むねを撫なでる。葉桜の顔がさぁっと紅こう潮ちようした。こめかみがひくつき握にぎりしめた拳こぶしが小こ刻きざみに震ふるえる。

「いいわ、本当に関係ないっていうなら、ここから追い出しても構かまわないわよね。いらっしゃい、ＳＰに引ひき渡わたしてあげる」

　そう言って葉桜はぐっと星野に手を伸のばした。瞬しゆん間かん──、星野の身体がぐわりと跳はね上あがった。左手一本で上じよう体たいを支ささえ横よこ薙なぎに葉桜を蹴けりつける。草くさ刈かり鎌がまを思わせる一いち撃げきが、学の眼がん前ぜんを切きり裂さいた。

「な……!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、葉桜がその場を飛とび退のく。星野は猫を思わせる俊しゆん敏びんさで後ろに飛びすさると、ぐいとなにもない空間をつかんだ。甲かん高だかい音をたてて銀色の光が宙ちゆうに舞まう。途と端たん、巨人の手で薙ぎ払われたようにベッド脇わきのテーブルライトと花か瓶びんが吹き飛んだ。白銀色の波は頭とうが鈍にぶい唸うなりを上げて葉桜へ襲おそいかかる。

「こ……の！」

　ぎりりと奥おく歯ばを嚙かみしめながら葉桜が腕うでを伸ばした。ばちっと空気が帯たい電でんしたような音、葉桜の手から細い糸いと状じようのものが垂たれ下さがる。飛ひ来らいするワイヤを受け止めたのか、常じよう識しきではありえない光景に星野がぎょっとした表情で後あとじさる。その隙すきを見み逃のがすことなく葉桜が突とつ進しんした。双そう眸ぼうに炎ほのおのような光が瞬またたく。獲え物ものを前にした狩かり人うどの視し線せん、強い殺気を孕はらんだ紅くれないの瞳ひとみ。学は慌あわてて身体を起こした。

「待て！　待て、葉桜！」

　叫さけびながら左腕を伸ばして葉桜を押おしとどめる。つんのめるように葉桜が動きを止めた。眉まゆ根ねに深い皺しわを刻み、嚙みつくような視線で彼を睨にらみつける。かまわず学は肩かた越ごしに星野を振ふり返かえった。

「おまえもだ、星野！　二人ともいい加か減げんにしろ」

　強い視線で見み据すえると星野はすねたように顔を逸そらした。それでもそれ以上やり合う気はなくなったのか、両の手をショートパンツのポケットに入れる。学はほぉと息を吐き出した。

「ちょっと学、なんであの子をかばうのよ!?　普通じゃないわよ、その子！」

　詰つめ寄よる葉桜を学は渋しぶい表情で見つめた。だから言ったじゃないか、普通じゃないって。さっきは鼻で笑ったくせに今いま更さら何を言うんだ。学まなぶは眉み間けんにわずかな皺しわを刻きざんだ。

「おまえ、同族とやり合いたいのか、なら止めないけど」

「どう……ぞく？」

　葉は桜ざくらがぱちぱちと目をしばたたいた。学は舌した打うちする。これだけやり合って気づかなかったのか。こいつも相当抜ぬけている。学はもう一度星ほし野のを振ふり返かえった。

「そうなんだろ、星野？　いや──アポストリなら多分別の名前があるんだろうけど」

「アポストリですって!?」

　葉桜の裏うら返がえった声が学の耳じ朶だを打った。星野はくいと顎あごを引いた。

「なに馬鹿なこといってんだよ、あたしがアポストリだって？　一体、何を根こん拠きよに──」

「コンタクトとれてるぞ」

「え!?　あ、うそ！」

　星野は慌あわてて背はい後ごの姿すがた見みを覗のぞき込こんだ。澄すんだ黒くろ瑪め瑙のうを思わせる瞳ひとみが大きく見開かれる。わずかな沈ちん黙もくの後、星野は怒ど気きに満ちた表情で振り返った。

「こ、この野郎、だましたな！」

　学は肩かたをすくめた。単純なところは葉桜とよく似にている。アポストリってのはこんな奴やつばかりなのだろうか。いや、ここ数ヶ月父親の仕事関係で会ったアポストリ達はもっと冷静な感じだった。だとすればこの二人が特別なのかもしれない。畜ちく生しよう、なんでよりにもよって俺の周りはこんな奴ばかり。学は唐とう突とつに激はげしい疲ひ労ろうを感じた。

　星野はバツ悪そうに帽子のつばをいじっていたが、やがて諦あきらめたように小さな吐と息いきを漏もらした。唇くちびるを尖とがらせ、むくれた表情で学を一いち瞥べつする。

「なんで分かったんだよ」

　不ふ機き嫌げん極まりない声でそう言う。学は軽く首を傾かしげてみせた。

「あんだけ派は手でに跳とんだり跳はねたりすれば誰だれでも分かるさ。それに──、おまえらの見た目は不自然すぎるんだよ」

「じゃ、じゃあ本当に？　本当にアポストリなの……？」

　葉桜がややうろたえた表情で歩を進めた。瞬しゆん間かん、星野の目がぎゅっと吊つり上あがる。

「来んな！」

　怒ど気きを孕はらんだ声でそう叫さけんだ。びくりと葉桜が動きを止める。星野は警けい戒かいした面おも持もちで後ろに一歩さがった。

「近寄るな、あと気安く話しかけんな、あたしはアポストリが大っきらいなんだ。一歩でも近づいてみろ、そのボサボサ頭ごと切きり刻きざんでやる」

「なっ……！」

　葉桜の顔が見る間に紅こう潮ちようした。気にしているところを突つかれたのか、細い肩が痙けい攣れん気ぎ味みに震ふるえ始はじめる。長いブロンドが怒いかりでゆらりと逆さか立だって見えた。

「……上等じゃない。やれるもんならやってみなさいよ。その前にあなたの枯かれ木きみたいな身体をへし折ってあげるけど」

「か、枯れ木……!?」

「あら、枯れ木でも十分すぎると思ったけど。それだけガリガリだと、枯れ草って呼よんだ方が相応ふさわしいかしら」

「て、てめぇ……！」

「ああっもうやめろって言ってるだろ！　二人ともつまみ出すぞ！」

　慌あわてて間に入り二人を見み据すえる。星ほし野のと葉は桜ざくらは空中で視し線せんを戦わせていたが、やがてふんとそっぽを向いた。学まなぶは深いため息を漏もらした。

「だいたい星野、おまえ急いでるんじゃなかったのか。親父に連れん絡らく取りたいとか言って」

「……あ」

　ぽかんと星野が口を開けた。というか忘わすれていたのか。

「さっきも言ったけど、事じ情じようさえ聞かせてくれれば別に協力してもいいんだぞ。わけありみたいなのは見れば分かるし」

「………」

　沈ちん黙もく、薄うすい眉まゆがわずかに歪ゆがむ。何かを懸けん命めいに押おし殺ころしている表情。まただと学は思った。またこの顔。「学を巻まき込こみたくない」と言った時の硬かたい眼まな差ざし、彼にすがりついてきた時の切なささえ感じさせる面おも持もち。

「……ねぇ、学」

　すっと後ろに寄より添そってきた葉桜が耳元で囁ささやいた。星野の方を気にしながら、警けい戒かいした面持ちで学を見据える。

「あの子のこと公館に連絡しましょう」

「おい……葉桜」

　学は眉をひそめた。公館──アポストリの在外公館に連絡？　さっきまでのやりとりをまだひきずっているのか、そう思い黙だまっていると葉桜は硬い表情で首を振ふった。

「学は事の重大さがわかってない。あの子がアポストリなら、こんなところにいていいはずがないの。もし誰だれかに見つかったら──、間ま違ちがいなく外交問題になるわよ」

「そんな……大げさな」

「大げさなもんですか。何のために居きよ留りゆう区くがあると思ってるの？　私達アポストリと人間の生せい活かつ圏けんを分けるためでしょ。それがこんな風に、得え体たいの知れないアポストリが壁かべの外を出歩いてたらどうなると思うの？　重大な協定違い反はんよ、伯お母ば様の責任問題にもなりかねない」

「な……」

　冗じよう談だんだろう？　喉のど元もとまで出かかった声は葉桜の視し線せんに押し止められた。協定違反、茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちようの責任問題。重苦しい単語がざわざわと意い識しきを浸しん食しよくする。学は喘あえぐような声を漏らした。

　引ひき渡わたす、あいつを──。つぶやきながらちらりと星ほし野のに視し線せんをやる。彼女は唇くちびるを引き結んだままじっと床ゆかを睨にらみつけていた。公館に引き渡せば、間ま違ちがいなく親父とは連れん絡らくを取れなくなるだろう。協定違い反はんの犯はん罪ざい者しやとして扱あつかわれるかもしれない。頭ではそれでもよいと分かっている。不法侵しん入にゆう、器き物ぶつ損そん壊かい、脅きよう迫はく紛まがいの意志強要。学まなぶが同情する余よ地ちは少しもない。だが……

　あいつの表情、あのすがるような眼まな差ざし。畜ちく生しよう、なんであんな顔するんだ。まるで、こっちが無理を言ってるみたいじゃないか。

「なぁ葉は桜ざくら──」

　少し事じ情じようを聞いてからにしないか、そう返そうとした時だった。テレビの音声が唐とう突とつに途と切ぎれた。画面が切り替わり、青いモノトーンの背はい景けいにテレビ局のロゴが浮うかび上あがる。『臨りん時じニュースです』淡たん々たんとした女性の声がそう言った。

『本日正午頃ごろ、神奈川県横よこ須す賀か市しの防ぼう衛えい大学校で警けい備び員いん三名・学生四名を含む計十人が何者かにより殺害されました。神奈川県警の発表によれば事件現場は大学構こう内ないの一号学生舎であり　学生同士でなんらかのトラブルがあったと見ています。現場からは事件後一人の学生が行方不明になっており事件との関連が疑われています。行方不明になった学生は三年生の星野友とも深みさん。当局は重要参さん考こう人にんとして星野さんの捜そう索さくを続けていましたが、有力な手がかりが得られないことから公開捜そう査さに切り替えました。警察への情報提てい供きようは以下の電話番号またはメールアドレスまで。──』

　画面が切り替わり細ほそ面おもての少女が映し出される。見覚えのある大きなアーモンド型の瞳ひとみ、ちょんと顔の中心に配置された形の良い鼻び梁りよう。学ははっとなって振ふり返かえった。星野は呆ぼう然ぜんとした表情で目を見開いていた。

「星野……おまえ」

　かすれた声でつぶやく学に、星野はびくりと身体を震ふるわせた。弱々しく首を振りながら一歩二歩と後こう退たいする。

「ちがう、あたしはそんな──」

　刹せつ那な、靴くつ音おとが大気を踏ふみしだいた。ぞっとするような殺気をまき散らしながら葉桜が学を押おしのける。真しん紅くの瞳が輝かがやきを増ます。学は一いつ瞬しゆん凍こおりつき、それから慌あわてて葉桜に追いすがった。

「待て、葉桜！」

「……学は黙だまってて」

　底そこ冷びえのする声で葉桜が言った。その視し線せんはもはや彼を見ていない。眼がん前ぜんに立つ作業帽の少女をまっすぐに見つめている。

「最後通つう告こくよ。おとなしく私と一いつ緒しよに公館へ来なさい。話はそこでゆっくり聞いてあげる。あなたが何者でなんのために学へ接せつ触しよくしたのかもね。もし拒きよ否ひするなら今度こそ容よう赦しやしない。その身体を、その手足を、その首を」

　薄うす紅べに色いろの唇くちびるがほころぶ。そこから覗のぞく異い様ように長い犬歯、白金色に輝かがやく獣けもののような牙きば。

「全部まとめてねじ切ってあげる」

　ぞわりと空気が振しん動どうした。名めい状じようしがたい圧あつ力りよくが周囲の空間を満たす。星ほし野のがぐっと顔を伏ふせた。そのまま両手を前に交こう叉さし虚こ空くうを摑つかむ。やる気か、だめだ止められない。学まなぶは歯は嚙がみした。

　ダン！　と葉は桜ざくらが床ゆかを蹴ける。銀光をかいくぐるように前方へ突とつ進しん、一いつ瞬しゆん遅おくれて星野が横に飛ぶ。が、間に合わない。葉桜の手が星野のシャツをつかむ。襟えりを引きちぎるような勢いきおいで引き寄せ、もう一方の肘ひじを後ろに引いた。身体を捻ねじるようにして拳こぶしを叩たたき込こもうとする。

　その時だった。

「………!?」

　シュンと甲かん高だかい音とともに、葉桜と星野の間を白い光が切きり裂さいた。反はん射しや的てきに葉桜がその場を飛とび退のく。異い様ような形けい状じようのナイフが床に突つき刺ささっていた。くの字型に湾わん曲きよくした刀身、肉にく厚あつの刃。全長は学の腕うでほどもあるだろうか、刃元に刻きざまれた切り込みが虚うつろに宙ちゆうを睨ねめ付つけている。

「誰だれ!?」

　叫さけびながら葉桜が窓の方を振り返った。

　轟ごう々ごうという風の音に合わせて、カーテンが炎ほのおのように揺ゆらめいている。その中に一人の女性が立っていた。空色のシャツに白のスカート、肩かたから赤いエナメルのハンドバッグを提さげている。一いつ見けんして普ふ通つうのＯＬを思わせる出いで立たち、だが身にまとう雰ふん囲い気きは尋じん常じようなものでなかった。

　毒どく婦ふ──そんな言葉が学の脳のう裏りに浮うかぶ。人の形をした毒どく素そがそこに立っている感かん覚かく。触ふれたが最後、全てのものを腐ふ食しよくさせ死に至いたらしめるイメージ。

　女は後うしろ髪がみを結ゆい上あげ前髪を一直線に揃そろえていた。長い横髪が頰ほおから顎あごに向かって流れ落ちている。アイシャドウの入った半月型の瞳ひとみ、わずかに突つき出だした頰ほお骨ぼね。けして細身ではないのにひどく研とぎ澄すまされた印いん象しようを受ける。女は肉感的な唇くちびるの端はしを大きく持ち上げ嗤わらっていた。

「だめよ、その子はわたしの獲え物もの。横取りしちゃだぁめ」

　奇き妙みように間ま延のびした口調で言って学の背はい後ごに視し線せんをやる。はっとして振ふり返かえると、そこには硬かたい表情で立つ星野がいた。星野はぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみ締しめて女の視線を受け止めた。

「なんで……ここが……」

　女はにぃと白い歯を見せた。

「愛いとしい人の事はね、よくわかるのよ。どこにいたってね。あなたの鼓こ動どう、息づかい、体温。ぜんぶぜぇんぶね」

　つぶやきながら室内へ歩を進める。軽かろやかに歩いているだけなのに、まるで重じゆう機きが迫せまってくるような感覚。学はごくりと唾つばを吞のみ込こんだ。やばい、こいつはやばい。アポストリとは別の意味で、こいつは化け物だ。

「葉桜！」

　学が叫ぶのとほぼ同時に葉桜が走り出している。誘ゆう導どうミサイルのようにまっすぐ女を指し向こう、踏ふみ込こみと同タイミングで腰こし溜だめに構かまえた拳を解とき放はなつ。

「あら、元気な子猫ちゃん。そんな急せかさないで、あなたは後で遊んであげるから」

「………!?」

　学まなぶは目を疑った。女がすっと身体を動かした──、そう思った次の瞬しゆん間かんにはもう葉は桜ざくらの横を通り過ぎている。葉桜は拳こぶしを放った姿し勢せいのまま呆ぼう然ぜんと背はい後ごを振ふり向むいた。女は何事もなかったように星ほし野のへ向けて歩き続けている。その左手にすっと抜ぬき身みのナイフが現れた。先ほどと同じ、刀身がくの字に折れ曲がった奇き怪かいなナイフ。切っ先が照明の光を浴びて鈍にぶく輝かがやいた。

「む、無む視しするつもり!?」

　葉桜の顔が怒いかりに赤く染そまった。軸じく足あしを入れ替え床ゆかを蹴ける。無む防ぼう備びな女の背せ中なかに迫せまり、一いち撃げきを叩たたき込こもうとする。と、女の右手が動いた。バッグの中から妙みように古びたデザインのピストルが姿すがたを現す。左手にナイフを握にぎったまま、女はぐっと右みぎ腕うでを伸のばし葉桜に銃じゆう口こうを向けた。葉桜がはっとしたように両腕を顔の前で交差する。だが──

「だめだ！　受けるんじゃねぇ！　よけろ！」

　星野の悲鳴のような声が響ひびき渡わたった。ぎょっとしたように葉桜が構かまえを解とく。そのままつんのめるようにしてサイドステップ、瞬しゆん間かん耳を聾ろうするような銃じゆう声せいが周囲に響き渡った。鮮せん血けつが飛び散る。ベッドの向こうに着地した葉桜が、がくりと姿勢を崩くずしてしゃがみこんだ。

「葉桜!?」

　学は慌あわてて葉桜に駆かけ寄よった。何が起きたのか、アポストリの肌はだならピストルの弾たまくらいものともしないはずだ。それがわずか一発でこんな有あり様さまに──。わけが分らない。学は葉桜の横に膝ひざをつき顔を覗のぞき込こんだ。彼女の顔がん面めんは蒼そう白はくだった。白い額ひたいに玉のような汗あせが浮うかんでいる。

「……だいじょ……うぶ、かすった……だけだから」

　そう言って頰ほおを拭ぬぐう。指先に鮮あざやかな鮮血が付着した。わずかに開いた傷きず口ぐちから硝しよう煙えんのような煙けむりがなびいている。じゅうっと肉の焦こげる嫌いやな臭においがした。

「な……」

　学は目をしばたたいた。葉桜はぎゅっと下した唇くちびるを嚙かみしめ女を睨にらみつけた。女は愉ゆ快かいそうに小首を傾かしげてみせた。

「あら残念、あたればイチコロだったのに」

「何を言ってるんだ。おまえ、葉桜に何をした！」

　気け色しきばんで立ち上がろうとする学を、だが葉桜が押おしとどめた。苦しげな吐と息いきを漏もらしながら、ささやくような声で学に告つげる。

「銀……よ」

「銀!?」

　学は目を見開いた。銀、アポストリを傷つけ害すことのできる数少ない物質。彼女たちの肌を食い破り再さい生せい能力を失わせる猛もう毒どく。葉桜はこくりとうなずいた。

「銀の銃じゆう弾だん……この女ひ性と、アポストリ専門のハンターよ」

「ハンター……？」

「対アポストリ戦のエキスパート、四・一八で猛もう威いを振ふるったアポストリ殺しの専門家、私たちの──天てん敵てき」

　天敵……こいつが？　学まなぶは眉まゆをひそめた。女はにやりと冷気さえ感じさせる笑えみを浮うかべて、銃じゆう口こうからたなびく煙けむりを吹き消した。

「天敵だなんて失礼しちゃうわね。わたしはあなた達のことが大好きよ、本当に本当に本当に大好き。その綺き麗れいな肌はだを切きり刻きざんでぐしゃぐしゃにして、全部全部さらけ出したいくらい」

「……っ！」

　女の半月型の瞳ひとみに狂きよう気きにも似にた光を認みとめて学は身体を強こわばらせた。心なしか周囲の闇やみが濃こさを増ましたように思える。彼の肩かたをつかむ葉は桜ざくらの腕うでにぎゅっと力がこもった。

　瞬しゆん間かん、星ほし野ののハスキーな声が室内に響ひびき渡わたった。

「やめろ！　そいつらは関係ねぇ！　おまえの目的はあたしだろ〈渦うず巻まき〉、よそ見すんな！」

　星野の声に誘さそわれるように、〈渦巻き〉と呼よばれた女が視線を向けた。壁かべ際ぎわに立つ星野をじっと見み据すえる。にぃと厚みのある唇くちびるが歪ゆがんだ。

「心配しなくても忘わすれてないわよ。最初に遊ぶのはあなた。お願いだから素直に付いてくるなんて言わないでね。それじゃあ私があなたを切きり刻きざめない。あなたの血が見られない」

　言いながらぐいと歩を進める。右手の拳けん銃じゆうはまだ葉桜に狙ねらいを据えている。学は押おし殺ころした声で葉桜の名前を呼んだ。

「動けるか？　葉桜」

　葉桜はわずかにためらった後、こくりとうなずいた。

「……大だい丈じよう夫ぶ、多た分ぶん」

「あの銃さえなんとかすれば、勝算はあるか？」

「………。何をする気？」

　葉桜が眉まゆをひそめた。心配そうな表情、学が危き険けんな行動に及ぶことを彼女は絶ぜつ対たいに許きよ容ようしない。だが説せつ得とくしている時間はない。

「こう……する！」

　学は床ゆかに落ちたワイヤをつかみ、そのまま力一杯引き寄せた。ワイヤの結びつけられたサイドテーブルが磁じ石しやくで引き寄せられたように宙ちゆうを飛ぶ。長く伸びたテーブルの脚あしが横よこ殴なぐりに〈渦巻き〉を襲おそった。

「………！」

〈渦巻き〉の目が大きく見開かれる。左手のナイフを逆さか手てに持ち替え一いつ閃せん、木製の脚が紙のように両りよう断だんされた。しかしその一いつ瞬しゆんで十分だった。銃口が葉桜から外れる。学は叫さけんだ。

「行け！　葉桜」

　その声で弾はじかれるように葉桜が床を蹴けった。慌あわてて〈渦巻き〉が銃口を向け直す。だが遅おそい。葉は桜ざくらのつま先が雷らい光こうのような勢いきおいで〈渦うず巻まき〉の腕うでを蹴けり上あげる。派は手でに翻ひるがえるバルーンスカートの向こうで、拳けん銃じゆうが宙ちゆうを舞まい次いで床ゆかに落ちる。

　やったか……！　そう思い立ち上がりかけた瞬しゆん間かん、学まなぶはそれを見た。葉桜に向けて振ふるわれたナイフ、その長さが何倍にも増ましたように見えた。一いつ瞬しゆん見み間ま違ちがいかと思う。だがナイフはそうしている間にも長さを増し、鞭むちのようにしなっていった。

　ＵＲＡＡＡＡ……！

　雄お叫たけびのような声を上げながら〈渦巻き〉がナイフを振る。刀身が無数の節ふしに分かれたそれは、もはや刀とう剣けんと言えなかった。楔くさび状じように分かれた刃の一枚が葉桜の腕をこする。瞬しゆん間かん、じゅっと音をたてて白い肌はだから煙けむりが上がった。銀、これも銀製か。学は歯は嚙がみした。眉まゆ根ねに深い皺しわを刻きざみながら星ほし野のの方を見る。〈渦巻き〉の意い識しきは葉桜に向いている。今なら──

「星野！　来い！　葉桜も下がれ、退ひくぞ！」

　手近の椅い子すをつかんで投げつける。それは銀色の竜たつ巻まきに巻まき込こまれ、瞬またたく間に姿すがたを失った。その隙すきに星野が窓まど辺べへたどりつく。よしと思った瞬間、ぐいと胴どうをつかまれた。革かわ靴ぐつの底そこが床ゆかから離はなれる。見ると葉桜が片かた手てで彼を持ち上げ走り出していた。

「ちょ、おい葉桜。何するんだ、離せ！」

「黙だまってて、舌した嚙かむわよ！」

　怒ど鳴なりつけられ慌あわてて口をつぐむ。廃はい墟きよのようになったスイートルームを駆かけ抜ぬけ、黒々と口を開けるバルコニーの窓に向かう。学は眉まゆをひそめた。ひどく悪い予感がした。

「や、やめ……！」

　制せい止しの声は言葉にならなかった。葉桜は勢いきおいよく踏ふみ込こんで跳ちよう躍やく、ブロンドの髪かみをなびかせ茫ぼう々ぼうたる東京の夜景に身を投げ出した。先さき程ほどまで彼らのいたバルコニーが見る間に小さくなる。オベリスクのようなホテルのシルエットを前景に、鮮あざやかな三日月が雲間から覗のぞいていた。

　吹き上げる風に背せ中なかを叩たたかれながら、学は瞑めい目もくした。こんなことならきちんと入り口から逃にげるよう言うべきだった。そう思った。




〈渦巻き〉はソファにからみついた刃をぐいと引き抜いた。翻るカーテンの向こうに、薄うすく白んだ夜空が広がっている。ここから地上までは約三十メートル、まさか飛とび降おりるとは思わなかった。ふんと鼻を鳴らし目を細める。まぁいい、所しよ詮せんは籠かごの中の小鳥だ。どこに逃げようと大した影えい響きようはない。

　頰ほおにかかる髪かみを払はらい扉とびらに向かって歩き出そうとした瞬しゆん間かん、ハンドバッグから軽けい快かいなワルツが聞こえてきた。携けい帯たいを取り出し頰と肩かたで挟はさむ。途と端たん、切せつ迫ぱくした声が彼女の耳にこだました。

『雛ひな鳥どりはどうした』

〈渦巻き〉はあからさまに面めん倒どうくさそうな表情をした。手近なベッドに腰こし掛かけ足を組む。右手をかざしマニキュアの剝はがれがないか確かく認にんしながら、あっさりとした口調で答えた。

「逃にげられたわ」

『──ふざけるな、どれだけ時間をやったと思ってる。貴き様さまの要よう請せい通り警けい察さつの移動監視システムＮ２も押おさえた。マスコミへの情じよう報ほう操そう作さも続けている。なのに逃がしただと？　自分が救すくいようのない無む能のうとでも言いたいのか？』

「だってしょうがないじゃない。アポストリがもう一匹現れたんだもの」

『……アポストリが？　馬鹿な』

「馬鹿なことあるもんですか。情報収集がなってなくてよ、あなた方。まぁわたしは一人でも二人でもＯＫだけどね。どのみち、わたしの前に現れたアポストリを逃のがすつもりはないし」

　そう言って〈渦うず巻まき〉は低い声で笑った。電話向こうの声は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした後、苦々しげな口調で言った。

『何度も言うが彼女は生きたまま捕とらえろ。もう一体のアポストリは好きにして構かまわん。だが雛ひな鳥どりには手をだすな、いいな』

「さぁ……どうしようかしら」

『………』

「冗じよう談だんよ、仕事はちゃんとこなすわ。明日中にはそっちへ届とどけるわよ。ああ、そうそうサポートで〈ガラガラヘビ〉を寄よ越こしといて。わたし一人で追いかけっこするのもいい加か減げん効こう率りつ悪いし」

『おい、それは──』

「頼たのんだわよ。じゃあね」

　一方的に言って〈渦巻き〉は電話を切った。ベッドから立ち上がり携けい帯たいをハンドバッグに放り込む。左手に握にぎりしめたナイフのグリップをぐっと捻ひねった。途と端たん、風かざ切きり音おんをたてて刃が元の状じよう態たいに戻もどる。くすんだ輝かがやきを放つ刀身に顔を映し、〈渦巻き〉はぺろりと上うわ唇くちびるを舐なめた。

　半月型の双そう眸ぼうに嗜し虐ぎやく的てきな光を煌きらめかせて、彼女は扉とびらに向かい歩き出した。




　通話は唐とう突とつに打ち切られた。

　暗い部へ屋やの中にツーツーと話中音が響ひびき渡わたる。男は舌した打うちしながら受話器を睨にらみつけた。

「殺フ人リ中ー毒ク者スめ」

　そう毒どく突づいて受話器を叩たたきつける。電話機本体を狙ねらったそれは目もく標ひようを外れ、派は手でな音を立てて卓たく上じように転ころがった。男は喉のどの奥おくから呻うめくような声を上げて椅い子すに腰こし掛かけた。

　まったく、忌いま々いましい。なぜ自分があんな化け物とやりとりしなければならないのか。〈渦巻き〉──組そ織しき子こ飼がいいのハンターと言えば聞こえは良いが、彼から見れば犯はん罪ざい者しや紛まがいのごろつきだ。上からの指示でなければ話をするのさえおぞましい。どうせなら今回の件でくたばってほしいとさえ思う。

　にもかかわらず、組織は彼女にあらゆる便べん宜ぎを図れと言っている。一体そのために自分がどれだけ危あぶない橋を渡わたると思っているのか。おまけに追加の協力要よう請せいだと？　ふざけるな。

　いっそ黙もく殺さつするか、そう思いかけて首を振ふる。上じよう層そう部ぶは星ほし祭まつりというアポストリに並なみ々なみならぬ興きよう味みを抱いている。その理由は技ぎ術じゆつ交流会における〈秋アウトウンノ〉氏族参さん事じ官かん──灯とう籠ろうの奇き妙みような発言のせいだろう。素す性じようを隠かくし人間として暮くらしていたアポストリ、その存そん在ざいには政府中ちゆう枢すうの思おも惑わくも絡からんでいる。上層部としては是ぜが非ひでも彼女を手に入れ、その正体を調べ上げたいはずだ。それが彼のせいで捕ほ獲かくに支し障しようが出たとなれば、彼らは容よう赦しやなく自分を処しよ分ぶんするだろう。

　しばしためらった後、男は受話器を取り上げた。呼よび出だし音を待たず出た相手に〈渦巻き〉の要請を伝える。先方は短く復ふく唱しようし電話を切った。

　とりあえずこれで文もん句くはあるまい、後は彼の上位者に状じよう況きようを報ほう告こくして──そう思い背せもたれに身体を預あずけた時だった。コンコンとくぐもった音をたててドアが叩たたかれた。びくりと肩かたをふるわせ視し線せんを上げる。

「なんだ」

　答えながら、ドアノブの上にあるサムターンを見る。扉とびらはしっかりと施せ錠じようされていた。

「お忙いそがしいところすみません、課長。急ぎでお願いしたい決けつ裁さいがありまして」

　扉向こうの声に、男は卓たく上じようの置き時計を確かく認にんした。時刻は夜の十時を過ぎている。

「明日にしろ」

「緊きん急きゆうの事じ案あんです」

「そんなものをなぜ今まで放っておいたんだ。とにかく今は私も取り込み中だ。どうしても急ぎならそれが終わるまで待て」

　声が沈ちん黙もくする。男は鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せ受話器をつかんだ。とにかく連れん絡らくを済すませなければ、そう考えてダイヤルを押おそうとした時だった。ボンッと破は裂れつ音おんをたててドア錠じようが弾はじけ飛とんだ。乱らん暴ぼうに扉がこじ開けられ、制服姿すがたの警けい務む官かんがなだれこんでくる。

「なっ……!?」

　男は椅い子すから飛び上がるようにして後あと退ずさった。警務官は次々に拳けん銃じゆうを構かまえ銃口を彼に向けた。

「な、なんのつもりだ、貴き様さまら！」

「政策課長、あなたに防ぼう衛えい機き密みつ漏ろう洩えいの嫌けん疑ぎがかかっています」

　そう言いながら前に出てきたのは、彫ほりの深い顔立ちをしたスーツ姿の男性だった。赤しやく銅どう色いろの肌はだ、射い抜ぬくように鋭するどい視線、薄うすい髭ひげに覆おおわれた口元はきつく引き結ばれている。見み慣なれない人物だった。政せい策さく課か長ちようと呼ばれた男はひどく狼ろう狽ばいした表情になった。

「な、なんのことだ。ふざけるのもいい加か減げんにしろ、大体貴き様さま何者だ？　こんなことをしてただですむと……」

「私は外務省駐ちゆう彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く大使、南みなみ方かた恵けい吾ごです。そう名乗れば何の件かは大体お分かりになるでしょう」

「み、南方大使だと……!?」

　政せい策さく課か長ちようは愕がく然ぜんとした表情になった。駐ちゆう彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く大使が動いている。であればことは例のアポストリ──星ほし祭まつり関連に間ま違ちがいない。だがなぜ彼がここ、防ぼう衛えい省しよう市いちヶが谷や本省庁ちよう舎しやにいるのか。しかも警けい務む隊たいまで引き連れて。政策課長はひきつった笑えみを口元に浮うかべた。おぼつかない足取りで後こう退たいする。

「ま、待て。これは何かの誤ご解かいだ。話を聞いてくれ、私は何もしちゃいない、本当だ」

「誤解？　例の技ぎ術じゆつ交流会に出席されてから、秘ひ話わ指定の通信が随ずい分ぶんと増ふえているようですが。何もしてないというなら、どこに連れん絡らくされてたか教えていただきたいものですな」

「だ、だからそれは」

「動かないでいただきたい。足くらいは撃うたせますよ」

「………」

　政策課長はぎりっと奥おく歯ばを食いしばった。執しつ務む机づくえの引き出しをわずかに開き、そこに置かれたものを確かく認にんする。

「分かった、そっちにいく。だから銃じゆうを下ろしてくれ。話し合おう──」

　言いながら、彼は素す早ばやく引き出しを開いた。黒光りする拳けん銃じゆうを取り出しこめかみにあてる。

「くるなっ！」

　彼は怒ど鳴なった。瞬しゆん間かん、室内の空気が凍こおりつく。恵けい吾ごの眉まゆ根ねに深い皺しわが刻きざまれた。政策課長は荒あらい息をつきながら窓まど際ぎわに後ずさった。こめかみがどくどくと脈みやく打うっている。彼は血走った目で周囲を睨にらみつけた。

「馬鹿なことはやめろ」

　地の底そこから響ひびくような低い声で恵吾が言った。政策課長は頰ほおの肉を歪ゆがめた。

「馬鹿はどっちだ売ばい国こく奴どめ。アポストリどもに血だけではなく魂たましいまで売うり渡わたしたか」

「………」

「少しでも近づいたら引き金を引くぞ。これは脅おどしじゃない」

　政策課長は後ろ手で窓の鍵かぎを探さぐった。震ふるえる指先でロックをこじあけ窓を押おし開あける。途と端たん、冷えた外気が室内に吹き込んできた。こめかみに銃を押し当てたまま窓まど枠わくを乗のり越こえる。眼がん下かにはＤ棟とう前を走るアーチの屋根が見えた。高さにして三階分、アーチの屋根までなら約三メートルといったところか。平地ならともかく緩ゆるやかな曲面で構こう成せいされる屋根に飛とび降おりるのは、かなり勇気がいる。だが躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうはなかった。

　覚かく悟ごをきめて跳ちよう躍やくする。革かわ靴ぐつの底そこが屋根をとらえたと思った瞬しゆん間かん、がくりと身体のバランスが崩くずれた。そのまま転ころがるようにして地面に落ちる。全身を苛さいなむ激げき痛つうに悶もだえながら、政策課長は身体を起こした。植え込みがクッションになってくれたためか外がい傷しようはない。左手にまだ拳銃が握にぎられていることを確かく認にんして、彼は庁舎前広場を走り出した。

　幅はば広ひろな下り階かい段だんの先に靖やす国くに通どおりへ続く正門が見える。あそこでタクシーを捕つかまえ最も寄よりのセーフハウスに身を隠かくす。上じよう層そう部ぶに連れん絡らくし指し示じを仰あおげば、なんらかの手は打ってもらえるだろう。そう思って走り続けようとした時だった。眼がん前ぜんに小こ柄がらな影かげ法ぼう師しを認みとめて眉まゆをひそめる。黒のベレー帽、風になびく緑のスカーフ。月明かりのもと、白いブラウスがキラキラと宝石のように瞬またたいている。こども……？　なぜこんなところに。

「邪じや魔まだ！　どけ！」

　叫さけびながら彼は銃じゆうを構かまえた。瞬しゆん間かん、人影が顔を上げる。人間離ばなれした美び貌ぼう、切れ長の双そう眸ぼうに瞬またたく真しん紅くの光。

　……アポストリ！

　彼は総そう毛けだった。少女──〈十じゆう字じ架か〉軍務省参さん事じ官かん、灯とう籠ろうはすっと腕うでを水平に伸のばした。

「──柘ざく榴ろ、十六夜いざよい」

　呪じゆ文もんのようにそう呼よばわった瞬間、水すい柱ちゆうが生じるように灯籠の両りよう脇わきで影が立ち上がった。ロングコートをまとったボブカットのアポストリ、二人とも鏡きよう像ぞうのように酷こく似じした外見をしている。彼女たちは寸すん分ぶん違たがわぬタイミングで地面を蹴けった。猛もう禽きんのような眼まな差ざしをぎゅっとすぼめ、弾だん丸がんを思わせるスピードで彼に迫せまってくる。

「あ……あ」

　政せい策さく課か長ちようは構えた銃を左右に振ふった。両方向から同時に迫せまってくるため、どちらを狙ねらってよいか分らない。闇やみ雲くもに放った銃じゆう弾だんは、夜の闇へ吸い込まれるようにして消えた。気がついたときにはもう、すぐ側そばに二人のアポストリがいた。

　両腕をつかまれ引ひき倒たおされる。二人のアポストリは彼の手首を同時に踏ふみつけ、ぐいと体重をかけた。

「は、離はなせ！」

　そう叫さけんで振り返ろうとした瞬しゆん間かん、鼻はな頭がしらに固く冷たい物を突つきつけられた。ぎょっとなって顔をのけぞらせる。片かた手て持もちの特とく殊しゆ警けい棒ぼうを思わせる金きん属ぞく棒ぼうが二本、彼を睨ねめ付つけていた。

　省ほん庁ちよう舎しやの方から足音が迫ってくる。警けい務む隊たいか──、彼はがっくりと身体の力を抜ぬいた。




「部へ屋やを出るなと言ったはずだが」

　恵けい吾ごは苦々しげに言って、目の前に座すわる灯籠を睨にらみつけた。本庁舎Ｄ棟とうの執しつ務む室しつ、灯籠の控ひかえ室しつとして割り当てられたその部屋を恵吾は訪おとずれていた。

　灯籠は応おう接せつスペースのソファに腰こし掛かけ、涼すずしげな表情でティーカップに口をつけていた。桜色の唇くちびるをほころばせ、細い首をわずかに傾かたむけて恵吾を見る。

「賊ぞくを捕とらえるのに随ずい分ぶん苦労されてたようですから。少しご協力できればと思ったんですが、ご迷めい惑わくだったでしょうか」

「正門にも人を配置していたし、どのみち奴やつに逃にげ場ばはなかった。君たちが勝手に歩き回る方がよほど話は面めん倒どうになる」

「星ほし祭まつりにもそう言ったのですか？　面倒事にならないよう素す性じようを隠かくせと」

「………」

　恵けい吾ごは鼻はな白じろんだように沈ちん黙もくした。わずかに顔を強こわばらせた後、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「彼女は自分の立場をきちんと理り解かいしていた。その上で協力してくれた。それだけだ」

「理解と協力──ですか。それだけであの子が動くものかしら」

「何が言いたい？」

「いえ……別に」

　灯とう籠ろうはひどく意味ありげな微び笑しようを浮うかべた。人差し指の節ふしを唇くちびるにあて、くつくつと鈴を転ころがすような笑い声を上げる。

「まぁいいでしょう。それより先ほどの男、素す性じようは調べられたのですか」

「調ちよう査さ中ちゆうだ。今専門の尋じん問もん官かんが取り調べている」

　断たち切きるような口調でそう答える。灯籠はすっと目を細めた。

「情じよう報ほうの出し惜しみはなしにしませんか、大使。これだけ手て際ぎわよく容よう疑ぎ者しやを見つけたんですもの。事前になんらかの見当をつけていた、そう考えるのが自然です」

「………」

「防ぼう衛えい省しようの中に反アポストリの動きがある、そうなのでしょう？」

　恵吾は沈ちん黙もくした。眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、きつい眼まな差ざしで灯籠を見み据すえる。彼女はまっすぐに恵吾の視し線せんを受け止めた。

「素直に教えていただけないと、我々も最悪の事じ態たいを考える必要が出てきますよ。たとえば反アポストリ派が防衛省の中ちゆう枢すうに影えい響きようを及およぼしている可か能のう性せい。たとえば三ヶ月前の事件で茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちようを狙ねらったのが日本政府だった可能性。たとえば──」

「もういい」

　不ふ機き嫌げん極まりない声でそう言って、恵吾は灯籠を遮さえぎった。応おう接せつテーブルを挟はさんで灯籠の正面に腰こし掛かける。やや猫ねこ背ぜになり顎あごの前で指を組んだ。

「ここで話す内容はまだ推すい論ろんだ。茉莉花には話をしてるが確かく実じつな情報ではない。それを承しよう知ちした上で聞いてほしい」

　灯籠はこくりとうなずいた。恵吾は一いつ拍ぱくおいて呼吸を整えた後、話し始めた。

「もう十年以上前のことだ。防衛省内部にある研究会が発足した。制服組・背せ広びろ組ぐみ、あわせて十数名で発足したそれは、四・一八事件について主に法制度の観かん点てんから研究することを目的としていた」

「法制度？」

「非ひ常じよう事態における法律の運用だ。四・一八の初期において、政府は自じ衛えい隊たいに有ゆう効こうな指し示じを出すことができなかった。もちろんアポストリという未知の敵てきを前にした混こん乱らんもあっただろう。だが半分以上は法ほう律りつ面めんの問題だった。当時の日本は有事法制に関する基本的な枠わく組ぐみこそ出来ていたものの、細かな部分はまだまだ未み整せい備びな状じよう態たいだった。結果として有事の認にん定ていは遅おくれ被ひ害がいは拡かく大だいした。それを繰くり返かえさないよう、現行法ほう規きの問題点を洗いだす研究だったと聞いている」

「素す晴ばらしく意義のある研究に聞こえますが」

「最初は実じつ際さいその通りだった。法ほう曹そうの専門家も招まねかれ、活発な議論がなされていたらしい。研究の成果が実際の法案に活いかされたとも聞いている。だが──、ある時期を境さかいにそれが変へん質しつした」

　変質──まさにそうとしか言えなかった。きっかけは何かのシミュレーションだったらしい。四・一八の実事例において法ほう律りつの条件を何通りにも変へん更こうし、それぞれの影えい響きようを測そく定ていする。その測定範はん囲いが自じ衛えい隊たいの被ひ害がい・戦果へ及およぶに至いたり、研究は次し第だいに生々しいものとなっていった。八よう日か市いち戦線におけるアポストリ撃げき破は数すうのシミュレーション、京都攻こう略りやく戦せんにおける〈銀Ｓ号〉兵器投入の検けん討とう。そして最終的に出てきたレポートが──

「彼らが最後にまとめあげてきた報ほう告こく書しよは膨ぼう大だいなものだった。そこには法律面のみならず四・一八の戦せん術じゆつ・戦略的な研究結果がまとめられていた。だが、それだけならまだ問題にはならなかった。報告書が葬ほうむられる直接的な原げん因いんになったのは資し料りようの後半部分だった。そこには近い将来アポストリと我々が同様の事じ態たいに陥ったときの詳しよう細さいな行動計画がまとめられていた」

「同様の事態……」

「次の四・一八だよ、つまりは戦争計画だ」
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　灯とう籠ろうの顔から一いつ瞬しゆん笑えみが消えた。恵けい吾ごは淡たん々たんとした口調で続けた。

「防ぼう衛えい省しようはレポートが対アポストリ関係に与あたえる影えい響きようを憂ゆう慮りよし、資し料りようを廃はい棄きした。のみならず研究会自体にも解かい散さんを命じた。研究会の中心にいた人物は処しよ分ぶんされ、公職から追放された。それで全ての問題は片かたづいたはずだった」

「……だが、そうではなかったと？」

「あくまでその可か能のう性せいがあるということだ」

　恵けい吾ごは一言一句を区切るようにして言った。

「梟ふくろうの会事件を契けい機きに、防衛省の情じよう報ほう保全本部は大だい規き模ぼなスモパグイラ狩りを実じつ施しした。あの件でまっさきに疑われたのは大陸だったからな。だが調査を進めるうち、大陸とはまったく別の情報網もうが浮うかび上あがってきた。そこでは既すでに存そん在ざいしないはずのある符ふ丁ちようが使われていた」

「符丁──」

「研究会のメンバーが会につけていた非公式な名めい称しようだ。今では誰だれも知らない、当時の資料からも削さく除じよされた名前だ。それが残っていた、とても偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは言えないだろう」

　そう言うと、恵吾は一いつ旦たん言葉を切った。硬かたい表情の灯とう籠ろうを真正面から見み据すえる。

「彼らは──自分たちのことを〈水すい車しや小ご屋や〉と呼よんでいた」




　　　　＊




　灯籠は廊ろう下かに出ると後ろ手に扉とびらを閉めた。戸口の両りよう脇わきには彫ちよう像ぞうのように十六夜いざよい・柘ざく榴ろが立っている。南みなみ方かた大使との会談が長引いたせいで予想外に彼女たちを待たせてしまった。だがかけた時間に見合う譲じよう歩ほは得られた。彼女は薄うす手でのハーフコートを羽は織おりながら指し示じを出した。

「出るわよ、十六夜、柘榴」

　つっとこちらに視し線せんが集まる。特に意見を求めなければ、彼女たちが灯籠の言葉に疑問をもつことはない。与あたえられた指し示じへ愚ぐ直ちよくに従したがい行動する。愛すべき彼女の猟りよう犬けんたちだった。

　灯籠は大使との会談中にもたらされた報ほう告こく──政せい策さく課か長ちようの尋じん問もん結果を反はん芻すうしながら言った。

「我々は南方大使に協力し星ほし祭まつりを捜そう索さくする。敵てき性せい集団と遭そう遇ぐうした際さいはすみやかにこれを排はい除じよ、星祭の安全を確かく保ほします。星祭は現在ヒビヤ・ユウラクチョウ付近を逃とう走そう中ちゆう、対アポストリ装そう備びを有したハンターの追つい撃げきを受けてる模も様ようよ。なんとしても彼女を先に確保なさい、手しゆ段だんを選ぶ必要はないわ」

「南方大使が先に星祭を確保した場合は？」

　十六夜の質問に灯籠はすっと目を細めた。氷のように冷たい声こわ音ねで答える。

「命令に例外はないわ、相手が誰だれであろうとね」

「了解ヴア・ベーネ」







　第三話







　気がつくと見知らぬ路ろ地じにたどりついていた。薄うす暗ぐらい照明が左右の壁かべをぼんやりと照らし出している。灰はい色いろの壁は排はい気きダクトと排はい水すい管かんに覆おおわれ、現在地を示しめすようなものは見あたらない。学まなぶは荒あらい息をつきながら辺あたりを見み渡わたした。どうも歓かん楽らく街がいの裏うら手てか何かそういうところに迷まよい込こんでしまったらしい。

「振ふり切きった……のか？」

　言いながら無む意い識しきのうちにあの女ハンターを捜さがしている。周囲に人ひと影かげはない。低い空調機器の音に混まじって、微かすかに車のエンジン音が聞こえてきた。

「そうみたいね……って」

　傍かたわらに立つ葉は桜ざくらがギロリとこちらを睨にらみつけた。

「なんであなたまでここにいるのよ」

　学は視し線せんを左から右に動かした。黒ずんだ壁に寄より添そって細身の少女が立っていた。両手をショートパンツのポケットに入れ、針金のような足を小さく左右へ開いている。少女──星ほし野の友とも深みは目ま深ぶかにかぶった帽子の下から、わずかにアーモンド型の瞳ひとみを覗のぞかせた。

「しょうがねーだろ、逃にげる方向が一いつ緒しよだったんだから」

　ふてくされたような星野の物言いに、葉桜はくっと頰ほおを引きつらせた。

「言っておくけど、私はあなたのことも信用してないわよ。さっきのイカレ女とは別口みたいだけど、敵てきの敵が味み方かたとは限かぎりませんからね」

　星野はふんと鼻を鳴らした。

「よく言うぜ。あたしが注意しなきゃ、今いま頃ごろ銀玉腕うでにめり込ませてひいひい言ってたくせに」

「……な！」

「インテリぶってる割には意外とおつむ足りてないんじゃないのか、あんた？　馬鹿正直に正面から突つっ込こむばかりが戦せん闘とうじゃないぜ」

「……っ！　言わせておけば」

「やめろ二人とも、耳がキンキンする」

　学はそう言って両耳を押おさえた。ホテルの高こう層そう階かいから自由落下でダイブしたせいか未いまだに妙みような耳鳴りがしている。まったく、今思い出しても悪あく夢むのような逃とう避ひ行こうだった。ホテルからの墜つい落らくに近い急きゆう降こう下か、舞まい上あがる土つち煙けむりと陥かん没ぼつした路面、周囲の悲鳴。それら全てを振り切るように再さい度どダッシュ。人ひと気けのないところを探さがすうち、気づけばこんなところまで来てしまっていた。

　学はため息を漏もらしながら壁かべ際ぎわの石いし段だんに腰こし掛かけた。非ひ難なんめいた視線で傍かたわらの星野を見み据すえる。

「で……？　あいつは一体なんなんだ」

　ぴくりと星ほし野のの肩かたが震ふるえる。

「なんなんだって」

「おまえの知り合いだろ？　何者だって聞いてるんだよ」

「知り合いじゃねーよ」

「名前呼よんでたじゃないか、ウズマキ……だっけ？　あと、あいつの使ってる得え物ものも知ってるみたいだったし」

「………」

　星野は唇くちびるをへの字に引き結んで視し線せんを逸そらした。そのまま堅かたい表情で沈ちん黙もくする。学まなぶはほうとため息をついた。まぁいい、質問はあとからでもできる。とにかくＳＰに連れん絡らくを取ろう。事じ態たいの報ほう告こく、ホテルの安全を確かく認にんし問題なければ自分たちを迎えに来てもらう。そう思って胸むねポケットを探さぐった時だった。

　……ない。

　学は顔を強こわばらせた。ポケットに入れているはずの携けい帯たい、それが見あたらない。慌あわててズボンのポケットにも手を伸ばすが目当ての物は見つからなかった。部へ屋やに置いてきたのか、そう気づいた瞬しゆん間かんすっと血の気が引いた。

「葉は桜ざくら」

　硬かたい声で呼よびかける。「ん」と葉桜がこちらを見た。

「おまえ、携帯持ってるか？」

「携帯？　持ってないけど」

　あっけらかんと言われて学は軽い頭ず痛つうを覚えた。見知らぬ土地で連絡手しゆ段だんもない孤こ立りつした状じよう態たい。おまけに連れの一人は金きん髪ぱつ・紅こう眼がんの異い相そうの少女ときた。人目に留とまれば騒さわぎになることは間ま違ちがいない。だが葉桜は事態を把は握あくできていないのか、きょとんとした表情で彼を見ている。

　学は頭を搔かきながら自分たちの置かれた状態を説明した。話を聞き終えた瞬間、葉桜はあからさまに狼ろう狽ばいした表情になった。

「ど、どうしよう」

「どうもこうも、なんとかホテルまで戻もどるしかないだろう。なるべく人目につかないようにさ。方向くらい分かるんだろう？」

　何せ彼を抱かかえて爆ばく走そうしてきたのは葉桜なのだ。トップスピードからの方向転てん換かんを二、三回やられた時点で学はあっけなく東西南北を見失っている。葉桜は少し考えた後、自信なさげに元来た方を指さした。

「こ、こっち？」

「なんで俺に聞くんだ」

「あっちかも」

　真逆かよ。

　というか、分からないなら素直にそう言って欲しい。学まなぶはため息いきをついた。ふと気がつくと、星ほし野のがにやにやした表情でこちらを眺ながめている。学は片かた眉まゆをつり上げた。

「なんだ星野、何か言いたいことでもあるのか？」

「いや……土と地ち勘かんのない連中は気の毒になぁと思ってさ」

「おまえなら分かるって言うのか？　ホテルまでの道」

「そりゃあな」

　やや得意げな口調で星野は答えた。腰こしに手をあて薄うすい胸むねを張はってみせる。

「あたしはこっちの生活長いからな。どっちに行けば何があるかくらい分かるさ。ま、ただなぁ……」

「ただ？」

「そっちのお姉さんは、あたしの言うことなんか信用できないみたいだし」

　からかいを含ふくんだ声こわ音ねに葉は桜ざくらの顔が強こわばった。ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、ぎらぎらした目つきで星野を睨にらみ付つける。学は慌あわてて二人の間に割って入った。

「落ち着けよ、葉桜。星野の方で道が分かるなら丁ちよう度どいいじゃないか。連れていってもらおう。意地張ってる場合じゃないだろ」

「……意地なんか張ってないわよ」

　つぶやくように言うと、葉桜は学に背せを向けすたすたと歩き出した。

「お、おい」

　学の呼よびかけに、葉桜は冷たい表情で彼らを一いち瞥べつした。

「誰だれのせいでこんなところに来たと思ってるのよ。その子のいうこと聞いて、これ以上危あぶないことに巻き込まれるのはごめんだわ。大だい丈じよう夫ぶよ、大体の方角は覚えてるから」

　本当かよ。喉のど元もとまで出かかった言葉を学は寸すん前ぜんで飲み込んだ。とりあえずここで言い争っていても仕方がない。少しばかり方向を違たがえても表通りに出れば標ひよう識しきくらいあるだろう。そう自分を納なつ得とくさせて葉桜の背中を追いかける。わずかに遅おくれて、背はい後ごから星野の足音がついてきた。




　──三十分後、学達は完全に位置を見失っていた。

　左手には工事現場、右手にはシャッターを下ろした雑ざつ居きよビルが立っている。前方奥おくにはうらびれた半地下の映画館、こちらも入り口前にはバリケードが築きずかれ取とり壊こわしを待つだけの状じよう態たいになっている。工事現場のフェンスには『銀ぎん座ざ四丁目再さい開かい発はつプロジェクト』と書かれたプレートがかけられていた。

　居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが周囲を支配していた。葉桜は彼らに背を向けたまま微び動どうだにしない。学は五分くらい前から辛しん抱ぼう強く葉桜の言葉を待っていた。

　正直ここまで方向音おん痴ちと思わなかった。もちろん大通りを堂どう々どうと移い動どうするわけにはいかないが、だからといってあからさまに寂さびれた方向へ歩いていくこともあるまい。途と中ちゆうから明らかに口数が少なくなったから本人もまずいとは思っていたのだろう。徐じよ々じよに歩みが遅おそくなり、ここに来てとうとう立ち止まってしまった。

　ほっそりした背せ中なかからいたたまれない雰ふん囲い気きが漂ただよっている。学まなぶはこほんと小さく咳せき払ばらいした。なるべく彼女のプライドを傷きずつけないよう言葉を選ぶ。

「なぁ葉は桜ざくら──」

「迷まよったな」

　唐とう突とつに星ほし野のが言った。びくりと葉桜の肩かたが震ふるえる。振ふり向むこうとしない彼女に、星野は腕うで組ぐみした姿し勢せいで首を振ってみせた。

「迷った、うん盛せい大だいに迷った。ここまで見当外れの方向に進むと、いっそ気持ちいいよな。んで次はどっちに行くんだ？　右か、左か、それともまたどっかの窓まどから飛とび降おりるのか？」

「………！」

　振り向きざま葉桜が嚙かみつくような表情を星野に向けた。怒いかりのため頰ほおが真っ赤に上じよう気きしている。だが返す言葉もないのか、彼女は無言のまま歯を食いしばった。学は額ひたいを押おさえた。

「よせ、星野。葉桜ももう十分だろ、案内は星野に任せる。いいな」

「で、でも……！」

「でもじゃない。ここは居きよ留りゆう区くと違ちがうんだ。壁かべに囲かこまれてるわけでもないし、闇やみ雲くもに歩いてこれ以上迷ったらどうするんだ」

「………」

　まだ不満そうな葉桜から視し線せんを外し、学は星野を見た。

「星野、道分かるんだな？　さっきのところから随ずい分ぶん移い動どうしたみたいだけど」

　こくりと星野はうなずいた。

「心配すんなよ。こう見えても方向感かん覚かくには自信があるんだ。ま、大船に乗ったつもりでついてきなって。このあたしがきっちりしっかり、あんた達をお家うちに連れて帰ってやるからさ」

　そう言うと、星野は足取りも軽かろやかに路ろ地じの出口へ向かい始めた。

　葉桜はまだ仏ぶつ頂ちよう面づらをしている。学は彼女をなだめるように肩かたを叩こうとした。瞬しゆん間かん、ぎろりときつい視し線せんで睨にらみ付つけられる。

　これは、あとで随分なじられそうだと思う。だが今はとにかくホテルに戻もどりたい。戻って横になりたかった。腕時計の針は午前一時を示しめしている。ただでさえ疲つかれている上、予期せぬ行軍で足が棒ぼうのようになっていた。

　一ひと眠ねむりして──その後なら愚ぐ痴ちでも小言でも聞いてやるさ。

　学はそう一人ごちて星野の後を追った。

　そう、とにかくホテルにたどりつきさえすれば──。




　どこからか汽き笛てきの音が聞こえてきた。

　波は止と場ばの岸がん壁ぺきに学まなぶ達は立っていた。黒々とした海面を背はい景けいに、白しろ塗ぬりのもやい柱ばしらがユーモラスな姿すがたをさらしている。対たい岸がんにはライトアップされた橋きよう梁りようと高こう層そうビル群ぐん。時折、白と赤の航海灯をともした小型船が彼らの視し界かいを横切っていった。

　さぁっと冷気を含ふくんだ風が吹ふき抜ぬけ学の前まえ髪がみを揺ゆらした。額ひたいにかかった毛先を無む造ぞう作さにかき上げながら、学は傍かたわらの星ほし野のを見た。

「これはなんだ」

　知らず知らずのうち声に険けんがこもる。星野は先ほどから無言で海原を見つめていたが、学の呼よびかけにびくりと肩かたを震ふるわせた。ややうつむきがちになり、うかがうような目で彼を見返す。

「なにって、その……海かなー？　なんて」

「誰だれが海水浴したいと言った。俺が頼たのんだのはホテルまでの道案内だ。自信満々にまかせとけって言ったのはどこの誰だよ」

「う……」

「途と中ちゆうで何度も聞いたよな。こっちで本当にいいのかって。こんな風景、ホテルの周りになかったぞって。それでも大だい丈じよう夫ぶ大丈夫って進んでったのは一体どこのどいつだ」

「………」

　星野の顔が引きつった。バツ悪げに視し線せんを逸そらし唇くちびるを尖とがらせる。

「だって、この町似にたようなビルばっかでややこしいんだよ。前来たときと全然変わってるし」

「………。なぁ星野」

　ひどく嫌いやな予感に襲おそわれて学は尋たずねた。

「おまえ……東京に何回くらい来たことあるんだ？」

　星野はわずかにためらった後、人差し指と中指をたててみせた。

「二回!?」

「あ、一回目は横よこ須す賀か行くときに乗のり換かえたくらいで……」

「それは一回と言わない」

　冷たい声でそう言うと、星野はしょんぼりと肩を落とした。

　学は大きく肩で息をついてもやい柱に腰こし掛かけた。馬鹿野郎、泣きたいのは俺の方だ。

「迷まよったわね」

　唐とう突とつに葉は桜ざくらがそう言った。夜風にブロンドを揺ゆらしながら、冷ややかな笑えみを浮うかべている。その瞳ひとみはまるで鼠ねずみをいたぶる猫のようだった。

「どうしようもなく徹てつ底てい的てきに、壊かい滅めつ的てきに迷ったわね。本当にもう寝ねる前の運動としては十分すぎるくらい。それで？　次はどこに行くのかしら。右、左、それとも海の中？」

　ぐっと呻うめき声ごえを上げて星野が下した唇くちびるを嚙かんだ。悔くやしさのためか、両の拳こぶしが小こ刻きざみに震ふるえている。大人げないと思うが今の学には葉桜を止める気力もない。

　顔を上げもう一度周囲を見み渡わたす。向かって前方、内陸側には背せの高いフェンスと湾わん岸がん道路沿ぞいの並なみ木き、左手には三角屋根の白っぽい建物が見える。フェンスにかけられた標ひよう識しきには白地に青文字で『晴はる海み客船ターミナル』と書かれていた。瞑めい目もくし脳のう内ないでその単語を検けん索さくするが、思い当たる地名はなかった。

　こんなことならもう少し地図を見ておくべきだったな、そう思って学まなぶは舌した打うちした。どうせ観光の時間なんかとれないと思いロクに目も通してなかったのだ。せめて携けい帯たいがあればＧＰＳで地図を呼よび出だせるのに──、いやそもそも連れん絡らく手しゆ段だんがないからこんなことになっているのか。

　………。しょうがないか。

「おい、二人とも」

　学は立ち上がりながら、睨にらみ合あいを続ける二人に声をかけた。

「なによ」

　不ふ機き嫌げんを絵にかいたような表情で葉は桜ざくらがこちらを見た。身体を前に向けたまま、ちらちらと油ゆ断だんなく星ほし野のをうかがっている。

　学はわずかに肩かたをすくめて葉桜の視し線せんを受け止めた。

「多分、このまま歩いててもホテルに帰りつくのは無理だ。ここに来る途と中ちゆう交番があっただろ。あそこに行って保ほ護ごしてもらおう」

「警けい察さつ……？」

　葉桜の表情が曇った。無理もない。警察に行けば話が大ごとになるし、事じ情じようを説明するのも大変だ。『すみません、道に迷まよったんですけど』ではすむまい。アポストリを見み慣なれていない警官ではパニックを起こす可か能のう性せいもあった。おまけに星野の件もある。いかにトラブルを起こさず彼らの窮きゆう状じようを理り解かいしてもらうか。考えるだに頭が痛いたかった。だが他に手はない。

「いきなりおまえらが行くと騒さわぎになりそうだから、まず俺が事情を説明する。それで大だい丈じよう夫ぶそうなら二人を呼よぶ。せめてサングラスでもあったらおまえの目は隠かくせるんだけど……持ってないよな？　そんな都つ合ごうのいいもの」

　硬かたい表情で葉桜がうなずく。わずかに沈ちん黙もくした後、彼女はぽつりと口を開いた。

「どこかで電話を借りてホテルに連絡するんじゃダメかしら。それか、そのあたりで歩いてる人に道をきくとか──」

「ダメだ。俺もおまえも中ちゆう途と半はん端ぱにテレビに出てるし、顔を知ってる連中に見られたら面めん倒どうなことになる。相手が警察ならまだ事情を説明すればなんとかなるかもしれないけど、一般人だとな──。やっぱり可能な限かぎり人目は避さけた方がいい」

「公こう衆しゆう電話は？　どこか人通りの少ないところから電話すれば」

「来る途中一個でも見かけたか？」

　葉桜はうーんとうなり声をあげて首を傾かしげた。ややあって得とく心しんしたようにうなずく。

「それなら急いだ方がいいわね。ホテルを離はなれてから大分時間がたってるし、今いま頃ごろ大おお騒さわぎになってるはずよ。ひょっとしたら、もう警察に捜そう索さく願ねがいが出てるかも」

「それならそれで話が早いさ。説明する手て間まが省はぶける」

　学まなぶはそう言って言葉を切った。口をつぐみ反論がないことを確かく認にんし「それじゃあ」と声をあげかけた時だった。

「……だめだ」

　ぼそりと低い声が周囲に響ひびいた。眉まゆ根ねを寄せ視し線せんを向ける。星ほし野のだった。彼女は細い顎あごをわずかに引き、きつい視線で地面を睨にらみ付つけていた。

「だめだ、警けい察さつはダメだ」

「だめって……」

　なぜだとたずねようとした瞬しゆん間かん、ふっと学の脳のう裏りにホテルで見たニュースが蘇よみがえった。横よこ須す賀かの学校で十人が死し傷しよう。事件後行方不明になった一人の生徒、公開捜そう査さ、重要参さん考こう人にん、警察への情じよう報ほう提てい供きよう呼よびかけ。

「なぁ、星野」

　低ひくい声で呼びかける。星野がちらと横目でこちらを見た。学はわずかに口調を改めた。

「一つだけ確認させろよ。さっきのニュースで言ってた件、あれ、おまえの仕し業わざなのか？」

「………」

「警けい備び員いん三名・学生四名を含む計十人が何者かにより殺害──、そう言ってたな。あの犯人はおまえで、だから警察に行くのをいやがっているのか？　どうなんだ」

　星野はぐっと面おもてを伏ふせ眉まゆ根ねを寄せた。

「あたしじゃない」

「なら……」

「でも警察はダメだ。信用できない」

「信用できないって──」

「あいつらはどこにでも入り込んでる。あのイカレ女がホテルまで追いかけてきたのも、警察の監かん視しシステムを使ってるからだ。じゃなきゃ、あんなタイミングよく現れられるもんか」

「あいつら？」

　学の怪け訝げんな声に星野ははっと口をつぐんだ。話しすぎたと思ったのか、そのまま視線を逸そらして沈ちん黙もくする。警察？　監視システム？　一体何の話だ。学は混こん乱らんした。

「その子のいうことなんて聞く必要ないわよ、学。どうせ口から出で任まかせにきまってるわ」

　葉は桜ざくらが冷たい声こわ音ねで言った。細い腕うでを組んだまま小さく首を傾かたむけて星野を見ている。

「警察に入り込んでる？　大使館が信用できない？　何よそれ、それじゃまるで日本政府が怪あやしげな勢せい力りよくに牛ぎゆう耳じられてるみたいじゃない。いい？　アポストリと日本国は友好関係にあるのよ。そんな陰いん謀ぼう論ろんみたいな話あるもんですか」

　葉桜はそう言って肩かたをすくめた。

「だいたい仮かりに警察がその子を捜さがしてるとして、そんなの私たちには関係ないことよ。私たちが今しなきゃいけないのは、一いつ刻こくも早くホテルに連れん絡らくを取ること。で、私たちが無事なのを知らせること。違ちがう？」

「それはまぁ……、確たしかにそうだけど」

「だったら早く警けい察さつに行きましょう。もう散歩はたくさん」

　そう言って元来た道を歩き出す。学まなぶはその後を追いかけようとしてから、ふっと星ほし野のを振ふり返かえった。彼女は顔を伏ふせたままきつく唇くちびるを引き結んでいた。

　学は声をかけようとしてためらった。今のやりとりを聞く限かぎり、どう考えても理は葉は桜ざくらの方にある。だが悔くやしげな星野の顔を見ていると、なんだかひどく後あと味あじが悪かった。

　学は「なぁ」と星野に呼よびかけた。

「とりあえずついてこいよ、おまえだけ交番の外にいてもいいからさ。心配するな、いきなりおまえを突つき出だすようなことはしないからさ」

「………」

　学は盛せい大だいなため息を漏もらし、顔を正面に戻もどした。いつの間にか葉桜と随ずい分ぶん距きよ離りが開いている。彼女は肩かたをいからせずんずんと先に歩いていっていた。

「おい、葉桜」

　学は思わず声を上げた。正面からヘッドライトの明かりが近づいている。車高の高い、大おお柄がらなＳＵＶだった。周囲はほの暗くすれ違ちがったところで葉桜の顔など見えないだろうが、だからといって堂どう々どうと面おもてを上げて歩くのもどうかと思う。

　学は葉桜の名前を呼びながら駆かけ寄よった。不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせず、葉桜が振り返る。

　その時だった。ＳＵＶのサイドウィンドウが開き、そこから棒ぼう状じようの細長い物体が姿すがたを現した。それは地面と平行になり先せん端たんを葉桜の後こう頭とう部ぶに向けた。

　学は目をしばたたいた。

　思考が凍こおりつく。なんだあれは？　黒く長い金きん属ぞく製せいの筒つつ、その向こうに輝かがやく真しん円えん形けいのスナイパースコープ。助手席の窓まどから肩と頭が現れ、太い腕うでが棒の中なか程ほどを支ささえる。

「葉桜！　危あぶない！」

「え……？」

　葉桜が顔を戻すのと銃じゆう声せいが鳴なり響ひびいたのはほぼ同時だった。銃じゆう弾だんが骨ほねを叩たたく嫌いやな音、巨きよ人じんの手ではたかれたように葉桜の頭がのけぞる。

「………！」

　心臓を鷲わし摑づかみにされた気がした。学は声にならない叫さけびを上げて葉桜に駆け寄った。葉桜は上じよう体たいを傾かしがせた姿し勢せいで、その場に立ちすくんでいた。ボリュームのあるブロンドに隠かくれて顔は見えない。学は彼女の肩をつかみ乱らん暴ぼうに揺ゆさぶった。

「おい、おい葉桜。しっかりしろ、おい！」

「………」

「あ？」

「……い」

「い？」

「いたい……」

　片かた手てで頭を押おさえながら、葉は桜ざくらが面おもてを上げた。顔をくしゃりと歪ゆがませ目の端はしに涙なみだをためている。

　ちょっと待て、今こいつ頭撃うたれたよな？　痛いたい？　それで終わりなのか？

「こぶ……できたかも」

　そうか、そりゃ大変だな。

　一気に気が抜ぬけてへたりこみそうになる。そういえば以前至し近きん距きよ離りで銃じゆう撃げきされた時も彼女は腕うでにわずかな傷きずを作っただけだった。アポストリの肌はだは下へ手たな鋼こう板ばん並なみの強度を誇ほこっている、今いま更さらながら学まなぶはその事実を思い出していた。

　だが、気を抜いている余よ裕ゆうはなかった。葉桜をしとめられなかったことに気づいたのか、ＳＵＶが停車し両りよう脇わきの扉とびらが同時に開いた。そこからスーツ姿すがたの男達が飛び出してくる。いずれも屈くつ強きような体格で、その手には禍まが々まがしいシルエットの銃じゆう器きが握にぎられていた。

「……っ！」

　学は軋きしるような声を上げて踵きびすを返した。まだ頭を押さえている葉桜の腕を引き走り出す。背はい後ごから野太い声が響ひびいてきた。

「こちらチーム・ヤルタ、目もく標ひようを発見。場所は晴はる海み埠ふ頭とうターミナル付近。至し急きゆう増ぞう援えんを求む。なお金きん髪ぱつには通つう常じよう弾だん頭とう無む効こう。対Ａ装そう備びの使用を申しん請せいする。繰くり返かえす──」

　目標？　増援？　なんだ、何を言ってるんだ。全力で走りながら学は男の言葉を反はん芻すうした。状じよう況きようがよく把は握あくできない。自分たちがなぜ銃撃を受けているのか、なぜ逃にげなければならないのか、さっぱり理り解かいできない。だが、たった一つだけ明白な事実があった。後ろの連中は学達を殺すことにいかなる躊躇いも感じていない。

「おい、こっちだ！」

　並なみ木きの陰かげから星ほし野のが手て招まねきしている。学は葉桜の手を引きながら木々の列に飛び込んだ。瞬しゆん間かん、銃じゆう声せいが先ほどまで学達のいた空間を貫つらぬいた。

「な、なんなんだあいつら」

　荒あらい息をつきながら学は星野に問いかけた。星野はひどく厳きびしい表情になっていた。木々の茂しげみが月明かりを遮さえぎり、少女の顔に黒い影かげを落としていた。

「多分、陸自の対テロ部隊だな。さっきの銃、レミントンの対人ライフルだった。あんなもの町中でぶっ放すのは、この国じゃ連中かＳＡＴくらいだ」

「りくじ……？　って、陸上自じ衛えい隊たいか!?」

　予期せぬ単語に学は目を剝むいた。星野は親指の爪つめを齧かじりながら小さくうなずいてみせた。

「な、なんで自衛隊が……！」

「話は後だ、逃にげるぞ」

　叫さけびながら星ほし野のが身を翻ひるがえした。そのまま道路沿ぞいに設もうけられたフェンスに向かう。遠目には分からなかったが、その一部が裂さけて人間一人が通れるくらいの穴あなが空いていた。

　星野が猫のようにするりと隙すき間まに滑すべり込こむ。その後を追いかけ、学まなぶは無我夢中でフェンスの隙間をくぐった。肩かた越ごしに振ふり返かえりながら、ぐいと葉は桜ざくらの手を引く。まだ銃じゆう撃げきのショックが残っているのか、彼女は額ひたいを押おさえながらふらふらと学の後についてきた。

　フェンスの向こうは広大な更さら地ちだった。彼方かなたにそびえる高こう層そうビル群ぐんのネオンを浴び、周囲は薄うすぼんやりした明かりに包まれている。四方をぐるりとフェンスに取り囲まれた中、向かって右手、数百メートルほど先にぽつんとスライド式のゲートが見えた。金きん属ぞく製せいの格こう子し越ごしに都心へと向かう車道が続いている。星野はそこに向かいまっすぐ走っていった。

　学は懸けん命めいにその背せ中なかを追った。冷たい風が頰ほおを叩たたき、長く伸のびた前まえ髪がみを額に張はり付つかせる。心臓がばくばくと音を立てて脈みやく打うった。必死になって走り続けるうち、徐じよ々じよに白いフェンスが近づいてくる。前方のゲートまであと少し、あれを越えれば逃げ切れる、そう思った時だった。

　ゲートの向こうに突とつ然ぜん車しや影えいが現れた。黒くろ塗ぬりのバン、夜の湖面を思わせる漆しつ黒こくのスモークガラス。それは後こう輪りんを滑らせながら、つんのめるようにゲート前へ停てい車しやした。サイドドアが開き、中からスーツ姿すがたの男達が出てくる。彼らは無線機に向かって何か叫びながら、こちらに銃じゆうを向けた。

　新あら手てか！　ぎょっとなって立ち止まる学の横を、唐とう突とつに突とつ風ぷうが吹ふき抜ぬけた。薄うす闇やみを圧あつ倒とうしてたなびくブロンド、鮮あざやかな残ざん光こうを描えがく真しん紅くの双そう眸ぼう。純白のスカートを派は手でに翻ひるがえして葉桜が突とつ進しんする。ゲート向こうの男達が慌あわてた様よう子すで銃じゆう口こうを向けた。だが遅おそい。葉桜は瞬しゆん時じに距きよ離りを詰つめると左足を軸じくに身体を捻ひねり、猛もう烈れつな勢いきおいでゲートに回まわし蹴げりを叩き込んだ。

　どぉん！　と凄すさまじい音がした。中央からくの字に折れ曲がってゲートが弾はじけ飛とぶ。それは立っていた男達を巻まき込こみながらバンを直ちよく撃げきした。一トン以上はあるだろう車体が、衝しよう撃げきに大きく傾かしぐ。ひしゃげた窓まど枠わくにスモークガラスが嚙かみ砕くだかれ、粉こな々ごなに砕け散る。

　呆あつ気けに取られて見ている学達を、葉桜が振り返った。その瞳ひとみには紛まがうことなき怒いかりの感情があった。

「……なによ、なんなのよこいつら」

　荒あらい息をつきながらそうつぶやく。彼女は左手で側そく頭とう部ぶを押さえ端たん正せいな顔をくしゃりと歪ゆがめた。

「いきなり人の頭を銃で撃うってきて。信じられない、どこの犯はん罪ざい者しや集団よ。いいわ、全員ひっつかまえて素す性じようを聞き出してから警けい察さつに突つき出だ──」

「いいから逃げろ！」

　叫びながら学は葉桜の腕を引いた。呻うめき声ごえを上げる男達を横目にゲート脇わきをすり抜ける。葉桜が抗こう議ぎの声を上げかけたが構かまっていられない。星野の言葉が事実なら自分たちはとんでもない連中を敵てきに回していることとなる。陸自の特とく殊しゆ部ぶ隊たいだって？　それが本当であれば既すでに警察がどうこうできるレベルではない。今の彼らにできることは、ただひたすらここから逃にげることだけだった。

「学まなぶ、後ろ！」

　切せつ迫ぱくした葉は桜ざくらの声。振ふり返かえると、後ろからＳＵＶが追いかけてくるところだった。四灯のヘッドライトをギラギラと輝かがやかせ、血に飢うえた肉にく食しよく獣じゆうのようにこちらへ突とつ進しんしてくる。

　くそっ！　しつこい……！

　走りながら周囲を見み渡わたす。右手に細い路地、古びた電柱の向こうにぬばたまのように濃こい闇やみがわだかまっていた。

「星ほし野の！」

　先行する彼女に呼よびかけてから学は地面を蹴けった。横飛びに身体を躍おどらせ、路地に飛び込む。一いつ瞬しゆん遅おくれて、足をもつれさせながら星野が追いかけてきた。だがＳＵＶの方はさすがにそこまで急な方向転てん換かんに追つい随ずいできないのか、甲かん高だかいブレーキ音を立てて路地の入り口を行きすぎる。そのあとすぐ凶きよう暴ぼうなエンジン音を上げて車体が後こう退たいしてきた。だが学はそれを悠ゆう長ちように待っているつもりはなかった。葉桜と星野がついてきていることを確かく認にんして、路地の出口に向かう。

「……っ」

　路地を抜ぬけた先には、先ほどと似にたような風景が広がっていた。人ひと気けのない車道、まばらな外灯と明かりの消えたオフィスビル。心臓が早はや鐘がねのように鳴なり響ひびいている。

　学はすがるような思いであたりを見渡した。どこか連中をやりすごせそうなところはないか、わずかな時間でもいい、彼らの目から姿すがたを隠せる場所はないか。そう思った瞬しゆん間かん、視し界かいの端はしに外灯とは異い質しつな明かりが飛び込んできた。帯おび状じように密みつ集しゆうした無数の小さな電灯。何かの店てん舗ぽ──、飲食店だろうか。後ろでエンジン音が響く、ああ畜ちく生しよう、思い悩なやんでる暇ひまはない。

　最後の力を振ふり絞しぼり、無人の車道を駆かけ抜ぬける。ネオンの下に滑すべり込こみ自動扉とびらが開くのももどかしく建物の中に身を躍らせた。

　間かん一いつ髪ぱつ、路地からＳＵＶが頭を覗のぞかせる。スモークガラス越しに周囲を舐なめる視し線せんが感じ取れた。息が詰つまりそうな沈ちん黙もく、学達は息を潜ひそめ肩かたをよせあい車の様よう子すを眺ながめていた。ＳＵＶはしばらくの間その場に停てい車しやしていたが、やがて苛いら立だたしげに車体を震ふるわせ動き出した。

　エンジン音が遠ざかっていく。その残ざん響きようが完全に消え去るのを待ってから、学は息を吐はき出だした。いつの間にか呼吸を止めていたらしい。肩かたを揺ゆらしながら額ひたいの汗あせをぬぐう。その時、くいと後ろから袖そでを引かれた。

「ねぇ……ねぇちょっと、学」

　なんだ一体。眉まゆ根ねに皺しわを寄せ振り返ると、葉桜が困こん惑わくした表情で建物の奥おくを指さしていた。指し示されるまま視し線せんを動かして、彼は言葉を失った。

　彼らがいたのは洋風のロビーだった。天井は間かん接せつ照明で淡あわい光を放ち、広い床ゆかには赤のカーペットが敷しき詰つめられている。左手奥には木目調のカウンターが設せつ置ちされ、その上にフロントと書かれたプレートがぶら下がっていた。カウンター向こうに立つ女性職員が怪け訝げんな表情でこちらを見ている。

「うわ……」

　学まなぶは間の抜ぬけた声を漏もらした。どう見てもホテル、それも出しゆつ張ちよう者しや向けのビジネスホテルという趣おもむきだった。時刻は深しん夜や二時を過ぎロビーに客の姿すがたはない。そこにいきなり飛び込んできた子供が三人、うち一人はあからさまに目立つ見事なブロンドの持ち主。怪あやしいことこの上ない。

「どうするの？　なんか、ずっとこっち見てるけど、あの人」

「どうするって……今外に出てくわけにもいかないだろ。あいつらがいつ戻もどってくるかもわからないんだし」

「でも、ここにずっと立ってるのも変よ。下へ手たしたら、誰だれか人呼よばれるかも」

「それは……困る」

「でしょ」

　学は顎あごを搔かいた。やぶにらみの視し線せんで天てん井じようを見み据すえる。

「泊とまるか」ぼそりとそう言った。葉は桜ざくらが警けい戒かいするように顎を引いた。一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした後、やや上うわ目め遣づかいになって学を睨にらむ。

「わ、私、お金なんてもってきてないわよ」

「俺だって持ってきてないよ。クレジットカードは？」

　葉桜が首を横に振ふる。学は難むずかしい表情で口をつぐんだ。しばらく考えた後、ちらりと傍かたわらの星ほし野のを見る。気づくと葉桜も彼女を見つめていた。ただならぬ雰ふん囲い気きに星野が一歩後ずさる。

「な、なんだよ」

「星野、財さい布ふ出せ」

「か、かつあげ!?」

「……何を聞いてたんだ、おまえは。宿代だよ、ここの」

　宿代、とおうむがえしに星野がつぶやいた。鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわが寄る。彼女は尻しりポケットを押おさえてじりじりと後こう退たいした。

「こ、今月お金厳きびしいんだよな。色々使っちゃって──」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ。心配するな、あとで返すから」

　学の言葉に、だが星野はまだ迷まよった顔をしている。学は舌した打うちした。ああもう、まどろっこしい。

「星野、万ばん歳ざい」

「え？　あ……なに？」

「手あげて」

「こ、こうか？」

「もっと高く」

「う、うん」

　つま先立ちになって伸のび上あがる星ほし野のに近寄り、学まなぶは彼女の尻しりポケットから財さい布ふを抜ぬき取とった。

「ああぁ!?」

　裏うら返がえった声を上げて、星野が手を伸ばしてくる。それをさっとかわして学は財布の中身を確かく認にんした。大小含ふくめて札が何枚か、うん、まぁこれならぎりぎり足りるだろう。

「か、返せよ！　いる分だけ渡わたすから、なぁ、なぁってば！」

「悪い、あとこれも」

「あぅあー!?」

　つまみあげるように、星野の帽子を取る。それを目ま深ぶかにかぶり学はフロントに向かった。ブレザーと作業帽の取り合わせはかなり奇き妙みようだろうが、まともに顔を見られるよりマシだ。もともと大きめな帽子だったせいか、学のサイズにも問題ない。

　フロント係がいぶかしげな視し線せんでこちらを見ている。学はつとめて何なに気げないふうを装よそおって、フロントの前に立った。




　　　　＊




「な、な、な、なによこれ！　なんで!?　なんでこんな部へ屋や！」

　部屋に入った瞬しゆん間かん、葉は桜ざくらが裏返った悲鳴を上げた。目の前にあるのは八はち畳じようほどのこぢんまりとしたスペース、その中央にどんと鎮ちん座ざしたダブルベッド。それ以外の家具はほとんどなく、椅い子すと机、それにテレビだけが辛かろうじて壁かべ際ぎわに配置されている。

　部屋というよりは、むしろベッド置き場という感じだった。学達がもといたホテルとは広さ・調度品ともに比べるまでもない。生きつ粋すいのお嬢様である葉桜にしてみれば信じられない光景だろう。いやそもそもそれ以前に──

「三人で一つの部屋ってどういうことよ！　それに、な、なんでベッドがひ、ひと──」

「しょうがないだろ、ここしか取れなかったんだから」

　学はジャケットを脱ぬいで椅子に投げかけた。ネクタイを緩ゆるめ、肩かた越ごしに葉桜を振ふり返かえる。

「どっちみち外の状じよう況きようが落ち着くまでの避ひ難なん先さきなんだし、そんな神しん経けい質しつになることもないだろ。仮か眠みんとるなら俺は廊ろう下か使うし、心配せずにそのベッドで休んでろよ。俺なんかと一いつ緒しよの部屋で嫌いやなのは分かるけどさ」

「い、嫌とか、そういうことじゃなくって──」

「じゃあ、なんだ？」

「………」

　学の問いかけに、葉桜はむっつりと押おし黙だまった。一体なんだというのか、普ふ段だんだって部屋こそ違ちがえど一つ屋根の下で暮くらしているのだ。今いま更さらそこまで嫌がることもないだろうに。

　………。

　まぁいいか、それよりもこいつだ。

　学まなぶはちらりと星ほし野のに視し線せんを向けた。彼女はベッドの端はしに腰こし掛かけ、ぶらぶらと細い足を揺ゆらしていた。針金のように華きや奢しやな身体つき、フランス人形を思わせる小さく整った顔。やや吊つりがちな瞳ひとみのせいか若じやつ干かん小こ生なま意い気きな印いん象しようも受けるが、物もの腰ごしや仕草はどう見ても子供のそれだ。

　なんでこいつが自じ衛えい隊たいなんかに追われているのか──、考えれば考えるほど分からなくなる。正直、今持っている情じよう報ほうをいくら繫つなぎ合あわせたところで正解が見えてきそうにない。とはいえ、真正面から疑問をぶつけたところでロクな回答は返ってこないだろう。

　乏とぼしい情報を元に考えられる選せん択たく肢しは二つ。一つはホテルに帰りＳＰに保ほ護ごしてもらう。これは今のところどうしようもない。眠ねむ気けと疲ひ労ろうが身体を蝕むしばんでいる。今、外で連中と遭そう遇ぐうしたら今度こそ逃にげ切きれると思えない。

　そしてもう一つは──星野の希望通り父親に連れん絡らくを取ること。

　それがなぜ事じ態たいを良い方向に導みちびくのか、学にはよく理り解かいできない。

　あの父親が〈十じゆう字じ架か〉評ひよう議ぎ会かいや政府の意向を無む視しして一人のアポストリに肩かた入いれするとは考えられない。もし彼女が自衛隊をはじめとした政府機関を敵てきに回しているなら、彼に助けを求めたところで事態は好こう転てんしないだろう。

　だいたいこいつは父親のなんなのだ。どんなつながりがあって、この緊きん急きゆう事態で彼を頼たよろうとしているのか。

　せめてそれだけでも聞き出せないか、そう思って口を開きかけた時だった。

「あ、ちょっと学。これ！」

　葉は桜ざくらの声に学は振ふり向むいた。壁かべ際ぎわに設せつ置ちされたテーブル、その上に置かれた電話機に葉桜が手を伸のばしている。

「これ、外に電話できるのかしら？　だったらホテルに連絡してみましょうよ。番号さえ分かれば──」

「やめとけ」

　断たち切きるような口調で星野が言った。帽子の下で、アーモンド型の瞳ひとみが剣けん吞のん極まりない光を放っている。彼女はむき出しの足を組み、頰ほお杖づえをつきながら葉桜を睨にらみ付つけていた。

「ホテル宛あての電話なんて盗とう聴ちようされてるにきまってんだろ。居い場ば所しよを伝えた瞬しゆん間かん、連中大喜びでここに乗り込んでくるぞ」

「は……」

　葉桜が息を吞のんだ。わずかな沈ちん黙もくの後、彼女の唇くちびるが苛いら立だちに歪ゆがむ。

「あ、あなた何いってるのよ？　盗聴？　なんで私たちがそんなことされないといけないのよ？」

　星野は返事をしない。それっきり何を言っても無む駄だだとばかりに、そっぽを向いている。

「あ、あなたねぇ！」

　怒ど気きをまき散らしながら詰つめ寄よる葉は桜ざくらを、学まなぶは押おしとどめた。

「落ち着け、葉桜」

「ま、学……！」

「とりあえず今は様よう子すを見よう。連中の正体もはっきりしないし、ここで下へ手たに動いてもロクなことにならない。電話だけなら明日の朝でもかけられるだろ。とりあえず一いつ旦たん休もう。話はそれからだ」

「ん……」

　あからさまに不満げな表情。だが学の言うことも分かるのか、それ以上文もん句くを言おうとはしない。押おし黙だまったまま、なんとも複雑な顔で立ちつくしている。

　そんな顔するなよと学は思った。俺だってあいつの言うことを全て受け入れてるわけじゃない。ただ現げん状じようはあまりに不ふ明めい確かくなことが多すぎる。三人でいがみ合い疑ぎ心しん暗あん鬼きになったところでなんの得もない。

「よいせっ、と」

　そんな微び妙みような空気を気にする様子もなく星ほし野のが立ち上がった。小さく伸のびをした後、すたすたと彼らの横を通り過ぎる。

「お、おい、どこ行くんだ」

　学の呼よびかけに、面めん倒どうそうな表情で星野が振ふり向むいた。帽子を取りながら一言「風ふ呂ろ」とつぶやく。そのまま凍こおりつく彼らの前で靴くつを脱ぬぎ、シャツの前ボタンに指をかけた。

「ちょ、ちょっ、ちょっと！」

　葉桜の顔が耳まで赤くなる。ぱくぱくと口を開閉させながら、彼女は学の視し界かいを遮さえぎるように腕うでを振り回した。

「な、何してるのよ、そんなところで！　学、何見てるの!?　外出てなさい、早く！」

　叫さけび声ごえに追い立てられて学は部へ屋やを飛び出した。一いつ瞬しゆんだけ、剝むき出だしになった星野の白い肩かたが見える。乳にゆう白はく色しよくのビロードを思わせる艶つややかな肌はだ、瘦やせた背せ中なかには肩けん胛こう骨こつが浮うかび上あがり淡あわい陰いん影えいをその身体に落としていた。

　バタンと音をたてて扉が閉まる。だが寸前に見たその光景はしばらく学の脳のう裏りに焼き付いて消えることはなかった。




　夜風が髪かみを揺ゆらす。

　学は非ひ常じよう階かい段だんの手すりに寄りかかってぼんやりと夜の東京湾を見つめていた。周りが倉庫や低てい層そうのオフィスビルだからか、彼がいる場所──五階の踊おどり場ばからでもかなり遠くまで見み渡わたせる。手前に漆しつ黒こくの海原が横たわっているせいか、彼方かなたに煌きらめく街明かりがまるで空に浮かび上がっているように見えた。

　一体全体、なぜこんなことになってしまったのだろう。学まなぶはそう自問する。

　見知らぬ町で、見知らぬ少女と、くたびれたビジネスホテルで夜を過ごしている。同じ部へ屋やには葉は桜ざくらもいて、自分は彼女たちの入浴を待つ間こんなところで無ぶ聊りようをかこっている。

「なんなんだ、一体」

　つぶやき声は、吸い込まれるように夜よ闇やみへ消えていった。

　もし葉桜の言葉に従したがって星ほし野のの存そん在ざいをアポストリ公館に連れん絡らくしていたら、果たして状じよう況きようは変わったのだろうか。

　………。

　変わったのだろう、と思う。少なくとも彼らの手からは事じ態たいが離はなれる。自じ衛えい隊たいだろうが、あの〈渦うず巻まき〉というイカレ女だろうが、あとは大人同士で勝手にドンパチしてもらえばいい。気になるのはそれがアポストリと日本政府の関係にどんな影えい響きようを及およぼすかだが、そんな話はそれこそ父親──南みなみ方かた恵けい吾ごの判はん断だんする内容だ。彼の関かん与よできるレベルではない。

　だが、もし仮かりに学がその行動を選せん択たくしたら──、星野はどうなるのだろう。周囲の人間は誰だれも信用できないといい、それでもただ一人自分を頼たよらざるをえなかった彼女の思いは。

（くそっ）

　学は唸うなり声ごえを漏もらした。

　一体なぜあの星野友とも深みという少女に、これほど自分は肩かた入いれしているのか。意地、憐れん憫びん、正義感、どれも当たっているようでわずかに違い和わ感かんがある。つきつめて考えると、彼の意い識しきはあの日の記き憶おくに行き当たる。白いカーテンが風に舞まう廊ろう下か、長なが椅い子すに座すわる少女、ひどく優やさしい目をしたあの女性。

『──と仲良くしてあげてね……学』

　彼女はそう言った。星野によく似にた少女の肩を優しく抱だきながら。

　学は唇くちびるをへの字に引き結んだ。畜ちく生しようと低い声で毒どく突づく。畜生、あいつと星野が同一人物かどうかも分からないんだぞ。一体何を意地になってるんだ、俺は。

「おい」

　くしゃくしゃと髪かみをかきむしった瞬しゆん間かん、背はい後ごからそう声をかけられた。振ふり向むくとそこに星野がいた。

　先ほどまでと同じ白の長なが袖そでシャツと黒いショートパンツ。湯上がりのためか帽子とアクセは身につけていない。シャツの前は第二ボタンまで外され、大きく開いた胸むな元もとから薄うすい鎖さ骨こつが覗のぞいている。

　白い頰ほおはほんのりと上じよう気きし完かん熟じゆく前まえの果実を思わせる淡あわい色いろ香かを放っていた。ほのかな石せつ鹼けんの匂においが学の鼻び腔こうをくすぐる。学はぴくりと眉まゆを動かした。

「ほら」

　学の動どう揺ようを気にした様よう子すもなく、星野がすっと何かを差し出してきた。反はん射しや的てきに受け取って、しげしげとそれを見つめる。微び糖とうの文字がプリントされた缶かん入いりのミルクコーヒーだった。

「ああ……、サンキュー」

　学まなぶの言葉に星ほし野のは薄うすく笑い、自分も缶コーヒーに口をつけた。旨うまそうに喉のどを鳴らした後、ふぅとため息に近い声を漏もらす。

「風ふ呂ろあいたぜ。今いま頃ごろあの姉ちゃん大あわてで服着てるだろうから、急いで戻もどればいいもの見られるかもしれないぜ」

「あのなぁ……」

　そのあとこちらが半殺しにされることは考えてないのだろうか。あきれたように眉まゆをひそめる学に、星野はくつくつと低い笑い声をたててみせた。

　学は顔をそむけ缶コーヒーに口をつけた。甘くほろ苦い香かおりが口の中に広がる。学は鼻から小さく息を抜ぬき、視し線せんを夜空に彷さ徨まよわせた。

「わるかったな」

　不意にぼそりと星野が言った。彼の横に並ならび、彼と同じ姿し勢せいで非ひ常じよう階かい段だんの手すりに寄りかかる。

「なにがだ」

「まきこんじまって」

「………」

　何を今いま更さらと思う。だが星野は神しん妙みような面おも持もちで夜の闇やみを見つめていた。

「こんなつもりじゃなかったんだ。あの喫きつ茶さ店てんで邪じや魔まが入ったからさ、もう一度きちんと話して、それでダメなら引き上げるつもりだった。あんた達を危き険けんにさらすつもりはなかったんだ。まぁ今更そんなこと言っても信じてもらえるとは思わないけど」

「引き上げて、それでどうするつもりだったんだ」

「………」

　無言の笑えみ。それが如によ実じつに彼女の状じよう況きようを物語っていた。孤こ立りつ無む援えん、疑ぎ心しん暗あん鬼き、誰だれも信用できず誰の助けも期待できない。そんな感情が彼女の横顔から透すけて見えた。

　星野はぐっと残りの缶コーヒーをあおるとこちらに向き直った。その顔に先さき程ほどまでの弱々しさは欠かけ片らもなく、いつもと同じ小こ生なま意い気きな笑みがあった。

「あー、意外と外寒いのな。ちょっとマジで冷えてきちゃったかも。もっぺん風呂入ろうかな」

「んで俺がまた追い出されるのか？　勘かん弁べんしてくれ」

　わずかに垣かい間ま見みえた少女の負ふの側そく面めんに動どう揺ようしながら、学はそうつぶやいた。

　星野と肩かたを並べ歩き出しながらふっと思う。そう言えばこれだけ神しん経けい質しつに彼を追い出しておいて、これで自分が風呂に入ると言ったら葉は桜ざくらはどうするつもりなんだろう？




　　　　＊




　くしゅん、と可愛かわいらしいくしゃみが室内に響ひびき渡わたった。

　学まなぶは毛もう布ふを跳はね上あげると照明が消え薄うす暗ぐらくなった室内を見通した。ワードローブと浴室に挟はさまれた狭せま苦くるしい廊ろう下か、その向こうに大おお柄がらなベッドが見える。

　これで一体何度目だろう。就しゆう寝しんを告つげてから既すでに一時間、睡すい魔まに意い識しきが飲み込まれそうになる度たび、この音で引ひき戻もどされる。ただでさえ入り口近くの床ゆかで寝ね心ごこ地ちが悪いのだ。おまけに空調の効ききは悪く、カーペットからじわじわと冷気が伝わってくる。眠ねむりさえすれば気にならなくなる、そう思い我が慢まんし続けた挙あげ句くにこれだ。

　くしゅん！　くしゅん！

「おい、葉は桜ざくら」

　たまりかねて声を上げる。瞬しゆん間かん、ベッドからの音が途と絶だえる。わずかな沈ちん黙もくの後、かすれた鼻声が「なによ」と答えた。

　学は沈黙した。自分から呼よびかけておいて、その後の言葉が続かない。まさか体調を崩くずしている相手に、うるさいからくしゃみをとめろとも言えない。だいたいアポストリが本当に湯ゆ冷ざめするなど思ってもみなかった。

「おまえさ、だから言っただろう。十分くらいで風ふ呂ろ出るからすぐ戻ってこいって。それをおまえ、外で三十分以上も」

　学が風呂を使うといった瞬間、彼女は学が止めるのも聞かず外に出て行ってしまったのだ。仕方なく星ほし野のに伝言を頼たのみ十分くらいで風呂を出ると伝えたが、結局彼女が戻ってきたのは三十分以上後だった。帰ってきた時には両手で身体を抱だき、すっかり青白い顔になっていた。

「だ、だって戻ってきたときに学が……まだ……だったら……」

「俺が風呂早いのは知ってるだろ。ったく、普ふ段だん家じゃ寝ね間ま着きで歩き回ってるくせに、今いま更さら何他た人にん行ぎよう儀ぎにしてるんだよ」

「ふ、普段とこの部へ屋やじゃ違ちが……くしゅん！」

　ああ、と学はため息をついた。ていうかこれだけ騒さわいでよく星野は目が覚さめないな。よほど疲つかれていたのか。まぁ、あちらのベッドは寝ね心ごこ地ちがいいだろうしな。

　ずるずると毛布をひきずりながら学は身を起こした。ユニットバスの扉とびらを開け電灯を点つける。湿しつ気けこそひどいが床は濡ぬれていない。扉を閉めれば、少なくとも葉桜のくしゃみは気にならなくなるだろう。空間が狭いから無理な姿し勢せいになりそうだが、この際さい贅ぜい沢たくは言っていられない。

「学……どうしたの？」

　不安そうな葉桜の声。学は努めて平へい板ばんな声こわ音ねで返事をした。

「なんでもない。ちょっとここ寒いから場所変えて寝るよ」

「さ、寒いの？　それなら私と場所変われば──」

「馬鹿、それ以上体調悪くするつもりかよ。いいから寝ねてろ。休まないと明日がきついぞ」

　断たち切きるように言って浴室に入る。電気を消し扉とびらを閉めると、低い換かん気き扇せんの音が室内を満たした。墨ぼく汁じゆうのような闇やみが睡すい魔まを呼よび起おこす。学まなぶは倒たおれ込こむようにその場へ横たわった。

　意い識しきが遠のく。心ここ地ちよい気け怠だるさが身体の自由を奪うばっていく。ああ、これでいい。これでやっと眠ねむれ──

　くしゅん！

　予想外に近くでくしゃみの音がした。

　学はかっと目を見開いた。眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、凶きよう悪あくな目つきで周囲を見み渡わたす。当然のことながら闇の中に人の気け配はいはない。気のせいか、そう思ってもう一度目を閉じた時だった。

　くしゅん！　くしゅん！

「……っ」

　奥おく歯ばを嚙かみしめながら扉を開ける。そこに金きん髪ぱつのアンティークドールを思わせる少女が立っていた。スカートの前をつかみ、薄うすい唇くちびるを引き結んでいる。潤うるんだ瞳ひとみはどこか捨てられた子犬のようで、それが浴室で丸まった学をじっと見下ろしていた。

「なんだ、葉は桜ざくら」

　さすがに不ふ機き嫌げんを隠かくしきれず、学は押おし殺ころした声でつぶやいた。葉桜はもじもじとスカートの生き地じをいじっていたが、やがて「なんでもない」といって踵きびすを返そうとした。

「待て、こら」

　手を伸ばしスカートの裾すそをつかむ。

　ぎゃっと鶏にわとりが絞しめ殺ころされたような悲鳴をあげて、葉桜がつんのめった。白のバルンスカートがめくれて細い太ももがかなり上の方まで露あらわになったが、感かん慨がいを覚える余よ裕ゆうもない。学は眉まゆ根ねに皺しわを寄せて葉桜を睨にらみつけた。

「なんでもないってことないだろ。何だ？　星ほし野のの寝ね相ぞうでも気になるのか？」

「そう……じゃなく……て」

　じゃあなんだ。そう問とい詰つめかけて学はふと気づいた。ほのかに色づいた頰ほお、濡ぬれて艶つやを含ふくんだ瞳、そして全身から漂ただよう甘く芳ほう醇じゆんな香かおり。

　ああ、と思った。

　ああこいつ、ひょっとして。

「ほ、本当になんでもないの。ちょっと寝付けなくて、それでなんとなく起き上がってみただけなの。本当になんでも──」

「発ほつ作さか」

　学の言葉に葉桜の肩かたがびくりと震ふるえる。顔が紅こう潮ちようし、耳まで赤く染そまる。彼女はたっぷり数十秒は押おし黙だまった後、上うわ目め遣づかいにこくりとうなずいた。

「どういうことだよ、一週間前に吸ったばかりだろ。次の発ほつ作さまで一ヶ月あるんじゃないのか、普ふ通つう」

「そ、そのはずなんだけど……」

　葉は桜ざくらは自分でもよく分からないという風に唇くちびるを震ふるわせた。

　アポストリの発作は通つう常じよう一ヶ月周期で訪おとずれる。一度発作になると数日は共きよう棲せい者しやの血を求めるが、それが終わればしばらくは元の状じよう態たいに戻もどる。そのはずだった。

「なんか居きよ留りゆう区く出てから体調がおかしくて、環かん境きようが変わって慣なれないせいだと思ってたんだけど、このホテルについたらいきなりガクンってきて──、それで……」

「馬鹿、そういうことは早く言え」

　学まなぶは慌あわてて身体を起こした。以前、初めて葉桜が発作を起こしたときのことを思い出す。数日は身体を起こすこともできず、息も絶たえ絶だえで部へ屋やに閉じこもっていた。一時は正しよう気きさえ失いかけていたのだ。我が慢まんしようと思ってできるものではあるまい。

　シヤツのボタンを外し襟えり元もとを広げる。「さぁ」とうながして彼女に背せを向けた時だった。

「だ、だめ！」

　必死な声を上げて葉桜が彼の袖そでをつかんだ。引かれた拍ひよう子しにバランスを崩くずし葉桜と密みつ着ちやくしてしまう。熱っぽい額ひたいを背中に押おしつけられ学はどきりとした。

「だ、だめって、おまえ」

「だめよ、だめ。こんなところで、そんな」

「はぁあ？」

　学は目をしばたたいた。何を言ってるんだこいつは？

「こんなところもそんなところもないだろ。どこだったらいいんだ、風ふ呂ろ場ばの外か？」

「そ、そ、そういうことじゃなくって」

　うわずった声で言って葉桜が首を振ふる。シャツを握にぎる手にぐっと力がこもった。

「あ、あの子がいるでしょ……」

「いたからなんだっていうんだ」

「………」

　なんでこんな殺気のこもった空気を当てられないといけないのだ、自分は。

「とにかく、そんな状じよう況きようでいつまでもいるわけにいかないだろ。ただでさえ、周囲はアポストリのことなんて何も知らない人間ばかりなんだ。そんなギラギラした目つきでいたら一発で怪あやしまれるぞ。だいたい朝になったら治なおるようなもんでもないだろ、それ」

「……ぅぅ」

　蚊かの鳴くような呻うめき声ごえ、それでも理り屈くつでは学の言うことを正しいと感じているのか、ややあって彼女はこくりとうなずいた。

「じゃ、じゃあ」

　細い指先が彼の肩かたをつかむ。首くび筋すじにかかる甘い吐と息いき、豊かなブロンドが剝むき出だしのうなじをくすぐった。熱を帯びた舌した先さきが、まるで射しや撃げきの的を描えがくように彼の肌はだに唾だ液えきを塗ぬり込こめる。ぞわりと疼うずくような震ふるえが身体を貫つらぬいた。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、長く尖とがった犬歯が彼の肌はだに埋うまる。いつものことだが痛いたみは一瞬、そのあとは麻ま酔すいを打ったような痺しびれが首筋に広がっていく。

　学まなぶは低い呻うめき声ごえを漏もらした。普ふ段だんの彼女なら、彼の負ふ担たんにならないようゆっくりと血を吸っていく。だが今の彼女はどうなのか、気をつけないとこっちが貧ひん血けつで倒たおれかねない。脳のう裏りでゆっくりと数を数える。一つ、二つ、三つ。十まで数えたところで、学は葉桜の腕うでをつかんだ。

「ストップ、そこまで」

　葉桜の動きが止まる。わずかに時間をおいて、つっと首筋から唇くちびるが離はなれた。学が振ふり向むくと、彼女は呆ほうけたような表情でその場に座すわり込こんでいた。口の端はしから一筋赤い糸が垂たれている。

「ああ……まったく」学は呻くように言って洗面台脇わきのティッシュを手に取った。

「ほら、こっち向け。おい、顎あご上げろよ。服に垂れるだろ」

　唇の周りを丁てい寧ねいに拭ふいてやる。葉桜はしばらくの間なされるがままになっていたが、やがて無言で彼の手からティッシュを奪うばいとった。双そう眸ぼうに理性の光が戻もどっている。彼女はなんともバツの悪そうな表情で口元をぬぐった。

「……ない」

「あ……？」

「なさけない──」

　彼女はぼそりと絞しぼり出だすような声でそう言った。細い肩を落とし、見るも哀あわれな消しよう沈ちんぶりだった。

「こんな時だから……、こんな状じよう況きようだから私がしっかりしてないといけないのに。体調崩くずして発ほつ作さまで起こして。本当……みっともないったらないわ」

「体調はしょうがないだろ。今夜だけでも色々あったんだし。それに、おまえが調子悪くたって俺がいるだろ。俺がやばいときはおまえが助ける。おまえが危あぶないときは俺がフォローする。今までだってそうやってきたんだ。今回もそれと同じ。だろ？」

「学……」

　意外そうな表情で、葉桜が彼を見上げた。紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみが大きく見開かれている。学はこほんと咳せき払ばらいし顔を背そむけた。

「いいから、落ち着いたら早くベッドに戻れよ。俺ももう本当眠ねむくて限げん界かいなんだから」

「あ……、でも学の首、止し血けつしなきゃ」

「いいよ、自分でやるから」

「だめよ、ちゃんと手当しないと」

「いいって」

「よくない」

　伸のびてきた手を押おし戻もどした瞬しゆん間かん、もう片かた方ほうの手が彼の二にの腕うでをつかむ。肩かたをつかみ引ひき離はなそうとすると今度は手首を引ひっ張ぱられた。浴室の壁かべに肘ひじや肩かたをぶつけながら、間の抜ぬけた揉もみ合あいを続けていた時だった。不意にノックの音が周囲に響ひびき渡わたった。

　両の手を絡からませたまま、学まなぶと葉は桜ざくらは二人同時に顔を上げた。浴室の入り口、そこに半はん眼がんで彼らを見下ろす星ほし野のが立っていた。気のせいか、その頰ほおがわずかに紅こう潮ちようしているように思える。

　彼女はむすりとした表情で一言、「トイレ」と言った。

「あ……？」

　学はぱちぱちと目を瞬またたいた。星野は苛いら立だたしげに口元を歪ゆがめた。

「トイレ使いたいんだよ。とりあえずどいてくれねーか、そこ」

　一いち言ごん一いつ句く、妙みように明めい瞭りような発音で言い放つ。学は慌あわてて場所を空あけた。凍こおりついた葉桜の腕を引き浴室の外に出す。彼女は「見られた……、見られた……」と虚うつろなつぶやきを繰くり返かえしていた。

　虚きよ脱だつ状じよう態たいの葉桜をベッドに送おくり届とどけ、学は廊ろう下かに戻もどった。

　浴室の扉とびらが開き星野が出てくる。彼女はすっとうつむいて彼の横を通り過ぎようとした。

「待てよ」

　すれ違ちがいざま彼女の肩をつかむ。星野はわずかに身体を強こわばらせ立ち止まった。

「……なんだよ」

「なぁ星野、おまえはいいのか」

「なにが」

「発ほつ作さだよ、起きてるんだろ」

　星野の顔が見て分かるほどに強ばった。口元をきつく引き結び視し線せんを逸そらす。それだけで学は自分の予想が正しかったと悟さとった。

　葉桜と暮くらし始はじめて三ヶ月、発作の前後に発生する妙みような雰ふん囲い気きを学は感じ取れるようになっていた。甘く煙けぶる艶つやを含ふくんだ空気、肌はだは内側から炙あぶられたように色づき、漏もらす吐と息いきは火のような熱を帯びる。

　ひょっとしたらそれは葉桜に特有の症状で、他のアポストリにはあてはまらないのかもしれない。だが今の星野からは確たしかにそれと同じ雰囲気が感じ取れた。

　学は彼女の肩をつかむ手に力をこめた。

「無理するなよ。俺の血でよかったら吸ってもいいぞ。さっきあいつに吸わせたばっかりだから、あんまりたくさんは無理だけど」

「……い」

「あ？」

「無理してない」

　低い声で言って彼の手を押おし戻もどす。動いた拍ひよう子しに黒くろ髪かみが揺ゆれ、小さな耳じ朶だが姿すがたを現した。白い耳たぶが真っ赤に染そまっている。

「あたしは……他のアポストリと違ちがう。血なんて吸わなくても……だいじょうぶだから」

「………」

　どこが大だい丈じよう夫ぶだというのか。呼吸は乱みだれマシュマロのような頰ほおは小こ刻きざみに震ふるえている。指先でつついた瞬しゆん間かん何かがぱちんと弾はじけてしまいそうな、そんな危あやうい空気が彼女の周囲に漂ただよっていた。

　学まなぶは眉み間けんに深い皺しわを刻きざんだ。いい加か減げんにしろよ。何意地張はってるんだ、そう言って彼女を引き寄せようとした時だった。

　星ほし野のがぐっと顔を上げた。険けんを含ふくんだ眼まな差ざしが学を見み据すえる。黒くろ水すい晶しようのような瞳ひとみに尋じん常じようでない光を認みとめて、学は息を吞のんだ。

　思わず気け圧おされて身体を引く。彼女はしばらくまっすぐに彼を見つめていたが、不意にぷいと視し線せんを逸そらした。深く面おもてを伏ふせ学の横を通り過ぎる。小さな背せ中なかが足早に遠ざかっていくのを学は呆あつ気けに取られて見つめていた。

　──なんなんだ、一体。

　学は唇くちびるをへの字に結んだ。

　人が心配してるのに不ふ機き嫌げんな顔しやがって、気分が悪いのはこっちも同じだ。誰だれのせいでこんな気き疲づかれする状況に陥ったと思っているのか。……ったく、もう知らん。発ほつ作さでも何でも好きなようにしてくれ。俺は寝ねる。

　学は浴室の床ゆかに身体を横たえ毛もう布ふをかぶった。折り戸を手前に引き、狭せまい室内を闇やみで満たす。

　くちゅん！

　ベッドの方から小さなくしゃみが聞こえてきた。




　目が覚めるともう朝だった。

　学は寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりながら浴室を出た。

　厚手のカーテン越しに白しらんだ陽よう光こうが差し込んでいる。卓たく上じようの時計は午前六時を示していた。昨日眠ねむりについたのが三時頃ごろだから丁ちよう度ど三時間眠った計算になる。どう考えても十分な睡すい眠みん時間とはいえない。だがそれだけでも随ずい分ぶん身体が軽くなったように思えた。

　窓まど辺べに歩み寄りカーテンを開く。くたびれた倉そう庫こ群ぐんの向こうに、灰はい色いろの造ぞう成せい地ちが広がっていた。周囲に人の姿はなく、時折思い出したように車の排はい気き音おんが聞こえてくる。直線的な岸がん壁ぺきの向こうには鉛なまり色いろの海うな原ばらが広がり、淡あわい陽光が水みな面もをぼんやりと輝かがやかせていた。

「ん……」

　ベッドの方から小さな声がして学は振ふり向むいた。差し込んだ陽光が眩まぶしいのか、葉桜が身じろぎして顔を逸そらした。そのまま、もぞもぞとシーツを引き上げて身体を縮ちぢこまらせらせる。乱みだれたブロンドの下に無む防ぼう備びな寝ね顔がおが覗のぞいていた。

　こうしてると、こいつも可愛かわいらしいのにな。

　学まなぶはふっとため息をついた。このあどけない寝顔も、眠ねむりより覚さめた瞬しゆん間かんいつもの不ふ機き嫌げん顔がおに戻もどる。眉まゆは逆さか立だち、桜の蕾つぼみのような唇くちびるがへの字に歪ゆがむ。口を開けば小言と説教。繰くり返かえされる口論といがみ合い。ああ──ああ、まったく。

　学はカーテンを元に戻もどした。どうせ昨日はなかなか寝付けなかったはずだ、もう少し寝かせておいてやるか。彼は物音を立てないように窓まど辺べから離はなれた。

　葉は桜ざくらの横には星ほし野のが大の字になって眠ねむっていた。シーツははねのけられ、投げ出した手足がベッドの下に落ちている。寝ね相ぞうが悪いのか、シャツの裾すそがまくれ白い腹が露あらわになっていた。

　学は唇くちびるの端はしを押おし下さげてベッドに歩み寄った。そっとシーツをつまんでかけ直す。薄うす明あかりの下で見る星野の顔は、心なし昨晩より和やわらいで見えた。頰ほおは透すき通とおるように白く、昨日浴室で見せた危あやうさは欠かけ片らもない。そうすると彼女は本当に発ほつ作さを耐たえきったのか。いやあるいは学が勘かん違ちがいしただけで実は発作など起こしていなかったのか。

　小首を傾かしげながら学はベッドから離れて廊ろう下かに引き上げた。備そなえ付つけの冷蔵庫からペットボトルを取り出し、部へ屋やを出る。

　非ひ常じよう階かい段だんの踊おどり場ばから見る景色は早朝の静せい謐ひつに満ちていた。

　造ぞう成せい地ちの向こう、まばらに植うわった並なみ木きの奥おくに鈍にび色いろの海が広がっている。対たい岸がんに立つ高こう層そうビル群ぐんの屋おく上じようにはまだいくつか赤色の航こう空くう障しよう害がい灯とうが瞬またたいていた。

　冷えた空気を頰ほおに浴びながら学はペットボトルに口をつけた。

　ホテルの外は昨日の騒さわぎが噓うそのように静まりかえっていた。アポストリハンターの襲しゆう来らい、葉桜に対する突とつ然ぜんの狙そ撃げき、その後の背せ筋すじも凍こおるような追つい撃げき戦せん。それら全てがまるで夢の中の出で来き事ごとに思えた。

　連中、諦あきらめたのだろうか──。一いつ瞬しゆんそう思いかけて首を振ふる。

　諦めるわけがない。彼らはただのゴロツキや物もの盗とりではないのだ。明めい確かくな指し揮き系けい統とうのもと組そ織しき化かされ、目的を果たすまで決してその動きを止めない。鉄と法ほう規きで武ぶ装そうした恐おそるべき合法戦せん闘とう集団。

　そこまで考えて学は自分が星野の言葉を受け入れかけていることに気づく。

　敵てきは政府組織……か。なんともまぁ荒こう唐とう無む稽けいにも程ほどがある。

　学は苦笑した。どちらにしろ、いつまでもここにとどまっているわけにもいかない。星野はともかく葉桜の赤い瞳ひとみは目立ちすぎる。清せい掃そうの人間も来るだろうし、だいいち三人の宿しゆく泊はく客きやくが一昼夜部屋に閉じこもってるなどどれだけ怪あやしまれても仕方がない。

　フロントで観光地図をもらい、それを見ながらなら元いたホテルに帰り着けないだろうか。そうぼんやりと考えた時だった。ふわり、と背はい後ごの空気が動いた。

「学？」

　耳みみ慣なれた声、振ふり向むくとそこに葉は桜ざくらが立っていた。長く伸のびた髪かみをかき上げ眩まぶしそうに目を細めている。降ふり注そそぐ陽よう光こうが彼女の金きん髪ぱつをキラキラと輝かがやかせていた。

「もう、黙だまって出ていかないでよ。どこ行ったかって思ったじゃない」

　怒おこったように言いながら踊おどり場ばに下りてくる。学まなぶは鼻を鳴らした。

「おまえが寝ねてたから気を遣つかったんだよ」

「それならそれで、メモくらい残してくれてもいいじゃない」

「すぐ戻もどるつもりだったんだよ。それより、おまえもういいのか、体調は？」

　そう言うと葉桜はやや決まり悪げに顔を伏ふせた。下した唇くちびるを巻まき込こみ、どこか気き恥はずかしげな表情になる。

「うん……多分、もう大だい丈じよう夫ぶ」

「ならいいけどさ」

　学はため息をつき視し線せんを前に戻した。ほっとした瞬しゆん間かん、思い出したように首くび筋すじが痛いたみを訴うつたえた。気のせいか昨晩はいつもより強く嚙かまれた気がする。無む意い識しきのうちに彼は指先を首に這はわせていた。

「だ、大丈夫？　首、痛むの？」

「ん……？　ああ、心配するなよ。これくらいたいしたことないから」

「でも……」

「大丈夫だって。ほら、血も止まってるだろ」

　学は葉桜に見えるよう首を傾かたむけた。首筋に葉桜の視線を感じる。不満そうな空気がありありと感じられたが、学は知らぬふりを装よそおった。これ以上葉桜の罪ざい悪あく感かんをあおったところで仕方がない。まったく、血を吸わなければ吸わないで体調を崩くずすし、吸ったら吸ったで意い気き消しよう沈ちんする。面めん倒どうくさいことこのうえない。

　果たして他の共きよう棲せい体たいはどのように発ほつ作さを処しよ理りしているのだろう。誰だれもが皆みな、葉桜のように恐おそる恐おそる血を吸っているとも思えない。もっと事務的にすましているのか、あるいはもっと気軽な行こう為いと捉とらえているのか。

「そういえば──」

　ふと思いついて学は声を上げた。

「発作って我が慢まんできるものなのか？」

「え……？」

「いや、昨日みたいに突とつ然ぜん発作が起きた時にさ、近くに俺がいなかったらどうするんだろうと思って。まさか手近な人間の血を吸うわけにもいかないし、頑がん張ばれば我慢できるものなのか？」

　脳のう裏りに昨夜の星ほし野のの台詞せりふが蘇よみがえる。

『あたしは……他のアポストリと違ちがう』そう言っていた。

『血なんて吸わなくても……だいじょうぶだから』──、あの時はただの強がりと思っていたが、ひょっとするとそういうアポストリもいるのかもしれない。

　葉は桜ざくらは小首を傾かしげて考える表情になった。

「ん……、普ふ通つうは無理だと思うけど──」

「けど？」

「発ほつ作さの強さは年ねん齢れいにもよるから。年を重ねればそれだけ弱まってくはずよ。あとは発作自体がその役割を終えた後とか」

「役割を終える……」

「子孫を残し終えた後ってことよ」

　ああ──と思う。アポストリの発作は種しゆの保ほ存ぞん本ほん能のうに因よっている。発作が起こる度たびに彼女たちは他の生物から血けつ液えきを摂せつ取しゆし、やがて十分な遺い伝でん情じよう報ほうを集めると妊にん娠しんする。その収集にかかる期間は長く、最短でも数年、長い場合は十年以上にも及およぶらしい。

　さすがに、そんな年ってことはないか。

　学まなぶは星ほし野のの小こ生なま意い気きな顔を思い出した。アポストリの外見と年齢は必ずしも一いつ致ちしないが、あの子供っぽい性格で学より年上というのは考えづらい。年下か、よく言って同い年だろう。いや、でもなんとか大学校の生徒とか言ってたな。大学生？　それも随ずい分ぶん違い和わ感かんがあるが。

　どのくらい物思いにふけっていたのだろう。気がつくと葉桜が思いつめた表情でこちらを見ていた。口元を強こわばらせ、うかがうような視し線せんを学に向けている。

「どうした？」

　学の問いに彼女はふっと口をひらきかけ、すぐにつぐんだ。瞑めい目もくし悩なやましげな表情をした後、小さく息を吸い込む。ややあって彼女は意を決したように顔を上げた。

「いつまであの子の言うことにつきあうつもり？」

　学はため息をついた。またその話か。

「別につきあってるわけじゃない。成り行きで一いつ緒しよにいるだけだ」

「成り行き……成り行き」

　葉桜は苛いら立だたしげに口元を歪ゆがめた。

「あの子が来たおかげでホテルにはいられなくなる、妙みような連中には追いかけられる。おまけに盗とう聴ちようだかなんだかしらないけれど、どこにも連れん絡らくするなって言われる。これに全部つきあってあげるのが成り行き？　学にとって自然なこと？」

「葉桜」

「いいえ、言わせてちょうだい。あの子に対する学の態たい度どは変よ。なにか遠えん慮りよしているっっていうか、妙に気を遣つかっているっていうか」

「……気のせいだろ」

「気のせい？　ならいいわ。じゃあ、すぐ私に命令して。あの子をぶちのめせって。ぶちのめしてあの子が隠かくしてることを全部喋しやべらせろって」

　学まなぶは絶ぜつ句くした。葉は桜ざくらの双そう眸ぼうがすっとすぼまる。彼女はわずかに上じよう体たいを傾かたむけて顔を近づけた。

「一つはっきりさせておくわ、学。私がここにいるのはあなたを守るため、それ以上でも以下でもない。あの子といることで学が危き険けんに晒さらされるなら、私は容よう赦しやなくあの子を排はい除じよする。そうすることに何のためらいもない」

「おい……葉桜」

「私にとってあなたの命は特別なの。他の誰だれの命とも等とう価かじゃない。あなたを守るためなら、私は何人でも何十人でも犠ぎ牲せいにしてみせる。さぁ答えて。あなたが自分の命を危険に晒してまであの子と一いつ緒しよにいる理由は何？　納なつ得とくのいく理由を聞かせてもらえない限かぎり、私はあの子を敵てきと見なすわよ」

　葉桜はそう言うと唇くちびるを引き結んだ。白い面おもてに強い覚かく悟ごがうかがえる。学は思わず気け圧おされて口ごもった。中ちゆう途と半はん端ぱな答えを返しても彼女は納得しないだろう。だがそれならどうする。あの子が昔居きよ留りゆう区くで会った女の子に似にているから、その子の母親に彼女を頼たのむと言われたから、そう返すのか？

　答えは容よう易いに想そう像ぞうがつく。そう、ならあの子に聞いてみましょう。一体なんで居留区にいたあなたが壁かべの外に出てきたのか。外に出て人間として暮くらしているのか。もし言わないつもりなら──

　ダメだ、これでは何の解かい決けつにもならない。

　居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが周囲に満ちる。葉桜はじっときつい視し線せんでこちらを見つめていた。なにを言うべきか。答えが出ないまま喘あえぐような吐と息いきを漏もらした時だった。

　カン、と何かの落ちる音がした。

　はっとなって振ふり返かえる。非常口の向こう、扉とびらの陰かげに隠かくれるようにして小こ柄がらな影かげが見えた。いっぱいに見開かれたアーモンド型の瞳ひとみ、その足下に落ちた三本の缶かん飲料。

「あ……」

　と彼女が言った。学は舌した打うちした。最悪のタイミング、よりにもよってなんでこんな時に。

「星ほし野の」

　学の呼よびかけに彼女はすっと後じさった。表情に怯おびえの色がある。それでも彼女は精せい一いつ杯ぱいの笑えみを口元に浮うかべた。

「お、お邪じや魔まだったよな。悪い、起きたら誰だれもいなかったから、ここにいるのかと思って、それで──」

「なぁ、星野」

　落ち着いて話を聞いてくれ、そう言おうとした。だが彼女は彼の台詞せりふを断たち切きるように大きく手を振った。

「あ、あたし先戻もどってるから。落ち着いたらこの後どうするか話そうぜ。いい加か減げんあの狭せまい部へ屋やもうんざりだしさ、な」

　それだけ言うと彼女は慌あわただしく身を翻ひるがえした。足下に三本の缶かん飲料を残したまま靴くつ音おとだけが足早に遠ざかっていく。

「！」

　学まなぶはぎりっと歯を嚙かみしめて、その後を追いかけようとした。だがそれを遮さえぎるように葉は桜ざくらが彼の前に立ちふさがった。くっきりとした直線的な眉まゆがつり上がり、真まっ直すぐな視し線せんが彼を見つめている。真しん紅くの双そう眸ぼうには静かな感情の揺ゆらめきがあった。

「話はまだ終わってないわ」

「そんなこと──」

　言ってる場合じゃないだろ。そう言おうとして学は続く言葉を飲み込んだ。

　瞑めい目もくし小さく息をつく。呼吸を落ち着け、学は静かな口調で問いかけた。

「……一つ聞かせろよ。おまえ、俺のためなら他のことを犠ぎ牲せいにしていいって本気でそう思ってるのか」

　学の唐とう突とつな質問に葉桜はぐっと顎あごを引いた。やや怯ひるんだような表情になりながら、それでも自信に満ちた声で答える。

「そうよ」

「目的のためなら同どう胞ほうの命も犠牲にする。それじゃあおまえ、あいつと同じだぞ。〈片かた腕うで〉──岡おか町まちの奴やつと」

「！」

　学は視し線せんを正面に戻した。絶ぜつ句くする葉桜を真っ直ぐに見み据すえる。

「俺は二度とあいつみたいな奴を出さないと誓ちかった。だから、今回みたいな下らない交流会にも出てきてる。おまえはどうなんだ、葉桜。立りつ派ぱなお題目は飾かざりか？　友好や相そう互ご理り解かいとか、おまえがいつも口にしてる言葉は」

「それは……！」

「葉桜」

　気け色しきばむ葉桜に、学は落ち着いた声で呼よびかけた。

「星ほし野のは孤こ立りつ無む援えんだ。どんな事情があるか分からないけど、得え体たいの知れない連中に追いかけられてる。確たしかにあいつも怪あやしいところはあるさ。だけど、あの〈渦うず巻まき〉とかいう女みたいにいきなり襲おそいかかっちゃこなかった。あいつはずっと言葉で俺の助けを求めてた。さぁ、その上で聞くぞ。見知らぬ土地で助けを求めてきた同胞を見捨てるのがおまえの正義なのか。おまえの理想なのか」

「………」

「おまえが俺を守るって言うなら俺の身体だけじゃない、俺の正義も守ってくれ。おまえならそれができるだろ」

　葉桜の瞳ひとみに迷まようような光が宿る。学は一呼吸置いてもう一度彼女の名前を呼んだ。

「葉は桜ざくら」

　葉桜はたっぷり十秒程ほど押おし黙だまった後、むくれた表情で口の端はを押おし下さげた。ふっと鼻から息を抜ぬいて顔を逸そらす。白く長い指先が、頭ず痛つうをこらえるようにこめかみを押さえた。

「本当にもう……、いつも勝手なことばかり」

「悪い」

「本当に悪いと思ってるならもう少し自じ重ちようしてよね。付き合う方の身にもなってほしいわ」

「そうだな」

　言いながら視し線せんを逸らし、足下に落ちた缶かん飲料を拾う。葉桜の肩かたがびくりと震ふるえた。

「本当にわかって……！」

　ぽん、と学まなぶは掌てのひらを葉桜の頭に載のせた。そのままわしゃわしゃと撫なでる。

「なっ……!?」

「感かん謝しやしてる」
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　瞬しゆん間かん、葉桜の顔が真っ赤に染そまった。学は石せき像ぞうのように固まった葉桜の横をすり抜け、ホテルの廊ろう下かに戻もどった。

　屋おく内ないはしんと静まりかえっていた。向かい合わせの扉とびらが等とう間かん隔かくに廊下の奥おくまで続いている。そのうちの一つ、左手前に見える扉──彼らが宿しゆく泊はくしている部へ屋やのドアを彼は押し開けた。

「星ほし野の、入るぞ」

　室内を覗のぞき込こみながら、そう声をかける。カーテンが閉まったままなのか、部へ屋やの中は薄うす闇やみに満たされていた。ぼんやりとした明かりの中に白いベッドが浮うかび上あがっている。乱みだれたシーツが半分ほど床ゆかに落ちていた。

「星ほし野の……？」

　眉まゆ根ねをひそめながら廊ろう下かを進む。なんだろう、ひどく嫌いやな予感がした。なんともいえない違い和わ感かん、じわじわと胸むねの中を酸さんで浸しん食しよくされていくような居い心ごこ地ちの悪さ。

　大おお股またで居きよ室しつに立ち入り周囲を見み渡わたす。

　壁かべに張はり付つくよう配置された小こ振ぶりな家具、コンパクトな液えき晶しようテレビ、そしてそれらとは不ふ釣つり合あいに巨きよ大だいなダブルベッド。全ては昨日彼らが到とう着ちやくした時のままだった。だが、そこにいるはずの少女はどこにも見あたらない。白シャツに黒のショートパンツ、細い針金のような手足を持つアポストリ、星野友とも深みは忽こつ然ぜんとその姿すがたを消していた。

「くそっ！」

　学まなぶは喉のどの奥おくから唸うなるような声を漏もらした。もう一度室内から廊下、浴室を見て回り星野の姿がないことを確かく認にんする。舌した打うちし部屋を飛び出そうとした瞬しゆん間かん、戻もどってきた葉は桜ざくらと出くわした。

「ま、学、どうしたの？」

　突とつ然ぜん飛び出してきた学に驚おどろいたのか、彼女はぎくりとした様よう子すで身を引いた。気のせいか、その頰ほおがわずかに赤みを帯びている。学は不ふ機き嫌げんきわまりない表情で唇くちびるを引き結んだ。

「星野が出ていった」

　事実のみを簡かん潔けつに伝える。絶ぜつ句くする彼女の横を学は足早に通り過ぎた。

「俺はちょっとこの辺あたりを捜さがしてくる。葉桜、おまえは部屋にいろ。もしあいつが戻ってきたら……、そうだな、とりあえず二、三発殴なぐってベッドに縛しばり付つけとけ。いいな」

「ちょ、ちょっと待ってよ。そんないきなり──」

　追いすがる葉桜の声を残して学は廊下を進んだ。脳のう裏りに、すがるような目でこちらを見ていた星野の姿が蘇よみがえる。彼のシャツをつかむ細い指、小こ生なま意い気きな顔に浮かんだ悲ひ痛つうな表情。

　馬鹿野郎が。

　学はかすれた声でそうつぶやいて、エレベーターに向かった。




　ホテルの周辺は閑かん散さんとしていた。

　周囲には背せの低いオフィスビルと倉庫群ぐん、それに古びた団地しか見あたらない。行いき交かう人の姿はなく、澄すんだ空気の中に学の足音だけが響ひびき渡わたっていた。

　警けい戒かいしながら辺りを見渡す。周囲に黒くろ塗ぬりの車やスーツ姿の男達は確かく認にんできない。だが同時に作業帽をかぶった少女──星野の姿も見つけることはできなかった。

　学は唇の端はしを押おし下さげた。

　葉桜にはああ言ったものの、実じつ際さいどこを捜したらいいか見当もつかなかった。星野が出ていってからまだそんなに時間はたっていない。急いで追いかければすぐ見つけられるだろう。そう思って出てきたが甘かった。路地を一本でも曲がれば、どこか近くの建物にでも入られたら、それだけで彼は彼女を見失ってしまう。ただでさえ土と地ち勘かんのない町だ。闇やみ雲くもに歩き回ればこちらが迷まよいかねない。

（ちきしょう……）

　低い声で毒づいて彼は下した唇くちびるを嚙かみしめた。こんな状じよう況きようで一体何を手がかりに星ほし野のを捜さがせばいいのか。行き先も分からない、誰だれかに行方を尋たずねることもできない。時間がたてばたつほど彼女に追いつくのは困こん難なんになる。ちりちりと焦しよう燥そうが胸むねを焦こがす。それでも彼は内心の不安を抑おさえつけて、ホテルの外周をたどるように歩き出した。

　路地を覗のぞき込こみ、建物の入り口に視し線せんを走らせる。十字路を曲がり、似にたような外がい観かんを持つ倉庫の前を行き過ぎた。

　どのくらい歩いただろう。気がつけばかなり遠くまで来ていた。振ふり返かえるとホテルはもう見えなくなっていた。重なりあった建物が彼の視し界かいを覆おおっている。周囲に広がるのは代わり映えしない灰はい色いろの町まち並なみ、人ひと気けのない公園。そして──

　その時だった。ふっと学まなぶの視線が一点に吸い寄せられた。

　植うえ込こみの向こう、生い茂る木々の狭はざ間まにちらりと見覚えのあるシルエットが見えた。公園の中なか程ほどにあるベンチ、そこにオリーブドラブの作業帽をかぶった少女が腰こし掛かけている。彼女はやや俯うつむき加か減げんになって所しよ在ざいなさげに地面を見つめていた。

「星野！」

　叫さけび声ごえが届とどいたのか、星野がぼんやりと顔をこちらに向けた。ぱちぱちと目をしばたたいた後、唐とう突とつにその表情が強こわばる。

「なっ……」

　呆あつ気けに取られた声。だがその後は言葉がつづかないのか、学を見み据すえたまま目を白黒させている。学はため息をつきながら公園の敷しき地ちに入り、彼女に歩み寄った。

「何やってるんだよ、おまえ」

「あ、あんたこそ……なんでこんなところに」

「おまえを捜しにきたんだよ」

「さがし……に」

　オウム返しに言ってから、星野はきゅっと目をすぼめた。口調に警けい戒かいの響ひびきが混まじる。

「あいつがそうしろって言ったのか？」

「あいつ？」

「あの〈夏エスターテ〉の姉ちゃんだよ。あたしから情じよう報ほうを聞き出すとか言ってただろ」

「ああ……」

　学は鼻にかかったため息を漏もらした。

「ちがうよ。あいつには手を出さないよう言っておいた。俺は単純におまえが捕つかまった時、とばっちりを受けるのがいやなだけだ。だから余よ計けいなこと気にしないで戻もどってこい。ほら」

　そう言って星ほし野のの腕うでをつかもうと手を伸のばした。だが星野はびくりと肩かたを震ふるわせて彼の手を払はらいのけた。眉み間けんに皺しわを刻きざみ、きつい視し線せんで彼を見み据すえる。

「なんで……、そこまであたしのこと気にするんだよ」

「なんでって」

「あんた、あたしのことバカだと思ってるのか？　あたしがどれだけあんた達にとって厄やつ介かい者ものか、そんなことあの姉ちゃんに言われなくてもよく分かってるんだよ。あたしがいるせいで、あんた達はヤバいことに巻まき込こまれた。あたしと一いつ緒しよにいて良いことなんか何もない。ああ、そうさ。あたしはそれを分かった上で、あんたを利用しようとしたんだ。大使に連れん絡らくを取らせようとしたんだ。なのになんだそれ。気にせず戻ってこいだ？　あんたバカなのか、それともバカのふりして何か別の目的があるのか。え？」

　学まなぶは呆あつ気けに取られた。

　利用？　別の目的？　何を言っているんだ、こいつは。

　学は言葉を失って星野の視線を受け止めた。大きな瞳ひとみには斬きりつけるような不信と猜さい疑ぎの色があった。

　その顔に昨晩彼女が見せた無む邪じや気きさは欠かけ片らもない。敵てき意いと警けい戒かい、不安と怯おびえだけが目の前の少女を満たしていた。一体、これまでにどんな経けい験けんをしてきたらこんな表情になるのか。学は背せ筋すじが寒くなった。

　同時に彼は気づいた。どんなもっともらしい理り屈くつを説といたところで、こいつの疑いを払ふつ拭しよくすることはできない。こいつにとって他人の好意とはすべからく目的があるものなのだ。

「………」

　しばらく沈ちん黙もくした後、学は星野から視線を逸そらした。あまりにも痛いた々いたしくて見ていられなかった。こんな目をした奴やつに一体自分が何を言えるのか。どんな言葉をかければいいのか。迷まよいながら、それでも彼は口を開いた。言わずにはいられなかった。

「──昔さ、あるところにどうしようもない馬鹿がいたんだ」

　星野が怪け訝げんな表情になる。学は構かまわず言葉を続けた。

「そいつは誰の言うこともきかず、あたり構わず喧けん嘩かをふっかけては周囲の世界を拒きよ絶ぜつしてた。もちろんそいつにも言い分はあったさ。そいつが本当に恐こわくて辛つらい思いをしてたときに、周りの人間は誰だれも助けてくれなかったんだ。だからそいつは何でもかんでも自分でやるしかないと思ってた。手を差し伸べてくる大人はみんな噓うそつきで、そんなものに頼たよるのは馬鹿のやることだ、そう思うしかなかった」

「………」

「結果的にそいつの時間は何年も止まったままだった。誰に頼ることもできないで死にそうな思いをした時間が六年続いただけだ。もっと早く他の人達と話してたら、もう少し早く周囲の連中を理り解かいしようとしてたら、そいつにだって何かできたことがあったかもしれないのに」

　そう、たとえばの話、もしもっと早くあいつの孤こ独どくに──行いき詰づまりに気付けていたら、あんな形で別れることはなかったかもしれない。丸顔に黒目がちの瞳ひとみ、ショートヘアの間からのぞく広い額ひたい。感情に乏とぼしい澄すました顔立ちの少女。〈片かた腕うで〉──岡おか町まち灯とう日か。

「今のおまえは、その馬鹿にそっくりだ」

　学まなぶは星ほし野のに視し線せんを戻もどすと、断だん定ていするような口調でそう言った。

「頑がん固こで融ゆう通ずうがきかなくて、差さし伸のべられた手に嚙かみついて自分から窮きゆう地ちに陥おちいってる。まったくもって阿あ呆ほうだ。救すくいのようない間ま抜ぬけと言いい換かえてもいい」

「ま、まぬけで阿呆……？」

　星野が目を白黒させた。予想外の言葉だったのか、反論を挟はさむこともできずぽかんと口を開けている。

　学は口元を引き結んで、すっと彼女に手を差し伸べた。

「目的って言ったな、星野。俺がおまえを助けるのに何か目的があるのかって。俺はな、そいつと同じような馬鹿を見てると、むかついてむかついて何かしてやらないと気がすまないんだ。これが理由だ。わかったか」

「無茶苦茶だ！」

「ああ無茶苦茶だ。だからどうした」

　胸むねを反そらして言い放つ。星野は呆あきれ顔がおでその場に立ちすくんでいたが、ややあって深いため息を漏もらした。ひどく疲つかれた様よう子すで上うわ目め遣づかいに彼を見上げる。

「……意外と強ごう引いんなのな、あんた」

「よく言われる」

「あの姉ちゃんも大変だ、こりゃ」

　ひどく不本意な一言を漏らしながら、それでも星野はすっと彼の手を取った。もう片方の手ではにかんだように鼻の下をこする。

「わかったよ、わかった。戻もどればいいんだろ、戻れば。ただそっちがそのつもりなら、あたしもしっかり頼たよらせてもらうぞ。大使への電話の件、あんたに頼たのめると思っていいんだろうな」

「ああ」

「はっ、そんなことだろうと思ったよ。それとこれとは話が別って……ええ!?」

　星野が目を見開いた。何をそんなに驚おどろいているのか、学はわずかに眉まゆを持ち上げた。

「い、いいのか？」

「いいも何もそれ以外に方法はないだろ。警けい察さつもアポストリ公館も頼れないんじゃ他に手はないし。正直あの馬鹿オヤジを頼るのは癪しやくだけど、状じよう況きようが状況だしな。ただ、それも俺たちが元いたホテルに戻ってからだ。あいつの番号、置いてきた携けい帯たいにしか入ってないからな」

「………」

「そのかわり、きちんと案内はしてもらうぞ。おまえ一いち応おうは壁かべの外で何年も暮くらしてるんだろ。じゃあ今度こそ地図でも何でも見て、責任もって俺たちをつれてってくれよ」

　しばらく沈ちん黙もくした後、星ほし野のはこくりとうなずいた。学まなぶは相そう好ごうを緩ゆるめて彼女の手を離はなした。

「じゃあ行こう。あんまり遅おそくなるとあいつが──、葉は桜ざくらの奴やつが我が慢まんできなくなりそうだ」

　そう言って踵きびすを返す。星野が慌あわてたようにその横に駆かけ寄よった。

　しばらく並ならんで歩いた後、彼女は思い出したように言葉を発した。

「なぁ、さっき言ってた馬鹿の話、あれ誰だれのことだ？」

　学は言葉に詰つまった。鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せ視し線せんを逸そらす。

「知り合いだよ、知り合い」

「へぇ……どこの知り合いだ？」

　星野の声に愉ゆ快かいそうな響ひびきが混まじった。学は唸うなり声ごえを上げた。この野郎、分かって聞いてやがるな、

「別にいいだろ、そんなこと。どうでも」

「なんだよ、ケチ。教えろよ」

「い、や、だ」

　学は断たち切きるように言って歩くスピードを上げた。気のせいか、背はい後ごで含ふくみ笑わらいの声がしたように思えた。まったく、慣なれないことは言うもんじゃない。




　ビジネスホテルへ到とう着ちやくする頃ころには、陽ひは大だい分ぶ高くなっていた。

　ホテルのロビーに入りエレベーターに向かう。フロントの視線が気になったが、星野は素そ知しらぬふうでロビーを横切っていった。

「おまえさ」

　さすがに少し心配になって学はささやきかけた。

「もう少し人目を気にしたほうがいいんじゃないのか。誰が昨日のニュース見てるか分からないんだし」

　言いながらエレベーター脇わきのボタンを押おす。星野は帽子の下からちらりと大きな目を覗のぞかせた。黒くろ水すい晶しようのような瞳ひとみに冷ややかな光が宿る。

「こーいうのはさ、堂どう々どうとしてる方がばれにくいんだよ。こそこそしてると余よ計けい目立つだろ」

「そりゃそうかもしれないけど……」

　それは、ただ外見にもよるのではないだろうか。大人がホテルのロビーを歩いていても何とも思われないだろうが、平日に子供が歩いていたら矢や張はりおかしい。星野の場合、顔は帽子で隠かくれているが背せ丈たけの低さはどうしようもない。肉付きの薄うすい体つき、やんちゃな子猫を思わせる顔立ち。アポストリの外見が必ずしも年齢相そう応おうでないとはいえ、目の前の少女はよくて高校生、どちらかといえば中学生程てい度どにしか見えなかった。

「そういえば、おまえ大学生とかいってたっけ？」

「ん？　ああ、まぁな。防ぼう大だいの三年生。一いち応おう専攻は国こく際さい関係学、ま、そんなこと言ってもピンとこないだろうけど」

「………」

　学まなぶは沈ちん黙もくした。星ほし野のの眉まゆ根ねに深い皺しわが刻きざまれる。

「なんだよ、妙みような顔して」

「いや、ちょっと外見とのギャップが」

　星野はぎろりと彼を睨にらみ付つけた。

「……色々事じ情じようがあって飛び級したんだよ」

「飛び級って。おまえ、いくつだよ」

「十六」

　同い年か。学は考える表情になった。それならまだ見えなくもない。だが飛び級？　なぜそこまでして防大などという特とく殊しゆな学校に入る必要があったのか。そこまで考えた時、ポーンとチャイムの音がした。

　エレベーターの扉とびらが開く。学は星野が中に入るのを待って、その後に続いた。

　会話が途と切ぎれる。

　五階のボタンを押おしながら、学は一いつ旦たん脳のう裏りから星野の素す性じようについての疑問を閉め出した。色々と気になることはあるが、それを聞き出したところで状じよう況きようは好こう転てんしないだろう。それよりも今後の行動だ。まずは葉は桜ざくらと話すべきだろう。彼らを取とり巻まく状況、星野のこと、そして彼らを狙ねらう敵てきの存そん在ざい。それらを説明し、出で来きうる限かぎりの対たい策さくを練ねる。あいつはやや融ゆう通ずうのきかないところもあるが決して頭の悪い奴やつではない。情じよう報ほうを共有した上で協力を仰あおげば、きっと力になってくれるはずだった。

　だがそのためには星野に対する不信──それをある程度払ふつ拭しよくする必要がある。

　エレベーターが止まり扉が開いた。星野が率そつ先せんして廊ろう下かに出る。そのまま歩き出そうとした彼女を学は後ろから呼び止めた。

「なぁ、星野」

　星野が肩かた越ごしに振ふり返かえる。扉の前に立ち止まったままの彼を見て、こくりと細い首が傾かたむいた。

「あ？　どうした？」

「ニュースで言ってた件、あれ本当におまえは関係ないと思っていいのか」

「………」

　星野の顔が曇る。あからさまにその話題は避さけたいという様よう子すだった。だが葉桜を説得するためにも、この点を曖あい昧まいにはしておけない。

　学は無言のまま辛しん抱ぼう強づよく星野の答えを待った。ややあって星野は面おもてを伏ふせ眉根を寄せた。

「あたしじゃない。大体あたしが奴やつに襲おそわれた時、他の生徒は授業中だったんだ。学生舎にそんなたくさん人がいるわけない」

「奴……？　〈渦うず巻まき〉か？」

　星ほし野のはしまったという表情で唇くちびるを引き結んだ。学まなぶは切れ長の目をすぼめた。

「おまえ、そのなんとか大学とかいうところの学生だったんだろう。他の生徒が授業中で、どうしておまえだけがその学生舎にいたんだ」

「………」

　星野は気まずそうに視し線せんを逸そらした。だが学はぐいと距きよ離りを詰つめた。

「こっちを見ろ、星野」

　そう言って彼女の腕うでをつかむ。彼女はびくりと身体を強こわばらせた。

「おまえが何か事じ情じようがあって理由を話せないのはわかる。だけどな、こうして俺と一いつ緒しよにいるってことは少しくらい俺のことを信用してるんだろう。ならせめて俺がおまえを信じられる理由くらい寄よ越こせよ。俺がおまえに協力するくらいの理由をな」

「理由……」

　学はこくりとうなずいた。星野はひどく苦しげな表情で俯うつむいた。何かを懸けん命めいに考えている眼まな差ざし、学はじっと待ち続けた。どのくらい時間がたったか、ふっと星野の唇が開いた。

「電話が──あったんだ」

「電話？」

「ああ、名前は言えないけどあたしのよく知ってる人間からだ。すぐ早そう退たいして部へ屋やに戻もどれって言われた。理由は聞いても教えてもらえなかった。すぐ迎えに行くって言われて部屋に戻ったら──、あいつが現れた」

「〈渦巻き〉か」

　星野はこくりとうなずいた。

「昨日と同じさ。問答無用だったよ。部屋中しっちゃかめっちゃかになって、それでもあたしはなんとか窓まどから逃にげ出だした。その後のことは知らない。でもあたしが誰だれかを巻まき込こんだことはない、それは本当だ」

「………」

　学は考える目になった。

「その電話があった知り合いには、連れん絡らくをとったのか」

　星野は首を振ふった。なぜだと聞くまでもなかった。彼女は──絶ぜつ望ぼう的てきなまでに他人を信用していない。その人物も同どう胞ほうのアポストリも、そしておそらく本質的には目の前の自分さえも。

　学はほうっとため息を漏もらし、身体を引いた。

「わかった」

　まぁ、こんなところだろう。一いち応おう筋すじは通っている。少なくともあのイカレ女よりは百倍信用できると思った。

　星ほし野のが心配そうにこちらを見ている。学まなぶはふっと目め尻じりを緩ゆるめた。

「そんな顔するなよ。念のため確かく認にんしただけだ。さ、部へ屋やに戻もどろう」

　星野を追おい抜ぬき、自室の前まで歩いていく。ノブを回すと鍵かぎはかかっていなかった。不用心だな、学は眉まゆをひそめた。誰だれかが間ま違ちがって部屋に入ったらどうするつもりなのか、そう思って室内に足を踏ふみ入いれる。

「おい葉は桜ざくら、戻ったぞ」

　言いながら廊ろう下かの奥おく、ベッドルームを覗のぞき込こんだ。「あ」と喘あえぐような声を漏もらしてブロンドの人ひと影かげが立ち上がる。「星野を見つけてきたぞ」そう声をかけようとして、だが学は顔を強こわばらせた。葉桜の横に誰かいる。黒いスーツ、長身で肩かた幅はばが広く胸むな板いたが厚い。だらりと垂たれ下さげた片かた手てには何か細長い物が握にぎられていた。窓から差し込む明かりのせいで顔の造ぞう作さくは見えない。だが、その立たち姿すがたは学に昨夜の出で来き事ごとを思い起こさせた。

「………！」

　ぎょっとなって身み構がまえる。ぶわりと毛穴が開いたように思えた。鼓こ動どうが高鳴る。なぜ、どうして奴やつらがここに。恐きよう慌こうに襲おそわれながら、それでも背はい後ごの星野に注意を促うながそうとした時だった。

「学さん……？　学さんですか？」

　硬かたく野太い声が彼の名を呼よんだ。逆ぎやつ光こうから逃のがれるように、長身の影がこちらに歩み寄ってくる。ふっと暗色の霧きりが晴れるように男の顔が見えた。学はぽかんと口を開けた。眉まゆの太いやや古風な顔立ち、居きよ留りゆう区くからずっと付つき添そってくれた、彼のＳＰだった。

　男は学の顔を認みとめると、ほっとしたように息をついた。

「無事だったんですね、よかった」

「な、なんで、ここが……」

　目を瞬またたきながら辛かろうじてそうつぶやく。何が起きているのかさっぱり分からなかった。自分達がなんとか戻ろうとしていたホテル、そこで待たい機きしているはずのＳＰがなぜここにいるのか。

「私が連れん絡らくしたのよ」

　落ち着いた声こわ音ねで言って、葉桜が歩み寄ってきた。学は目を剝むいた。

「連絡!?　電話でか？」

「ええ」

「ホテルへの連絡は危き険けんだって言っただろ！　どういうつもりだ」

　葉桜はやや怯ひるんだように顎あごを引き、それでも毅き然ぜんと胸むねを反そらした。

「ええ、分かってるわ。ホテル宛あての電話は危険、警けい察さつも信用しない方がいい。そういう話だったわよね」

　今でも信じられないけど、葉桜はぼそりとそう付け加えた。

「わかってるなら……なんで」

「だからホテルには連れん絡らくしてないわ。私が電話したのはね、学まなぶ。自分の携帯によ」

「！」

　学は言葉を失った。しばらくの間、彼は呆あつ気けに取られてたたずんでいたが、やがて徐じよ々じよに葉は桜ざくらの言葉が理り解かいされてきた。

　舌した打うち混まじりにそうかと思う。なぜ気づかなかったのか。昨日の襲しゆう撃げき者しやがどうやって通信を傍ぼう受じゆしているのかは分からないが、まさか不特定多数の携けい帯たい回線にまで聞き耳をたててはいまい。ホテルのＳＰは消えた学達の手がかりを血ち眼まなこになって捜さがしているはずだ。部へ屋やは隅すみ々ずみまで捜そう索さくされ、そこに残された携帯も回収されている可か能のう性せいが高い。そこに着信があれば──

　学が事じ態たいを飲み込んだと見たのか、ＳＰは穏おだやかな表情でこくりとうなずいてみせた。

「葉桜さんから話は聞きました。なんというか、妙みようなことになってるみたいですね。情じよう報ほう漏もれを避さけるため、学さん達がここにいることは最さい低てい限げんの人間にしか伝えてません。とりあえずホテルに戻もどって今後の対たい策さくを練りましょう。……ああ、フォーラムの方は一いつ旦たんプログラムを延えん期きしてあります。文科省の連中がごちゃごちゃ言ってましたが、適てき当とうにはぐらかしておきました。特にトラブルになってることもないので、そこらへんはご安心ください」

「……はい」

　てきぱきした口調で言われて、ふっと気が抜ぬける。身体に張はり詰つめていた緊きん張ちようが、するすると音をたてて抜け落ちていく気がした。

　今いま更さらながら学は自分がひどく消しよう耗もうしていたことに気づいた。気を抜くと、この場にへたりこみそうになる。大きく肩かたで息を吐はき出だしてから、学は後ろに立つ星ほし野のの存そん在ざいに気づいた。彼女は口元を引き結び、固い表情で室内を睨にらみ付つけていた。学は頰ほおを緩ゆるめた。

「ああ星野、心配するなよ、この人は俺達のＳＰだ。居きよ留りゆう区くからついてきてもらってる人だから素す性じようについては信用してもらっていい」

「………」

　星野は小さくうなずきながら、だがＳＰから視し線せんを外そうとしなかった。いつでも動き出せるよう身体を緊きん張ちようさせているのが分かる。ＳＰはふっと口元を綻ほころばせて両手を広げてみせた。

「星野さん、でしたか。そんなに心配する必要はないですよ。私の役目は学さん達の安全を守ることで、あなたの素性を詮せん索さくすることじゃない。警けい備び上じよう問題にならない限かぎり、あなたをどうこうするつもりはありません」

「………」

「まぁセキュリティ的なことを言えば、素性の明らかでない人間と行動するのは避けたいんですが……、そのあたりは葉桜さんが保ほ証しようしてくれたんでね、よしとしましょう」

「え……」

　学は驚おどろいて葉桜を見つめた。彼女は不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組みそっぽを向いていた。自分に集まった視し線せんに気づいたのか、ちらりとこちらを一いち瞥べつする。その顔がわずかに赤く染そまって見えた。

「しょ、しょうがないでしょ。その子だけ置いてくっていったら学まなぶ、絶ぜつ対たい納なつ得とくしないだろうし。とりあえず後のことは落ち着いてから考えればいいって思ったのよ。不本意だけど、本当に不本意だけれど」

　そう言って唇くちびるを尖とがらせる。ＳＰは苦笑した。

「随ずい分ぶん長い間私を説せつ得とくしてくれたんですよ。確たしかに得え体たいの知れないところはあるけれど、何かわけありみたいだから力になってあげたいって。もし想定外のことが起きても、自分が全部責任をとるからって」

「な……！　ち、違ちがいます！　あれは！」

　眉まゆを吊つり上あげてそう抗こう議ぎする。その様よう子すを学は苦笑気ぎ味みに見つめていた。そう、こいつはこういう奴やつなのだ。頭に馬鹿がつくほどのお人好し、どんなに非情ぶっても最終的には困こまっている人間を見捨てられない。まったくもって損そんな性質。

　気がつくと星ほし野のが呆ぼう然ぜんとした表情でこちらを見ていた。蕾つぼみのような唇を開け、ややぼんやりした顔つきになっている。

　学は彼女の側そばに歩み寄り、覗のぞき込こむように「おい」と声をかけた。

「あ、あ……？」

「何ぼうっとしてるんだよ。まだ何か心配事でもあるのか？」

　星野は夢から覚さめたように目を瞬またたいた。眉まゆを寄せ、ふっと逃にげるように視し線せんを逸そらす。

「な、なんもねーよ」

「そうは見えないけど」

「うっさいな。なんでもないって言ってるだろ」

　そう言ってそっぽを向く。なんだこいつ、ひょっとして照れてるのか？

　呆あきれ顔がおで星野を見下ろしていると、不意に携けい帯たいの着信音が響ひびき渡わたった。

　ＳＰが胸むねポケットから携帯を取り出す。液えき晶しよう画面を確かく認にんした後、通話ボタンを押おした。

「はい、……ええ、合流しました。大だい丈じよう夫ぶ、全員無事です。今から下りていきますがそっちは大丈夫そうですか？　……はい……はい、了りよう解かいしました。それでは伺うかがいます。では」

　携帯を閉じながらＳＰが顔を上げた。学と葉桜を見渡しながら、顔を引ひき締しめる。

「下に停とめた車からです。周囲の安全確認ができたらしいので、今のうちに移い動どうしましょう。問題ありませんか」

　学はうなずいた。異い論ろんがあるはずもない。ふっと視線をやると、葉は桜ざくらも固い表情でうなずいていた。




「それじゃあ、ホテルを襲おそってきたのが何者か、そっちでも分かってないんですか」

　地下駐車場に下りるエレベーターを待ちながら、学はＳＰに問いかけた。葉桜と星野は少し離はなれたところで互たがいを牽けん制せいするように視線を戦わせている。フロントでチェックアウトをすませてきたばかりのＳＰは、苦々しげにうなずいてみせた。

「事じ態たいが事態ですからね。あまり公にもできませんし、現場だけで調べられることも限げん界かいがありますから。ただ──」

「ただ……？」

　学まなぶの問いに、ＳＰは周囲に視し線せんを走らせた。やや声をひそめて学にささやきかける。

「あの星ほし野のとかいう子、警けい察さつが信用できないと言ってましたよね」

「？　ああ……、なんかそんなこといってましたね」

「ご存ぞんじないかもしれませんが、我々も警察官です。本庁──警視庁警備部に所しよ属ぞくする警護官、ＳＰはセキュリティポリスの略りやくですから」

「そう……なんですか」

　学は素直に驚おどろいた。ＳＰはこくりとうなずいた。

「当然、昨晩のことも警察の上の方に上がっています。だから、本来ならもっと大ごとになってしかるべきなんです。非ひ常じよう線せんを張はって緊きん急きゆう手配をかけてもいいくらいに。それが、全然そういう動きがなかった」

「動きがない？」

「正確には、事態を調ちよう査さ・対たい応おうを検けん討とう中ちゆうで止まっているということです。確たしかにアポストリがらみの事件は難むずかしいです。外務省や公安、色々な組そ織しきが絡からんでますからね。ですが、外交使し節せつの失しつ踪そうに対してこれだけの時間手を打たないのは異い常じようです。何か行動を起こせない事じ情じようがあるのか、あるいは──」

　そのあとの台詞せりふをＳＰは飲み込んだ。ポーンとチャイムの音が響ひびきエレベーターの扉とびらが開く。学とＳＰに続き、少し離はなれたところで待たい機きしていた葉は桜ざくらと星野が足早に乗り込んできた。狭せまいエレベータルームが人の熱気で満たされる。とてもさっきまでの話題を続けられる雰ふん囲い気きではない。学は無言でＳＰの言葉を反はん芻すうした。

　警察の動きがおかしい。

　何だろう、ひどく嫌いやな感じがした。情じよう報ほうが揃そろえば揃うほど星野の話が現実味を帯びてくる。警察に自じ衛えい隊たい、それに正体不明のアポストリハンター。まるでこの国が丸ごと彼らに牙きばを剝むいているようだった。

　壁かべの外と内、そこに何か違ちがいがあるとすれば、それはアポストリがいるかいないか──それだけのことだと学は思っていた。だが今の彼にとってこの国はひどく得え体たいの知れない存そん在ざいに思えた。たとえ同じ色の目や肌はだをしていようと、たとえ同じ言語を操あやつろうと、彼ら日本人と自分たち居きよ留りゆう区く民みんの間には何か大きな違いがあるように思えた。それが一体何によるものなのか学にはまだよく分からない。ただ、この町で歩く人間達と今側そばにいるアポストリ達、どちらがより身近かと考えたとき自分は躊ちゆう躇ちよなく後者を選ぶように思えた。

　ふっと頭を押おさつけられるような感かん覚かくがしてエレベータが停てい止しする。扉が開くと、その向こうに灰はい色いろの床ゆかが見えた。コンクリートで構こう成せいされた殺さつ風ぷう景けいな空間、薄うす暗ぐらい駐車スペースにぱらぱらとまばらに乗用車が停とまっている。

「すぐそこです」

　ＳＰの先せん導どうに従したがい、学まなぶ達は駐車場を歩いていった。エレベーターから右手、奥おくまった柱はしらの陰かげに黒くろ塗ぬりのセダンが止まっている。蛍けい光こう灯とうの光を浴びてボンネットが鈍にぶい輝かがやきを放っていた。

　その運転席にうっすらと人ひと影かげが見える。ＳＰは片手を挙あげて合図した。

「何人くらいで来たんですか」

　学は尋たずねた。隠おん密みつ行動はよいが、もし昨日のように相手が力ちから押おししてきたらどうなるのか。葉は桜ざくらや星ほし野のはそれなりの戦力になるだろうが、それも相手が銀を装そう備びしていなければの話だ。過か度どの期待は禁きん物もつだった。

　学の不安を感じ取ったたのか、ＳＰは安心させるように微ほほ笑えんでみせた。

「二人です。私とあともう一人──その車にいる人間ですが、心配しないでください。優秀な人物ですよ」

　がちゃりとセダンの扉とびらが開いた。運転席から長身のシルエットが姿すがたを現す。細身の──女性だった。ＳＰはわずかに目を細めた。

「さっき、本庁の動きが悪いと言いましたよね。それでもかなり強ごう引いんに申し入れをしていたら、今朝一番で増ぞう援えんを寄よ越こしてくれたんです。銃じゆう器きの扱あつかいにも慣なれてて、荒あら事ごとは得意分野と言っていました」

　………。

　途と中ちゆうから学はＳＰの言葉を聞いていなかった。心臓が高鳴り、呼吸が荒あらくなる。背はい後ごで葉桜達の息を吞のむ気け配はいがした。カツリ、カツリと靴くつ音おとをたててシルエットが近づいてくる。空色のシャツに白のスカート、一直線に切り揃そろえられた前まえ髪がみ、その下で微ほほ笑えむ半月型の瞳ひとみ。

「また会えて嬉うれしいわ、子猫ちゃん達」

　女が言った。肉感的な唇くちびるが歪ゆがみ、異い様ように白い前歯が覗のぞく。その様よう子すはまるで獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのようだった。

（なんで、なんで、なんで）

　混こん乱らんが脳のう裏りを埋うめ尽つくす。こんな馬鹿なことがあるのか。なんでこいつがここにいるのか。自分たちがどんなミスをしでかしたというんだ。葉桜が電話をかけたのがいけなかったのか？　ＳＰを信用して付いてきてしまったのがまずかったのか。それとも、それとも。

　静まりかえった場を女は愉ゆ快かいそうに見み渡わたした。ただ一人、ＳＰだけが状じよう況きようを理り解かいしていないのかぱちぱちと目を瞬またたいている。

　それは彼が数少ない味方であることを示す何よりの証しよう拠こだった。だがこの場において、それは何の救すくいにもならなかった。

　彼女──〈渦うず巻まき〉は銃じゆうを構かまえた腕うでをまっすぐに伸のばすと、きょとんとした表情のＳＰに向かってその引き金を引いた。




　その後彼らを襲おそったものは、まさに暴ぼう力りよくとしか言いようがなかった。

　血ち飛沫しぶきを上げて倒たおれるＳＰ。止まっていた車の陰かげから、柱はしらの後ろから、武ぶ装そうした男達が雪崩なだれを打って飛び出してくる。星ほし野のの悲鳴、銃じゆう声せい、足音。何が起きているかわからないうちに強い力で組くみ敷しかれ後ろ手に捻ひねり上あげられた。激げき痛つうが彼の身体を貫つらぬく。学まなぶは低い呻うめき声ごえを漏もらした。

「学！」

　背はい後ごで葉は桜ざくらの叫さけび声ごえがした。だが振ふり向むこうとした瞬しゆん間かん、何か固い物が首くび筋すじに振ふり下おろされる。ゴン、と衝しよう撃げきが脳のうを揺ゆらし視し界かいが暗あん転てんした。

「やめて！　学に、学に何するの！」

　悲鳴のような声が遠くから聞こえてくる。馬鹿野郎、俺のことはいいからさっさと逃にげろ。三人まとめて捕つかまったら、誰だれが助けを呼よびに行くんだ──。

　そこまで考えるのが限げん界かいだった。

　思考がぼやけ上下の感かん覚かくが曖あい昧まいになる。周囲の喧けん噪そうがすぅっと遠ざかるのを感じながら、学の意い識しきは闇やみに落ちていった。




　　　　＊










　頰ほおに氷を押おしつけられている気がした。

　四し肢しは糊のり付づけされたように固まり、ぴくりとも動かない。懸けん命めいに顔を逸そらそうとするが氷はどこまでも追いかけてきた。圧力に頰の筋きん肉にくが歪ゆがみ歯し茎けいが鈍にぶい痛いたみを訴うつたえる。あまりの不ふ快かいさに思わず「やめろ」と叫びそうになった。なんとも言えない恐きよう怖ふ、視し覚かくと聴ちよう覚かくを奪うばわれ、痛つう覚かくだけが残された気分。必死に身を捩よじり、なんとか逃のがれようともがきつづけて、学はふっと目を覚さました。

　冷えたコンクリートの床ゆかが頰の下にあった。周囲は薄うす暗ぐらく、身体の脇わきを何本ものケーブルとパイプが走っている。ブンブンと重苦しい機械音が床から伝わってきた。

　自分がどこかトンネルのような場所で横たわっていることに学は気づいた。状じよう況きようがわからないまま、とりあえず身体を起こそうとする。だが床に手をつこうとしたものの、何かに押おさえつけられたように腕うでを動かすことができない。振り向くと両の手足を縛しばられているのが見えた。眉まゆ根ねを寄せ、学は自分の身体を拘こう束そくするロープを見つめた。なんだ、なんなんだこれは。

「説明してもらおうか」

　唐とう突とつに、低い声こわ音ねが周囲の空間に響ひびき渡わたった。

　びくりと身体を震ふるわせて学まなぶは視し線せんをもたげた。通路の奥おくに二つの人ひと影かげがある。手前にいるのは二にの腕うでの太い、がっしりとした体格の男だった。濃のう紺こんのアサルトスーツの上に物々しいタクティカルベストを羽は織おっている。黒い手て袋ぶくろをはめた手には寸すん詰づまりなライフルが握にぎられていた。

　男は目の前の女性を睨にらみ付つけていた。細身のシルエットに長く伸のびた手足、くびれたウェストを白のタイトスカートで包んでいる。空色のシャツと結ゆい上あげた後うしろ髪がみは見み間ま違ちがえようもない。あの女──〈渦うず巻まき〉だった。彼女は壁かべに背せ中なかを預あずけ右手で左ひだり肘ひじを支ささえながら、悠ゆう然ぜんと煙草たばこを吹かしていた。

「何の話かしら」

「とぼけるな、今回の任にん務むのことだ」

　男は苛いら立だたしげに言った。

「反体制派のアポストリがテロリストと合流。破は壊かい活動に及およぶ恐おそれあり、そういう話だったな？　なのにどうだ。夜通し走り回って捕つかまえてみればアポストリはともかく人間の方はただの子供じゃないか。あれがテロリストだと？　笑わせるな」

「あら、非ひ正せい規き戦せんのプロフェッショナル、その名も高き〈ガラガラヘビ〉班長の言葉とは思えないわね。テロリストに年ねん齢れいや性別なんて関係ない、そんなことわたしが改めて言う話でもないと思うけれど」

〈渦巻き〉の言葉に男は押おし黙だまった。すっと双そう眸ぼうをすぼめ声を低める。

「ああそうだな。俺はプロだ。だから言わせてもらう。あの子供よりあんたの方が余よ程ほど得え体たいが知れない。二人並ならべてどっちがテロリストかと言われたら、俺は迷まよわずあんたの方を選ぶ」

「………」

「だいたい、あんた何者なんだ？　上から合流するよう言われたから一いつ緒しよにいるが、あんた身内じゃないだろ。かといって桜さくら田だ門もんの人間でもない、連中は犯人を問答無用で撃うち殺ころしたりしないからな。分ってるのか？　さっきあの子供達と一緒にいた男のことだよ。畜ちく生しよう、町中で死体の処しよ理りなんかさせやがって。後始末がどれだけ面めん倒どうだと思ってるんだ」

「それで？」

〈渦巻き〉の声はぞっとするほど冷たかった。彼女は口元から煙草を離はなし、男を正せい視しした。

「わたしのことが気に入らない。だからどうするの？　本当にテロリストかどうか力ずくで確たしかめてみる？　構かまわないわよわたしは、それでも」

　男は鼻はな白じろんだように視線を逸そらした。ライフルを肩かたにかけ直し〈渦巻き〉に背せを向ける。

「……とにかく、上の指し示じをもう一度確かく認にんする。それまではここで待たい機きだ。あんたもしばらくおとなしくしてろ、いいな」

　靴くつ音おとが遠ざかる。

　ややあって、ガン！　と甲かん高だかい金きん属ぞく音おんが周囲に響ひびいた。いつの間に取り出したのか、〈渦巻き〉の手に大おお柄がらなナイフが握にぎられている。それがコンクリートの壁かべに突つき立たてられていた。ほっそりとした腕うでが小こ刻きざみに震ふるえている。薄うすい眉まゆが吊つり上あがり、唇くちびるが歪いびつにめくれあがっていた。

「あぁもう、むかつく、むかつく、むかつく……！　ゲリラ屋風ふ情ぜいが偉えらそうに。切きり刻きざんでやればよかったッ」

　吐はき捨すてるようにそうつぶやく。彼女は胸むねポケットから携けい帯たいを取り出すと、殺気だった目で液えき晶しよう画面を睨にらみつけた。細い指が痙けい攣れん気ぎ味みにキーを叩たたく。

「だいたいなんで電話に出ないのよ、連中。こっちは予定通りあの娘こを確かく保ほしたっていうのに。さんざん急がせるだけ急がせて、今いま更さら……！」

　激はげしい怒ど気きが空気を震わす。その迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ学まなぶは身体をすくめた。その弾はずみに靴くつの底そこが壁かべを叩く。コツン、と予想外に大きな音がトンネル内に響ひびき渡わたった。しまったと思うがもう遅おそい。女が振ふり向むいた。半月型の瞳ひとみがすっとすぼまる。女は顔から表情を消して、ゆっくりとこちらに近づいてきた。

「あら……、起こしちゃったかしら」

　柔やわらかな声こわ音ね。学の背せ筋すじに冷たいものが走った。飢うえた猛もう獣じゆうに至し近きん距きよ離りで見み据すえられた気分、笑いを含ふくんだ口調に、舌したなめずりの音が混まじって聞こえた。

　すっと女が彼の前で立ち止まった。片かた膝ひざをつき、上からのぞき込むようにして彼を見下ろす。

「ごめんなさいね、騒そう々ぞうしくって。お疲つかれのようだからもう少し寝ねかせてあげたかったんだけど──。気分はいかが？　南みなみ方かた学くん」

　学は息を吞のんだ。

「なんで……俺の名前……」

　女は艶えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。

「そりゃあね、調べたわよ。あんな高級ホテルに泊とまって金きん髪ぱつのアポストリを侍はべらせてるんですもの、何者かと思ったわ。調べてみてびっくり。駐ちゆう彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く大使、南方恵けい吾ごの一人息子、とんでもないＶＩＰだもの。しかも相方は〈十じゆう字じ架か〉評ひよう議ぎ長ちよう茉まつ莉り花かの姪めい、葉は桜ざくら。ふふふ、反アポストリ派の人間が見たら涎よだれを流しそうな組み合わせね」

「……っ！　あいつは、葉桜は無事なのか！」

　はっとなってそう叫さけぶ。無理な姿し勢せいで動いた瞬しゆん間かん、拘こう束そくされた四し肢しが鈍にぶい痛いたみを訴うつたえる。だがそんなことに構かまっていられない。女は愉ゆ快かいそうに目を細めた。

「まだ無事よ、まだね。随ずい分ぶん暴あばれてたけど、あなたに銃じゆうを突つきつけたら途と端たんにおとなしくなったわ。愛されてるのねぇ、あなた。あの化け物に。うふふふっ、あなたが死んだら、あの子どんな顔するのかしら？　ちょっと見てみたいかも」

「………」

「冗じよう談だんよ、そんな怖こわい顔しないで。ま、今すぐあなたをどうこうするつもりはないわよ、少し聞きたいこともあるし」

「聞きたいこと？」

「──あなたが東京に来た、本当の目的」

　学まなぶは眉まゆをひそめた。本当の目的？　一体何を言ってるんだ、こいつは。

「居きよ留りゆう区く交流フォーラムのため──、なんて言わないでね。あの娘こ……星ほし野の友とも深みの逃にげ込こんだ先にたまたまあなた達がいて、その後も何の理由もなく一いつ緒しよにいたなんてありえないもの。あなた達は何か目的があって壁かべの外に出てきた。そして彼女と接せつ触しよくした。違ちがう……？」

　違う、と答えかけて彼は口をつぐんだ。

　直感的に彼は自分が拘こう束そくされた理り由ゆうを理り解かいした。こいつは自分が誰だれかの指し示じで星野を保ほ護ごしたと思っている、それが何者か聞き出すために彼を生かしておいたのだ。であれば背はい後ご関係がないと分かった瞬しゆん間かん、彼女はあっさりと彼の命を奪うばうだろう。そう、あの駐車場でＳＰを撃うち殺ころしたように。こいつの目的は星野ただ一人、それ以外の人間は一切──自分も葉は桜ざくらも必要ない。

〈渦うず巻まき〉はふっと、不ふ愉ゆ快かいそうに首を傾かしげた。

「気に入らないのよね、色々。上は連れん絡らくつかないし。わけの分らない人間はどんどん絡からんでくるし。こんなケチのついた仕事は初めてよ。まったく、たかがアポストリ一匹捕つかまえるくらいで。忌いま々いましいったらありゃしない」

「………」

　黙だまり込こむ学を〈渦巻き〉はすっと覗のぞき込こんだ。夜の闇やみを塗ぬり込こめたような瞳ひとみに、ひどく嗜し虐ぎやく的てきな光が宿った。

「ねぇねぇ、わたしばっかり喋しやべってちゃ寂さびしいじゃない。ちゃんと聞こえてる？　わたしの質問」

　ナイフの切っ先が彼の頰ほおをなぞる。鋭するどい痛いたみとともに、生温かいものがつぅと顎あごを伝っていった。〈渦巻き〉はナイフの先せん端たんを彼に向け、唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「まぁいいわ、時間はたっぷりあるもの。ゆっくりと、あなたが話しやすいようにしてあげる」

　学は絶ぜつ望ぼう的てきな気分になった。

　事実をありのまま話せば、その場で彼と葉桜は殺される。かといって何も話さなければ死ぬより辛つらい拷ごう問もんが待っている。

　質問をはぐらかし、虚きよ言げんを弄ろうしたところでどこまで耐たえられるのか。だがそれ以外に彼らが生き残る術すべはない。学は内心の恐きよう怖ふを押おさえつけて、語るべき言葉を探し始めた。




　自分の責任だ。

　葉桜は身を切きり裂さかれるような悔かい悟ごに苛さいなまれながら、そう思った。

　地下鉄のトンネルのような場所に座すわらされている。殺さつ風ぷう景けいなコンクリートの壁かべには等とう間かん隔かくで蛍けい光こう灯とうが設せつ置ちされ、彼女の周囲をぼんやりと照らし出していた。

　彼女は両りよう腕うでを後ろに回され手首と足首を金きん属ぞく製せいのワイヤで拘こう束そくされていた。少し離はなれたところにアサルトスーツとベスト姿すがたの男が立っている。男は長なが竿ざおのようなスピアガンを構かまえ、油ゆ断だんなくこちらを監かん視ししていた。目が届とどく範はん囲いに黒くろ髪かみの少年──彼女が守るべき共きよう棲せい者しやの姿はない。

（私の責任だ──）

　彼女はぐっと下した唇くちびるを嚙かみしめた。皮ひ膚ふが破ける感かん触しよく、鈍にぶい痛いたみとともに鉄の味が口の中に広がる。だがそれがなんだ。自分の犯おかした過あやまちを考えれば、こんな痛みなど取るに足らない。

　脳のう裏りを過よぎるのはあの駐車場での光景、彼女の見ている前で学まなぶが引ひき倒たおされ後頭部を殴なぐられた。がくりと学の頭が落ちる。それを見た瞬しゆん間かん、葉は桜ざくらの中で何かが弾はじけた。凶きよう暴ぼうな感情が意い識しきを支配し彼女を前に駆かり立たてた。彼女は立ちふさがる男を一ひと薙なぎで吹き飛ばし、肩かたをつかんできた相手を床ゆかに叩たたき伏ふせた。

　だが、その暴ぼう風ふうのような前進も長くは続かなかった。あの女──〈渦うず巻まき〉が学の頭を持ち上げ、銃じゆうを突つきつけたからだ。『動けば殺す。でもあなたじゃない、この子の方をね』そう言われては、葉桜は引き下がらざるをえなかった。

　それから彼女の身に為なされた行こう為いは、まさに屈くつ辱じよくとしか言いようがなかった。銃じゆう口こうを押おしつけられ、木材でも束たばねるように手首をワイヤで縛しばり付つけられた。目め隠かくしで視し界かいを奪うばわれ車に押し込められて、気がつくとここに連れてこられていた。それから丸一日近く、彼女は水も食料も与えられず無ぶ様ざまに地べたを這はいつくばっている。評ひよう議ぎ長ちよう茉まつ莉り花かの姪めいとして周囲の尊そん敬けいと賞しよう賛さんを一身に浴びてきた彼女にしてみれば、それは耐たえ難がたい辱はずかしめだった。だが共棲者──学を人質に取られた状じよう態たいではどうしようもなかった。

　彼女はぎりっと歯を食いしばった。

　油ゆ断だんしていたわけではなかった。星ほし野のの言葉を全て信じたわけではなかったが、彼女なりに状（じよう）況きようの不ふ透とう明めいさを考こう慮りよし、最善の手を打ったつもりだった。だが敵てきは彼女が思っていたより遥はるかに強大だった。その過か小しよう評ひよう価かが学を傷きずつけ今なお命の危き険けんに晒さらしている。そう思うと、いくら悔くやんでも悔やみきれなかった。

　もし学の身に何かあったら──、彼女は喘あえいだ。自分は一体どうなってしまうのだろう。あの時、学が倒れたのを見ただけで彼女は息が止まりそうになった。頭が真っ白になり、溢あふれ出だす感情を制せい御ぎよできなくなった。自分がここまで彼の存そん在ざいを大きく感じてることに彼女は愕がく然ぜんとした。

　一体いつの間に彼女の中で彼はこんなにも大きな位置を占しめるようになってしまったのだろう。そこまで考えて、ふっと脳のう裏りに今朝の学との会話が蘇よみがえる。朝の冷えた空気の中で彼と交かわした言葉、彼女を見つめる涼すずしげな瞳ひとみ。

　瞬間、髪かみを撫なでる手の感かん触しよくが蘇り葉桜は硬こう直ちよくした。身体の奥おく底そこから血が逆流してくるようだった。恥はずかしさと心ここ地ちよさが入いり交まじってわけが分からなくなる。もしも、もしもあの手が、あの声が、あの眼まな差ざしが失われたとしたら──

「おい」

　冷静な声こわ音ねがすぐ側そばから聞こえてきた。それで彼女は我に返った。荒あらい息を漏もらしながら向き直ると、傍かたわらに座すわる星ほし野のと目が合った。彼女と同様後ろ手に縛しばられ壁かべへよりかかるようにして両りよう膝ひざを立てている。星野は能のう面めんのような表情でじっとこちらを見ていた。

「ちょっとは落ち着けよ。自分で自分を嚙かみ殺ころしそうな顔してるぞ、あんた」

　人ごとのような物言いに葉は桜ざくらはかっとなった。一体誰だれのせいで自分たちがこんな状じよう況きように陥おちいったと思っているのか。他でもないこの娘このせいではないか。この娘さえ現れなければ、学まなぶが彼女を助けようとさえしなければ……！

　葉桜は殺気だった視し線せんで星野を睨にらみ付つけた。

「落ち着け？　落ち着けですって。よくそんなこと言えたものね。こうしてる間にも、学がどんな目にあわされてるか分からないっていうのに」

「じゃあ、思う存ぞん分ぶん叫さけんでみたらどうだよ。南みなみ方かた学が心配だ、南方学が心配だって。それでどうなるんだ。異い常じようを感じた見み張はりが、あんたを串くし刺ざしにしてそれで終わりだ。それがあんたの望む結末か？　え？」

　突つき放はなすように言われて葉桜は口ごもった。星野は大きなアーモンド型の瞳ひとみをきゅっとすぼめた。

「殺すつもりならとっくに殺されてる。わざわざ捕つかまえてここに連れてきたのはそうする理由があるからだ。それを自分からぶちこわしてどうするんだ。あんたが暴あばれれば、それこそあのイカレ女は南方学を殺しかねないぞ」

「………！　じゃあ、じゃあ一体どうしろっていうのよ？　ここでいつまでもじっとしてろっていうの？」

「だから落ち着けって言ってるだろ。ずっとこのままじゃいられないのは、向こうも同じはずなんだ。どっかできっと動きがある。こっちが行動を起こすとしたらその時だ」

　それだけ言うと、星野はやや苛いら立だったように視線を逸そらした。顔を俯うつむかせたまま、すっと膝を引き寄せる。気のせいか細い肩かたがわずかに震ふるえて見えた。

「あたしは──これ以上誰だれかが死ぬのは嫌いやなんだ。あたしのせいであのＳＰは死んだ。あたしがいなきゃ、あんた達はこんなことに巻まき込こまれなかった。それは分かってる、よく分かってるんだ」

「………」

「だから、せめてあんた達は無事に逃にげて欲しい。そのためにあたしが危き険けんを冒おかすのは構かまわないし、むしろ望むところだ。でもそれは今じゃない。だから頼たのむよ、今はおとなしくしててくれ。あとであたしのことをどんだけ責せめても構わないからさ」

　切せつ実じつな口調で諭さとされるうちに、葉桜の激げき情じようは徐じよ々じよに収おさまっていった。確たしかに星野の言葉は正しい。学の居い場ば所しよも分からない、敵てきの戦力も分からない。そんな状況で闇やみ雲くもに動いても事じ態たいを悪化させるだけだ。であれば、ここは体力を温おん存ぞんして様よう子すをうかがうのが得とく策さくに思える。だが──

「言いたいことは分かったわ。でも、私はやっぱり学まなぶを捜さがしに行くべきだと思う」

「………！　おまえ、こんだけ言ってもまだ！」

「聞いて。確たしかにあなたの言うとおり、連中には私たちを生かしておく理由があるのかもしれない。でもそれが何なのか今の私たちには分からない。そうよね？」

「………」

「相手の都つ合ごうで出来た理由は、相手の都合で無くなる可か能のう性せいがある。しかもそれがいつ無くなるかはこちらで判はん断だんできない。ねぇ、私はそんな不確かなものに学の命を賭かけられないの。ひょっとしたら、今この瞬しゆん間かんにだって状じよう況きようが変わってるかもしれないでしょ」

「そ、そりゃ可能性の話をすればなんだって……」

「ええ、そう。何をしたって悪い方向に転ころがる可能性はあるわ。問題は今の私たちにその可能性を比ひ較かくする材料がないってことよ。だったら余よ計けいなこと考えずに、さっさと動き出した方がマシじゃなくて？」

「う……ううう？」

　星ほし野のは混こん乱らんした表情になった。鼻の両りよう脇わきに小さな皺しわを刻きざみ中ちゆう空くうに視し線せんを彷さ徨まよわせる。

　わずかな沈ちん黙もくの後、彼女は肩かたを落とした。ひどく疲つかれた様よう子すでため息を漏もらす。

「……前ぜん言げん撤てつ回かい。あんた達お似に合あいだよ、二人とも同じくらい強ごう引いんでマイペースだ」

「？　何の話？」

「なんでもねぇよ」

　憮ぶ然ぜんとした口調で言って星野は顔を背そむけた。もう一度大きく息をついた後、横目で葉は桜ざくらを一いち瞥べつする。

「で？　じゃあ、どうするんだよ。あの見み張はりをなんとかしない限かぎり、うちらはこっから動けねぇんだぞ」

　確たしかにそうだった。見張りは油ゆ断だん無くスピアガンの引き金に指をかけている。異い常じようがあれば即そく座ざに彼女たちを撃うつつもりだろう。いや、それならまだ良い。最悪なのは無線機を使って増ぞう援えんを呼よばれることだ。彼女たちの逃とう亡ぼうが発はつ覚かくすれば連中は学を盾たてにしかねない。そうなれば今度こそ本当に身動きがとれなくなる。

　なんとか方法はないか。本当にもうこの忌いま々いましいワイヤさえなんとかできれば──そう思ってぐいと両の手足に力を込めた時だった。

　唐とう突とつに、ふっと足首の束そく縛ばくが緩ゆるんだ。

　え……？

　葉桜は目を丸く見開いて足下を見つめた。素す足あしに巻まき付ついたワイヤがほどけかけている。元々の縛しばり方かたが甘かったのか、それとも無む意い識しきに力をかけ続けたせいで強度が落ちていたのか、とにかくワイヤはもう一度力を込めれば足が動かせそうな程ほどに緩んでいた。

　ごくりと唾つばを飲み込み見み張はりを一いち瞥べつする。幸さいわいにもこちらの異い常じように気づいた様よう子すはない。彼女は足首をスカートの中に隠かくし、肩かたで星ほし野のを小こ突づいた。

「なんだよ」

　眉まゆをひそめる彼女に視し線せんだけで足下を見るよう促うながす。星野は誘さそわれるままついと顔を伏ふせ、それから息を吞のんだ。葉は桜ざくらは再さい度どワイヤに力を込めて結び目を広げると、慎しん重ちようにパンプスを脱ぬぎ、右みぎ膝ひざを引き寄せるようにして踵かかとをワイヤから引き抜いた。続いて左足、歪いびつな楕だ円えんを描えがく鋼こう線せんが床ゆかに落ちる。

　葉桜は肩で息をつきながら痛いたむ足首をすり合わせた。見張りの様子を気にしつつ、すっと星野に顔を寄せる。

「ねぇ、あの人なんとかしてこちらに引き寄せられないかしら」

　距きよ離りさえ詰つめられれば、相手が引き金を引く前に打うち倒たおせる。だが星野は面めん食くらったように彼女を見つめ返した。

「なんとかって……どうやってだよ」

「どうにかしてよ。ほら、ええっと、具合が悪くなったふりをしてみるとか」

「………」

　星野は露ろ骨こつに呆あきれた表情になった。薄うすい唇くちびるがふっと哀あわれむように歪ゆがむ。

「おまえ馬鹿だろ」

「なんですって！」

「そんな芝しば居いが通用するわけないだろ。あいつらにしたらこっちは猛もう獣じゆうみたいなもんだ。調子が悪そうだからって、ほいほい近づいてくるかよ」

「そんなのやってみないと分からないでしょ」

　憮ぶ然ぜんとした口調で言って葉桜は唇を引き結んだ。

「あの人達、ずっとあなたのこと追いかけてたじゃない。多分、あなたに何かあったら困こまるはずよ。それに私たちは身動きがとれないはずなんだし、様子を見るくらいしてくれると思う」

「そうかなぁ」

「そうよ、きっとそう」

　自分自身に言い聞かせるように葉桜はうなずいた。ぐいと、強い眼まな差ざしで星野を見み据すえる。

「で、協力するの？　しないの？」

「………」

　星野は眉まゆ根ねに深い皺しわを刻きざみ込こんで視線を宙ちゆうに彷さ徨まよわせた。たっぷり十数秒は考え込んだ後、ふっと息を吐はく。

「わかったよ、んで？　どうするんだ」

「あなたは下を向いてて。できるだけ具合悪そうに、あとは私がなんとかするから」

「……あいよ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった様よう子すで星ほし野のが顔を伏ふせた。葉は桜ざくらは呼吸を落ち着けた後、できるだけうわずった口調で声を上げた。

「大変！　ねぇちょっと、大変よ！」

　見み張はりがびくりと肩かたを震ふるわせる。スピアガンの先せん端たんをこちらに向け、緊きん張ちようした面おも持もちで彼女を見た。

「この子の様子が変なの！　ねぇちょっと具合を見てあげて、お願いだから！」

　沈ちん黙もく、葉桜は身体を強こわばらせて見張りの反はん応のうを待った。

　───。

　返事はない。ダメか、それならもう一ひと押おし。そう考えて息を吸い込んだ時だった。

　見張りが動いた。銃じゆうを構かまえたまま慎しん重ちようにこちらへ近づいてくる。ややあって大おお柄がらな影かげが葉桜の顔に落ちた。油ゆ断だん無なく彼女の様子をうかがいながら、男はつま先で星野の身体を小こ突づいた。

　星野はうつむいたまま身動きしない。見張りはもう一度、先ほどより強く彼女をブーツの底そこで押おした。それでも反応がないことを確かく認にんすると、彼は腰こしの無線機を取り上げた。一いつ瞬しゆん、わずかな時間だが男の注意が葉桜から離はなれる。その隙すきを彼女は見み逃のがさなかった。

「……っ！」

　軋きしるような声を上げながら身体を起こす。コンクリートの床ゆかを蹴けり、下から突つき上あげるように突とつ進しん、渾こん身しんの力をこめて体当たりを浴びせようとする。だが──

　……え？

　足がもつれた。バランスを崩くずし、その場に肩から崩れ落ちる。身体が思うように動かない。長時間拘こう束そくされ続けたせいか、筋きん肉にくが石のように強こわばっていた。痺しびれにも似にた痛いたみが彼女の足を覆おおっている。

　しまっ……！

　慌あわてて体たい勢せいを立て直そうとするすが、もう遅おそい。男が悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうでこちらを睨にらみ付つけた。スピアガンの先せん端たんが照明を浴びて鈍にぶく輝かがやく。葉桜の見ている前で、ぐいと引き金にかかる指に力がこもった。

　その瞬しゆん間かん、星野が動いた。両手両足を縛しばられた姿し勢せいで見張りの足に飛びつく。そのまま大きく口を開けて男のすねに嚙かみついた。

　ぎゃっと裏うら返がえった悲鳴が上がる。銛もりの切っ先が生き物のように暴あばれて葉桜から離はなれた。葉桜は肩と膝ひざを地面につけたまま男の方を振ふり返かえった。奥おく歯ばを食いしばり、腰こしから下を跳はね上あげるようにして直上に蹴りつける。とっさに放った踵かかとは狙ねらい過あやまたず男の顎あごを射い貫ぬいた。

　重々しい金きん属ぞく音おんをたててスピアガンが床に落ちた。男はがくりと膝を落とすと、そのまま前のめりに床へ倒たおれた。不自由な姿し勢せいからの一いち撃げきだ。致ち命めい傷しようにはなっていないだろうが、しばらく起き上がることはできまい。

　葉桜は荒あらい息をつきながら身体を起こした。ふと気がつくと、星野が非ひ難なんめいた視し線せんでこちらを見ていた。葉は桜ざくらはばつ悪げに顔を逸そらした後、ぐいと胸むねを反そらした。

「よ、予定通りね」

「噓うそつけ！」

　突つっ込こまれた。

　星ほし野のは地の底そこから響ひびくような深いため息を漏もらした。がくりと肩かたを落とした後、暗い表情でこちらを一いち瞥べつする。

「……っとに無茶ばかりしやがって。おまえらいつもこんな感じなのか？」

　呆あきれたように言われてむっとする。失礼ね、そんなことないわよ。そう反はん駁ぱくしようとしたが星野はもういいと言うふうに首を振ふった。

「とにかく早くここを離はなれようぜ。そろそろ交こう替たいの連中が来てもおかしくないし、あんたの言うとおり状じよう況きようがいつ変わるか分かんねーからな」

　言われるまでもない。葉桜は小さくうなずくと、床ゆかに落ちたスピアガンを引き寄せ、銛もりの先せん端たんを両手のワイヤに押おしつけた。




　自分たちのいたところは支し道どうだったらしい。

　トンネルの出口を抜ぬけると、そこは更さらに巨きよ大だいな横穴だった。見上げるほどに高い天てん井じよう、壁かべには巨きよ大だいなパイプラインが走り遥はるか先まで続いている。床ゆか面めんには歩道の柵さくが設もうけられ、それと並へい行こうして幅はば広ひろのレールが敷しかれていた。

　ここは一体どこだろう、そう思って葉桜は周囲を見み渡わたした。壁かべに『日ひ比び谷や共きよう同どう溝こう・第三期拡かく張ちよう工事起き点てん』と書かれたプレートがかけられている。怪け訝げんな表情で見ていると、傍かたわらの星野がつぶやいた。

「シェルターだな、こりゃ」

「シェルター？」

「四・一八の序じよ盤ばんで〈十じゆう字じ架か〉があちこちの都市を砲ほう撃げきしただろ。それを避さけるために地下鉄の駅やここみたいな共同溝がいくつか、避ひ難なん施し設せつに改かい造ぞうされたんだ。だからみてみろよ、ここほとんど何もないだろ。本当なら共同溝ってのは水道管とか電線とかそういうライフラインを収しゆう容ようしておくところだ。それが何もないってのは、つまり別の物を収容しようとしたのさ」

「別の物……」

「分かるだろ、人間だよ」

　葉桜は眉まゆをひそめた。すぅっと重苦しいものが心の底に沈ちん殿でんする。こんなところにも四・一八の──十九年前の痕きずあとが残っている。押おし黙だまる彼女の横で星野がちっと舌した打うちした。

「だとすると厄やつ介かいだな。大だい規き模ぼなシェルターって数千人単位で収容できるし、どんだけでかいか分かんねーぞ、ここ」

「それならそれで、手当たり次し第だいに捜さがしてくしかないでしょ」

　断たち切きるような口調で言って歩き出す。背はい後ごから星ほし野のが慌あわてた様よう子すで追いかけてきた。

　周囲を警けい戒かいしながらいくつかの分ぶん岐きを覗のぞき込こんでいった。内心ではすぐにでも駆かけ出だしたい気分だったが、敵てきの配置が分からない以上うかつな動きもできない。息を潜ひそめて身体を乗り出し、何本目かになる曲がり角の奥おくを覗き込んだ時だった。

「なぁ……おい、あんたさ」

　不意に声をかけられ、葉は桜ざくらはびくりと身体を震ふるわせた。肩かた越ごしに振ふり返かえり星野を睨にらみつける。彼女はズボンのポケットに手を入れたまま、ためらいがちな表情でこちらを見ていた。

「何よ」

「もう少しちゃんと言った方がいいんじゃねーの、あいつにさ」

「言う？　何をよ」

「いやだから、好きってさ」

　葉桜は飛び上がらんばかりに驚おどろいた。ごほごほと派は手でに咳せき込こむ。目め尻じりに浮うかぶ涙なみだをぬぐいながら、彼女は背せ中なかを丸めて星野を睨みつけた。

「な、な、な、何いってるのよ、あなた！」

「何って……だから好きなんだろ、あいつのこと」

「ちがうわよ！」

「ちがうの？」

「そ、そうよ。私と学はね、そういうんじゃないの。共きよう棲せい体たいはお互たがいの種を代表し、互いに理り解かいし尊そん重ちようしあう関係なのよ。好きとか嫌きらいとか、そういう次元の話じゃないの」

「ふぅん」

　あからさまに疑わしげな口調で言って、星野は視し線せんを逸そらした。オリーブドラブの作業帽をかぶりなおし親指の腹で鼻の頭を擦こする。

「ま、いいけどさ。見たところあいつ相当の朴ぼく念ねん仁じんみたいだから、よっぽどはっきり言わねーとあんたの気持ちは伝わんねーぜ。ま、あたしの勘かん違ちがいなら別にいいけど」

「………」

　沈ちん黙もくする葉桜を星野はちらりと一いち瞥べつした。不意に、その口元へ意地の悪い笑えみが浮かぶ。

「ていうかじゃああいつフリーなんだ？　そっかぁ、ふぅん。あたしが取っちゃおうかな」

「な……!?」

「結けつ構こう面つらもいいしなぁ。あんま押おし強くなさそうだけど、こっちがリードするなら逆にいいか」

「だ、だめよ！　だめに決まってるでしょ、そんな」

「なんで？」

「だって学は私の共棲者なのよ！」

　悲鳴のような声でそう叫さけぶ葉桜に、星野はふっと首を傾かたむけてみせた。

「別に関係ないだろ。あんたは共棲体として協定で定められた義ぎ務むを果たせばいい。あたしはそういうのと別の次元であいつとつきあう。好きとか嫌きらいとか、そういうのは関係ないんだろう？」

「！　……！　……！」

　声にならない叫さけびを上げる葉は桜ざくらを、星ほし野のは愉たのしそうに見つめた。くつくつと喉のどを鳴らす。その様よう子すを見てようやく葉桜は自分がからかわれていることに気付いた。むっつりと押おし黙だまり星野を睨にらみつける。

「……随ずい分ぶんといい趣しゆ味みしてるわね、あなた」

「壁かべの外で人間やってりゃ大体こんなノリさ。一日の八割は恋バナとメールだ。〈十じゆう字じ架か〉にいたら絶ぜつ対たい見られない景色だろうな」

「………。ずっと不ふ思し議ぎに思ってたんだけど、あなた共きよう棲せい者しやはどうしてるの？　発ほつ作さはもう始まってるんでしょ？」

　そう問いかけた瞬しゆん間かん、星野の表情が凍こおりついた。先さき程ほどまでの気安さが噓うそのように冷たい眼まな差ざしとなる。彼女は横を向き、一言「いない」と答えた。

「いないって……」

「そんなもんなくたってあたしはやってける。大体あんた達は人間の好意に甘えすぎなんだよ。水や食料、住む場所に安全、おまけに番つがいの相手までもらってる。貴き族ぞくじゃあるまいし、働きもしないでそれだけの環かん境きようをもらおうなんて虫がよすぎる」

　葉桜はむっとしたように眉まゆをひそめた。

「私達は……ちゃんと相そう応おうの対たい価かを支し払はらってるわ」

「対価？　反物質プラントや量子計算機のことか？　あれはあたしたちの技ぎ術じゆつじゃない。もう気が遠くなるくらい昔にご先せん祖ぞ様の作った全ぜん盛せい期きの遺い物ぶつだ。今のアポストリにあれをゼロから作る能力があるか？　バルバロイがローマ人の遺い跡せきを暴あばいて、建けん材ざいを切り売りしてるようなもんだ。全部掘ほりつくしたら、それで終わりだ」

「………。随分と、他ひ人と事ごとみたいに喋しやべるのね」

「他人事だからな。言ったろ、あたしはアポストリが大ッ嫌いなんだ」

　そう吐はき捨すてるような口調で言う。葉桜は押し黙り、それからもう幾いく度ど目めかになる違い和わ感かんを覚えた。

　一体なぜこの少女はこれほどまでに自分の出しゆつ自じを忌いみ嫌きらうのか。たとえ何者かのバックアップがあったところで、壁の外でアポストリがただ一人暮くらしていく苦労は生なま半はん可かなものではないだろう。生理的な問題もあるし何より心の距きよ離りが大きい。同じ日本人でも、居きよ留りゆう区くにいる人々とそれ以外ではアポストリに対する心理的な抵てい抗こう感かんが異ことなる。隣となりにアポストリがいても気にしない居留区民と、良きにつけ悪しきにつけ意い識しきしてしまう壁の外の人々。その違ちがいを彼女は今回の東京行きで強く思い知らされていた。

　そうした苦く難なんがあってなお壁の外で暮らし続ける理由、同族の助けを拒きよ否ひし続けるわけ──。一体それはなんなのか。

　そこまで考えて、ふっと彼女は耳をそばだてた。

　遠くで何か聞こえたが気がする。彼女は虚こ空くうに視し線せんを彷さ徨まよわせ、獲え物ものの所しよ在ざいを探さぐる猟りよう犬けんのように鼻をひくつかせた。

「どうした？」

　不ふ審しんげに問いかける星ほし野のを、葉は桜ざくらは「しっ」と押おしとどめた。片かた手てを耳に当てて目を伏ふせる。

　………。

　今度は確たしかに聞こえた。人の声──怒ど声せいだった。それほど遠くない場所で誰だれかが激はげしく言いい争あらそっている。その中に聞き覚えのある女の声を認みとめた気がして、葉桜ははっとなった。鼻にかかった甘ったるい声、まとわりつくような粘ねばっこい声せい質しつ。

「……っ！」

　軋きしるような声を上げて葉桜は顔を上げた。それ以上は確かく認にんする必要などなかった。蛍けい光こう灯とうの光が作り出すまだらな薄くら闇やみ、その奥おくを睨にらみつけて走り出す。

「お、おい！　待てよ！」

　背せ中なかにかかる星野の声を振ふり切きるようにして葉桜は疾しつ走そうした。




　一体何が起きてるんだ？

　学まなぶは固かた唾ずを吞のんで、眼がん前ぜんの光景を見つめていた。

　数分前まで、この場には彼と〈渦うず巻まき〉しかいなかった。だが今は武ぶ装そうした男達が数名、トンネルの出口に立ちふさがっている。彼らは一いち様ように硬かたい表情で〈渦巻き〉を見み据すえていた。

「何度も言わせないでほしいわね、話があるなら後にしてって、聞こえなかった？」

〈渦巻き〉の声は冷たく通路に響ひびき渡わたった。だが男達は身動き一つしない。そのうちの一人、二にの腕うでの太いがっしりした体格の男が一歩前に進み出た。

「上に確かく認にんしたよ。今回のミッションは一体どうなってるんだとな。そしたらなんて言われたと思う？　そんな指し示じは出してない、とっとと帰ってこいだとさ。おい、こりゃ何の冗じよう談だんだ？」

「さぁ、あなたの確認した人が寝ね惚ぼけてたんじゃない？　ま、どっちでもいいわ。帰りたいなら帰ったら？　もう、うんざり」

「なんだと」

「素しろ人うとじゃあるまいし、民間人一人殺したくらいでぎゃあぎゃあうるさいのよ。だいたい、この子達を見つけた時点でもうあなた方の役目は終わってるの。だからもう帰っていいわよ。……ああ、行く前に例のアポストリ二人はここに連れてきてちょうだいね。金きん髪ぱつの方はこの場で始末するから」

「……ふざけるな」

　押し殺した声で言って男が銃じゆうを構かまえた。虚うつろに開いた銃口が〈渦巻き〉を見み据すえる。〈渦巻き〉はすっと半はん眼がんになってその銃じゆう口こうを見つめた。

「なんのつもり？」

「貴き様さまを拘こう束そくする。貴様が何者か、駐ちゆう屯とん地ちに戻もどってからたっぷり尋じん問もんしてやる。さぁ、おとなしく武ぶ器きを捨てろ。余よ計けいな手間を取らせるな」

「拘束ぅ？」

〈渦うず巻まき〉の首が傾かたむいた。頰ほおの筋きん肉にくが歪ゆがみ、露ろ骨こつに嘲あざけるような笑えみが浮うかんだ。彼女は手の中のナイフをくるくるともてあそんだ。

「面おも白しろいこと言ってくれるじゃない。誰だれが、誰をつかまえるって？」

「………」

「つかまえられるって思ってるんだ。ああ、そっか。わたしがナイフであなたが銃だから？　確たしかにねぇ。わたしがこれで斬きりかかろうとしたら、そっちへ行く前に蜂はちの巣すにされちゃいそうだもの。投げるっていっても、こんな大きなナイフそうそうまっすぐ飛ばないし。あらあら、どうしましょう。困こまったわぁ」

「おい、貴様いい加か減げんに」

「分かったわ、降こう参さん降参。そうよねぇ、ただのナイフじゃ銃には敵かなわないもの。こんなところで振ふっても、ぜんぜん届とどかない……し！」

　刹せつ那な、空気を裂さく鋭するどい音がした。視し界かいの端はしを何かが横切ったように感じる。直後、つんざくような悲鳴が響ひびき渡わたった。中央に立っていた男の手首から先が消しよう滅めつしている。ごろんと重い音をたてて銃を構かまえた手が床ゆかに落ちた。それを見み届とどけるまもなく〈渦巻き〉が床を蹴けった。片かた膝ひざを立てた姿し勢せいで腕うでを大きく手前に引く。

「……ＨＡ！」

　銀光が宙ちゆうを薙ないだ。楔くさび状じように分かれた刃が軌き道どう上じようにいる男達を斬きり裂さく。血ち飛沫しぶきが舞まい、あちこちで悲鳴と怒ど声せいがあがった。だが相手も素しろ人うとではない。何人かはすぐ立ち直り、〈渦巻き〉に向かって銃じゆう撃げきをくわえた。壁かべや床のコンクリートが音をたてて爆はぜる。そのうちの一発が学まなぶのすぐ傍そばをえぐった。

「……っ!!」

　冗じよう談だんではない。こんなところで横になっていたら、連中のとばっちりで蜂の巣になりかねない。学は身体をよじった。幸さいわい〈渦巻き〉は戦せん闘とうに夢中でこちらに気づいていない。逃にげるなら今のうちだった。

（といっても……な）

　学は舌した打うちした。両手両足を縛しばられている状じよう況きように変化はない。身体を折り曲げては伸のばし、芋いも虫むしのように床を這はっていくしかなかった。

　とにかく少しでもここから離はなれよう、そう思って身体を横に倒たおした時だった。ドンと乱らん暴ぼうな音をたてて黒の編あみ上あげブーツが学の視し界かいを遮さえぎった。

　恐おそる恐おそる顔を上げる。そこに血走った目でこちらを見下ろす男の姿すがたがあった。厚ぼったい唇くちびるの隙すき間まから荒あらい息を漏もらし、寸すん詰づまりなライフル銃じゆうをこちらに向けている。

「動くな」

　男が言った。学まなぶは目を瞬またたいた。馬鹿野郎、おまえの敵てきはこっちじゃない。あっちだろう。俺なんかに構かまわずあの女と戦えよ。そう思ったが声が出ない。男の指がくいとトリガーにかかる。

「おとなしくしてろ、いいか、もし少しでも動いたら──」

「動いたらなんだっていうのよ」

　男の背はい後ごで静かな声が上がった。はっとなって男が振ふり返かえる。だがそれより早く、男の首くび筋すじに稲いな妻ずまのような勢いきおいで手刀が振ふり下おろされた。ゴンという鈍にぶい音、低い呻うめき声ごえを上げて男が崩くずれ落ちる。その向こうにキラキラと輝かがやく鮮あざやかなブロンドが見えた。赤いリボンタイブラウスに白のバルーンスカート、大きな瞳ひとみがぎゅっとすぼまってこちらを見つめている。

「は、葉は桜ざくら……？」

　学はぽかんと口を開けた。

　なんでこいつがこんなところに。呆あつ気けに取られる彼を葉桜はきつい視し線せんで睨にらみ付つけた。

「なに、こんなところで寝ね転ころがってるのよ」

「ね、寝転がって……？」

　ぐいと、襟えり首くびを摑つかんで引き起こされる。両手両足を縛しばられているため、身体が無理なところで折れ曲がり海え老び反ぞりになった。ネクタイの結び目が締しまり喉のどを圧あつ迫ぱくする。慌あわてて制止しようとして、だが学は葉桜の表情に気づいた。紅こう玉ぎよくのような瞳がじわりと潤うるんでいる。彼女はぎゅっと下した唇くちびるを嚙かみしめて学を見つめていた。

「どれだけ……どれだけ心配したと思ってるのよ……！」

「………」

「散々えらそうなこと言っといて、あなたは私を見下ろして好き勝手に命令してるくらいで丁ちよう度どいいのよ。それがなによ、こんな無ぶ様ざまな格かつ好こうで。もしあなたに何かあったら私、私──」

「……悪い」

　学の言葉に、葉桜は感かん極きわまったように顔を伏ふせた。襟を摑む手に力がこもりシャツの生き地じが歪ゆがむ。細い肩かたが小こ刻きざみに震ふるえていた。

　なんと声をかけたらよいのか分からず、それでももう一度彼女の名前を呼よぼうとした時だった。

「お取り込み中悪いけどさ、さっさと逃にげた方がよくね？」

　唐とう突とつに耳元で声が響ひびいて学は飛び上がりそうになった。いつの間に現れたのか、彼らのすぐそばに星ほし野のがしゃがみこんでいた。手の甲こうに顎あごを預あずけ、ひどく面めん倒どうくさげな表情になっている。

　葉桜はぎろりと星野を睨にらみ付つけて、それからようやく気づいたというように周囲を見み渡わたした。〈渦うず巻まき〉と男達の戦せん闘とうはより一いつ層そう激はげしさを増ましていた。銃じゆう声せいと怒ど号ごう、跳ちよう弾だんが空気を切きり裂さき舞まい踊おどるナイフの刀身が蛍けい光こう灯とうの光を浴びて煌きらめいている。葉は桜ざくらはぱちぱちと目を瞬またたいた。

「な、何が起きてるの、これ？」

「知るか。とにかく今のうちにここを離はなれるぞ。連中には好き勝手やりあわせとけばいい」

　星ほし野のに縄なわを解といてもらいながら学まなぶはつぶやいた。痛いたむ手首を揉もみほぐし身体を起こす。瞬しゆん間かん、両足に痺しびれが走り身体のバランスを崩くずしそうになった。慌あわてて踏ふみとどまり吐と息いきを漏もらす。畜ちく生しよう、あの女ひどい縛しばり方かたしやがって。

「大だい丈じよう夫ぶ、走れそう？」

「ああ、心配するな。行くぞ」

　その時、タイミング悪くナイフを振ふり抜ぬいた〈渦うず巻まき〉がこちらを見た。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた双そう眸ぼうが大きく見開かれる。にぃっと、唇くちびるの端はしが裂さけたようにつりあがった。

「やばっ……！」

　両足を開いた姿し勢せいで〈渦巻き〉がナイフを逆さか手てに持ち替えた。刹せつ那な、長く伸のびきった刀身が急な角度を描えがいてこちらに襲おそいかかる。慌てて葉桜の肩かたをつかみ床ゆかに伏ふせさせた。間かん一いつ髪ぱつ、頭上を死の風が走はしり抜ぬける。

「どこ行くのぉ？　だめよ、ちゃんとお行ぎよう儀ぎよくしてないと」

　言いながら、すっと学達の方に歩を進める。そのとき彼女の背はい後ごで銃じゆう声せいが轟とどろいた。銃じゆう弾だんが飛ひ来らいし〈渦巻き〉の青白い頰ほおに一ひと筋すじ、赤い線が走る。

「……っ!!」

　軋きしるような声を上げて〈渦巻き〉が背はい後ごの男を睨にらみつけた。右手にナイフを握にぎったまま左ひだり腕うでを一直線に伸ばし、構かまえたピストルで男の眉み間けんを射い貫ぬく。どうっと、もんどりうって男が倒たおれた。だがその様よう子すを学は最後まで見ていなかった。脱だつ兎とのように踵きびすを返し、葉桜の手を引いて走り出している。

「ま、学、ちょっと手はなして、一人で走れるから……！」

　慌てた声で叫さけぶ彼女を無む視しし、トンネルの中をひたすら走り続ける。似にたような景色が飛ぶように左右を過ぎていった。どちらに進むべきか考えている余よ裕ゆうもない。ただ、今はあいつを振り切ることさえできればよかった。

　どのくらい走っただろう。唐とう突とつに視し界かいが開けた。

　一いつ瞬しゆん、外に出たのかと思った。それくらい巨きよ大だいな空間が眼前に広がっていた。円柱形のホール、いや縦たて穴あなだった。直径にして数十メートルはあるだろうか、あたかも大型ミサイルのサイロのようなスペースが空に向かい伸びている。その壁かべには作業用のタラップやケーブル・パイプが張はり付つき、ややグロテスクな内ない観かんを見せていた。

　光の加か減げんだろうか、周囲のコンクリートは黄ばんだ緑色に染そまっている。照明の影かげになって分かりづらいが、よく見ると鉄製の折り返し階段が壁かべ際ぎわをジグザグに走っていた。その先には幾いく筋すじもの梁はりが通された赤い鉄製の天てん井じようが見える。ぽかんと天井を見上げる学の横で、葉桜がつぶやいた。

「あの階かい段だんを上れば地上に出られそうね」

　学まなぶは眉まゆを持ち上げた。地上？　じゃあここは地下なのか。なんで東京の地下にこんな場所が──、いや今はそんなことを気にしている場合じゃないか。

「とにかく急ごう。いつあいつが追いついてきてもおかしくない」

　こくりとうなずいて葉は桜ざくら、やや遅おくれて星ほし野のが走り出す。だが次の瞬しゆん間かん、何かへ蹴け躓つまずいたように星野の膝ひざが崩くずれた。学は慌あわてて星野の傍そばに駆かけ寄より細い腕うでをつかんだ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　あとちょっとの辛しん抱ぼうだから、そう言おうとして彼は眉まゆをひそめた。星野の額ひたいに玉のような汗あせが浮うかんでいる。頰ほおが震ふるえ、苦しげな吐と息いきを漏もらしている。

「おい……星野」

「わりぃ、ちょっと疲つかれてるみたいだ。はは、少し走ったくらいで情なさけないな、あたし」

「疲れた……って、おまえ」

「大丈夫、ほら行くぜ。あの姉ちゃんに置いてかれるぞ」

　そういうと星野は走り出した。気のせいか、その足取りがややふらついているように見える。学は首を傾かしげながら彼女の背せ中なかを追った。

　無む限げんにも思える階段を上り切り、天てん井じように設もうけられた開かい口こう部ぶを抜ぬける。その先にあったのは屋や根ね裏うらのような狭せま苦くるしいスペースだった。ほこり臭くさい室内の片かた隅すみに背の低い螺ら旋せん階段が設けられている。その上に、人一人がくぐり抜ぬけられるくらいの引き戸が見えた。

　ノブを捻ひねった瞬しゆん間かん、扉とびらは何の抵てい抗こうもなく開いた。さぁっと清せい浄じような空気が顔に吹ふき付つける。四角く切り取られたドア枠わくの向こうに藍あい色いろの夜空が見えた。

　外だ。

　学は冷たい空気を胸むねいっぱいに吸い込んだ。外だ、戻もどってきたのだ、自分たちは。

　一体どのくらい地下にいたのか、太陽の光は欠かけ片らもなく、夜のしじまだけが辺あたりを満たしていた。周囲には背の高い樹じゆ木もくが生い茂り、その向こうに天を衝つくような高こう層そうビル群ぐんが見える。荒あらい息をつきながら辺あたりを見み渡わたすと、並なみ木き道みちの向こうにちらりと案内板が見えた。

『日ひ比び谷や公園』、そこにはそう書かれていた。

「ねぇ学、あれ、見て！」

　葉桜が彼の袖そでを引いてビル群の一いつ箇か所しよを指さした。

　重なり合った枝葉の向こう、城じよう壁へきのように連なるネオンの手前に身覚えのある建物が見えた。オレンジ色にライトアップされた背の高い建物、彼らが最初に泊とまっていたホテルだった。

　距きよ離りにして一キロもないだろう。あそこにたどりつけばとりあえず助けを求めることができる。敵てきの手がどこまで及んでいるか分からないが、少なくとも先ほどのようなドンパチを始めることはできまい。ホテルに到とう着ちやくして一いつ刻こくも早く父親に連れん絡らくを取る。それがこの馬鹿げた騒さわぎを終わらせる唯ゆい一いつの手しゆ段だんに思えた。

　周囲に人ひと影かげはない。今のうちにホテルへ向かおう、そう言おうとした時だった。

「おい、南みなみ方かた！　危あぶない、後ろ！」

　悲鳴のような星ほし野のの声、振ふり向むくとそこに銃じゆうを構かまえた〈渦うず巻まき〉がいた。地下へ続く扉とびらの向こう、闇やみの中から浮うかび上あがるようにして白い面おもてが嗤わらっている。

「……っ！」

　全身の体毛が逆さか立だつような感かん覚かく。銃じゆう声せいが轟とどろく寸すん前ぜん、学まなぶは葉は桜ざくらの肩かたを押おしていた。葉桜が驚きよう愕がくを顔に張はり付つかせて後こう退たい、反動で学は下した生ばえに尻しり餅もちをついた。一いつ瞬しゆん遅おくれて銃じゆう弾だんが彼と葉桜の間を切きり裂さく。その後を追うように怪かい物ぶつが闇やみの中から這はいだしてきた。

　凄せい惨さんな姿すがただった。空色のシャツと白のスカートは返り血を浴び赤黒く染そまっている。右手に構えたナイフからは粘ねばついた液体がしたたり、左手に構えた銃からは熱を孕はらんだ硝しよう煙えんがたなびいていた。両の目は爛らん々らんと輝かがやき狂きよう気きにも似にた光を放っている。彼女は口元を大きく歪ゆがめ、白い歯を見せた。右手に星野と葉桜、左手に学を睥へい睨げいしてこくりと首を傾かたむけた。

「随ずい分ぶん手て間ま取らせてくれるじゃない。……もういいわ、雛ひな鳥どりさえ手に入ればあとはどうでも。とりあえず、坊やから死ぬ？」

　笑いを含ふくんだ声で言って、ナイフの切っ先を学に向ける。瞬しゆん間かん、反対側にいた葉桜が一切の躊ちゆう躇ちよ無しに地面を蹴けった。

「……バカ！　葉桜、来るな！　逃にげろ！」

　思わず叫さけび声ごえを上げるが、わずかに遅おそい。〈渦巻き〉が振り向き様にナイフを振る。途と端たん、無数の楔くさびに分かれた刃が唸うなりをあげて葉桜に襲おそいかかった。それは彼女たちの頭上を覆おおう並なみ木きを切り裂き、花吹雪のように無数の葉を舞まわせた。

　星野の悲鳴が響ひびき渡わたる。だが葉桜に怯ひるんだ様よう子すはない。伸のび切きった刀身をかいくぐるように〈渦巻き〉へ突とつ進しん、肩かたの布地を楔に擦こすらせながら肘ひじ打うちを叩たたき込こむ。だがインパクトの寸すん前ぜん、下から突つき上あげるようにナイフの柄つかが葉桜の腕うでを跳はね上あげた。いつの間に銃から持ち替えたのか、〈渦巻き〉のもう一方の手が大おお柄がらな反そり身みのナイフを握にぎっている。ハイヒールの底そこが葉桜の腹部に突つき刺ささった。たまらず弾はじけ飛とぶ彼女に向かって、〈渦巻き〉は二本目のナイフを振ふり抜ぬいた。

　ザァァッ！　と二つに増ふえた銀光が虚こ空くうを乱らん舞ぶする。それはあたかも獲え物ものを求めて荒あれ狂くるう双そう頭とうの大だい蛇じやのようだった。学は恐きよう怖ふを覚えるより先に呆あつ気けに取られた。無茶苦茶だ。左右のナイフを別々にあれだけ複雑な軌き道どうを制せい御ぎよするなんて、人間業わざじゃない。いったいどういう運動神しん経けいをしているのか。

「こ……の……！　キワモノっ！」

　歯は軋ぎしりしながら葉桜が後ろに飛とび退すさる。あの刃が全て銀製だとすれば、舞まい踊おどる光へわずかに触ふれただけでアポストリには猛もう毒どくとなる。近づこうとしても近づけない。最悪の相性だった。

「葉は桜ざくら、いいから星ほし野のを連れて逃にげろ！　無理だ！」

「ふ、ふざけないで！　学まなぶを置いて行けるわけないでしょ！」

　学は舌した打うちした。予想通りの回答、彼がここにいる限かぎり葉桜は絶ぜつ対たいに退ひかない。であれば彼が何とかするより他ない。

　何かないか、状じよう況きようを打だ開かいできる物、奴やつの注意を引けるような物は。

　血走った目で周囲を探さがす。瞬しゆん間かん、暗くら闇やみに慣なれた視し線せんが地面に落ちた空あき缶かんをとらえた。

「〈渦うず巻まき〉！」

　叫さけびながらそれを拾う。そのまま渾こん身しんの力で〈渦巻き〉の後こう頭とう部ぶに投げつけた。途と端たん、まるで背せ中なかに目がついていたかのように〈渦巻き〉が振ふり向むいた。刃が軌き道どうを変え、空中の空き缶を一いつ刀とう両りよう断だんに切きり裂さく。だがそれを見み届とどけるより前に学は走り出していた。〈渦巻き〉と葉桜の横をすり抜ぬけ星野に向かって駆かけ寄よる。

「ちょっ!?　ちょっと学……！」

　置き去りにされた葉桜が慌あわてた表情で振り向く。構かまわず、学は星野の腕うでをつかんだ。葉桜は心配ない。彼らが逃げれば一いつ緒しよについてくるだろう。とにかく星野を少しでも〈渦巻き〉から遠ざける。それだけを考えて彼女の腕を引いた時だった。ぐっと岩をつかんだように彼の身体が引ひき戻もどされる。

「星野……？」

　眉まゆ根ねを寄せ星野の顔を見る。彼女はぎゅっと下した唇くちびるを嚙かんで俯うつむいてた。大きなアーモンド型の瞳ひとみが地面を睨にらみ付つけている。何かを思い悩なやむような表情、学は顔をしかめた。

「………？　ほしの？」

「何やってるの！　二人とも！」

　叫さけび声ごえをあげて葉桜が後こう退たいしてくる。その後ろに爛らん々らんと目を輝かせる〈渦巻き〉が続く。舞まい散ちる木の葉に包まれ近づいてくるその姿すがたは、吹雪の中を突つき進すすむ重戦車のようにも見えた。

「くそっ」

　舌した打うちしながらもう一度強く星野の手を引く。先さき程ほどの抵てい抗こうが噓うそのように、星野の身体がこちらに引き寄せられる。彼女はまだ強こわばった表情で地面を見つめていた。学は彼女の肩かたをつかむようにして木立の奥おくに走り出した。

「逃げられると思ってるのぉ？」

　笑いを含ふくんだ声とともに、周囲の空気が切り裂かれる。断たち切きられた枝葉が学の視し界かいを遮さえぎった。傍かたわらで唸うなるような声を上げて葉桜が立ちどまる。靴くつ底ぞこを滑すべらせ、そのまま〈渦巻き〉の方に向き直った。

「葉桜……!?」

「いいから走り続けて！」

　声を荒あらげて傍らの並なみ木きを睨にらみつける。そのまま上じよう体たいを捻ひねるようにして拳こぶしを叩たたき込こんだ。耳を聾ろうするような破は裂れつ音おんとともに、ぐらりと巨きよ木ぼくが揺ゆらぐ。それは苦く痛つうに悶もだえるように幹みきを揺らしながら〈渦うず巻まき〉の方へ倒たおれかかった。

「………！」

　地じ響ひびきとともに衝しよう撃げき波はが学まなぶの背せを叩たたく。わずかに遅おくれて、葉は桜ざくらが走り続ける彼らに並ならぶ。

「やったか……!?」

　問いかける学に、だが葉桜は首を振ふった。ぐっと険けわしい表情で下した唇くちびるを嚙かむ。

「だめ、よけられた。なんなのよあれ……非ひ常じよう識しきにも程ほどがある」

　おまえが言うか。一いつ瞬しゆんそう口にしかけたが、学は努めて鹿しか爪つめらしい表情を保たもった。

「とにかく早くホテルに向かおう。さすがにあいつもそこまでは追ってこないだろ」

「……だめだ」

　ふっと断たち切きるような声が学の耳じ朶だを打った。沈ちん黙もくし傍かたわらを見る。蒼そう白はくな顔の星ほし野のが、硬かたい表情で眼がん前ぜんの闇やみを見つめていた。学は片かた方ほうの眉まゆを持ち上げた。

「何言ってるんだ、おまえ」

「あいつにそんな常識は通用しねぇ。あたしを手に入れるためなら、あいつはあと何人でも殺す。それがアポストリでも民間人でも関係ない」

「じゃあどうするんだよ。ここでずっと奴やつから逃にげ回まわるのか。連中だっていつまでも仲間割れしてるとは限かぎらないんだぞ。これ以上追っ手が増ふえたら今度こそ逃げ切れなくなる」

「………」

　その動きがあまりに自然だったため、学は一瞬対たい応おうできなかった。星野がするりと学の手から腕うでを抜ぬき立ち止まる。彼女は薄うすい唇くちびるを一直線に引き結んで、学を見み据すえた。

「あたしが……なんとかする」

「なんとかって」

「要は奴を倒たおせばいいんだ。大だい丈じよう夫ぶ、あたしだってアポストリだ。素直に狩られるばかりじゃないさ」

「ばっ……」

　馬鹿な！　学はそう叫さけびたくなった。簡かん単たんに倒せるような相手なら、既すでに葉桜がなんとかしている。あれは──〈渦巻き〉はそんな気楽な存そん在ざいじゃない。アポストリを狩るために、ただそれだけのために磨みがき上あげられた殺さつ戮りく機械だ。だが学がそれを言うより前に、すっと星野が口を開いた。

「あんた達はこのまま行ってくれ。あたしがいなきゃ奴も追ってこないだろ。ホテルに戻って南みなみ方かた大使に連れん絡らくを取ってくれ。運がよけりゃ、そっちが間に合うかもしれない」

「ふざけんな……、散々巻まき込こんで今いま更さらなに言ってるんだ。俺は──」

「頼たのむよ、南方学」

　星野がすがるような声で言った。彼女は苦く悩のうに近い何かを、その整った顔に浮うかべていた。

「あたしは……失敗した。あんたを頼たよるべきじゃなかった。一人で南みなみ方かた大使を捜さがすべきだった。その報むくいがこれだ。関係ない人間を何人も死なせちまった。うんざりなんだよ、あたしのせいで誰だれかが死ぬのは、もう……もうこれ以上」

「星ほし野の……」

「だからあたしは行くよ、南方学まなぶ。ありがとう、最後にあんたと会えてよかった」

　そう言って星野はふっと微ほほ笑えんだ。それはなんの衒てらいもない、童女のように朗ほがらかな笑え顔がおだった。言葉を失う学に背せを向け彼女は身を翻ひるがえした。そのまま彼らが逃にげてきた方向、〈渦うず巻まき〉が待つ方角に走り出す。

「ま、待てよ！」

　はっと我に返り声を掛かける。

「一人であいつとやり合うなんて無茶だ！　死ぬ気か！」

　星野はふっと肩かた越ごしに振ふり返かえった。やや吊つり気ぎ味みの目め尻じりを下げ、穏おだやかな笑えみを浮うかべる。

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしは死なない。死ぬわけにはいかないから」

　そう言うと、星野は今度こそ彼らに背せを向け夜の闇やみに吸い込まれていった。学は呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくしていた。耳の痛いたくなるような沈ちん黙もくが周囲を支配する。ぐっと下した唇くちびるを嚙かみ、藪やぶの奥おくを見み据すえるが〈渦巻き〉の姿すがたは見えない。戦いの場が彼らから遠ざかっていったことを、学は認みとめるしかなかった。

「ま、学……」

　葉は桜ざくらがおずおずと声をかけてきた。学は硬かたい表情で拳こぶしを握にぎりしめた。何も出来なかった、苦い思いが胸むねの奥から込み上げてくる。頼るべきじゃなかった？　今いま更さら何を言ってるのか。だったら最初から一人で何とかしてみろっていうんだ。あんな必死な表情で、あんな思おもい詰つめた顔で彼を頼っておいて──。

「……っ」

　喉のどの奥から唸うなるような声を上げて顔を伏ふせる。額ひたいを流れる汗あせが目に入り、痛いたみを訴うつたえた。いらだたしげに頭を振ふり、ポケットからハンカチを取り出そうとする。瞬しゆん間かん、指先が何か硬い物に触ふれた。

　怪け訝げんに思いそれを取り出す。見覚えのある茶色の革かわ細ざい工く、星野の財さい布ふだった。そういえばホテルで取り上げて以来返かえし忘わすれていた。ていうかあいつ金も持たずにホテルを飛び出そうとしていたのか、そうつぶやいて財布を開けた瞬しゆん間かん、ばらばらと中身が地面に散らばった。留とめ具ぐがきちんと留まっていなかったのか、舌した打うちして学は腰こしをかがめた。落ちた小こ銭ぜにを拾い集めようとして、その中にふっと異い物ぶつを認みとめる。鮮あざやかな桃もも色いろの紙し片へん、不ふ審しんに思い取り上げて学は息を吞のんだ。小さく折おり畳たたまれた紙片、それは折り紙で作られた花か弁べんだった。

　鮮やかに蘇よみがえる記き憶おく。病院、長く伸のびた廊ろう下か、長なが椅い子すに腰こし掛かけ必死な表情で折り紙を作り続ける少女。

『──と仲良くしてあげてね……学まなぶ』

　ああそうだ、今ならはっきりと思い出せる。あの病院で出会った女性と少女、彼女達は二人とも真紅の瞳をしていた。
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（ふざ……けるな）

　指先に力がこもる。何年前のことだと思っているのか、わずかに一度、本当に短い時間一いつ緒しよにいただけだ。事実学は昨日までそのことを思い出しもしなかった。だが星ほし野のは違ちがったのだろう。彼女はたった一いつ瞬しゆんの、その出会いにすがるしかなかった。誰だれも信じられない、誰が味方かも分からない。そんな彼女の最終的な拠より所どころがこの折り紙だった。その事実が、学の心を激はげしく揺ゆさ振ぶった。

　折り紙を胸むねポケットに入れ、きっと茂みの奥おくを見つめる。彼の様よう子すが変わったことに気付いたのか葉は桜ざくらが眉まゆをひそめた。

「学……？」

「葉桜、おまえはホテルに行って親父と連れん絡らくをとれ」

「おまえは……って、ま、学はどうするのよ」

「俺は星野を追う。あいつが一人で〈渦うず巻まき〉とやりあえるとも思えない。助けが来るまで少しでも時間を稼かせがないと」

　そう言った途と端たん、葉桜の顔がさっと朱しゆに染そまった。柳りゆう眉びを逆さか立だてて学に詰つめ寄よる。

「ふ、ふざけないで！　私一人でここから逃にげろっていうの!?」

「冷静に考えろよ。普ふ通つうの相手ならともかく、敵てきは対アポストリ戦のプロだ。おまえがまともにやりあうのは危き険けんだ。どのみち親父には連れん絡らくしないといけない。二手に分かれる必要があるなら、おまえの方がいいって言ってるだけだ」

「そ、それは──」

「それにだ」

　学まなぶは胸むねポケットに手を当てた。布地越しに薄うすい折り紙の感かん触しよくを確たしかめる。忘わすれかけていた記き憶おく、あの女性が口にした、たった一つのささやかな願い。

「多た分ぶん──これは俺の役目だ」

「？　どういうこと？」

　学は沈ちん黙もくした。どう話すべきか、わずかに思い悩なやんだ末、口を開く。

　その時だった、唐とう突とつに背はい後ごで固い靴くつ音おとが響ひびき渡わたった。

「誰だれ……!?」

　葉は桜ざくらが誰すい何かの声を上げた。はっとなって振ふり返かえる。闇やみの中にぼうと三つの影かげが浮うかび上あがっていた。

　貴き人じんとそれを守る衛えい士しのようだった。中央に立つのはベレー帽を被かぶった細身の少女。ハーフコートの裾すそを翻ひるがえし、凜りんとした空気をまとってその場にたたずんでいる。切れ長の瞳ひとみはすっと細められ、冷ややかな視し線せんをこちらに向けていた。艶つややかな黒くろ髪かみが風にそよぎ白い頰ほおを撫なでている。不自然なまでの美び貌ぼう、腕うでの良い彫ちよう刻こく家かが心しん血けつを注いで作り上げたように繊せん細さいな造ぞう形けい。周囲を圧あつ倒とうして立つその様よう子すは、あたかもスポットライトを浴びて立つ歌姫のようだった。

　その両りよう脇わきに控ひかえるのは双ふた子ごのように酷こく似じした少女達、こちらは中央の少女と対たい照しよう的てきにひどく存そん在ざい感かんが薄うすい。黙だまって立っていれば本当に影かげ法ぼう師しとしか見えないだろう。彼らは暗色のロングコートを身に纏まとい、寸すん分ぶん違たがわぬ表情でその場に立ちつくしていた。

　ベレー帽の少女はこちらに顔を向けると、ふっと小首を傾かしげた。

「……これはこれは、〈夏エスターテ〉の葉桜殿じゃありませんか。こんなところで何をしていらっしゃるのかしら？」

「と、灯とう籠ろう参さん事じ官かん……!?」

　裏うら返がえった声を上げて葉桜が後あと退ずさる。何が起きたのか、状じよう況きようが飲み込めず目を瞬またたかせる学に灯籠と呼よばれた少女がつっと視線を向けた。その瞳ひとみ──真しん紅くの光を放つ双そう眸ぼうが冷気を帯びる。

「南みなみ方かた学……？　大使の一人息子、葉桜の共きよう棲せい者しや……？　ふっ、ふふふ……これは大使に一杯食わされたかしら」

「なに……？」

　眉まゆをひそめる学を前に灯籠が腕を伸のばした。瞬しゆん間かん、彫ちよう像ぞうへ命を吹き込んだかのように左右の影法師が動いた。銀光の煌きらめきと共に長い袖そでから特とく殊しゆ警けい棒ぼうが姿すがたを現す。

「なっ……！」

「〈夏エスターテ〉と日本政府、一体どんな絵図を描えがいてるのかしら。何が狙ねらい？　どこからどこまでがあなた達の仕掛け？　まったくもって油ゆ断だんのならない人達。でもそれでいい、それでこそ──私のような者のいる意味がある」

　ゆらりと、双ふた子ごのような少女達が前に踏ふみ出だす。それへ応じるように葉は桜ざくらが一歩進み出た。さっと学をかばうように腕うでを伸のばす。そのまま固い表情で眼がん前ぜんのアポストリ達を見み据すえた。

「灯とう籠ろう参さん事じ官かん、あなたがなぜここにいるのかは知りません。ですが、私達は〈秋アウトウンノ〉に対して何の企くわだてもありません。私達がここにいるのはただの偶ぐう然ぜんです！」

「ただの偶然？　随ずい分ぶんと面おも白しろいことを言うのね。ここは居きよ留りゆう区くじゃない、壁かべの外、一億以上の人間が溢あふれる異い邦ほうの地よ。そこで偶然茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちようの姪めい御ご殿どの──次期評議員候こう補ほのあなたと出会った？　言い訳ならもっとましなものを考えるのね」

「い、言い訳なんかじゃ……！」

「柘ざく榴ろ、十六夜いざよい」

　鈴すずの鳴るような声が葉桜の言葉を遮さえぎった。灯籠がすっと小さく顎あごを持ち上げる。表情から一切の笑えみが消えた。

「〈夏エスターテ〉の御令嬢は歌よりもダンスがお好みみたい。お相手してさしあげましょう。存ぞん分ぶんに、ご満足いただけるまで」

「……っ！」

　ロングコートをまとった少女達が同時に大地を蹴ける。その瞬しゆん間かん、学まなぶは葉桜を押おし退のけていた。

「いい加か減げんにしろ！」

　腹の底そこから声を出して叫さけぶ。空気が震ふるえた。びくりと時が止まったようにロングコートの少女達が凍こおりつく。学は殺気のこもった視し線せんで少女達の向こう──涼すずしげな表情でたたずむ灯籠を睨にらみつけた。

「なんなんだおまえら！　同じアポストリだってのにどいつもこいつもいがみあいやがって！　こっちはおまえらの仲間を助けるために命張はってるんだぞ。一秒でも遅おくれたら星ほし野のがあのイカレ女に殺されるかもしれないんだ。わかってるのか！」

「……星野？」

　学の言葉に、灯籠がくいと片方の眉まゆを持ち上げた。不ふ審しんそうな表情で学を見返す。学はぐっと灯籠を睨みつける視線に力を込めた。

「あの柄がらの悪い、生なま意い気きそうなアポストリだ。どうせおまえらがここにいるのもあいつ絡がらみなんだろ。なんなんだ、あいつは。一体何者なんだよ？」

「………」

　灯籠は沈ちん黙もくしたままじっと探さぐるように学を見つめていた。斬きりつけるような無言の圧力にぐっと堪たえて、学は唇くちびるを引き結んだ。どのくらい時間が経けい過かしただろう、ふっと空気が和やわらいだ。灯とう籠ろうの細い指がハーフコートの襟えりをつかむ。そのままコートの裾すそを翻ひるがえし学まなぶ達に背せを向ける。瞬しゆん間かん、呪じゆ縛ばくが解とけたように葉は桜ざくらが身を乗り出した。

「ちょ、ちょっと参さん事じ官かん！　話はまだ……」

「あなた方はあの子のことを何も知らない、そうなんでしょ？」

　肩かた越ごしに振ふり返かえり、灯籠が言った。冷たい切れ長の瞳ひとみが学達を見み据すえる。葉桜は眉まゆを顰ひそめた。

「？　あの子のことって……」

「分からないならそれで良いわ。お帰りなさい、ここは私達大人の領りよう域いき。子供はもう寝ねる時間よ」

　そう言って灯籠はすっと手を挙あげた。十六夜いざよい・柘ざく榴ろと呼よばれた少女達が、影かげのように灯籠へ寄より添そう。灯籠は顔の半分だけを学に向けて、わずかに眦まなじりを緩ゆるめた。

「一つ忠ちゆう告こくしておくわ。もし次にこの公園であなた方を見かけたら、もう一度見み逃のがせる保証はなくってよ。無事に居きよ留りゆう区くへ帰りたいなら大人しくこの場を立ち去ることね。それでは──ごきげんよう」

　唐とう突とつにざぁっと風が吹ふき抜ぬけた。木の葉が舞まい、灯籠達の姿すがたが闇やみに溶とけ込こんだ。その様よう子すを学はただただ呆あつ気けに取られて眺ながめていた。

「……なんなんだ、一体」

　つぶやくように言って傍かたわらの葉桜を見る。彼女は困こん惑わくと混こん乱らんの入いり交まじった、なんとも形容しがたい表情になっていた。

「おかしい……おかしい……おかしいわ」

　うわごとのようにそうつぶやく。学は眉をひそめて「なにがだ」と問いかけた。葉桜はぎゅっと唇くちびるを引き結んだ。

「〈秋アウトウンノ〉のあんな大物が出てくるなんて、異い常じようよ。あの星ほし野のって子、一体何者なの？　普ふ通つうじゃない……どう考えてもおかしいわ」

「あの灯籠とかいうの、そんなすごい奴やつなのか？　っていうかアウトゥンノとかエスターテとか、一体なんの話だ」

　そう言った瞬しゆん間かん、葉桜は棒ぼうでも飲み込んだような表情になった。まじまじと学を見つめる。

「な、なんだよ……」

　わずかにたじろいで身を引く。葉桜は疲つかれ切きったように肩かたを落とした。首を振りながら深々とため息をつく。

「いくらなんでも物を知らなさすぎよ……。あなた、本当に大使閣かつ下かの息子？」

「なっ」

　思わず気け色しきばんで詰つめ寄よろうとした時だった。ぐっと葉桜が学の鼻面に指を突つきつけた。大きな瞳がじろりと不ふ機き嫌げんそうに学を一いち瞥べつする。

「いいわ、付き合ったげる」

「あ……？」

「あの星ほし野のとかいう子よ、どうせ追いかける気なんでしょ」

「………」

　学まなぶは口ごもった。実じつ際さいそのつもりだったが、まさか葉は桜ざくらからこんなふうに言い出すとは思わなかった。

「ど、どうしたんだよいきなり……気き味み悪い、止めないのか？」

「止めて聞くならいくらでも止めるわよ。でも、学言い出したら聞かないじゃない。いつもいつもいつもいつも、私がどんなに心配したって。勝手に突つっ込こんで勝手に怪け我がして勝手に死にそうになるんだから。だったら最初から私がついてった方がマシよ。それに──、〈秋アウトウンノ〉が動いてるのも気になるし」

　葉桜はそう言って口ごもった。〈秋アウトウンノ〉──またその単語、眉まゆ根ねを寄せる学に葉桜はすっと腕うでを組んでみせた。

「ただし、条件が二つ。一いつ旦たんホテルに行って連れん絡らくだけすませること。で、そこには学もついてくること。いい？　二人一いつ緒しよじゃなきゃ……って、ちょっと！　ちょっと学、どこ行くのよ!?」

　木こ立だちの奥おくに歩き出していた学は、肩かた越ごしに葉桜を振ふり返かえった。

「星野を助けに行くなら早いほうがいいだろ。ちょっとでも遅おくれたら手遅れになるかもしれないんだし」

「れ、連絡はどうするのよ！」

「そんなの星野をどうにかしたあとでもできるだろ。ほら急げよ。あ、あと移い動どうしながらでいいからさっきの話も教えてくれ。〈秋アウトウンノ〉と〈夏エスターテ〉がどうこうとかいう」

　そう言うと、学は真まっ直すぐに公園の奥へ歩き出した。慌あわてて葉桜がその後を追いかけてくる。

　脳のう裏りに浮うかぶのは星野の小こ生なま意い気きな表情。むくれながら、すがるような瞳ひとみでこちらを見る彼女の横顔。間に合えよ、無言のまま学は胸きよう中ちゆうでそうつぶやいた。




　周囲の闇やみからりんりんと虫の音が聞こえてくる。

　星野は油ゆ断だん無く辺あたりを見み渡わたしながら広場に足を踏ふみ入いれた。ぐるりと高さの異ことなる木々に囲まれた丘きゆう陵りよう、中央には石造りの巨大な鐘しよう楼ろうがある。闇やみの中にどっしりとたたずむそれは、あたかも巨きよ人じんの墓ぼ標ひようのように見えた。

　近くに人の気け配はいはない。星野は息を潜ひそめながら鐘楼に歩み寄った。背せ中なかを壁かべに押おしつけ、もう一度慎しん重ちように周囲の様よう子すを確かく認にんする。シャツの生き地じ越ごしにひんやりした石の感かん触しよくが感じられた。

〈渦うず巻まき〉がやってくる気配はない。うまく引きつけられただろうかと考えてやや不安になる。南みなみ方かた学とその共きよう棲せい者しや、ちゃんと逃にげのびてくれればいいが。あいつら意外にトロそうだから、まだどっかでもたついているかもしれない。少し休んだら、もう一度〈渦巻き〉の位置を確かく認にんするか──。そう思った瞬しゆん間かん、どくりと身体の底そこから震ふるえが走った。全身の筋きん肉にくが痙けい攣れんし目の奥おくが鈍にぶい痛いたみを訴うつたえる。無数の虫が身体の中で暴あばれ回まわっているような気分、発ほつ作さだった。

「……っ！　あ……がぁ！」

　星ほし野のはがくりとその場に膝ひざをついた。

　激はげしい吐はき気けに襲おそわれ口元を押おさえる。胃いの内よりこみあげるものを懸けん命めいに抑おさえこむが、苦く痛つうは治おさまらなかった。口と目と鼻から体たい液えきが止めどなく流れ出してくる。

（畜ちく生しよう、畜生、畜生ッ）

　丸めた背せ中なかを震ふるわせながら彼女は毒どく突づいた。前に血を摂せつ取しゆしてから、もう一月以上が経けい過かしている。実じつ際さい、軽い発作はここ数日の間にも何度か起きていた。それを無理矢理抑えつけてきた反動が出たのだ。

　自分の身体は自分が一番よく分かる。もしあのまま学まなぶ達といたら、間ま違ちがいなく彼女は足手まといになっていただろう。そう、南みなみ方かた学は彼女の異い常じように気づいていた。だからこそ、彼は『自分の血を吸え』などと言い出したのだ。それがどれだけ無茶で残酷なことかも知らずに──

　彼女は懸命に呼吸を整えた。

　大だい丈じよう夫ぶ、自分はやれる。まだ戦える。あのお人好しな二人を逃にがすためにも、自分は強くあらねばならない。たとえ両の腕うでが千切れようと、身体を銀の刃に貫つらぬかれようと、ここから先は自分一人でけりをつけてみせる。

「………」

　気づくと発作は弱まっていた。ハンカチを取り出し、涙と唾だ液えきで汚よごれた顔を拭ぬぐう。まだ身体は重いが、動けないほどではない。少し休めば回復するだろう。

　ずずっと鼻をすすり頭を振ふる。とにかく逃げてばかりじゃ何も解決しない。〈渦うず巻まき〉を引きつけ撃げき退たいする。可か能のうなら背はい後ご関係を聞き出し、次の手を打つ。

　星野はウェストポーチを開けその中身を確かく認にんした。リールに巻まき付つけられたトリップワイヤ、学校で受けたトラップ実習の内容を頭の中で反はん芻すうする。

　正直なところ星野はそれほど戦せん闘とうが得意な方でない。アポストリといっても、その身体能のう力りよくは千せん差さ万ばん別べつだ。人間達が思っているように誰だれも彼もが超人的な格かく闘とうセンスを持っているわけでない。たとえて言うなら、レーシングマシンに素しろ人うとを乗せたところで誰もが満足にあやつれるわけではないということだ。身体スペックが高いからといって、それがそのまま白はく兵へい戦せんの強さにつながるとは限かぎらない。ましてや今回の相手は対アポストリ戦のエキスパートだ。経けい験けん値ちの絶ぜつ対たい量りようではかなうはずがない。

　だが場所を選び十分な仕し掛かけを施ほどこせば──、星野はポーチをつかむ手にぐっと力を込めた。手持ちの資し材ざいを効こう果か的てきに活用し〈渦巻き〉に致ち命めい傷しようを負わせる。そのためにはもっと相手の行動範はん囲いを制限できる場所が必要だ。こんな開けた場所ではない。そう、廊ろう下かや階かい段だんの入り組んだ建物のような。

　どこか適てき当とうな場所はないか、そう考えて腰こしを持ち上げかけた時だった。唐とう突とつに背はい後ごの茂みで枝葉のこすれ合う音がした。ぎょっとして振ふり返かえる。いつのまにか虫の音ねが止んでいた。星ほし野のの眼がん前ぜん、木々の連なりの奥おくにコールタールのような闇やみがわだかまっている。

　その中に──、何かの蠢うごめく気配があった。

「誰だれだ」

　星野はかすれた声で呼よびかけた。ポーチの中に指を入れ、ワイヤの先せん端たんをつかむ。〈渦うず巻まき〉だろうか。背せ中なかがじわりと汗あせばみ、濡ぬれたシャツが肌はだに貼はり付つく。心音が早はや鐘がねのようにどくどくと鳴なり響ひびいた。

　ごくりとつばを吞のみ込こみながら周囲に視し線せんを走らせる。淡あわい月明かりが自分の周辺を照らし出していた。間ま違ちがいなく、向こうからはこちらがはっきりと視し認にんできている。対してこちらは相手がどこの闇に潜ひそんでいるかも分からない、ひどく不利な状じよう況きようだった。

「誰だ！　出てこい！」

　闇の奥を睨にらみつけ、声を限りに怒ど鳴なる。返事はない。どうするどうするどうする、一いつ旦たんこちらも並なみ木きの奥に隠かくれるか。いや、だがそれでは暗闇であいつと正面からやり合うことになる。かといってこの場に立ちつくしていても主しゆ導どう権けんを握にぎられ続けるだけだ。考えがまとまらない。混こん乱らんと焦しよう燥そうが脳のう裏りを満たし、冷静な思考を押おし流ながしていく。

　その時、一ひと際きわ大きな音がして茂みが膨ふくれあがった。反はん射しや的てきにワイヤを引き出す。だが月明かりに照らし出された姿すがたを見て彼女は危あやういところで動きを止めた。長く垂たれた耳、白と黒、茶色の混まじった体毛。黒くてかった鼻をひくつかせ、白い尾おを左右に振りながらこちらを見ている。毛け並なみの良い中型犬だった。

　星野はふっと肩かたの力を抜ぬいた。身体中から溶とけた氷ひよう柱ちゆうのように緊きん張ちようが抜け落ちていく。なんて人ひと騒さわがせな。ワイヤをポーチに戻もどし星野は地面に膝ひざをついた。掌てのひらを上に向けて差し伸べると、犬はやや躊躇ためらいながらこちらに近づいてきた。人に慣なれている、よく手入れされた毛並みを見ると多分飼かい犬いぬなのだろう。星野はふっと目め尻じりを緩ゆるめた。

「なんだ、おまえ飼い主とはぐれたのか。間ま抜ぬけな奴やつだな」

　ピンク色の舌したが彼女の掌を舐なめる。熱あつくざらついた感かん触しよくがくすぐったい。星野は肩をすくめながら、もう一方の手で犬の頭を撫なでてやった。黒目がちの瞳ひとみがついと彼女を見上げる。

「とっととご主人様のところに帰りな。あたしと一いつ緒しよにいたらロクな目にあわないぜ」

　笑いを含んだ口調でそう言った時だった。

「──あら、そう言わないで仲間にいれてあげましょうよ。一人じゃ寂さびしいでしょ」

　嘲あざけるような声こわ音ねが彼女の耳じ朶だを打った。背はい後ごに人の気配、はっとなって振り返る。瞬しゆん間かん、月明かりを遮さえぎるようにして人型の影かげが彼女の身体に落ちた。空色のシャツに白のスカート、肩から下げた赤いエナメルのハンドバッグ。一直線に切りそろえられた前まえ髪がみの下で半月型の瞳が煌こう々こうと輝かがやいている。左手には銃じゆう身しんの細長いピストル、女──〈渦巻き〉は唇くちびるの端はしを歪ゆがめ星野を見下ろすように銃じゆう口こうを突つきつけていた。星野は大きく目を見開いた。

　撃げき鉄てつの音、次いでつんざくような銃じゆう声せいが周囲に響ひびき渡わたる。激はげしい衝しよう撃げきが星ほし野のの身体を貫つらぬいた。




「あっ！　あぁ、ああああっ……！」

　激げき痛つう、意い識しきが空白化する。身体の中に火ひ箸ばしを突つっ込こまれたような気分。星野は悲鳴をあげて地面を転ころげ回まわった。涙るい腺せんが決けつ壊かいし、流れ出した涙なみだが頰ほおを伝う。

　撃うたれたのだ、混こん乱らんした意識の中で星野はそう思った。全身が痛いたい、どこを撃たれたのか。腕うでか肩かたか胴どう体たいか、それさえ分からない。立ち上がらなければ、立ち上がって逃にげなければ、そう思うが身体は言うことをきかなかった。涙に滲にじんだ視し界かいの中で〈渦うず巻まき〉が婉えん然ぜんと微ほほ笑えんでいる。彼女はこちらを見下ろしながら、ふっと気取った仕草で銃じゆう口こうの煙けむりを吹き消してみせた。

「へぇ、いい声出すじゃない。素す敵てきよ、あなた。とっても色っぽい」

　言いながら、ハンドバッグの中より白く光るナイフを取り出す。〈渦巻き〉は星野の肩を踏ふみつけると、長く湾わん曲きよくした刀身で彼女の太ふと股ももを貫つらぬいた。

「……うぁうっ！」

　苦く痛つうのあまり身体が海え老び反ぞりに跳はね上あがる。〈渦巻き〉は微ほほ笑えみ、もう一本ナイフを取り出した。

「大だい丈じよう夫ぶよ、殺さないわ。あなた達の急所はよく分かってるから、ちゃぁんと外してあげる。ぴょんぴょん跳ねられないようにするだけ──。やだ、そんな怖こわい顔しないでよ。あなたが悪いのよ？　余よ計けいな手間を取らせるから」

　ざくりと今度は右肩に激痛。もはや悲鳴さえ出ない。〈渦巻き〉は食材でも捌さばくように淡たん々たんと彼女の身体を切きり刻きざんでいった。どくどくと流れ出した血が下草を赤黒く染そめていく。まるでそれと一いつ緒しよに彼女の生気さえ抜ぬけ落おちていくようだった。星野は苦く痛つうと恐きよう怖ふに体を痙けい攣れんさせながら地面に爪つめを立てた。残った力を総動員して、懸けん命めいに〈渦巻き〉から離はなれようとする。

　だが、そんな彼女の努力さえ踏ふみにじるように、眼がん前ぜんへナイフが突き立てられた。鏡のように磨みがき上あげられた刃に、涙と血で汚よごれた自分の顔が映る。〈渦巻き〉はナイフの脇わきにしゃがみ込むと、強い力で彼女の髪かみを鷲わし摑づかみにした。

「あらびっくり、まだ動けるんだ。本当恐きよう竜りゆうみたいにタフなのね、あなた達。もっともっと痛めつけた方がいいのかしら？　ねぇ、どう思う」

「くたばれ、変へん態たい野郎」

　かすれた声で毒どく突づいた瞬しゆん間かん、脇腹に激痛が走った。傷きず口ぐちにナイフの柄えがねじこまれている。星野は裏うら返がえった悲鳴を上げた。〈渦巻き〉はぐっと彼女の髪を握にぎる手に力を込めた。

「口の利きき方かたに気を付けなさい。殺すなって言われてるけど、五体満足で連れてこいって指し示じは受けてないわよ。片足くらい切り落としたげてもいいのよ？」

　星野は唇くちびるの端はしをくいと歪ゆがめた。荒い息をつきながら、〈渦巻き〉を睨にらみつける。

「やってみろよ。そんなナマクラであたしの骨ほねが切れると思ってんのか。どうせなら斧おのか鉈なたでも持ってこいよ。あんたみたいなイカレ女にはそっちの方がお似に合あいだぜ」

「………。よく喋しやべる子猫ちゃんね。決めたわ、足じゃなくてその舌したを切り取ってあげる。それならこのナイフでも十分よね」

　片かた手てに構かまえたナイフを逆さか手てに持ち替え、〈渦うず巻まき〉が彼女の頭を引き寄せようとする。その瞬しゆん間かん、星ほし野のは渾こん身しんの力で身体を折り曲げた。上半身を前に倒たおし〈渦巻き〉の顔に頭ず突つきする形となる。無理な姿し勢せいからの一いち撃げきだ、大した威い力りよくではない。だが相手の意表を突つくには十分だった。

　ふっと彼女の髪かみをつかむ手が緩ゆるむ。その隙すきに星野は身体を起こした。右手を地面につき、転ころがるようにして茂みに向かう。瞬間、激はげしい痛いたみとともにがくりと片かた膝ひざが落ちた。そのままいくら力を込めても動かない。〈渦巻き〉のナイフは精せい密みつな外科手術のように彼女の自由を奪うばい取とっていた。

　くそっ……くそっ！

　毒どく突づきながら、片手で身体を引きずり並なみ木きの奥おくに転ころがり込こむ。背はい後ごから嘲あざけるような哄こう笑しようが聞こえてきた。

「あらあら、そんな身体でどこに行くつもり？　もう、行いき倒だおれて死なれても困こまるのよ。戻もどってらっしゃい、これ以上ひどいことしないから」

　ひゅんと空気を切きり裂さく音とともに、頭上の枝葉が薙なぎ払はらわれる。銀光が彼女の頭ず上じようを縦じゆう横おうに行いき交かっていた。だが正せい確かくには彼女の居い場ば所しよをつかみ切れていないのか、刃の先せん端たんは広い範はん囲いを探さぐるように舐なめている。

　星野は苦しげな喘あえぎ声ごえを漏もらしながら片膝をついた。手早く身体の状じよう態たいを確かく認にんする。右足、動かない。左手、動かない。脇わき腹ばらに銃じゆう創そう、首くび筋すじに火傷やけどのような痕あと。血と汗が剝むき出だしの手足を伝い背せ筋すじを悪お寒かんが走る。意い識しきが熱病にでも冒おかされたようにぼうとしていた。少しでも気を抜ぬけば崩くずれ落おちそうになる。だがまだだ、まだ倒たおれるわけにはいかない。星野はぎりっと奥おく歯ばを食いしばった。

　左足は動く、右手もまだなんとかなる。諦あきらめるものか、絶ぜつ対たいに諦めるものか。彼女は誓ちかったのだ、四年前のあの時に。二度と自分の存そん在ざいを誰だれにも利用させないと。自分のせいで不幸になる者がもうこれ以上出ないようにと。

　星野は顔を上げると、四よつ這ばいに近い姿し勢せいで移い動どうを開始した。




　日ひ比び谷や通りは騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きになっていた。

　日比谷から内うち幸さいわい町ちようの交差点が封ふう鎖さされ、その間に白しろ塗ぬりの軽トラックが何台も止まっている。ルーフ上の赤せき色しよく灯とうが回かい転てんし、アスファルトを斑まだらに染そめていた。隣りん接せつするホテルやオフィスビルの人々が何事かという表情でこちらを見ている。

　南みなみ方かた恵けい吾ごは日比谷公園の東側出口──日比谷門周辺の公こう衆しゆう端たん末まつボックスにいた。周囲を行いき交かう制服姿すがたは警けい務む隊たいのものだ。〈水すい車しや小ご屋や〉のメンバーと思われる政せい策さく課か長ちようを締しめ上あげ星ほし祭まつりの居い場ば所しよを聞き出したのが一日前。その後、手がかりは途と絶だえていたが、夕方頃ごろにある情じよう報ほうが届とどけられた。宇う都つの宮みや駐ちゆう屯とん地ちの陸自部隊が昨夜、秘ひ密みつ裏りに都と心しんへ移い動どうしたのだという。

　その任にん務む・目的は一切不明。ただ部隊から駐屯地に対する最後の通信がここ日ひ比び谷や近辺から行われていた。政策課長より聞き出した星祭の居場所もこの周辺、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは思えなかった。

　恵けい吾ごは端たん末まつの液えき晶しよう画面に意い識しきを集中した。

『連中の所しよ属ぞくが分かった。陸自の中央即そく応おう連隊、その中でも対アポストリ・テロを専門とする部隊だ。通称〈ガラガラヘビ〉。どうも都内に潜せん入にゆうしたテロリスト……反体制派のアポストリを捕ほ獲かくするよう指し示じを受けていたらしい』

「反体制派のアポストリ？　星祭のことですか」

　恵吾は電話向こうの相あい川かわに眉まゆをひそめてみせた。相川は既すでに霞かすみヶが関せきの本省へ戻もどっている。技ぎ術じゆつ交流ミーティングの騒そう動どうから二十四時間以上が経けい過かし、事じ態たいを隠いん蔽ぺいし続つづけるのも難むずかしくなっている。相川は懸けん命めいに関係者を抑おさえに回っているが、謎なぞのアポストリの存そん在ざいは徐じよ々じよに人々の噂うわさに上り始めていた。

　画面に映る相川はひどく疲つかれた表情になっていた。無理もない、恵吾共々昨日からずっと駆かけ回まわってきたのだ。だが事じ態たいは逼ひつ迫ぱくしている。気き遣づかっている余よ裕ゆうはなかった。

「一体どこの誰だれがそんな出で鱈たら目めを流したんですか。すぐに中止するよう言ってください」

『言われなくてもやってるさ。だが部隊は作戦行動が終わるまで無線封ふう鎖さ状じよう態たいだ。こちらからの指示は届とどかない。命令を出した奴やつに直接話をつけようとしたが、これがまたな。途と中ちゆうからたどれなくなってる』

「たどれない……？」

『途中までは正規の命令系統だが、ある時点を境さかいにばったりと記録が途と絶だえている。つまり、どこの誰が最初に指示を出したのかさっぱり不明ってことだ』

　相川は不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。

　恵吾は沈ちん黙もくした。背せ筋すじにぞわりと嫌いやな感覚が走る。一体彼らの相手はどれほどの規き模ぼなのか、どこまで政府中ちゆう枢すうに入り込んでいるのか。闇の中で得え体たいの知れない化け物と格かく闘とうしている気分だった。

『それともう一つ』

　手元の資料を取り上げながら、相川が言った。

『防大で星祭を襲おそった奴だがな、かなり厄やつ介かいな手合いだ。正直警務隊程てい度どじゃ手に負えんかもしれん』

「何者ですか」

　相川が資し料りようをこちらに向ける。細かな説明書きの下に、妙みよう齢れいの女の写真があった。直線的に揃そろえられた前まえ髪がみの下で、暗い半月型の瞳ひとみがこちらを睨ねめつけている。

『通称〈渦うず巻まき〉──、フリーの掃そう除じ屋やだ。金さえもらえば拉ら致ちから殺しまでなんでも請うけ負おう、あっちの業界じゃかなり名の知られた存そん在ざいらしいがな。気になるのはこいつの経けい歴れきだ。陸自の普ふ通つう科か連隊から習なら志し野のの第一空くう挺てい、フランス陸軍の外人落らつ下か傘さん連隊、以い降こうあちこちの民間軍事企き業ぎようを転てん々てんとしている。掃除屋なんてレベルじゃない。こいつは傭よう兵へいだ、それもかなり実戦慣なれしたな』

「傭兵……ですか」

　恵けい吾ごは苦いものでも飲みこんだような表情になった。相あい川かわはこくりとうなずいて資し料りようを机に置いた。肘ひじをつき両手を顔の前で組み合わせ、じっと恵吾を見つめる。

『なんでこんな奴やつが陸自と一いつ緒しよに動いてるか見当もつかんがな。とにかく、星ほし祭まつりを追ってるのはそういう人種だ。白はく兵へい戦せんのプロで対アポストリ戦の経けい験けんも積んでる。並なみの兵士じゃまず相手にならん。できれば特殊急襲部隊ＳＡＴか習志野の特殊作戦群ＳＦＧＰをぶつけてやりたい、それぐらいに思ってる』

「だが時間がありません」

　恵吾は断たち切きるような口調で言った。相川は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした後、眉まゆ根ねに深い皺しわを刻きざんだ。苦く渋じゆうに満ちた表情で『ああ分かってる、分かってるさ』と言った。

『畜ちく生しよう。恵吾気をつけろよ、俺にはそれしか言えん』

「了りよう解かいです。そちらもご武ぶ運うんを」

　短く言って恵吾は端たん末まつを切った。公こう衆しゆう端末ボックスを出て、日ひ比び谷や門もんの向こう──鬱うつ蒼そうと茂る公園の木々を見つめる。

　黒く闇やみを塗ぬり込こめたようにたたずむその姿すがたは、あたかも彼らの向き合う現実を象しよう徴ちようしているようだった。恵吾はコートの襟えりをぐっとたぐり寄せ公園に向かい歩き出した。







　第四話







　ざくざくと下生えを踏ふみ分わけていく。

　感かん覚かくが研とぎ澄すまされ、周囲の空気の流れさえ感じ取れそうに思える。〈渦うず巻まき〉はすっと横よこ髪がみをかき上げ、猟りよう犬けんのように鼻をひくつかせた。血の匂においが大気に混まじっている。あの瘦やせぎすなアポストリ──星ほし野の友とも深み。うまく夜よ闇やみに紛まぎれたつもりだろうが、今の彼女には星野がどちらにむかったのか、手に取るように分かった。あれだけ痛いためつけたのに動けるのは驚おどろきだが、いずれにしろ全力では逃にげられまい。このまま追つい跡せきすれば、すぐ捕ほ捉そくできるはずだ。

「どこまで逃げるのかしらぁ」

　意図して大きな声で叫さけぶ。

　呼こ応おうするように風が吹ふき抜ぬけ、木々の枝葉をざわざわと揺ゆらした。

「ねぇ痛いでしょ？　手当してあげるわよ。本当よ、あなたに死なれちゃ困こまるのよ。……ああ、じゃあこうしましょう。今出てきたらきちんと手当して優やさしく扱あつかってあげる。でも五分遅おくれるごとに一回ずつ、あなたを余よ計けいに切きり刻きざむ。十分遅れたら二回、三十分遅れたら六回。ふふふ、そんなに切り刻まれてもね、あなた達って死ねないのよ。痛いわよ、苦しいわよぅ。嫌いやでしょ？　だから出てきて、ねぇいい子だから」

　言葉を切り、耳をすます。返事はない。こくりと首を傾かたむけ現在の時間を確かく認にんする。時刻は午前一時半、注視している間に秒針が一周、短針がこつりと右に倒たおれる。〈渦巻き〉はふっと口元をほころばせた。

　前方に、船の舳へ先さきのように鋭えい角かく的てきなシルエットを持つ四階建ての建物が立っている。かなり古い建物なのか壁へき面めんは黒く汚よごれ、斑まだらなモノクロームの色合いを見せていた。入り口のプレートを見るに、どうやら公園併へい設せつの図書館らしい。血の痕あとはそこに向かって点々と続いていた。

　もう一度時計を確かく認にん、先ほどから既すでに五分が経けい過かしている。

「ひと刻み、追加」

　そう歌うようにつぶやくと、彼女は図書館に向かって歩を進めた。




　暗いフロアの中で、星野は荒あらい息を漏もらした。

　古書が持つ独どく特とくの匂においが鼻び孔こうを刺し激げきする。ひんやりとしたリノリウムの床ゆかが、剝むき出だしの肌はだから容よう赦しやなく熱を奪うばっていった。

　なんとかここまでたどりつけた。悪お寒かんに細い肩かたを震ふるわせながら、そう思う。低い天てん井じよう、入り組んだ階かい段だんと廊ろう下か、書しよ棚だな。仕掛けを設もうけるには絶ぜつ好こうの環かん境きようだった。

『トラップの基本は──』

　実習において、教官の言った台詞せりふを反はん芻すうする。

　相手の心理を読むこと。相手が警けい戒かいする箇か所しよに仕し掛かけず、逆ぎやくに息を抜ぬいた瞬しゆん間かんを狙ねらう。大切なのは装そう備びの多た寡かでない。いかに戦場となる空間の環かん境きようを理り解かいし、使いこなすかだ。

　トリップワイヤ、スピアトラップ、デッドフォール。周囲に存そん在ざいする物を最大限に活用し、最さい適てきな仕掛けを作り上げる。そこに要求されるのは高度な戦せん略りやく性せいと緻ち密みつさだった。

『ほんっとうに星ほし野のは好きだねぇ』

　熱心に学ぶ彼女を、友人達は物もの珍めずらしそうな目で見て笑った。

『専攻にトラップ選ぶつもり？　言っとくけど、そんな研究室ないからね』

　星野は曖あい昧まいな微び笑しようを浮うかべて、友人達の詮せん索さくを受け流した。彼女がトラップ実習に興きよう味みを示した理由、それは一つしかない。実じつ際さいに使う時が来る、そう思ったからだ。

　確たしかに防ぼう大だいは外部に対し閉へい鎖さ的てきな空間だ。だがそれでも、誰だれかが彼女のことを嗅かぎつける可か能のう性せいはゼロでない。ただ一人で敵てきと向かい合った場合、腕わん力りよくだけに頼たよっていては間ま違ちがいなく敗北する。多た勢ぜいを相手に独力で道を切り開く術すべ、彼女にとってそれがトラップだった。

　はぁっ……はぁっ。

　血のついた指でワイヤを引き出す。鉛なまりのような身体をひきずりながら、廊ろう下かに最後のトラップを仕掛ける。

　やるだけのことはやった。あとはもう結果を待つより他ない。どれか一つでもトラップが〈渦うず巻まき〉を捕とらえれば彼女の勝ち、だが全てを突とつ破ぱされたら──。

　ぶんぶんと頭を振ふり、彼女は最悪の可か能のう性せいを意い識しきから締しめ出だした。大だい丈じよう夫ぶ、うまくいく。これが終わったら少し眠ねむろう。そして目が覚さめた後、今度こそ南みなみ方かた大使に連れん絡らくするのだ。南方学まなぶには頼たよらない、もっと別の方法で。

　そう思った瞬しゆん間かん、階かい下かで扉とびらの開く音がした。甲かん高だかいハイヒールの靴くつ音おとが吹き抜けの空間に響ひびき渡わたる。

　星野はごくりとのどを鳴らした。薄うすれかけていた意識が強制的に覚かく醒せいする。彼女は闇やみの中に身体を沈しずめると、追っ手の立てる物音全てを聞きき逃のがすまいと感かん覚かくを研とぎ澄すました。




　廊ろう下かに足を踏ふみ入いれるなり、ちくりと刺さすような痛いたみが剝むき出だしの喉のどを襲おそった。

〈渦巻き〉は歩みを止め、虚こ空くうに指を走らせた。首の高さに細いワイヤが一本張はり巡めぐらされている。気づかず進んでいれば、ざっくりと喉を切きり裂さかれていただろう。彼女は一歩後こう退たいし、ナイフの切っ先で眼がん前ぜんの空間を切り裂いた。

　月明かりを浴びて、白く輝かがやく糸の切きれ端はしが宙ちゆうを舞まう。だが振り抜いた腕うでが唐とう突とつに激げき痛つうを訴うつたえた。見ると、彼女の右手空間に天てん井じようと床ゆかを貫つらぬくようにして一本のワイヤが伸びている。それは彼女の腕に食い込み、シャツの袖そでを食い破っていた。

「はっ」

　口の端はしがひきつり、痙けい攣れん気ぎ味みの笑い声が漏もれる。なるほど、無む策さくで逃にげ込こんだわけではないのか。縦じゆう横おうに張はり巡めぐらされたトリップワイヤ、さしずめここはトラップハウスといったところか。上等、上等だ。あいつら人外の化け物にしては珍めずらしい小こ細ざい工く。だがそれが心ここ地ちよい。追いつめられた獲え物ものの焦あせりが、恐きよう怖ふが如によ実じつに感じ取れる。

　腕時計を覗のぞき込こむ。先ほど確かく認にんした時からまた五分経けい過か。

「ふた刻きざみ」

　柄つかを捻ひねりながらナイフを振ふり抜ぬく。刀身が無数の楔くさびに分かれ、銀白色の煌きらめきを放ちながら薄うす闇やみに踊おどる。ぶちぶちと音を立てて、張り巡らされたワイヤが切れていった。

　ハイヒールの底そこをリノリウムの床ゆかに叩たたきつけ、〈渦うず巻まき〉は前進を再さい開かいした。

　全身が異い常じような高こう揚ように満たされている。獲え物ものを前にした興こう奮ふんが、毛け穴あなという毛穴から漏れ出しているようにさえ感じられた。

　血の匂においを頼たよりに建物の奥おくへ歩を進める。左右の書しよ架かに視し線せんを走らせ、扉とびらという扉を片かた端はしから蹴けり開あけた。ワイヤを切り裂き、仕掛けを粉ふん砕さいし、ひたすらに薄うす闇やみの中を進み続ける。

「三刻み」

　磨すりガラスのはめ込まれたパーティションが、ばらばらになって崩くずれ落おちる。

「四刻み」

　ばりんと音をたてて、天井の照明が砕くだけ散ちる。

「五……！」

　叫さけぶように言って、〈渦巻き〉はナイフを振るった。薄うすいアルミ製の扉が縦横に切きり裂さかれて床に倒たおれる。瞬しゆん間かん、血の匂においがその強さを増ました。

　舞まい上あがる埃ほこりを払はらいのけて、〈渦巻き〉は闇やみの奥おくに視し線せんをこらした。細長い階かい段だん室しつのようなスペースだった。南向きの壁かべは一面に窓が設もうけられ、その向こうに高こう層そうビル群ぐんのネオンが見えている。向かって手前とその奥螺ら旋せん階段が設けられ、吹き抜けの空間を貫つらぬいていた。部へ屋やの一番奥には反対側へ抜ける扉があり、その傍かたわらに細身の影かげが立っていた。

　子こ鹿じかを思わせる華きや奢しやな体たい軀く、左ひだり腕うでをだらりとぶら下げ、剝むき出だしの太ふと股ももは血で赤く染そまっている。幽ゆう鬼きのように白い顔、だが作業帽の下で輝かがやく大きなアーモンド型の瞳ひとみだけが、未だ力を失わず真まっ直すぐに彼女を見つめていた。

「チェックメイトよ、子猫ちゃん」

〈渦巻き〉はすっと半月型の瞳を細めた。

「あなたの仕掛けは全て打ち破った。ルークもビショップもナイトもポーンも、あなたを守る駒こまは何一つ残ってない。さぁ次はどうするの？　もう一度その体でわたしとやりあってみる？」

　少女──星ほし野のは小さく顎あごを引いた。薔ば薇ら色いろの唇くちびるがわずかにほころんだ。

「御ご免めんだな。……それにおまえは勘かん違ちがいしてるぜ。あたしはまだ追いつめられてなんかいない」

「……へぇ？」

〈渦うず巻まき〉はこくりと首を傾かたむけた。

「まだ楽しませてくれるつもり？　いいわよ、上等、上等だわ。さぁ見せてちょうだい、あなたの切り札を。あなたの悪あがきを」

　言いながら〈渦巻き〉は星ほし野のの方に歩を進めた。瞬しゆん間かん、星野が身を翻ひるがえした。傍かたわらの扉とびらを開け、わずかに空いた隙すき間まへ身を滑すべり込こませる。〈渦巻き〉は一いつ瞬しゆん虚きよを突つかれた。まさかあれだけ啖たん呵かを切って逃にげるつもりなのか？　傍はた目めに見ても分かるくらいの重しよう傷しよう、普ふ通つうに追つい撃げきすれば逃のがすわけがない。いや……逃げ切れると思ってるのか？　だとしたら、なんとも甘く見られたものだ。

　ぎりと奥おく歯ばを食いしばる。頰ほおの肉がひきつり、こめかみの血けつ管かんがどくどくと脈みやく打うつ。〈渦巻き〉は床ゆかを蹴けった。左手にナイフを構かまえたまま、星野の消えた扉を目指す。

「───！」

　刹せつ那な、彼女の脳のう裏りに早はや鐘がねのような警けい鐘しようが鳴なり響ひびいた。あやういところで踏ふみとどまり、眼がん前ぜんの空間に視し線せんをこらす。黒くろ塗ぬりのテグスが一本、床ゆか面めんと平行に宙ちゆうを貫つらぬいていた。今まで使われていたワイヤと色しき彩さいが異なるためか、一見したところ闇やみへ溶とけこんでいるように見える。気付かず突っ込んでいたら胴どう体たいが二つに分ぶん断だんされているところだった。

　なるほど、これが最後の切り札というわけか。〈渦巻き〉はくすりと微ほほ笑えんだ。確たしかに、よく考えられている。この短時間でよくもこれだけ仕掛けたものだ。正直、感かん嘆たんに近い思いさえ抱いだきたくなる。

　でも残念、これで本当の本当にチェックメイト。切り札は不発、あとはただ思い通りにならない身体で逃げ回るだけ。可か哀わい想そうに、あなたのやったことは全て無む駄だ。せめて絶ぜつ望ぼうが長引かないよう、早めに片をつけてあげる。

　口元に歪ゆがんだ笑えみをたたえながら、〈渦巻き〉は眼がん前ぜんの空間を切きり裂さいた。ぷつんと甲かん高だかい音を立ててテグスが切れる。その時だった。視し界かいの端はしで小さな金きん属ぞく音おんがした。闇やみの中に鮮あざやかな灯りがともる。銀色の小さな直方体、あれは……ライター？

〈渦巻き〉は大きく目を見開いた。床に無む造ぞう作さに並ならべられた灰はい色いろのボンベ、そこからシュウシュウと何かの漏もれ出だす音が聞こえてくる。そういえばこの空間、血の匂においに紛まぎれ気付かなかったが微かすかに異い臭しゆうが漂ただっている。これは──これはガスの──

「……っ！」

　軋きしるような声を上げて背はい後ごに走り出す。元来た方向へ戻もどることになるが構かまっていられない。螺ら旋せん階かい段だんの脇わきをすり抜ぬけ、入り口をくぐろうとした時だった。叩たたきつけるような爆ばく音おんとともに〈渦巻き〉の背はい後ごで光が弾はじけた。




　地鳴りのような音をたてて、激はげしく床が震しん動どうした。

　書しよ架かが倒たおれ、天てん井じようからぱらぱらと破は片へんが落ちてくる。星野は身体を胎たい児じのように丸めて爆音が収おさまるのを待った。

　ぐっと、鼓こ動どうを押おさえ込こむように掌てのひらで胸むねを押さえる。

　うまくいった。自分自身を囮おとりにしてガスの充じゆう満まんした空間へおびき寄せ、発はつ火か装そう置ちにつながるワイヤを切らせる。もし〈渦うず巻まき〉がワイヤを切らずに放置したら、あるいはワイヤの下をくぐりぬけて追つい跡せきしてきたら星ほし野のの命運は尽つきていただろう。最後の罠わなを見破ったという油ゆ断だんが、〈渦巻き〉の命取りになったのだ。

　唯ゆい一いつの心配は、爆ばく発はつに彼女自身が巻まき込こまれないかということだった。この建たて物ものは古い。アルミ製の扉とびらは薄うすく、壁かべの強度も十分とはいえない。今の体力では、あの短い時間のうちに安全な距きよ離りまで逃にげ切きることはできなかっただろう。爆ばく風ふうが階かい段だん室しつから吹き出してきた瞬しゆん間かん、彼女は〈渦巻き〉と運命を共にしていたはずだ。これは賭かけだった。そして彼女は賭けに勝った。

「はは……」

　乾かわいた笑いが唇くちびるから漏れる。やった、自分一人でやりきった。誰だれの手も借りず、彼女の力だけで追っ手を撃げき退たいした。

　最初からこうしていればよかったのだ。そうすれば、南みなみ方かた学まなぶを危き険けんにさらすこともなく、あの哀あわれなＳＰが殺されることもなかった。

　星野はふらふらと上じよう体たいを揺ゆらしながら、身体を起こした。壁に左ひだり肩かたを預あずけ、自由になる方の手で階段室へ続く扉を押す。最後に〈渦巻き〉の死体を確かく認にんしておきたかった。もしまだ息があるようなら、自分を狙ねらう組そ織しきについて少しでも情じよう報ほうを引き出しておきたいと思った。

　ドア枠わくがねじまがっているのか、扉はなかなか開かなかった。舌した打うちし、肩で押さえつけるように体重をかける。ぼこっと、何かの外れるような音がして肩から抵てい抗こうが消えた。徐じよ々じよに広がっていく隙すき間まから外の灯りが差し込んでくる。

　扉の向こうに広がっていた景色は、星野の想そう像ぞうを超えるものだった。

　外に面した壁が全て吹き飛んでいる。黒く焦こげた床ゆかには硝子ガラスが散さん乱らんし、夜空の星のようにきらきらと瞬またたいていた。熱気を孕はらんだ空気が喉のどを焼く。たなびく煙けむりに混まじり、部へ屋やのそこかしこでオレンジ色の炎ほのおが舞まい踊おどっていた。

　ぞっとするような威い力りよくだった。それは階段室を一いつ瞬しゆんで屋おく外がいに変えてしまっていた。柱の一部は真ん中から叩たたき折おられ、天てん井じようが所々剝はがれ落おちている。ただ部屋の両りよう端たんにある螺ら旋せん階段だけが、背せ骨ぼねの残された解かい剖ぼう標ひよう本ほんのように虚むなしくその姿すがたをさらしていた。

　星野はきゅっと細い眉まゆをひそめた。これでは死体さえ残っていないかもしれない。焼やき尽つくされ、ばらばらに吹き飛ばされてしまったか、そう思って部屋の奥に歩を進めた時だった。

　ふっと風が吹ふき抜ぬけた。煙がその姿を崩くずし、部屋の向こう側が露あらわになる。そこにありえない物を見つけて星野は目を見開いた。

「………!?」

　悲鳴のような声を上げて尻しり餅もちをつく。なんで、なんで、なんでどうして！　混こん乱らんした思考が脳のう裏りを埋うめ尽つくす。自分の見ている物が信じられない。悪い夢でも見ている気がした。

　炎ほのおの中に女が立っていた。

　空色のシャツは燃もえ尽つき、白のスカートは影かげも形もない。彼女は全身を黒のスキンスーツに包み、両りよう腕うでを顔の前で交こう叉ささせていた。かざした腕うでの向こうで、半月型の瞳ひとみが爛らん々らんと光ひかり輝かがやいている。両手には銀色の光を放つ抜き身のナイフが握にぎられ、鈍にぶい光を放っていた。

　彼女は星ほし野のの姿すがたを認みとめると、にぃと口元を歪ゆがめた。

（対たい爆ばく防ぼう護ご装そう備び……！）

　星野は喘あえぎ声ごえを漏もらした。防ぼう大だいの講こう義ぎで見たことがある、アポストリの素そ材ざい技ぎ術じゆつをフィードバックして作られた軽量の耐たい火か対爆スーツ。まだ大量生産には至いたっていないが、薄うす手でのため衣い服ふくの下にも装備可か能のうという話だった。そんなものまで準じゆん備びしてきたのか──、想像を絶ぜつする周しゆう到とうさに星野は愕がく然ぜんとなった。そんな彼女に向かって、〈渦うず巻まき〉はゆっくりと歩を進めてくる。

「とっても熱あつかったわよ」

　言うなり彼女の襟えり首くびをつかみ引ひき倒たおす。布の裂さける音とともにボタンが千切れ飛び、胸むな元もとがはだけた。星野はか細い悲鳴を上げた。

　ハイヒールの底そこが彼女の腕を踏ふみつけた。覆おおいかぶさるような姿し勢せいで〈渦巻き〉は彼女に笑いかけた。肉感的な唇くちびるがほころび、真しん珠じゆのように白い歯がこぼれる。

「やってくれるじゃない。今のはちょっと危あぶなかったわ。いくらこの服が丈じよう夫ぶでも顔や頭まではカバーできないものね。急いでかばわなかったら目と耳をやられてたかも。本当にまったく、最後の最後までなんて往おう生じよう際ぎわの悪い子」

　嘲あざけるようにつぶやきながら、ナイフの先を彼女の鳩みぞ尾おちにえぐり込む。貫つらぬくような激げき痛つうに、星野は絶ぜつ叫きようした。体内に炎の塊かたまりを投げ込まれたような気分だった。苦く痛つうに震ふるえる彼女を見て、〈渦巻き〉は愉たのしそうな笑い声をあげた。

「さぁさぁ、鬼おにごっこはおしまい。約束通り、言った通りあなたを刻きざませてもらうわよ。あれから何分たったかしら？　……あら、残念。さっきの爆ばく発はつで時計が壊こわれちゃったみたい。ねぇ、何分たったと思う？　三十分？　それとも一時間？　覚えてないわよねぇ。しょうがないから、とりあえず刻んでみましょうか。切ってるうちに思い出すかも。……ふふ、なんて顔してるのよ。大だい丈じよう夫ぶ、死ぬ前にはやめてあげるから。あなたは大事な商品だもの、加か減げんを間ま違ちがえて殺すなんて絶ぜつ対たいにしないわ。ああ、でも正しよう気きを保たもてるかどうかは保ほ証しようできないかも。わたし、いっぱい知ってるのよ、あなたたちの痛いたいところ、苦しいところ」

　哄こう笑しようとともに、〈渦巻き〉のもう一方の手にナイフが煌きらめいた。月明かりを背せにして白はく刃じんの先せん端たんが鈍い光を放つ。

　星野は喘ぐような声を上げた。見開いた目からつぅと、熱い涙なみだがこぼれ落ちる。形容しがたい絶ぜつ望ぼうと無力感が脳のう裏りを満たした。もはや打つ手はない。自分はこの女に弄もてあそばれ、得え体たいの知れない雇やとい主ぬしに引ひき渡わたされるのだ。その後何が待っているのか、情報を引き出され素す性じようを暴あばかれ、同族に対する政治カードとして扱あつかわれるのか。あるいは日本政府内の親アポストリ派を追い落とす材料として使われるのか。

　──いや……だ。

　声にならないつぶやきが、震ふるえる唇くちびるから漏もれる。

　こんなことのために、こんな終わり方のために自分は居きよ留りゆう区くから出てきたのか。誰だれにも頼たよらず誰も信用せず一人で生きてきたのは、こんな最さい期ごを迎えるためだったのか。

　いやだ、……いやだいやだ嫌いやだ！

　右手の爪つめを焼けた床ゆかに突つき立たてる。今まで押おし殺ころしていた感情が奔ほん流りゆうのように溢あふれ出だしてきた。辛つらい、苦しい、寂さびしい、痛いたい、悲しい、怖こわい、恐こわい、こわい……！

「……て」

　掠かすれた声でつぶやく。涙なみだで滲にじんだ視し界かいに、〈渦うず巻まき〉の邪じや悪あくな笑えみが浮うかんでいた。星ほし野のは大きく息を吸い込み肩かたを震わせた。

　絶ぜつ対たいに言うものかと決めていた言葉、自分には必要ないと思っていた台詞せりふ。だがもう限げん界かいだった。全ての希望が潰ついえた彼女には、その言葉より他にすがるものはなかった。

　星野はぎゅっと目を閉じた。渾こん身しんの力を込めて叫さけぶ。お願い、誰か──。

「たすけて……、助けて──！」

　その時だった。甲かん高だかい風かざ切きり音おんとともに、何かが逆さか落おとしに〈渦巻き〉の頭ず上じようを襲おそった。細く長い棒ぼう状じようの物体、雷らい光こうのように大気を切きり裂さく漆しつ黒こくのランス。

「………!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、着ちやく弾だんの寸すん前ぜんに〈渦巻き〉が飛とび退のく。棒の先せん端たんが床をえぐり轟ごう音おんとともに破は片へんを飛び散らせた。

「最初から──そう言えばいいんだよ」

　周囲の熱気を冷ますような落ち着いた声こわ音ねが響ひびいた。星野はゆるゆると首を傾かたむけた。

　崩くずれ落おちた外がい壁へきの向こう、高こう層そうビルの灯りを背せにして一人の少年が立っていた。手足の長い、細身の体格。癖くせのない髪かみが夜風にさらさらと揺ゆれている。細い目には冷たい氷のような光、紺こん色いろのブレザーと灰はい色いろのスラックスに身を包み、襟えり元もとを赤のネクタイで彩いろどっていた。

　見み間ま違ちがえようもない、不ふ機ぎ嫌げんそうな白い面おもて。薄うすい唇くちびるをへの字に結び、彼女の方をじっと見つめている。

　南みなみ方かた──学まなぶ。

「ぁ……」

　夢でも見ているのか、そう思った。大きく目を見開く星野に、学はくいと細い顎あごを持ち上げてみせた。

「散さん々ざん巻まき込こんどいて、今いま更さら関係ないとか言うなよ。何を意い地じ張はってるのか知らないけどな、あんなふうに消えられると後あと味あじ悪いんだよ、こっちも」

　あ、あ、と星野は喘あえいだ。思考が言葉にならない。ただ溢れ出す感情だけが身体を、頰ほおを、唇くちびるを激はげしく震ふるわせる。学まなぶは静かに彼女の視し線せんを受け止めていた。澄すんだ湖こ畔はんを思わせる瞳ひとみがきゅっとすぼまる。

「で、どうするんだ？　まだ意地はるつもりか？　そんなボロボロになって、それでも一人でなんとかするつもりか？」

「……っ」

　星ほし野のは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。顔がくしゃくしゃに歪ゆがむ。限げん界かいだった。溢あふれる涙なみだを拭ぬぐうことも忘わすれて、彼女は叫さけんだ。

「なんとかできないからこんなんなってんだよ！　さっさと助けろ、馬鹿！」

「──分かった」

　一いつ瞬しゆん、彼の唇が優やさしくほころんだように見えた。だがそれを確かく認にんする間もなく、学は首をもたげた。赤いネクタイが風に煽あおられ夜よ闇やみに舞まう。眉まゆ根ねに皺しわを刻きざみ、聖書を読み上げるように厳げん粛しゆくな声こわ音ねで彼は言った。




「葉は桜ざくら、頼む」




「………！」

〈渦うず巻まき〉がぎょっとした表情で背はい後ごを振ふり返かえる。

　図書館の二階、螺ら旋せん階かい段だんの傍かたわら、半はん壊かいした床ゆかの際きわに赤い目の少女が立っていた。傲ごう然ぜん──そんな単語が学の脳のう裏りに浮うかぶ。炎ほのおを孕はらんだ風に煽あおられて、背せ中なかまで伸びた金きん髪ぱつが鮮あざやかな光を放っていた。背せ筋すじをぴんと伸のばし真しん紅くに燃える瞳ひとみで彼らを見下ろしている。その姿すがたはあたかも大軍を率ひきいる女王のようだった。

　片かた手てには先ほど地面をえぐったものと同じ、テラスの鉄てつ柵さくと思おぼしき長い金きん属ぞく製せいの棒ぼうが握にぎられている。少女──葉桜は身の丈たけほどもありそうなその金属棒を持ったまま、つっと視し線せんを走らせた。〈渦巻き〉と学、ついで星野に目を留とめた後、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「不ふ愉ゆ快かいだわ……」

　彼女は地の底そこから響ひびくような声でそうつぶやいた。視線の先には、呆あつ気けに取られた表情の星野がいる。葉桜は片手を腰こしにあてたまま鼻を鳴らした。

「不愉快よ、ほんっとうに不愉快。なんで私があなたなんかのために昨日も今日も知らない町を走り回らなきゃいけないのよ。フォーラムだって中止になったわけじゃないのよ。早くホテルに戻もどってちょっとでも休んで外向きの顔を作らなきゃいけないのに、これじゃ多分──、いいえ、どう考えても寝ね不ぶ足そくよ。学はいいわよ、どうせ普ふ段だんから仏ぶつ頂ちよう面づらなんだし。あーとかうーとか適てき当とうなこと喋しやべってればいいんだから。でもね、私までお通つ夜やみたいな顔してたら来らい賓ひんやマスコミの人にどう見られると思うの。大だいっ嫌きらいよ、誰だれも彼も勝手なことばかり言って」

　言いながらタンと床を蹴ける。羽根のように軽々と飛ひ翔しようして、葉桜は〈渦巻き〉の正面に降おり立たった。鉄の棒ぼうをバトンのように回し、身体の正面で水平に構かまえる。

「さっさと終わりにしましょう。もう馬鹿騒さわぎはたくさん」

「……ふっ、ふふっ、あははは！」

〈渦うず巻まき〉がひきつった笑い声を漏もらした。ナイフをぎゅっと握にぎりしめ、唇くちびるの端はしを大きく吊つり上あげる。二重の大きな瞳ひとみがかっと見開かれて、葉は桜ざくらを見み据すえた。

「助ける？　助けるですって？　無ぶ様ざまに逃にげ回まわってた獲え物ものの分ぶん際ざいで、子供二人に何ができるっていうの？」

「二人？　馬鹿を言わないで」

　葉桜がふんと鼻を鳴らした。形の良い鼻び梁りようがつんと上を向く。

「あなたなんて私一人で十分。学まなぶの手を煩わずらわす必要もない」

「………！」

〈渦巻き〉の表情が怒ど気きに歪ゆがんだ。頰ほおを小こ刻きざみに震ふるわせ喘あえぐような声を漏らす。

「上等……」

　そう囁ささやきながら、〈渦巻き〉がナイフの柄つかを捻ひねった。葉桜に向かって一歩踏ふみ出だす。

「上等、上等、上等だわ。全身を切きり刻きざまれてもまだそんな台詞せりふが吐はけるのかしら。いいわ、ずたずたになった挙あげ句くその綺き麗れいな顔がどんなふうに歪ゆがむのか見せてもらおうじゃない！」

　シュンと空気を薙なぐ音、舞まい散ちる火の粉こと煙けむりを切きり裂さきながら銀光が葉桜に襲おそいかかる。だが葉桜は屹きつと正面を見据え、前方に一歩大きく踏み込み、手に持った金きん属ぞく棒ぼうを高々と振ふり上あげて、その銀光の先せん端たんを。

　叩き落とした。

「な、なぁあ……!?」

〈渦巻き〉の裏うら返がえった声が周囲に響ひびき渡わたる。ありえない光景だった。鞭むち状じように分ぶん離りしたナイフの刀身、それは接せつ触しよくした箇か所しよを支し点てんとして獲物に巻まき付つき、鋭するどい刃で粉こな々ごなに切きり刻きざむ。だがそれは刀身の中なか程ほどに触ふれた場合だ。先端を打てば巻き付く余よ長ちようは存そん在ざいしない。理り屈くつでは確たしかにそうだ。だが理論と実じつ際さいは違う。縦じゆう横おうに舞い飛ぶ刀身の一点を狙ねらうなど常じよう識しきでは不ふ可か能のうなはずだった。しかし、葉桜はそれをやってのけた。

　呆あつ気けに取られる〈渦巻き〉に視し線せんを据すえたまま、葉桜は鉄棒を下ろした。半身を反そらした姿し勢せいですっと目を細める。

「確たしかに面おも白しろい手品ね。キワモノにしては意外と楽しめたわよ。でも、同じ出し物を二度も三度も繰くり返かえすものじゃないわ。正直もう見飽きた」

　葉桜の言葉に〈渦巻き〉は絶ぜつ句くした。わずかな沈ちん黙もくの後、半月型の双そう眸ぼうが怒いかりに吊り上がる。

「……っ！　こ、の化け物がァッ……！」

〈渦巻き〉がぎりっと奥歯を嚙かみしめ突とつ進しんした。左手にもう一本のナイフが煌きらめく。血走った瞳は大きく見開かれ真まっ直すぐに葉桜を見据えていた。回かい避ひ困こん難なんな距きよ離りまで間合いを詰つめ、一気に片かたをつけるつもりなのか。だが葉は桜ざくらは唇くちびるをわずかにほころばせると、おもむろに鉄てつ棒ぼうを地面に突つき刺さした。

「──あなたの渦ナ巻イきフと私の螺旋、どっちが強いか試ためしてみる？」
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　言いながら、傍かたわらに屹きつ立りつする螺ら旋せん階かい段だんの支し柱ちゆうに手を伸のばす。もう片方の手を柱の裏うら側がわに回し、そのまま上半身を捻ひねりねじり上げるように力を込めた。轟ごう、と地の底そこから響ひびくような唸うなりを上げて建物が震ふるえる。ミシミシと何かの裂さける鈍にぶい音、吹ふき抜ぬけを貫つらぬく支し柱ちゆうがぐらりと傾かしいだ。

「………!?」

〈渦うず巻まき〉がぎょっとしたように顔を強こわばらせる。つんのめるように足を止め、慌あわてて回かい避ひ行動に入るがもう遅おそい。葉桜が咆ほう哮こうした。左足を踏み込み、力ちから任まかせに身体を回かい転てんさせる。決定的な破は砕さい音おん。空が揺ゆらぎ、巨きよ大だいな螺旋階段が圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんを伴ともなって倒たおれ込こんでくる。それは暴ぼう風ふうを巻き起こしながら、地面を叩たたき割わらんばかりの勢いきおいで〈渦巻き〉の身体を襲おそった。

　爆風、ミサイルでも着ちやく弾だんしたような衝しよう撃げき。もうもと爆ばく煙えんがまき起こり、脆もろくなっていた壁かべと支柱が紙くずのように崩くずれ落おちた。

　学まなぶは星ほし野のへ駆かけ寄より、ぐったりした彼女を破は片へんからかばいながら呻うめくような声をあげた。無茶苦茶だと思った。たしかに手しゆ段だんを選んでいられるような状じよう況きようではない。だがあれだけのことをやってのける力があるなら、もう少し他にやりようがあるだろうに。これではまるで──、まるでただの八つ当たりだ。

「………」

　何なに気げなく感じたその単語が、一番真実を表しているように思えて学まなぶは沈ちん黙もくした。おそらく彼女の怒いかりの半分くらいは彼に向いている。これが片かたづいた後の葉は桜ざくらとのやりとりを想そう像ぞうして、学はひどく憂ゆう鬱うつな気分になった。

　震しん動どうが収おさまるとともに、ゆっくりと煙けむりが晴れていく。図書館は見るも無む惨ざんな状じよう態たいになっていた。爆ばく発はつでもろくなっていた壁かべや柱はしらがボロ布のように崩くずれ落おちている。建物の南側がごっそりと削そぎ落おとされたその様よう子すは、まるで爆ばく撃げきを受けた後のようだった。

　ふんと不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らして葉桜が近づいてきた。肩かたにかかった金きん髪ぱつを払はらい、学の腕うでの中に横たわる星ほし野のを見下ろす。

　星野は啞あ然ぜんとした表情で宙ちゆうに視し線せんを彷さ徨まよわせていたが、葉桜の姿すがたを認みとめると眉まゆをひそめた。きまり悪げに視線を逸そらし、唇くちびるを引き結ぶ。

「ひどい様ね」

　ぽつりと葉桜が言った。

「助けて、助けてですって。あれだけ強がってた割には、随ずい分ぶん簡かん単たんに弱よわ音ねを吐はくじゃない。だったら最初から素直にそう言えばいいのよ。そんなになるまで意地張はって、馬鹿みたい」

「おい……葉桜」

　学が咎とがめるのにも構かまわず、葉桜はぐっと腰こしをかがめて星野に顔を近づけた。口元に優やさしげな微び笑しようを浮うかべ、すっと目を細める。

「ありがとうは？」

　星野はびくりと肩を震ふるわせた。猛もう禽きんに睨にらまれた小動物のように、学の腕の中で縮ちぢこまる。

「助けてくれて、ありがとうは？」

　もう一度、葉桜は有う無むを言わせぬ口調で言った。星野は苦い物でも飲みこんだような表情で沈黙していたが、やがて葉桜の視線に屈くつするように面おもてを伏ふせた。鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せ、やや上うわ目め遣づかいに葉桜を見る。

「……が、とう」

「聞こえないわよ」

「ありがとう……」

「声が小さい！」

　星野は顔をくしゃりと歪ゆがめて泣きそうな表情になった。ひどすぎる。あんまりだ、と学は思った。

「……まぁ、とにかく間にあって良かった。傷きずは大だい丈じよう夫ぶか？」

　放っておけばいつまでも険けん悪あくな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていそうな二人の間に学は割り込んだ。不満そうに唇を尖とがらせる葉桜から視線を外して、星野の身体を見る。

　白いシャツは煤すすと血で汚よごれボロ布のようになっていた。二にの腕うでや太ふと股ももは切きり裂さかれ無惨な傷口を見せている。おそらく銀で傷きずつけられたのだろう、流れ出す血は止まる様よう子すもなく床ゆかに赤い血ち溜だまりを作っていた。

　学まなぶは眉まゆをひそめた。予想以上にひどい。ひょっとして危き険けんな状じよう態たいなのでは、そう思い葉は桜ざくらを振ふり返かえろうとした時だった。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　声がして、冷たい手が彼の腕うでをつかんだ。視し線せんを戻もどすと、星ほし野のが困こまったような顔をして彼を見上げていた。

「だいじょうぶ……だから」

「ていっても、おまえ」

　困こん惑わくした学の後ろから、ふっと葉桜が顔を出す。はだけた星野のシャツをつかむと、そのまま力まかせに捲まくり上あげた。

「な……！」

「んぁ……!?」

　星野の裏うら返がえった悲鳴学は慌あわてて視線を逸そらした。目ま蓋ぶたに、綺き麗れいにくびれたウェストと白い腹部が焼き付いていた。

「な、な、なにすんだ、おまえ！」動どう揺ようした声を上げる星野をよそ目に、葉桜は手早く脇わき腹ばらと鳩みぞ尾おちの傷きず口ぐちを確かく認にんした。こくりと細い首を傾かたむけた後、身体を起こす。

「大丈夫、急所ははずれてるわ。見た目ほど大したことないわよ」

「そう……なのか？」

　学は疑わしげな口調で言った。とてもそうは見えない。

「止し血けつだけはしておいた方がいいでしょうけどね、……銃じゆう弾だんは貫かん通つうしてるみたいだし、特に問題ないでしょ。まぁ早めに病院へ連れて行ったほうがいいと思うけど」

　病院という単語に、星野がぎょっとした表情で身を引いた。葉桜は傷口をハンカチで押おさえながら、ぎろりと星野を睨にらみつけた。

「なによ、この期ごに及およんで病院はイヤとかいうつもり？」

「………」

「言っておきますけどね、今度という今度はきちんと聞かせてもらうわよ。あなたが何者なのか、なんであんな連中に追われていたのか。それから、なんでそんなに公館への連れん絡らくを嫌いやがってるのか」

　怒ど気きも露あらわに葉桜は星野を追つい及きゆうした。星野はぎゅっと下した唇くちびるを嚙かんだ。ひどく思おもい詰つめた表情で地面を睨にらみつける。ぎりっと、軋きしるような音を立てて葉桜が歯を嚙かみ締しめた。彼女は星野の襟えりをつかむと、強い力で手元に引き寄せた。

「あなたね……！　いい加か減げんに！」

「葉桜」

　学まなぶは片かた手てで葉は桜ざくらの二にの腕うでをつかんだ。葉桜は眉まゆ根ねに深い皺しわを刻きざんで学の方を見た。

「で、でも学」

「頼たのむ」

　頭を下げた瞬しゆん間かん、葉桜はあからさまに渋しぶい表情をした。喉のどの奥おくから唸うなるような声をあげて星ほし野のの襟えりから手を離はなす。操あやつり糸いとが切れた人形のように星野の上じよう体たいが倒たおれた。葉桜は背せ筋すじを伸のばし顔を逸そらした。荒あらい息をつきながら腕うでを組む。

「もう知らない！　学の好きにすればいいわ。病院にも公館にも連れん絡らくしないで、その子を治なおしてあげればいいじゃない。まったく……やれるもんならやってみるといいわ」

　学はわずかに肩かたをすくめると、星野に向き直った。沈ちん黙もくする彼女に「なあ」と呼よびかける。

「おまえ、俺達を巻まき込こみたくないとか言ってたよな。だから事じ情じようを話せない、そういうことなのか？」

「………」

「なら、それはもう手て遅おくれだ。俺と葉桜はしっかり巻き込まれてる」

「！」

　星野が大きなアーモンド型の瞳ひとみを見開いた。はっとした表情で学を見返す。学は切れ長の目を細めた。

「俺たちを追いかけてた連中、陸自の特とく殊しゆ部隊だとか言ってたよな。つまりこの件は単純な悪あく党とうやゴロツキの仕し業わざじゃない。日本政府か自じ衛えい隊たいか、何だか分からないけど、えらく大きな存そん在ざいが絡からんでるってことだろう。だとしたら俺達が倒したあいつもただの犯はん罪ざい者しやじゃない、なにかの任にん務む・作戦で俺達を襲おそった可か能のう性せいがある。で、俺達はそいつをぶちのめした。これがどういうことか分かるよな？」

「そ、それは……」

　星野が怯ひるんだように口ごもった。学は彼女を見み据すえる視し線せんに力をこめた。

「俺は、自分たちの安全を守るためにも情じよう報ほうが欲しい。何が起きてるか分かれば対たい処しよのしようもある。いいか、俺はこの件に絡ませろと言ってるんじゃない。既すでに巻き込まれてしまった件について、これ以上の面めん倒どうを避さけるためにも情報をくれと言ってるんだ。もっと分かりやすく言うとだ。おまえは自分がしでかした不始末について俺達に説明する義ぎ務むがある。何かおかしなこと言ってるか？　俺は」

「い、言ってないけど……」

　星野はわずかに顔を俯うつむかせた。学の視し線せんから逃にげるように目を泳がせる。

　学は無言で胸むねポケットを探さぐった。折り紙で出来た花弁を取りだし星野の前にかざす。星野は横目でこちらを見てはっと息を吞のんだ。

「これ、おまえのだろう」

　学はつとめて平へい板ばんな口調でそう言った。

「………」

「最初見たときに気付くべきだった。おまえ、あの病院にいた女の子だろ？　だとしたら、おまえは最初から居きよ留りゆう区くの外で育ったわけじゃない。何かの理由があって外に出てきたんだ。じゃあその理由はなんだ？　なんでそんなにアポストリだってことを隠かくす必要がある？」

「そ、それは……」

「俺には一つ思い当たることがある」

　学まなぶは星ほし野のをまっすぐな視し線せんで見み据すえた。脳のう裏りに蘇よみがえるあの時の光景。翻ひるがえる白いカーテン、どこまでも続く人ひと気けのない廊ろう下か。そしてそこに立つ──綺き麗れいな女の人。

『──と仲良くしてあげてね……学』

　微ほほ笑えみながら彼女はそう言った。駐居留区大使である父親がわざわざ非公式に見み舞まった人物。まるで囚とらわれの王女のようにひっそりと、離はなれの病びよう棟とうにたたずんでいた女性。

「あの時俺が会ったもう一人のアポストリ──おまえが一いつ緒しよにいた人と今回の件は関係あるんじゃないのか？」

「………！」

　愕がく然ぜんとした星野の表情が、彼の推すい測そくの正しさを裏うら付づけていた。学は彼女の肩かたをつかむ手に力を込めた。蒼そう白はくな顔の星野に対して、一言一言嚙かみしめるように言葉を紡つむぐ。

「あれは──あの女の人は一体誰だれだったんだ？」




　身体の芯しんを貫つらぬく激げき痛つうで、〈渦うず巻まき〉は目を覚さました。

　骨ほねがみしみしと嫌いやな音をたてる。掌てのひらは血で汚よごれ、伸のばした指先の感かん触しよくが存そん在ざいしない。目の前には飴あめ細ざい工くのようにねじ曲がった螺ら旋せん階かい段だん、あの化け物が力ちから任まかせに振ふり回まわした金きん属ぞくの塊かたまり。

　化け物……、化け物、化け物！

　彼女は片かた肘ひじを瓦が礫れきに預あずけて身体を起こした。左足がありえない方向にねじまがっている。乾かわいた咳せきとともに、熱あついねっとりしたものが喉のどの奥おくから込み上げてきた。気付くと右の手首から先がぐしゃぐしゃに砕くだけていた。

「はっ……」

　彼女は笑った。なにこれ、なんなのこれ。

　冗じよう談だん、冗談じゃない。こんな所でわたしが死ぬなんて。獲え物ものはあいつらの方だ。あの赤い目のケダモノども。人の姿すがたを装よそおった怪かい物ぶつ達。あいつらを捕つかまえて報ほう酬しゆうを得る、これはそれだけの仕事だ。とてもシンプルで失敗しようのないビジネス、そのはずだった。

　彼女は覚おぼ束つかない足取りで一歩踏ふみ出だした。瞬しゆん間かん、ガチャリと足下で固かたい鉄の音がした。視し線せんを落とすと床ゆか面めんに横たわるピストルが見えた。上じよう体たいを折り曲げそれを持ち上げる。震ふるえる指先で弾だん倉そうを引き出し、マガジンの中に残る弾だん丸がんを確かく認にんした。残弾は一発、これを外せば後はない。

「いいわ……、いいわ、上等よ」

　彼女はマガジンを銃じゆう把はに戻もどすと、鉛なまりのような身体を叱しつ咤たして瓦が礫れきをよじのぼった。崩くずれ落おちた壁かべのそばに三つの人ひと影かげが見える。倒たおれた黒くろ髪かみのアポストリとそれを抱だきかかえる少年、そしてこちらに背せを向けて立つ金きん髪ぱつのアポストリ。

「はっ……」

　瓦が礫れきの上に立ち彼女は口元を歪ゆがめた。震ふるえる腕うでを伸ばし、銃じゆう口こうを金髪の背に向ける。黒髪の時と違ちがい今度は急所を外したりなどしない。一いち撃げきで息の根を止めてやる。あの化物さえなんとかすれば、あの怪かい物ぶつさえ打うち倒たおせば残った連中などどうにでもなる。

　瞬しゆん間かん少年がはっとした表情でこちらを見た。彼女は頰ほおの筋きん肉にくをひくつかせた。気付いたか、だがもう遅おそい。

　荒あらい息とともに瞳どう孔こうが開く。彼女は──〈渦うず巻まき〉は歪いびつな笑えみを浮うかべたまま、引き金にかけた指へ力をこめた。




　視し界かいの端はしに異い物ぶつを認みとめ、学まなぶは顔を上げた。

　スクラップと化した螺ら旋せん階かい段だん、瓦が礫れきの山の上にそれは立っていた。片かた手てと片足が異い常じような方向にねじまがった黒くろ尽ずくめのシルエット。ほつれた団だん子ご髪がみが肩かたになだれ落ちている。血に汚よごれた顔は悪あつ鬼きのように歪ゆがみ、血走った双そう眸ぼうがこちらをまっすぐに見み据すえていた。

　長く伸びた腕の先に、鈍にぶい輝かがやきを放つピストルが見える。虚うつろに開いた銃口が葉は桜ざくらの背を睨ねめ付つけていた。彼女──〈渦巻き〉は笑った。ぞっとするような笑い声、まるで墓はか場ばに群むらがる烏からすのような声こわ音ねだった。

「葉桜っ！」

　学の声に、葉桜がびくりと肩かたを震わせて振ふり返かえった。緋ひ色いろの目が大きく見開かれる。慌あわてて回かい避ひしようとするが間に合わない。〈渦巻き〉の指がぐいとトリガーを引ひき絞しぼった。

　銃じゆう声せい。刹せつ那な、学の脳のう裏りに崩れ落ちる葉桜の姿すがたが浮うかんだ。頭が真っ白になる。星ほし野のを抱かかえていることも忘わすれて、学は思わず身を乗り出していた。だがその後に続いたのは肉を貫つらぬく鈍にぶい音ではなく、鉄かな床とこを打ち鳴らすような甲かん高だかい金きん属ぞく音おんだった。

「………!?」

　いつの間に現れたのか、ロングコートをまとった二つの影かげが彼らの前に立っていた。二人とも伸ばした腕の先にトンファーのような警けい棒ぼうを構たずさえ、宙ちゆう空くうで十字に交こう叉ささせている。前下がりのボブ、吊つり目めがちのひどくきつい顔立ち、まるで同じ金型から生み出された人形のような外見だった。忘わすれるはずもない、ここに来る前彼らの前に現れたアポストリだった。

（アウトゥンノ……〈秋アウトウンノ〉氏族──！）

　学は息を吞のんだ。

　二人のアポストリは能のう面めんのように乏とぼしい表情で〈渦巻き〉を見み据すえていた。重なり合った警棒の中心部からうっすらと白い煙けむりが上がっている。まさかあれで銃じゆう弾だんを受け止めたのか、啞あ然ぜんとする学まなぶの目に、恐きよう怖ふに歪ゆがむ〈渦うず巻まき〉の顔が映った。

　ふわりとコートの裾すそが膨ふくれあがる。と、次の瞬しゆん間かんにはもう〈渦巻き〉が二人のアポストリに挟はさまれている。左右から同時に突つき刺ささる警けい棒ぼうの先せん端たん、そのまますくいあげるように〈渦巻き〉の身体が宙ちゆう空くうへ持ち上げられた。

　断だん末まつ魔まの悲鳴が周囲に響ひびき渡わたった。マネキンのようなシルエットが、数回痙けい攣れんした後だらりと崩くずれ落おちる。力無くぶらさがった指先から、ぼたぼたと黒ずんだ液えき体たいが滴したたり落おちていった。

「──詰つめが甘あまいですわ。敵てきの屍しかばねを確かく認にんするまでは決して気を抜ぬかない。疑わしい死体は切きり刻きざんででも生死を見極める。〈夏エスターテ〉ではその程てい度どのことも教えないのかしら？」

　背はい後ごで響ひびく固かたい靴くつ音おと、振ふり向むいた学の目にベレー帽を被かぶった少女の姿すがたが映った。風になびく緑のスカーフ、翻ひるがえる薄うす手でのハーフコート。

　少女は薄うすい唇くちびるに柔やわらかな微び笑しようを浮うかべ、切れ長の目をすっと細めてこちらを見つめていた。ぞっとするような美び貌ぼう、ドライアイスを思わせる白く冷たい肌はだ。

「灯とう籠ろう参さん事じ官かん……」

　葉は桜ざくらが喘あえぐような声を漏もらした。灯籠はこくりと首を傾かたむけ、星ほし野のに視し線せんを落とした。「まぁでもしかし」とつぶやく。

「その子を守ってくれたことについては礼を言うべきしら。ここまできて人間達に連れ去られていたら、元も子もなかったもの」

「何を言って……」

　乾かわいた声で、学が問いかけた時だった。灯籠の背はい後ごから複ふく数すうの足音が響ひびいてきた。灯籠はすっと横目になり唇くちびるをほころばせた。

「ふふ、彼も本気ね。まぁ無理もないけれど。でも、わずかに遅おそかったわね」

「星ほし祭まつり！　無事か！」

　怒ど鳴なり声ごえとともに、長身の男性がこちらに駆かけ寄よってきた。赤しやく銅どう色いろの肌はだ、鷲わしのように鋭するい眼がん光こう、薄うすい髭ひげに覆おおわれた口元。背後には警官のような制服を着た男達が数人付つき従したがっている。

　学は呆あつ気けに取られてぽかんと口を開けた。なぜ彼がここに？　と思う。それは彼が今朝から何度も連れん絡らくを取りたいと思っていた相手だった。ひどく生き真ま面じ目めな印いん象しようを受ける面おも長ながの顔立ち。駐ちゆう彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く大使、南みなみ方かた恵けい吾ご──彼の父親だった。

「学……？」

　こちらに気付いたのか、恵吾が足を止めた。眉み間けんに皺しわを寄せ彼を凝ぎよう視しする。「おまえ、なぜここに──」

　そう恵吾が口を開きかけた時だった。学の腕うでからするりと星野の身体が離はなれた。どこにそんな力が残っていたのか、血ち塗まみれの身体をひきずるようにして恵吾の胸むねにしがみつく。大きな瞳ひとみがじわりと潤うるみ、唇くちびるから嗚お咽えつのような声が漏れた。

「おとうさん！」

　呆ぼう然ぜんとする学まなぶの前で、彼女はそう叫さけんだ。万ばん感かんの思いがこもった声で。全ての感情を解とき放はなった声こわ音ねで。







　第五話







『次の評ひよう議ぎ長ちように、茉まつ莉り花かを推おすとはどういうことですか！』

　母親に頼たのまれて水を汲くみに行った帰りだった。病室の中から聞こえてきた怒ど声せいに、星ほし祭まつりはびくりと身体を震ふるわせた。

　戸口の縁へりをつかみ、そっと中を覗のぞき込こむ。ベッドの手前に数人のアポストリが立っていた。ロングコートとベレーを身につけ、横たわる母親を覗き込むように見ている。母親は硬かたい表情で彼らの視し線せんを受け止めていた。

『何か問題でも……？』

『あの娘こは〈夏エスターテ〉ですぞ』

　コート姿のアポストリは冷たい声こわ音ねでそう言った。

『しかもどこの家の生まれとも知れぬ孤こ児じではありませんか。あのようなものを何な故ぜ評議長の座ざに』

『あの子は私の娘です』

　母親はきっぱりとした口調で言った。思し慮りよ深ぶかい眼まな差ざしがすっとすぼまる。先頭に立つコート姿すがたがふんと鼻を鳴らした。

『そうでしたな、何年か前養よう女じよになされた。いや、あのような孤こ児じにも目をかけられる閣かつ下かのお人ひと柄がらにはまったく頭が下がります。ですが、それとこれとは話が違ちがう』

『彼女は優秀ですよ。評ひよう議ぎ員いんとしての職しよく務むも問題なくこなしています。それは他の議員に聞いても同じ意見でしょう』

『だが〈夏エスターテ〉だ！』

　コート姿がサイドテーブルを叩たたいた。花か瓶びんが飛び上がり小こ刻きざみに震ふるえる。コート姿と母親はしばし無言のまま見つめ合った。母親は眉まゆ一つ動かさず唇くちびるを引き結んでいる。コート姿の口元が歪ゆがみ、荒あらい息が漏もれた。

『過去数世代にわたり、我々〈秋アウトウンノ〉は同どう胞ほうを導みちびいてきた。我々の努力がなければ、〈十じゆう字じ架か〉はとうに無法地ち帯たいと化し、この星にたどりつくこともかなわなかったでしょう。〈夏エスターテ〉だろうが〈春ブリマヴエーラ〉だろうが〈冬インヴエルノ〉だろうが、他の誰だれにも我々の代わりは務つとまらない。今も昔も、そしてこれからも！』

『その傲ごう慢まんが、他者を省かえりみぬ偏へん狭きようさが、まさにあの事件の──四・一八の原げん因いんになったとは考えないのですか』

『なんですと？』

『私は〈秋アウトウンノ〉の出番は終わったと考えています。確たしかに、いつ終わるとも知れぬ航海の間なら私達のような存そん在ざいも必要だったでしょう。同胞を律りつし外からの脅きよう威いを排はい除じよし、恐きよう怖ふと信しん頼らいをともに受け取る人々が必要だったかもしれません。でもこれからは違ちがいます。我々はこの星の一員として、先住民──人間達と友好な関係を築きずいていかなければいけない。そこで活かつ躍やくすべきは私達のように血ち塗ぬられた一族ではなく〈夏エスターテ〉や〈春ブリマヴエーラ〉、まだその手を汚よごしていない彼女たちだと、そう思うのです』

　母親の声は、立ちこめた霧きりを払はらうように凜りんと響ひびき渡わたった。コート姿達はぐっと気け圧おされたように立ちつくしていた。長い沈ちん黙もくの後、眉まゆ根ねに深い皺しわを刻きざんだまま、コート姿の一人が囁ささやくような声で問いかけた。

『それでは……それでは星ほし祭まつりはどうされるつもりか、あなたの本当のお子は』

　急に自分の名前が出たので、星祭は驚おどろいて肩を縮ちぢこまらせた。今まで交かわされていた恐こわくて難むずかしい話、それに自分が関係しているとは思わなかった。息を吞のんで見つめていると、母親はふっと口元を綻ほころばせた。

『あの子は政まつりごとに関かかわらせません。評議会にも入れないつもりです』

『………！』

　コート姿達が息を吞む気配、『馬鹿な……』と呻うめくような声がした。ぎらりと彼女たちの目に殺気にも似にた光がきらめく。

『閣かつ下か、あなたの仰おつしやっていることは一族アウトウンノに対する背はい信しん行こう為いですぞ』

『一族アウトウンノ……？』

　母親は薄うすく微ほほ笑えんで小首を傾かしげた。

『私にとっての一族は、この星に降おり立たった十万の同どう胞ほう全てのことです。〈夏エスターテ〉、〈春ブリマヴエーラ〉、〈秋アウトウンノ〉、〈冬インヴエルノ〉。その誰だれ一人として裏うら切ぎるつもりはありません』

『話になりませんな』

　吐はき捨すてるように言って、コート姿すがた達が身を翻ひるがえした。

『この件は本家に報ほう告こくさせて貰もらいます。追って連れん絡らくがくるでしょう。……残念です、何かの間ま違ちがいであればと思ってましたが』

　かつかつと固かたい靴くつ音おとを響ひびかせながら、アポストリ達が戸口に近づいてきた。その陰かげに隠かくれる星ほし祭まつりを見つけて、小さく眉まゆを持ち上げる。

『おお、これは星祭』

　両の手を広げ、こちらを覗のぞき込こむ。白い面おもてに満面の笑えみが浮うかんだ。

『元気にされていましたか。最近〈十じゆう字じ架か〉へおいでにならないから、心配していたのですよ。息そく災さいなようで何よりです。何か不自由はありませんか、言っていただければ我々の方ですぐに──』

『星祭』

　コート姿の肩かた越ごしに母親の声が響いた。整った顔を硬かたく強こわばらせ、こちらを見つめている。

『こちらにいらっしゃい、お客様をお引ひき留とめしては駄だ目めよ』

　星祭はわずかにためらった後、ぺこりとコート姿達に頭を下げた。その脇わきをすり抜ぬけるようにして母親のもとへ向かう。ベッドの脇わきにたどりつくと、母親の手が彼女の肩かたをつかんだ。強い力で手元に引き寄せられる。『いたい』そう訴うつたえようとして顔を上げると、いつになく恐こわい表情で戸口を見つめる母親の姿があった。

　つられるように振ふり返かえる。先ほどまでの笑え顔がおとは真逆に、鋭するどい視し線せんをこちらに向けるアポストリ達が見えた。

『いつまでもそのような気き儘ままが通ると思われるな！　閣下。我々はいずれ星祭を迎えに参まいりますぞ。〈秋アウトウンノ〉の次代を、我等アポストリの未来を担になう方として！』

　強い口調でそう言って彼らは戸口の向こうに姿を消した。足音が遠ざかっていく。その音が聞こえなくなるのを待って、星祭は母親を見上げた。

『ママ』

　不安な声でそう呼びかける。母親は彼女に視し線せんを落とすと、ふっと相そう好ごうを緩ゆるめた。

『大だい丈じよう夫ぶよ』

　そう言った。何が大丈夫だというのか、あの恐い人達は自分をどうしようというのか、聞きたいことはたくさんあった。だがそれを聞いた瞬しゆん間かん、彼女をとりまく何かが崩くずれてしまいそうで星祭は口をつぐんだ。母親は両の手を彼女の肩に回した。髪かみに顔を埋うずめ『大丈夫』と、もう一度そうつぶやいた。

『あなたは私とお父さんが守る。たとえ私に何かあってもあの人があなたを助けてくれる。だから心配しないでいいの』

　おとーさん、星ほし祭まつりはオウム返しにそうつぶやいた。脳のう裏りに浮うかぶのは赤しやく銅どう色いろの肌はだと鋭するどい目をした、背せの高い男の人。星祭がじゃれつく度たび、困こまった顔をして唇くちびるを引き結ぶ人間の男性。

『あたし達、なんでいつもお父さんと一いつ緒しよにいられないの？』

　素そ朴ぼくな疑問を口にすると、母親は苦笑した。薄い唇をふっとほころばせて星祭の頭を撫なでる。

『それは……、あなたがもう少し大きくなったら教えてあげる』

　もう少し大きくなったら──、それが一体どのくらいの年とし月つきを意図した言葉なのか、結局星祭が知ることはなかった。

　その数ヶ月後、母親はひっそりと眠ねむるように息を引き取った。

　享きよう年ねん三十七歳。星祭はその時はじめて、自分達の寿じゆ命みようが人間より遥はるかに短いことを知った。




　　　　＊




　学まなぶは啞あ然ぜんとして、父親と星ほし野のを交こう互どに見つめていた。

　一体全体何がどうなっているのか、さっぱり分からない。父親がなぜこの場にいるのか。何をしに現れたのか。そして星野が叫さけんだ言葉──おとうさん、おとうさんだって？　誰だれが誰の父親だというのか。ひょっとして人ひと違ちがいなのか？　そう思いかけてもう一度視し線せんをこらす。だが赤銅色の肌をした長身の男性は、見み間ま違ちがえようもない南みなみ方かた恵けい吾ごその人だった。

　混こん乱らんが脳のう裏りを満たす。学はぎゅっと眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、恵吾を睨にらみつけた。

「なんだよ、これ」

　語気を強めてそう問いかける。

「説明しろよ、何がどうなってるんだ」

「………」

　恵吾は困こん惑わくした表情で口元を引き結んでいる。その腕うでの中には、ひどく思おもい詰つめた面おも持もちの星野。二人の表情があまりにも似に通かよっているように思えて学は苛いら々いらした。本当にまったくなんだというのか。どいつもこいつも訳わけ知しり顔がおで、腹立たしい。

「おい──」

　わずかに声を荒あらげ詰つめ寄よろうとした時だった。

「あらあら」と笑いを含ふくんだ声音が聞こえた。顔を向けると柔やわらかい微び笑しようを浮うかべる灯とう籠ろうが見えた。彼女は恵吾に向け、細い顎あごをついと持ち上げて見せた。

「ご子し息そくにも説明されていないんですか。ふふ、教えてさしあげればいいじゃないですか。その子の名は星祭、あなたと先代評ひよう議ぎ長ちよう──鶺せき鴒れいの娘だと」

「！」

「!?」

　学まなぶと葉は桜ざくらはほぼ同時に息を吞のんだ。恵けい吾ごはきっと灯とう籠ろうを睨にらみつけた。

「灯籠参さん事じ官かん！」

「人類最初の共きよう棲せい体たい、〈秋アウトウンノ〉の鶺せき鴒れいと南みなみ方かた恵吾。四・一八を終結させ人類とアポストリの新たなる未来を切り開いた二人。なんとも美び談だん、歴史に残る快かい挙きよではありませんか。ですがその二人の間に生まれた子供はどうでしょう？　名前を変え、出しゆつ自じを偽いつわり、このような異い邦ほうの地で無む惨ざんにも傷きずついている。あまりに対照的ではありませんか。大使に与えられた名声、ご子息に用意された輝かがやかしい未来と比べれば」

　そう言って、肩かた越ごしに学を見やる。学はやや気け圧おされたように顎あごを引いた。そのまま息を潜ひそめながら灯籠の言葉を反はん芻すうする。共棲体──、人間とアポストリの間で形成される相そう互ご扶ふ助じよシステム。人間は自らの血を提てい供きようし、アポストリは全力で宿主となる人間を守しゆ護ごする。雌し性せい体たいのみで構こう成せいされるアポストリは繁はん殖しよくのために他種族の遺伝情報を必要とする。その取しゆ得とく手しゆ段だんが吸血だった。

　父親と先代評ひよう議ぎ長ちようが共棲体だったというのは、以前にも聞いた覚えがある。であれば、血の提供も──それに続く子供の誕生も当然ありえることだ。今いま更さら驚おどろくことではないのかもしれない。だが唐とう突とつに現れた血けつ縁えん者しやの存そん在ざいは、学の心をひどくかき乱みだした。

　というか、俺の異母妹いもうと……なのか？

　たどりついた結論はあまりにも現実感に乏とぼしいものだった。星ほし野の──いや星ほし祭まつりはこのことを知っていたのだろうか、そう考えて唇くちびるを引き結ぶ。知らないはずがない。そもそも南方恵吾と連れん絡らくを取りたいと言ってきたのは彼女なのだ。だとすれば、あの時の表情──学に抱だきついてきた時のすがるような眼まな差ざしにも納なつ得とくがいく。あれは、孤こ立りつした状じよう況きよう下かで身内を見つけた安あん堵どからくるものではなかったのか。

　おそらく彼女はあの病院で出会った時から自分の存そん在ざいを知っていたのだろう。そしてあの女性、恵吾も全ての事情を承しよう知ちしていた。であれば疑問は一つ、なぜこのことを隠かくす必要があったのか。灯籠の言う通り、なぜ星祭だけがその存在を抹まつ消しようされなければならなかったのか。

　それを尋たずねようとした瞬しゆん間かん、傍かたわらで「あっ！」という声が上がった。

　視線を向けると、葉桜が呆ぼう然ぜんとした表情になっていた。大きな瞳ひとみを見開き、紅こう潮ちようした頰ほおをわずかに震ふるわせている。

「星祭……星祭ですって！」

「なんだ、どうしたんだ」

　学は怪け訝げんな表情で問いかけた。葉桜は喉のどの奥おくから呻うめくような声を上げて目を伏ふせた。わずかに迷まようような顔をした後、ぽつりと口を開く。

「学は知らないと思うけど……ううん、秘ひ密みつ裏りに処しよ理りされた事件だから普ふ通つうの人は誰だれも知らないはずだけど。あれは──四年前だったかしら、〈十じゆう字じ架か〉内部でクーデター騒さわぎがあったのよ」

「クーデター？」

「伯お母ば様の評ひよう議ぎ長ちよう就しゆう任にんに不満を持つ人達が、体制転てん覆ぷくを狙ねらって武ぶ装そう蜂ほう起きの準じゆん備びを進めてたの。幸い、中から情じよう報ほうが漏もれて事件自体は未然に防ふせがれたんだけど……その時の首しゆ謀ぼう者しやが確たしか──」

「ちげぇ！」

　葉は桜ざくらが全てを言いきるより前に、悲鳴のような声が空気を切きり裂さいた。見ると、恵けい吾ごにしがみついた星ほし祭まつりが敵てき意いに燃える目で葉桜を睨にらみつけていた。

「あたしは止めた！　同どう胞ほう同士で殺し合うなんてご免めんだって言った！　でも駄だ目めだった。止まらなかった。あいつらは殺し合いの用意をして、あんたら〈夏エスターテ〉はそいつらをぶち殺した。ああそうだ、おまえらだって同類だ。あの女を──〈渦うず巻まき〉を笑えない、共食いの狂きよう犬けんどもだ。だから……だからあたしは……！」

　ぐっと言葉を吞のみ込こみ、奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。整った顔が怒いかりに歪ゆがみ、唇くちびるから荒あらい息が漏れた。

「あたしは……アポストリなんて大だいッ嫌きらいなんだ！」

　絞しぼり出だすような声が廃はい墟きよに反はん響きようした。凍こおり付ついたような沈ちん黙もく、なんと言ってよいかわからず学はただ息を潜ひそめて彼女を見つめていた。

　すっと恵吾が星祭の肩かたに手を置いた。眉まゆ根ねに深い皺しわを刻きざんで、葉桜を見つめる。

「星祭の言っていることは事実だ。あの件に関して彼女が能のう動どう的てきに関かかわった事実はない。この子はただ利用されただけだ。その出しゆつ自じと名前に利用価か値ちを見いだす一部の連中にな」

　そう言って、恵吾はちらと横目で灯とう籠ろうを見み据すえた。灯籠は肩をすくめた。

「あら、いやですわ。我々〈秋アウトウンノ〉は関係ありません。あの件は同胞の行く末を憂うれい暴ぼう走そうした一部反動勢せい力りよくの仕し業わざ──、そういう結論だったと思いますけれど」

「表向きはな。だが彼らが蜂ほう起きに使おうとした武器、あれがどこから出てきたものかは結局不明だった。妙みようだと思わないか。蜂起計画の秘ひ匿とくさえ満まん足ぞくにできない連中が、武器の取しゆ得とく元もとだけはまったく尻しつ尾ぽをつかませないというのも」

「不ふ思し議ぎなこともあるものですね」

　灯籠は他ひ人と事ごとのようにそう言った。恵吾は灯籠に視し線せんを据すえたまま、わずかに口元の筋きん肉にくを動かした。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　葉桜が戸と惑まどったような声を上げた。まだ混こん乱らんしている様よう子すだった。

「私が聞いた話だと、あの時の関係者は全員死亡してるはずです。そう……、たしか首謀者も含めてって」

「それがそもそもフェイクだったということよ」

　そう言って、灯籠は切れ長の目をすっとすぼめた。

「私達はこう聞かされていた。鎮ちん圧あつ部隊の強きよう襲しゆうを受けた蜂起勢せい力りよくは各個に応戦。抵てい抗こうが難むずかしいことを悟さとった指し導どう部ぶは集団自決を敢かん行こう、その中に星ほし祭まつりもいたと。ただ死体はどこにも見あたらず、彼女の生死は不明。ひょっとしたら誰だれかの手引きによってその場を脱だつ出しゆつしたのでは──、そういう話でしたよね？　南みなみ方かた大使」

「………」

「ですが、実じつ際さいに起きたのはおそらくこういうことです。〈夏エスターテ〉を中心とした鎮ちん圧あつ部隊は蜂ほう起き勢せい力りよくから星祭を奪だつ取しゆ、生死不明と偽いつわり我々からその存そん在ざいを隠かくした。そして星祭は日本政府に引ひき渡わたされ、身分と名前を偽った上で人間──星ほし野の友とも深みとして暮くらしていた。違ちがいますか？」

　恵けい吾ごは無言のまま厳きびしい表情で灯とう籠ろうを見つめていた。その沈ちん黙もくは何より雄ゆう弁べんに彼女の言葉を裏うら付づけているようだった。ふっと灯籠の薄うすい唇くちびるが歪ゆがむ。

「ひょっとすると集団自決というのもフェイクで、あの場にいた人達は口くち封ふうじに殺されたのかも」

「違う」

　断たち切きるような声で恵吾が言った。それだけは譲ゆずれないという口調だった。

「鎮ちん圧あつ部隊が踏ふみ込こんだ時、蜂起勢力は星祭を手にかける寸すん前ぜんだった。奴やつらは言ったそうだ。ここで星祭が死ねば──、彼女は同どう志し同どう胞ほうにとって永遠の象しよう徴ちようとなる。志こころざしを同じくするものが彼女の存在を思い、いつの日か必ずや目的を遂とげるだろうと」

「………」

　学まなぶは呻うめいた。『あたしは死なない。死ぬわけにはいかないから』、そう言った星祭の表情が脳のう裏りに蘇よみがえる。生きている限かぎり利用され、死さえも誰かの目的に使われる。なんという恐きよう怖ふ、なんという絶ぜつ望ぼうだろう。

　誰も巻まき込こみたくないと彼女は言った。それがどれほど切実な願いか学は理り解かいしていなかった。望むと望まざるとにかかわらず彼女が動けば血が流れる。人が狂くるい、平へい穏おんが破れ、無数の屍しかばねが生み出されていく。それを避さけるために彼女は抗あらがっていたのだ。たった一人で、あんな細い体で。必死に。

「そ、それじゃあ事実なんですか。日本政府があの子を──星祭を連れ出したのは」

　葉は桜ざくらの問いに恵吾はこくりとうなずいた。

「無論、茉まつ莉り花かと話した上でのことだ。星祭の存在はあまりに政治的すぎる。彼女の影えい響きよう力りよくを無くすには、生死を曖あい昧まいにしたまま行方不明とするしかなかった。実際その試みはうまくいっていた。彼女が消えてから四年。〈十じゆう字じ架か〉内部の混こん乱らんは収しゆう束そくし、表だって現体制を潰つぶそうとする動きもなくなった。事件の記き憶おくは薄うすれ、近い将来星祭の存在に言げん及きゆうする者はいなくなるはずだった。そう──、昨日までは」

「昨日？」

「彼女が星祭の存在を暴ばく露ろした。防ぼう衛えい省しよう主しゆ催さいの技ぎ術じゆつ交流会でのことだ」

　そう言って恵吾が灯籠を見み据すえる。葉桜ははっとしたように灯籠へ視し線せんを向けた。

「と！　灯とう籠ろう参さん事じ官かん!?」

　灯籠は眉まゆ一つ動かさず葉は桜ざくらの視し線せんを受け取めた。涼すずしげな目元に、冷ややかな感情が浮うかぶ。

「批ひ判はんを受ける謂いわわれはないわ。星ほし祭まつりは〈秋アウトウンノ〉の者、茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちようの一いち存ぞんで処しよ遇ぐうを決められる筋すじはなくってよ。四年前の事件で星祭を保ほ護ごした時、〈夏エスターテ〉はそれを私たちに報ほう告こくするべきだった。彼女を外へ出すにせよ〈十字架〉内部で幽ゆう閉へいするにしろ、それは〈秋アウトウンノ〉の合意あっての話。それをないがしろにしたあなた達に──日本政府に、我々を批判できる道理はない」

「で、でもだからって……」

「それに」

　強い口調で灯籠が言葉を続けた。

「私が言ったのは、あくまで『星祭を連れてきてほしい』ということです。それがこれだけの騒さわぎになったのは、南みなみ方かた大使、あのような得え体たいの知れない連中が出てきたからではないですか？　だとすれば我々は二重の被ひ害がい者しやです。星祭を奪うばわれた挙あげ句く、身内の統とう制せいさえまともにできない貴き国こく政府の」

「身内？」

　なんのことだ。そう思って学まなぶは恵けい吾ごを振ふり返かえった。恵吾は硬かたい表情で唇くちびるを引き結んでいる。灯籠はしばらくの間無言で恵吾を見つめていたが、「まぁ、いいでしょう」と言って視し線せんを逸そらした。ふっと口元を緩ゆるめ、揶や揄ゆするような表情となる。

「その件についてはまた別の機会にじっくり。とりあえず我々が片かたをつけなければいけないのは南方大使、あなたの前にいるその子のことです。星祭──彼女の扱あつかいをどうするか」

「どうするとは？」

「単刀直入に申し上げます。星祭を我々に引ひき渡わたしていただきたい」

　なっ！　と星祭が喘あえぐような声を漏もらした。恵吾の上着をつかむ手に力がこもる。灯籠の目が猛もう禽きんのようにきゅっとすぼまった。

「もちろん、最終的に星祭をどうするかは後ほど議論させていただきます。ですが、ここで星祭を連れていかれた挙あげ句くまた行方不明になられても困こまります。一いつ旦たん我々の方で保ほ護ごさせていただいてから、改めて会談の場を設もうけさせていただきたい」

「悪いが、それはできん」

　灯籠はこくりと首を傾かしげた。口元にぞくりとするような笑えみが浮うかぶ。

「あら、なぜでしょう」

「この件について我々の交こう渉しようチャネルは評議会だ。君達軍務省と勝手に話を進めるわけにはいかない。要よう請せいがあるなら評議会経けい由ゆにしてくれ」

「そして、茉莉花議長に連れん絡らくをとり裏うらから我々の動きを封ふうじる？　ふふ、ふふふ……あまり人を小馬鹿にするものではありませんわ。大使」

　ロングコートをまとったアポストリが、ざっと一歩前へ進み出る。応おうじるように恵吾の後ろで待たい機きしていた警けい務む官かん達が短機関銃を構かまえた。恵けい吾ごはぐっと視し線せんに力を込めた。

「馬鹿な真ま似ねはよせ、灯とう籠ろう参さん事じ官かん」

「馬鹿はどちらかしら、大使。そのような玩具おもちやで本当に我々を止められると？」

　そう言って、灯籠は警務官達を値ね踏ぶみするように見つめた。

「九ミリの拳けん銃じゆう弾だん、警務隊ミリタリーポリスの装そう備びならおそらく銀ではない、通つう常じよう弾だん薬やくでしょう。そんな代しろ物ものが何千発あったところで私達の誰一人打うち倒たおすことはできない。一発でも撃うったが最後、次の瞬しゆん間かんにはあなた方全員血ち溜だまりに沈しずむことになる」

　ざわりと空気が震ふるえた。警務官達が一いつ瞬しゆん、冷気に蝕むしばまれたように身体を震ふるわせる。だがその中でただ一人、恵吾だけが微び動どうだにせず灯籠の視線を受け止めていた。

「通常弾薬、本当にそう思うのか？」

　灯籠の動きが止まった。ぴくりと細い眉まゆを動かす。

「どういうことかしら？」

「私を誰だれだと思っている、参事官。他の誰よりも長く密みつ接せつに君達アポストリと接してきた人間だぞ。〈秋アウトウンノ〉がどういう人々で、どんな考え方のもとに動いているか、これ以上ないくらいによく知っている。その私が──何の備そなえもなくここに来たと思うのか」

「……はったりだわ」

「では試してみるか？　もし君の予想が外れたら、血溜まりに沈むのはそちらだ。しかも居きよ留りゆう区く外がいで政府要人に襲おそいかかった挙あげ句くの射しや殺さつだ。軍部──いや〈秋アウトウンノ〉に対する追つい及きゆうはかなりのものになるだろうな」

「………」

　沈ちん黙もくの帷とばりが落ちる。だが、灯籠の瞳ひとみには変わらず暗い光が宿っていた。警務官達はトリガーに指をかけ、ロングコートのアポストリ達はやや前ぜん傾けい姿し勢せいになって睨にらみ合あっている。一人星ほし祭まつりだけが、どうしたらいいか分からないというふうに視線を彷さ徨まよわせていた。

　なんだこれは──と学まなぶは思った。

　一体全体なんでこんなことになっているのか、彼にはさっぱり理解できなかった。父親もあの灯籠とかいうアポストリも、星ほし野の──いや星祭を助けに来たのではなかったのか。〈渦うず巻まき〉という共通の敵てきが倒たおれた今、あとは一いつ刻こくも早く星祭を病院に運び込むべきだろう。なのに、目の前の人々は一体何をやっているのか。

「学」

　不ふ穏おんな気配を感じたのか、葉は桜ざくらが彼の腕うでをつかんだ。押おし殺ころした声で彼の名を囁ささやく。学はうるさげに眉まゆを寄せて彼女を見た。

「なんだよ」

「だいたい何考えてるか分かるけど、お願いだから自じ重ちようして。私達が出ていってどうこうできるレベルの話じゃないわ」

「だからって黙だまって見てろっていうのか。この馬鹿げたやりとりを」

　学まなぶの問いかけに、だが葉は桜ざくらは必死な表情で首を振ふった。

「聞いて学。私は〈夏エスターテ〉のアポストリ、そしてあなたはその私の共きよう棲せい者しやなの。何を言っても中立な意見には受け取ってもらえない。話がややこしくなるだけよ」

「さっき来る途と中ちゆうで言ってた話か？　〈秋アウトウンノ〉とおまえら──〈夏エスターテ〉が仲悪いとかいう」

「仲の良い悪いって問題じゃないけど……」

　葉桜はそうつぶやくように言って顔を伏ふせた。

「彼女達と私達は人間に対する考え方が違ちがうの。私達〈夏エスターテ〉はあなた達と協調路線を取るべきだと思ってる。でも〈秋アウトウンノ〉は人間と対等な関係を築きずくためにも、それなりの力と権けん威いを持ち続けるべきって考えてるの。真正面から話しても歩み寄れっこないわ。普ふ段だんだってそう、しかも今度の件は──」

　ちらりと葉桜は星ほし祭まつりを一いち瞥べつした。その瞳ひとみにためらいがちな光が宿る。学は唇くちびるを引き結んだ。

「つまりこういうことか。星ほし野のは〈秋アウトウンノ〉にとってすごく重要な人物だ。あいつをどうこうしようとすればそれは〈秋アウトウンノ〉の連中にとって明白な敵てき対たい行為となる。しかも俺はあいつらと正反対の立ち位置にいるわけだし、あいつらが俺の言うことをまともに聞くわけない。そういうことか？」

「そう、そうよ」

　安あん堵どしたように息をつく葉桜に、だが学はぐっと視し線せんを持ち上げてみせた。

「それがどうした」

「ええっ……!?」

　裏うら返がえった悲鳴を上げる葉桜を後しり目めに、学は大おお股またで歩を進めた。銃じゆう口こうと真しん紅くの瞳が睨にらみ合あう広場にざくざくと踏ふみ込こんでいく。

　ふざけるなと思った。普ふ段だん、散々人間とアポストリは協調・対話するべきだと言っておきながら、当の同族間で話し合いを放ほう棄きしてどうするのか。父親も父親だ。こんなやり方が外交だと？　銃を突つきつけ、敵てき意いに満ちた視線を向けられ、わずかな間ま違ちがいが即そつ刻こく破は滅めつにつながるこの状じよう況きようが？　馬鹿も休み休み言え。こんなもの俺は認めない。こんなやり方で選ばれる結末を自分は許きよ容ようしない。

「星野！」

　学は声を張はり上あげた。眉まゆ根ねに深い皺しわを刻きざみ、これ以上なく険けわしい表情で星祭を見み据すえる。刹せつ那な、周囲に張りつめていた緊きん張ちようが鋭するどさを増まして彼に突つき刺ささってきた。背はい後ごで額ひたいを押おさえる葉桜の姿すがた、だが今いま更さら引くわけにもいかない。

「下がっていろ、学」

　地の底そこから響ひびくような声で恵けい吾ごが言った。猛もう禽きんを思わせる目には、底そこ知しれぬ深さの闇やみがあった。体の芯しんが戦慄おののくようなプレッシャー、生まれて初めて彼は心の底から自分の父親が恐おそろしいと思った。だが学まなぶはぎりっと奥おく歯ばを食いしばってその圧あつ力りよくに耐たえた。

「星ほし野の」

　じっと視し線せんに力を込める。星ほし祭まつりは不安げな表情でこちらを見返していた。細い指がぐっと恵けい吾ごの上着をつかむ。

「一つだけ聞かせろ。おまえは一体どうしたいんだ？」

「……え？」

　大きなアーモンド型の瞳ひとみがぱちぱちと瞬またたく。学はわずかに語気を強めた。

「〈秋アウトウンノ〉の意向がどうだとか、茉まつ莉り花かさんや親父がどう話したとか、さっきから聞いてれば全部他人の意見じゃないか。おまえ自身はどうしたいんだ。どうなりたいんだ」

「あ、あたしは……」

　星祭は気け圧おされたように面おもてを伏せ、やや上うわ目め遣づかいに学を見た。

「あたしは……だから誰だれも巻まき込こみたくないって」

「それは分かってる。だけどな、巻き込みたくない巻き込みたくないって三回唱となえればみんながおまえを放っておいてくれるのか。俺が聞きたいのはな、星野、そういうことじゃない。おまえは一体どこに行きたいんだ？」

「どこに──」

「この灯とう籠ろうとかいう人と一いつ緒しよに〈十じゆう字じ架か〉へ戻もどりたいのか？」

　ぶんぶんと即そく座ざに星祭は頭を振ふった。

「親父についていって居きよ留りゆう区くで一いつ緒しよに暮くらすのか？」

　無言、だが細い首が縦たてに振られることはない。学は目を細めた。

「じゃあどうしたいんだ、星野。言ってみろよ、おまえの希望を。おまえがどうしたいかをさ」

「あたしは……」

　星祭は視線を彷さ徨まよわせた。恵吾と灯籠をうかがうように見た後、ぐっと表情を引ひき締しめる。彼女は鼻から小さく息を抜いて学を見み据すえた。

「あたしは居留区にも〈十字架〉にも戻りたくない。もしまだ間に合うなら、あたしは人間として──星野友とも深みのまま壁かべの外で暮らしていきたい。そうすれば、少なくとも身内同士の争いは起こさないで済すむ」

「そうか」

　学はうなずいた。ぴんと背せ筋すじを伸ばし、その場を睥へい睨げいする。

「ってことだ。本人の希望は聞いただろ。少しはそれを尊そん重ちようした上で議論してもいいんじゃないか」

「学！　勝手なことを──」

　恵吾が叫さけんだ瞬しゆん間かん、灯籠がすっと片かた手てを上げた。細い面おもてに揶や揄ゆするような微び笑しようが浮うかぶ。

「いいではありませんか、大使」

　小鳥のさえずるような声で灯とう籠ろうはそう言った。

「このまま睨にらみ合あっていても埒らちがあきませんもの。どうせそちらも引くつもりはないのでしょう？　であれば、ご子し息そくの話を聞いてみるのもまた一いつ興きよう」

「参さん事じ官かん」

　非ひ難なんめいた視し線せんで睨にらみつける恵けい吾ごをよそに、灯籠は白い面おもてを学に向けた。黒くろ蜜みつ色いろの髪かみが揺ゆれる。高こう層そうビル群ぐんの生み出す灯りが彼女の顔に淡あわい陰いん影えいを落としていた。

「それで？　星ほし祭まつりの希望がそうだとして、私達が彼女の言う通りに引き上げると思ってるの？」

「そんなわけないだろうな」

「じゃあどうするつもりかしら。まさかこの場で社会正義と自由の尊とうとさを訴うつたえはじめるつもりじゃないでしょうね。それともあれかしら、土ど下げ座ざしてあの子を許ゆるしてやってくれとでも言うつもり？」

　嘲あざけるように言う灯籠を学は硬かたい表情で見み据すえた。

「心配するな、あんたらの理り屈くつはよく分かってる。星野の希望を聞くなら、それに見合う対たい価かが必要だって言うんだろ」
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　学の言葉に灯籠は少し驚おどろいた顔をした。細く形の良い眉まゆが持ち上がる。わずかな沈ちん黙もくの後、彼女は「ふふ」と含ふくみみ笑わらいをもらした。

「……さすがは南みなみ方かた大使のご子息。いいわ、聞かせて貰もらいましょう。星祭を手放すどんなメリットが私達にあるのかしら」

「その前に一つ聞かせろ。この件に関かかわってるのはあんただけなのか」

「………？　どういうことかしら」

「星ほし野の友とも深みという人間が実は星ほし祭まつりで、四年前のクーデター騒さわぎ後も壁かべの外で生き続けていた。そのことを知ってるのは〈秋アウトウンノ〉の中であんたの他に誰だれかいるのかって聞いてるんだ」

「……質問の意図がよく分からないわね」

　灯とう籠ろうは鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せた。眦まなじりを細め、やや面めん食くらった様よう子すになる。学まなぶは慎しん重ちように言葉を重ねた。

「もしこの件が〈秋アウトウンノ〉全体に伝わっていて、そいつら全員が星祭を連つれ戻もどそうとしてるなら、そもそも俺が交こう渉しようする相手はあんたじゃない。あんたの上、〈秋アウトウンノ〉全体の意い思し決定ができる奴やつだ。それならそれでもいいさ。あんたは気の済すむまで親父と睨にらみ合あってればいい。俺と葉は桜ざくらはここを引ひき揚あげて茉ま莉り花かさん経けい由ゆで〈十じゆう字じ架か〉に──〈秋アウトウンノ〉の上じよう層そう部ぶに連絡を取る。だけど俺はそうじゃないと思ってる。この件で動いてるのは灯籠さん、実はあんた個人じゃないのか？」

「どうしてそう思うのかしら」

「あんたのやり方は強ごう引いんすぎる」

　学は判はん決けつを読み上げる判はん事じのような口調で言った。

「〈秋アウトウンノ〉ってのは、よく知らないけどアポストリの中でもかなりでっかい勢せい力りよくなんだろ？　そいつらが星祭の生きてる証しよう拠こをつかんだのなら、こんな危あぶない橋を渡わたらないでも、もっとやりようがあると思う。評ひよう議ぎ会かいで茉莉花さんを追つい及きゆうしてもいいし、公式に日本政府を非ひ難なんしてもいい。だけど実じつ際さいにあんたがやったのは防ぼう衛えい省しようの技ぎ術じゆつ交流会──だっけか？　なんだかよく分からないミーティングでその話題を出して周囲を引っかき回しただけだ。組そ織しきの動きにしては、あんまりにも回りくどすぎる」

「………」

「実際に星野を見つけたあともそうだ。あんたがどれだけ強いか知らないけど、たった三人で日本政府と全面戦争できるわけもないだろう。もし〈秋アウトウンノ〉が本気で星野を取り戻すつもりならもう少し大々的に人数を揃そろえてきたと思う。そう考えれば考えるほど、あんたの動きには余よ裕ゆうがなさすぎる。まるでブラフを張はりまくった挙あげ句く、なんとか既き成せい事実を作ろうとしてるみたいに──」

「そういえば……確たしかに」

　背はい後ごで葉桜がつぶやき声を上げた。眉まゆ根ねを寄せ、考える表情になる。

「確かに妙みようだわ。星祭の件は軍務省の管かん轄かつじゃない、どっちかといえば内務省か氏族会の領りよう分ぶんだわ。確かに〈秋アウトウンノ〉の影えい響きよう力りよくが強いのは軍だけど、だからといって管轄違ちがいの省庁を出してくる理り屈くつはない」

　葉桜の言葉に、灯籠がわずかに苛いら立だった表情を見せる。それを見て学は確かく信しんした。やっぱりそうだ。こいつは本当に一戦交まじえる気などない。

　耳にした単語を並ならべ立て当てずっぽうで喋しやべった部分もあるが、大おお枠わくとして彼の推すい論ろんは外れていないと思う。灯とう籠ろうの行動は、彼のイメージするアポストリのものとあまりにも異ことなっていた。好戦的で暴ぼう力りよく的てき、一歩間ま違ちがえば日本政府との関係を破は壊かいしかねない。それを許きよ容ようするほど

〈秋アウトウンノ〉は人間を敵てき視ししているのか？　違ちがうと思う。灯籠はかなり理知的なアポストリに見える。そんな人物があえて高圧的な態たい度どに出る理由、それはおそらく──

　ブラフだ。

　学まなぶは下した唇くちびるを舐なめた。ブラフ、はったり、威い嚇かく。ではなぜそんなことをする必要があるのか。それは灯籠の持つ手て札ふだが少ないからだ。真正面からやり合える手しゆ段だんをもたないから、持てるカードを可か能のうな限かぎり強力に見せる必要がある。そしてこれ程ほどの重大事じ案あんにもかかわらず彼女に満足な戦力が与あたえられていない理由──。間違いない、灯籠は独どく断だんで動いている。

「仮かりにそうだとして」

　灯籠は静かな声で言った。

「あなたはどうするつもりなのかしら？　〈十じゆう字じ架か〉に告こく発はつする？　それとも私の口を封ふうじて、全て無かったことにするつもりかしら」

「そんなことはしない」

　学は吐はき捨すてるように言った。

「俺はあんた達とは違う。喉のど元もとに銃じゆう口こう突つきつけて、交こう渉しようを迫せまるような真ま似ねはしない。俺が確かく認にんしたかったのはあくまであんたが交渉相手として相応ふさわしいかどうかだ。さぁどうなんだ。この件に他の〈秋アウトウンノ〉は絡からんでるのか」

　学の問いかけに灯籠は沈ちん黙もくした。何かを推おし量はかるような目で虚こ空くうを見み据すえた後、ふっと口元を緩ゆるめる。

「絡んでいる、といえば絡んでいるわね」

　言いながら彼女は横目で学を見据えた。細い首が傾かたむき、艶つややかな髪かみが彼女の肩かたを撫なでた。

「星ほし野の友とも深みが星ほし祭まつりでないかという情報は、かなり前から〈秋アウトウンノ〉の上じよう層そう部ぶに届とどいていたわ。ただそれはあくまでも疑念。確かく証しようではなかった。実じつ際さい、星祭と思われる人間は私の知っているだけでもあと十人はリストアップされていたわ。確証がない以上、そのうちの誰だれか一人を選んで引ひき渡わたせとは言えない、それが上層部の考え方だった。でも──」

　灯籠の目がきゅっとすぼまった。恵けい吾ごの腕うでの中でたたずむ星祭に視し線せんをやる。びくりと星祭が肩を震ふるわせた。

「私は確かく信しんしてた。この子が──星野友深こそが星祭だと」

「な、なんで……」

　震ふるえる星祭に、灯籠は薄うすく笑いかけた。

「私はあなたのことをよく知っているのよ。クーデター騒さわぎが起こるもっとずっと前からね。覚えてないかしら？　鶺せき鴒れい様が亡くなる数ヶ月前にも、私は病院であなたと会っているのよ」

「え……え？」

　星ほし祭まつりはぱちぱちと目を瞬またたいた。その瞳ひとみに、唐とう突とつに理り解かいの色が宿る。

「うそ……、あのときの？」

　灯とう籠ろうはこくりとうなずいた。

「使し節せつの一員としてね。当時はまだ駆かけ出だしだったから、あなたと直接言葉を交かわすこともなかったけれど。それでもあなたのことは随ずい分ぶんと調べさせられたわ。あなたがどういう風に生まれてきたか、何が好きで何が嫌きらいか、目の形、顔の造ぞう作さく、髪かみの毛の一本一本まで──。だから、写真を見せられたときすぐに分かったわ。目の色は違ちがったし、画質も決してよいものでなかったけど。この子は星祭に間ま違ちがいない、そう思った」

「だけど……、あんたの上はその賭かけに乗らなかった」

　学まなぶの言葉に、灯籠はふっと鼻から息を抜ぬいてみせた。

「そう、そうね。積極的に動こうとはしなかった。ただ私の動きを禁じたわけでもない。要するに黙もく認にんということよ。それなら何かあっても私を切るだけで話は終わる。でも結果として、私は星祭を見つけた。この子を〈十じゆう字じ架か〉に連れて帰れば──、いいえそうでなくてもこの子が星祭だったと連れん絡らくするだけで、〈秋アウトウンノ〉は動き出すわ。今度は本気で、そして全力でね」

「………」

「さぁ、私のカードは晒さらしたわ。今度はあなたの番。この件に関して私が全ぜん権けんをもってるという前ぜん提ていの上で、あなたはどんな提てい案あんをしてくださるのかしら？　南方学殿」

　呼こ称しようが変わった。その意味を学は十分に理解した。大使のご子し息そくから南みなみ方かた学個人へ、それは灯籠が彼を交こう渉しよう相手として認みとめたことを意味する。だがそれはあくまで一時的なものだ。彼が発言を過あやまてば即そく座ざに彼女は興きよう味みを失うだろう。そして事じ態たいは元の睨にらみ合あい、手て詰づまりの状じよう況きように戻もどる。

　ぎゅっと汗あせばんだ拳こぶしを握にぎりしめる。頭の中で論理ロジツクを再さい構こう成せいし、矛む盾じゆんがないか確かく認にんする。ちらりと星ほし野のを一いち瞥べつ、彼女は不安そうな顔でこちらを見ていた。そんな顔するなよ、おまえは今も昔もふてぶてしいくらいで丁ちよう度どいいんだ。ああ……そうだ、あの時もそう。病院で折り紙の花を作ってやったときおまえは言ったよな。『よ、余よ計けいなことすんな、バカ！　あたし一人でもできたんだよ』だっけか？　出来もしないくせに強がって。まったくもって世話の焼ける。安心しろ。こんな馬鹿騒さわぎ、俺がすぐに終わらせてやる。

　学はすっと息を吸い込み、まっすぐな視し線せんで灯籠を見み据すえた。

「まずこちらの条件だ。星野は引き続き壁かべの外で暮くらす。これだけ騒ぎになってる以上学校に戻もどるのは難むずかしそうだから、どこか他の防ぼう衛えい省しようの関係団体に入り込めばいい。親父のコネを使えばそれくらいなんとかなるはずだろう」

　父親は憮ぶ然ぜんとした表情でこちらを見ていた。内心では苛いら立だたしく思っているだろうが、口を挟はさまない以上とりあえず否ひ定ていする気はないらしい。灯とう籠ろうはこくりとうなずいた。

「それはいいわ。で？　それで私にどんなメリットがあるのかしら」

「あんたが星ほし野ののことを他た言ごんしないという条件で、あんたと奴やつの間に直通の連れん絡らく手しゆ段だんを設もうける」

「！」

「!?」

　ざわめきが周囲に広がる。面めん食くらった様よう子すの灯籠に向けて、学まなぶは言葉を継ついだ。

「それを使ってあんたは星野といつでも連絡を取れる。奴を通じて壁の外の動き、防ぼう衛えい省しようの動どう向こうを探さぐればいい。あんた定期的に防衛省と打ち合わせしてるんだろ。内部からの情じよう報ほうがあれば、随ずい分ぶん助かるんじゃないのか」

「あの子を……スパイに使おうっていうの？」

「まぁぶっちゃけていうと、そうだ」

「ちょ……ちょっと学！」

　さすがに焦あせったのか、背はい後ごで葉は桜ざくらが悲鳴のような声を上げた。だが学はあえてその呼よびかけに答えず灯籠を注ちゆう視しした。灯籠はわずかに考えた後、ふっと小首を傾かしげた。

「話にならないわね」

　冷ややかな声でそう告つげる。

「あの子がそういう立場にいることは、ここにいる全員が認にん識しきしてるんでしょ？　であれば彼女に与あたえられる情報も差さし障さわりのないものになる可か能のう性せいが高い。それにもし日本側に不利な情報が手に入ったとして──、星ほし祭まつり、あなたがそれを私に伝える保ほ証しようはあるのかしら？」

「それは……」

　星祭が口ごもる。灯籠は予想通りとでも言うようにふんと鼻をならした。

「ごらんなさい。今の星祭は日本政府の側、どちらかといえば南みなみ方かた大使の立ち位置に近いわ。そんな彼女にスパイ役が務つとまるはずもないでしょう。とんだ茶番劇だわ。本屋で防衛白書ホワイトペーパーを取り寄せた方が、まだマシなくらい」

「ああ、そうかもしれないな」

　学は意図して平へい板ばんな口調でそう言った。

「だからあんたは直通回線が役にたたないと思ったら、すぐ星野のことを公表すればいい。あんたにはその自由がある」

「なっ……！」

　学の言葉に星祭が目を剝むいた。今度ばかりは予想外の提てい案あんだったのか、灯籠も表情を凍こおりつかせている。耳の痛いたくなるような沈ちん黙もく、誰だれも彼もが啞あ然ぜんとした顔で彼を注視していた。どのくらいの時間が経けい過かしたのか、静せい寂じやくを破ったのは星野の怒ど声せいにも似にた声こわ音ねだった。

「ふ、ふざけんな！」

　彼女は叫さけんだ。眉まゆを吊つり上あげ、顔を真っ赤に染そめている。白い歯を剝き出しにして唸うなる様子は、本当に追いつめられた子猫のようだった。

「冗じよう談だんじゃねぇ、それじゃただの恐きよう喝かつじゃねぇか。ばらされたなくなければ味方を裏うら切ぎって情じよう報ほうを流し続けろっていうんだろ？　そんなふざけた話があるかよ。今より酷ひどい状じよう況きようじゃねぇか」

「味方を裏切る？　違ちがうな。星ほし野の、おまえがやるべきことは灯とう籠ろうさんにとって価か値ちのある情報を流すことだ。それと味方を裏切ることは、必ずしもイコールじゃない」

「あぁ……？」

「日本政府や自じ衛えい隊たいにとっては秘ひ密みつでなくても、壁かべの中にいる俺達にはなかなか伝わってこないことがある。それ以外にも、お互たがい本ほん音ねで話せば一発で片かたづくことが、腹のさぐり合いでなかなか決まらないこともあるだろう。そういうことを判はん断だんして、必要な情報をおまえは伝えればいい。アポストリも日本政府も別に敵てき同士じゃないんだ。腹を割って話せば、きっと前向きな議論ができる。星野、おまえはそのためのパイプ役になればいい」

「う……ううう？」

　星ほし祭まつりは目を白黒させている。学まなぶは眉まゆをひそめた。おい、これだけ嚙かみ砕くだいてるのにまだ分からないのか。どう話せばいいのか、そう考えて口ごもっていると、灯籠がふっと口元を緩ゆるめた。

「つまり防ぼう衛えい省しように対する私専門の交こう渉しようチャネルになると。そういうことかしら」

　学はこくりとうなずいた。こちらはさすがに理り解かいが早い。

「そう、公式には聞けない情報を裏うらから確かく認にんするための窓口。もちろん立場的には防衛省の所しよ属ぞくだから言えないこと、明かせない情報も出てくるだろうな。それを判断してどこからどこまでを話して良いのか、星野は考えていく必要がある。なんでもかんでも明かせば背はい任にん行こう為いになるし、かといって何も情報を提てい供きようしなければ──」

「私が連れん絡らく手しゆ段だんを維い持じする意味はなくなる……か」

　灯籠は指の節ふしを下した顎あごに押し当てた。そんな彼女と学を交こう互ごに見て、星祭は慌あわてたように声を上うわ擦ずらせた。

「ちょ、ちょっと待てよ。あ、あたしにそんな判断」

「できないっていうのか？」

　学は声こわ音ねに厳きびしさを滲にじませた。たじろいだ様子で身を引く星祭に、ぐっと眉まゆ根ねを寄せてみせる。

「星野、よく聞けよ。誰だれも巻まき込こみたくないっておまえは言ったよな。立りつ派ぱだよ、大変な決心だと思う。だけど今現実におまえがやってることは、ただ逃にげてるだけだ。〈秋アウトウンノ〉から逃げて居きよ留りゆう区くを捨てて、ただただ闇やみ雲くもに走り回ってるだけだろ。今度のことでおまえは学校にいられなくなった。で、次はどこに逃げるんだ？　離り島とうか？　海外か？　そうやって逃げて逃げて逃げ続けた先に、待ってるのが行き止まりだったらおまえはどうするんだ。そこでもおまえは『誰も巻き込みたくない』って言うのか。迫せまる追っ手を前に、ただただお題目を並ならべ立たててるだけなのか」

「………」

「本当におまえが誰だれも巻まき込こみたくないなら、おまえはそのために全力を尽つくすべきだ。周囲の組そ織しきや人間を存ぞん分ぶんに活用して、誰も傷きずつかないですむ方法を探さぐるべきだ。防ぼう衛えい省しようも〈秋アウトウンノ〉もそのための駒こまでしかない。なぁ星ほし野の、柄がらにもなく悲ひ劇げきのヒロインぶってる暇ひまがあるなら、あいつらをうまく利用してみろよ、そして奪うばい取とってみろ。おまえの居い場ば所しよを、おまえの理想を」

　一気に言い切って学まなぶは口をつぐんだ。星ほし祭まつりはひどく難むずかしい表情で地面を睨にらみ付つけている。沈ちん黙もくし彼女の返答を待っていると、不意にぱらぱらとまばらな拍はく手しゆの音がした。ふっと目だけを横に向けると、灯とう籠ろうが穏おだやかな微び笑しようを浮うかべて手を叩たたいていた。

「感動的なスピーチですわ。お見事、思わず聞き入ってしまいました。でも残念、星祭がなんといおうと、やっぱりその話をお受けすることはできませんわ」

「できない？」

「ええ」

　こくりとうなずいて灯籠は口の端はしを歪ゆがめた。

「確たしかに、あなたの提てい示じした条件は魅み力りよく的てきよ。星祭が期待通りの働きを見せれば、我々〈秋アウトウンノ〉にとって何よりの情じよう報ほう源げんになることでしょう。でもね、私たちの手元に星祭が来れば、彼女はそれ以上の価か値ちを生む。どれだけ金きん塊かいを積まれても、同じ重さのダイヤと交こう換かんする馬鹿はいない、そういうことよ」

「ダイヤ……ダイヤね。それじゃあ、そいつにそれだけの価値がなくなれば話は変わるのか」

「………？　どういうこと」

　学は唇くちびるの端を歪めた。やや胸むねを反そらし、氷のように鋭するどい視し線せんで灯籠を見み据すえる。

「簡かん単たんだ。俺は今からどこかのマスコミにかけこんで、そいつの正体を暴ばく露ろしてやる。ただし、事実をありのまま話すんじゃない。〈秋アウトウンノ〉から送り込まれたスパイ──そういう触ふれ込こみでだ」

　一いつ瞬しゆんの空白。

　周囲から全ての音が失われたかと思った。星野がぽかんとした表情で彼を見ている。わずかに遅おくれて、灯籠が「な……！」と声を上げた。学は酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

「あんた達、そいつを連つれ戻もどせたら、茉まつ莉り花かさんに代わって自分たちのボスに据すえるつもりだったんだろ。それがスパイなんてケチがついたら、絶ぜつ対たい表に出せなくなるぞ。ダイヤどころか、一いつ瞬しゆんで価か値ちのない石いしころだ」

　瞬しゆん間かん、灯籠の顔から一いつ切さいの笑みが抜ぬけ落おちた。周囲の空気がぞわりと蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめく。灯籠は目を一杯に見開き、突つき刺さすような視し線せんで学を睨にらみ付つけた。

「我々を脅きよう迫はくするつもり……!?」

「先に脅迫してきたのはそっちだろ。そっちが手しゆ段だんを選ばない以上、こっちも打つ手を選ぶつもりはない。お互たがい様だ。さぁ、どうする」

　灯籠は唇を引き結んだまま恐おそろしい表情をしていた。とてつもないプレッシャー、だが学は眉まゆ一つ動かさなかった。ここが勝負所だ。背せ筋すじを伸のばし、灯とう籠ろうの視し線せんをまっすぐに受け止める。

「………」

　ややあって灯籠が視線を逸そらした。拳こぶしを握にぎりしめながら、それでも辛かろうじて平静を装よそおう。

　学まなぶは灯籠が沈ちん黙もくしているのを見み届とどけて星ほし祭まつりに目を向けた。彼女は恵けい吾ごの腕うでの中で完全に凍こおりついていた。

「話が途と中ちゆうだったな。で、どうなんだ。さっきの話」

「さ、さっきって？」

「おまえがパイプ役になるって話だ」

　できの悪い生徒を諭さとすように言って星野を見み据すえる。星祭は「ああ」とつぶやいた後、やや上うわ目め遣づかいに学を見据えた。

「……言われてることは分かる……けど」

　そう言って薄うすい下した唇くちびるをきゅっと嚙かみしめる。自分に求められていることは理り解かいできる、そうするより他に道はないということも分かっている、だが具体的に何をしたらいいか分からない、そんな表情だった。少し時間を置いた後、学はこほんと咳せき払ばらいをした。

「まぁなんだ。直通回線は別に一本じゃなくてもいいと思うけどな」

「？」

「もう一本、親父の連れん絡らく先さきももらっとけばいい。で、判はん断だんに迷まよったらそこに相談する。それなら少しは気が楽だろう」

「!?　い、いいのか、そんなんで」

「いいんだよ。というより──」

　学はちらりと灯籠を見た。一言一句を区切るような、極度に明めい瞭りような発音で言葉を投げかける。

「そのほうがいいんだろう？　灯籠さん」

　灯籠は虚きよを突つかれたように顔を上げた。瞬まばたきを数回、わずかな沈ちん黙もくの後、唐とう突とつに頰ほおの筋きん肉にくが震ふるえた。

「ふっ……ふふ」

　細い肩かたが揺ゆれる。

　直後、何かが決けつ壊かいしたように彼女は笑い出した。ぎょっとする人々を後しり目めに、身体を折り額ひたいを押おさえて大たい笑しようする。指の間から赤い目を覗のぞかせて彼女は学を見み据すえた。歓かん喜きと警けい戒かいがブレンドされた、猛もう獣じゆうのような笑みだった。

「なんていう……なんていう子。そう、最初からそのつもりだったのね。本当にはじめから、私と大使の間に立ったその瞬しゆん間かんから──。ああもう傑けつ作さくだわ。こんな子供が、まるで私達をチェス盤ばんの駒こまみたいに。久しぶりよ、こんな愉ゆ快かいなの。こんな愉たのしい気分になるのは」

　つかんだ。

　ぎらついた視線に気け圧おされそうになりながら、学は強こわばった笑みを返した。

　灯とう籠ろうの反はん応のうを見れば分かる。彼の意図は過あやまたず彼女に伝わったようだった。

　学まなぶの意図──それは灯籠に父親への連れん絡らく経けい路ろを提てい供きようすることだった。原げん則そくとして、今のアポストリと日本政府のやりとりは茉まつ莉り花か──〈夏エスターテ〉経由で実じつ施しされている。政せい敵てきを介かいさない直接の交こう渉しよう窓口は〈秋アウトウンノ〉にとって喉のどから手が出るほど欲しいもののはずだった。だが単純に父親の連絡先を提供するだけでは、星ほし祭まつりを壁かべの外に残す動機付けとならない。だから彼女に中ちゆう継けい役やくとしての機き能のうを持たせる。〈秋アウトウンノ〉は星祭経由でなければ、南方大使と連絡を取れない。そういう状じよう況きようを作り上げる。

　そしてこの話の肝きもは、その窓口が灯籠一人のために準じゆん備びされているということだ。他の〈秋アウトウンノ〉は窓口の存そん在ざいを知らない。つまり灯籠は〈秋アウトウンノ〉の政治的地位を向上させながら、その成果を自分のものとして独どく占せんできる。そう、彼女が星祭の存在を隠し続ける限り。

　だが単純にそんな取引を持ちかけても、灯籠を納なつ得とくさせることは難むずかしい。だからこそ脅きよう迫はく紛まがいのブラフをかけた。そう、星祭の存そん在ざいを公表するという彼の発言もまたブラフだ。もし彼が星祭をスパイだと言えば、彼女はどこにも居い場ば所しよがなくなる。彼女を救すくうために仕し掛かけた交渉の結末がそれでは本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはだしい。だからこれは賭かけだった。そして、彼は賭けに勝った。

「……ふふ、ふぅ」

　ひとしきり笑い終えた後、灯籠は目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐい恵けい吾ごを見た。揶や揄ゆするように口元を歪ゆがめ微び笑しようみを浮うかべる。

「それで──今の話、南みなみ方かた大使としてはどうなのかしら。とりあえずの落としどころとしては悪くないと思いますけれど」

　恵吾は不ふ機き嫌げん極まりない表情でこちらを見ていた。一いつ瞬しゆん、学の胸むねに不安が過よぎる。調子に乗って話してきたが、この話は父親の協力あってのことだ。彼が否いなと言った瞬しゆん間かん、全ては絵に描かいた餅もちで終わる。

　まさかここまできてひっくり返すつもりじゃないだろうな──。固かた唾ずを吞のんで見守っていると、恵吾はわずかに鼻頭をひくつかせた。

「星祭との連絡手しゆ段だんはどのみち設もうけるつもりだった。それで話が収おさまるならこちらとして特に異い存ぞんはない」

「じゃあ……」

　思わず声を弾はずませた学を、だが灯籠はすっと目で抑おさえつけた。紅くれないの双そう眸ぼうに冷れい徹てつな光が宿る。

「結けつ構こう、ですがこちらとしては条件が一つあります。星祭の所しよ属ぞく先さき、これをこちらで選ばせていただきたい。お任まかせした挙あげ句く、実体のない外がい郭がく団体に配はい属ぞくされてはたまりませんから。そうね……、統とう幕ばくか情報保全本部、情報本部ＤＩＨでもいいかしら」

「調子に乗るな」

　断たち切きるような口調で恵吾が言った。

「所属先はこちらで候こう補ほを出す。それも含ふくめて今後の交渉だ」

「……ふふ、まぁそんなところでしょうね」

　あらかじめ答えを予よ測そくしていたのか、灯とう籠ろうはさして残念そうな様よう子すもなく引き下がった。

「ですがお忘わすれなく。星ほし祭まつりの情じよう報ほうに価か値ちがなければ、私は即そく座ざに彼女の存そん在ざいを上に報ほう告こくします。そのイニシアティブはこちらにある。それをよく理り解かいされた上で回答をご用意されますよう」

「言われるまでもない」

　恵けい吾ごの言葉に、灯籠は満足げに口元を緩ゆるめた。ハーフコートの襟えりを合わせ、狐きつねにつままれたような顔の星祭に視し線せんを向ける。

「ようこそこちら側の世界に。期待してるわよ、星祭。願わくばお互たがいにとって価値ある関係を築きずきたいものね。末永く、あなたの平へい穏おんな日常のためにも」

「………」

　言いながら灯籠は踵きびすを返した。ロングコートのアポストリがその後ろへ影かげのように寄より添そう。学まなぶは思わず片かた眉まゆを持ち上げた。

「おい、どこいくんだ」

　灯籠が肩かた越ごしに振ふり返かえる。桜色の唇くちびるがふっとほころんだ。

「公館に戻もどるわ。もう話はすんだもの。必要以上にアポストリが出歩いてたら、トラブルの元でしょう？」

「……今いま更さらよく言えるな、そんなこと」

　呆あきれた口調で言うと灯籠は小さな笑い声を漏もらした。こくりと細い首を傾かたむけ、切れ長の目を細める。

「今日は楽しかったわ、南みなみ方かた学殿。またお会いしましょう。今度は壁かべの中で、できれば〈夏エスターテ〉の邪じや魔まが入らないところでね」

「なっ！」

　灯籠の言葉に、葉桜の顔が瞬しゆん時じに紅こう潮ちようした。

「ど、ど、どういう意味ですか、それ！」と叫さけぶ彼女に背せを向け、灯籠は悠ゆう然ぜんと歩み去っていった。

　学は苦い表情で唇くちびるを引き結んだ。正直二度と顔を合わせたくない。だがこの手の期待が往おう々おうにして裏うら切ぎられることを、彼はここ数ヶ月の経けい験けんでよく理り解かいしていた。

　まぁ……それは今考えてもしょうがないか。

　ほうっとため息をつき髪かみを搔かき回まわす。とりあえずなんとかなった、そう思って顔を上げたときだった。

　凶きよう相そうといってよい表情でこちらに歩いてくる父親と目が合った。

（ぐっ！）

　本能的に体が縮ちぢこまる。押おさえつけていた恐きよう怖ふがじわりと首をもたげた。考えてみれば彼はとんでもないことをやったのだ。日本政府とアポストリ、その交こう渉しように割り込み勝手な絵図を披ひ露ろうした。おまけに父親を道具のように扱あつかい、非合法すれすれの外交チャネルを設もうけさせた。

　怒おこっている──どころではないだろう。半殺しにされても文もん句くは言えない。いや、それでもなまぬるいか。下へ手たをすればこの場で拘こう束そくされ、刑けい務む所しよにぶちこまれかねない。

　荒あらい靴くつ音おとをたてながら父親がすぐそばに迫せまる。眉まゆ根ねに刻きざまれた深い皺しわ、こちらを見み据すえる猛もう禽きんのような眼まな差ざし。殴なぐられる、そう思って首を縮ちぢこめた時だった。

「馬鹿者が」

　低い声がして肩かたに手を置かれた。その声には、明らかに怒いかりとは別種の感情が感じられた。狐きつねにつままれたような思いで目を開くと、もう恵けい吾ごの姿すがたは側そばになかった。瓦が礫れきの散さん乱らんした芝しば生ふを通とおり抜ぬけ、葉は桜ざくらの前に立っている。

「葉桜」

「は、はい！」

　恵吾に呼よびかけられ、反はん射しや的てきに葉桜は直立不動となった。表情をがちがちに強こわばらせ卒業証書を渡わたされる学生のように固まっている。恵吾は頭一つ分小さい彼女を目だけで見下ろした。

「私は星ほし祭まつりに付つき添そって行く。悪いが茉まつ莉り花かへの報ほう告こくをお願いできないか。今見たことをありのまま話せば、おそらく状じよう況きようは伝わるはずだ」

「わ、わたしがですか？」

「頼たのむ」

　こくりと頭を下げて恵吾は踵きびすを返した。そのまま、おろおろする葉桜には目もくれず警けい務む隊たいの人々に手を振ふってみせる。

「撤てつ収しゆうする。ここの後始末と市いちヶが谷やへの連れん絡らくを。それが終わり次し第だい封ふう鎖さを解かい除じよ、マスコミがかぎつける前に退ひくぞ。急げ」

　止まっていた時間が動き出すように周囲の人々が活動を再さい開かいした。手て際ぎわよく銃じゆう弾だんやナイフ・トリップワイヤを回収し、〈渦うず巻まき〉の亡なき骸がらを担たん架かで運び出す。鋭するどい指示出しの声と、くぐもった無線機の音声。その様よう子すを学はただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「あ、あの……」

　躊躇ためらいがちな声に視し線せんを向けると、そこに細身の少女が立っていた。ぼろ切れのようになったシャツの上に男物のジャケットを羽は織おっている。背はい後ごには心配そうな表情の警務官が付き添っていた。

「星ほし野の……」

　学はつぶやくような声をあげた。直後、間ま違ちがいに気づき眉根を寄せる。

「……いや、星祭だっけか」

「うん」

　星祭はうなずいた。そのまま細い顎あごを引き、やや上うわ目め遣づかいにこちらを見つめる。アーモンド型の瞳ひとみにうかがうような光が宿った。

「なんか……色々ごめん。だましたみたいで」

「最初から全部知ってたのか？　その──俺とおまえが……」

　兄妹きようだいだって。学まなぶの問いに、星ほし祭まつりはもう一度こくりとうなずいてみせた。

「母さんから聞いてたんだ、おとうさ──南みなみ方かた大使には人間の子供がいるって。それが誰だれだかまでは教えてもらえなかったけど、あんときさ、病院で会ったとき分かったんだ。ああそうか、このひとがそうなんだって。でもあんたはそんなこと知るわけないし、だから覚えてるはずないと思ってた。あのときのことなんて」

　そう言って口ごもる。気まずい沈ちん黙もくが二人の間に満ちた。学は人差し指の爪つめで頰ほおを搔かいた。

「まぁなんだ。ぶっちゃけ驚おどろいた」

「……だよな」

「正直、何話したらいいか戸と惑まどってる」

　素直に思ったままを言うと、星祭はひどく不安げな表情になった。

「やっぱ……イヤか？」

「あ？」

「あ、あたしみたいなのとそういう関係なのって」

　そういう星祭の顔は今にも泣き出しそうに見えた。いきなり何を言い出したのか、呆あつ気けに取られて見ていると彼女はきつく下した唇くちびるを嚙かみしめた。

「〈十じゆう字じ架か〉にいたとき聞いたんだ、あんたの母親と妹はあたしたち、アポストリが──」

　ああ……。

　学は嘆たん息そくした。星祭が彼に素す性じようを明かさなかった理由、その最後のピースがかちりと音を立ててはまったように思えた。

　瞑めい目もくして鼻から息を抜ぬく。彼は拳こぶしを握にぎりしめると、上から振ふり下おろすように星祭の頭を小こ突づいた。

「あぅあー!?」

　奇き妙みような悲鳴を上げて星祭が跳とび退すさった。両手で頭を押おさえ、潤うるんだ瞳ひとみをいっぱいに見開く。

「な、な、な、なにするんだ!?」

「馬鹿なことで悩なやんでんなよ」

　不ふ機き嫌げん極まりない声で学は言った。眉み間けんに皺しわを刻きざんだまま、ちらりと背はい後ごの葉は桜ざくらを一いち瞥べつする。

「あのときのことがまだ気になってたら、あんな面めん倒どうくさい奴やつと共きよう棲せいなんてしてるかよ。俺がおまえにむかついてるとしたらな、それはもっと別のことだ」

「べ、別……？」

　学はこくりとうなずいた。

「孤こ立りつ無む援えんで逃にげこんできた身内を、たとえそれがアポストリだからって見捨てるわけないだろ。それを余よ計けいな気回して話をややこしくしやがって。俺をなんだと思ってるんだ。見み損そこなうな」

「………」

「というわけでこっちこい、もう一回殴なぐらせろ」

　言いながら拳こぶしを振ふり上あげると、星ほし祭まつりは悲鳴を上げ警けい務む官かんの背せ中なかに逃にげ込こんだ。そのまま顔を半分だけ出してぶるぶると震ふるえている。その様よう子すはあたかも檻おりを揺ゆらされて怯おびえるハムスターのようで、学まなぶは吹き出しそうになった。

「学！　学ちょっと！」

　背はい後ごで葉は桜ざくらが叫さけび声ごえを上げた。

　いつの間に手て渡わたされたのか、携けい帯たい電話を耳に当てひどく焦あせった表情をしている。彼女は顔がん面めんを蒼そう白はくにして電話機を指さした。

「おばさま……、無茶苦茶怒おこってる」

「え？」

　学は目を瞬またたいた。

　おばさまって……、電話の相手茉まつ莉り花かさんか？　怒るのか？　あの人。

「なんで連れん絡らくしなかったんだって、どれだけ心配したと思ってるんだって」

「………」

「説明しようとしても聞いてくれなくって。お願い、学からもちょっと事じ情じようを話し……、はい？　いえだから、それには色々と理由があって……、え！　ちょ、ちょっとそれは困こまります。すぐホテルに戻もどりますから。ええ、お願いですから」

　そのまま脇わきを締しめ、やや俯うつむきがちになって受け答えを繰くり返かえす。学はふぅとため息をついた。急いで引き上げる必要があるのはこちらも同じようだった。

　ジャケットの襟えりを直し、星祭の方に向き直る。彼女は柔やわらかそうな唇くちびるを拗すねたように結んでこちらを見つめていた。

「じゃあ俺たちは行くから」

　学の言葉に星祭はゆるゆるとうなずいた。ためらいがちに口を開き吐と息いきを漏もらす。

「……ま、また会えるかな」

　学はうなずいた。

「ああ、そっちが落ち着いたらいつでも連れん絡らくしてこいよ。ただ今度はいきなり不意打ちとかなしだぞ。あと窓まどから現れるのも勘かん弁べんしてくれ」

　冗じよう談だんめかしてそう言うと、星祭はきゅっと唇を尖とがらせた。学は口元をほころばせ踵きびすを返した。片手を挙あげ別れを告つげる。葉桜は端たん末まつに向かい必死で謝しや罪ざいと弁べん明めいを繰くり返かえしていた。さぁどう収拾をつけよう、そう思い歩いていくと不意に背はい後ごから「南みなみ方かた学！」と声をかけられた。

　肩かた越ごしに振ふり返かえる。星祭が白い頰ほおを林りん檎ごのように赤く染そめてこちらを見ていた。眉み間けんから険けんが消え、ひどく清すが々すがしい表情になっている。彼女は桜の蕾つぼみが開いたような、はっとするほど魅み力りよく的てきな笑えみを浮うかべて言った。

「ありがとう、お兄ちゃん」

　意表を突つかれた。

　凍こおりつく学まなぶを後しり目めに、星ほし祭まつりはにぃと悪戯いたずらっぽく口元を歪ゆがめてジャケットの裾すそを翻ひるがえした。首の付け根までのボブが揺ゆれて華きや奢しやな肩かたを撫なでる。

「葉は桜ざくらと仲良くしろよ。あんた達、あたしのこと散々意い地じっ張ぱりだなんだっていってたけど、あたしからみたらあんたらの方がよーっぽど不器用だぜ。さっさと肩かたでも抱だいてぶちゅーってやっちまえよ。はたから見ててじれったいったらないぜ」

「な……」

「次会った時、どこまでいったか進しん展てんきかせろよ！　じゃあな！」

　言いたいことを言うと、星祭は軽かろやかな、だがまだ少し覚おぼ束つかない足取りでその場を遠ざかっていった。慌あわてて警けい務む官かんがその後を追う。

「ちょっと学、なにしてるの!?　はやく、はやく来てったらっ」

　背せ中なかで葉桜の悲鳴のような声。早く行ってやらねば、そう思うものの体が動かない。なんというか、先ほどまでの気き負おいや衒てらいが一いつ片ぺん残らず吹き飛ばされた気分だった。鼓こ動どうが激はげしさを増まし、顔がじわじわと熱を持つ。学は繰くり返かえされる葉桜の呼よびかけに答えることもできず、遠ざかる星祭の後うしろ姿すがたをただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。







　エピローグ








──三日後
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　星祭は三み宿しゆくの自じ衛えい隊たい病院にいる。

　あの事件の後、彼女は猛もう烈れつな勢いきおいで病院にかつぎこまれた。大した怪け我がではないと言ったが、医者も救きゆう急きゆう隊員も誰だれ一人彼女の言うことを信じなかった。簡かん単たんな手当てを受けた後、患かん者じや衣いに着替えさせられベッドに縛しばり付つけられた。しばらくは絶ぜつ対たい安あん静せい・面めん会かい謝しや絶ぜつと言われ丸三日、彼女は何をするともなく病室の天てん井じようを見続けた。その甲か斐いあってか傷きず口ぐちは順調に塞ふさがり、あと一週間もすれば退たい院いんというところまで回復している。

　暇ひまをもてあましそろそろ外に出たいと言ったのがまずかったのか、昨日恵けい吾ごから山のような資し料りようが送られてきた。アポストリと日本政府の条約・協定集、政府系機関の組そ織しき図ず、各種の行政資料、統とう計けい資料、それに新しい姓名の書かれた身み分ぶん証しようと配はい属ぞく先さき通知。

　資料には一枚の紙が添てん付ぷされ、『退院までに、すべて頭に入れておくこと』と書かれていた。

　仕事を与あたえる以上、楽をさせるつもりはないということか。まったく──親子揃そろって無茶振ぶりも甚はなはだしい。

　星ほし祭まつりは窓まど際ぎわのベッドで上じよう体たいを起こし資し料りようを読み込んでいた。ページをめくりながら、サイドテーブルの血けつ液えきバッグを手に取る。

　防ぼう大だいにいた時は、送られてくる血液を隠かくれて吸うか、事じ情じようを知っている外務省の関係者から血をもらうしかなかった。栄養ドリンクと偽いつわっていたら級友が飲みそうになり、慌あわてて取とり戻もどしたこともある。今後どういう生活が待っているのか分らないが、少なくとも今はアポストリである事実を隠す必要がない。それは彼女にとってひどく新しん鮮せんな体たい験けんだった。

「く……ん」

　資料を置き、小さく伸のびをして窓の外を見つめる。清せい秋しゆうの爽さわやかな風が病室に吹き込んできた。ふわりとカーテンが膨ふくれあがり、クリーム色の床ゆかに淡あわい影かげを落とす。秋晴れの下、隣りん接せつする公園の木々が鮮あざやかな緑を見せていた。

　額ひたいにかかる髪かみをかきあげながら、星祭は彼女の数少ない肉親に思いを馳はせた。ひどく不ふ機き嫌げんな顔をした細身の少年。確たしか今日くらいに居きよ留りゆう区くへ発つという話だった。今いま頃ごろ、あの〈夏エスターテ〉の少女と何を話しているのだろう。彼らのことだから、それが喧けん嘩かであれ口こう論ろんであれ、お互たがいに自分を偽ることなくさらけだしているのだろう。なんだかひどくうらやましい。もしそういう関係を持てる相手が自分にいれば、自分の人生はもっと違ちがったものになっていたのだろうか。

　いや──

　無言のまま首を振ふる。過去を、自分に与えられてきた境きよう遇ぐうを嘆なげくのはよそう。今の彼女はもう一人ではない。必要とされ、頼たよるべき人達もいる。今はただこの環境でベストを尽つくすこと、それだけを考えればいい。そしていずれ自分の正体を広く明かせる時がきたら──、その時は胸むねを張はって居留区に戻ろう。そして母の墓はかを訪おとずれ言うのだ。自分がもう大だい丈じよう夫ぶだということを。

　顔を上げ降ふり注そそぐ陽よう光こうを受け止める。星祭はすっと目を細めた。冷えた風に混まじってわずかに感じられる温ぬくもりが心ここ地ちよい。今後の境遇に、これからの生活に不安がないと言えば噓うそになる。彼女を狙ねらった謎なぞの組そ織しき──〈水すい車しや小ご屋や〉。恵けい吾ごから聞いた話によれば〈渦うず巻まき〉に指し示じを出していた人物は徹てつ底ていした黙もく秘ひを続け、背はい後ご関係の洗い出しは難なん航こうしているらしい。彼らが一体どれほどの規き模ぼを持った存そん在ざいなのか、何を目的として星祭を確かく保ほしようとしたのか。恵吾は多くを語らなかったが、事じ態たい解かい明めいにはかなりの時間が必要だろう。そればかりではない。混こん乱らんの末に再さい開かいされた技ぎ術じゆつ交流ミーティングの行方、灯とう籠ろうとの関係構こう築ちく、壁かべの中と外の間で自分が果たすべき役割、課題は山のようにある。平へい穏おんや安あん寧ねいとはおよそ程ほど遠とおい状じよう況きよう、あるいは今回のことなど及およびもつかない危き険けんが待ち受けているかもしれない。だが──

　星祭は微ほほ笑えんだ。

　だが少なくとも今は、今だけは世界がとても美しく思えた。




　　　　＊




『この電車はのぞみ号新大阪行きです。途と中ちゆう名古屋、米まい原ばら新都心、京都の順に停車します。次の停車駅は名古屋、名古屋です』

　車内アナウンスが閑かん散さんとした車中に響ひびき渡わたる。

　学まなぶは窓まど側がわの席に腰こし掛かけ、頰ほお杖づえを突ついていた。外の景色が飛ぶように通り過ぎていく。東京から米原までは約一時間半、定てい刻こく通りなら昼過ぎには到とう着ちやくする。そこから先は在ざい来らい線せんか、あるいは居きよ留りゆう区くから迎えの車が来ているかもしれない。三日前の騒さわぎからこの方、護ご衛えいの人達がえらくピリピリしているからおそらく後者だろう。この電車にしてもそうだ。行きは普ふ通つうに指定席だったが帰りは車両一つを丸々貸し切っている。おかげで彼は葉は桜ざくらと二人、人ひと気けのない車内でぽつんと隣となり合あっていた。

　横に座すわる葉桜は疲つかれ切きった表情をしていた。無理もない。結局彼らはあの後、予定していたスケジュールを全て消化させられた。その一方で、事件の後始末に協力し茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちようへの説明役まで引き受けている。いくら彼女がタフでもさすがに限げん界かいのはずだった。

「ひどい一週間だったわ」

　憮ぶ然ぜんとした声で葉桜が言った。唇くちびるを尖とがらせ、ひどく不ふ機き嫌げんな顔になっている。

「最後の方はもうリハーサルもできなかったし、進行表に目通してる暇ひまもなかったし。……あーあ、テレビとかどんなふうに映ってたのかしら。なんだかもう、ひどいことになってそう」

「別にそんなの誰だれも気にしてないだろ。ニコニコして手ふってれば、それでみんな満足って感じだったし」

　気のない口調で答えると、葉桜は強い視し線せんで彼を睨にらみ付つけた。

「そんないい加か減げんなことでいいわけないでしょ。私たちが何しに行ったと思ってるのよ」

「友好と相そう互ご理り解かいだろ。分かってるって」

「分かってない。分かってたら最後まであんな仏ぶつ頂ちよう面づらしてない。だいたい今回のことだけじゃないわ、学。あなたはいつだって──」

　そう言って、あとはおきまりの小言が続く。学はそれを聞き流しながら、星ほし祭まつりの台詞せりふを思い出していた。

　不器用──、そう言っていた。自分と葉桜の関係がそう見えるのだという。どういう意味なのか、今日までずっと考えていた。自分のことはいい。自身が素直とはほど遠い人間であることを、学はよく認にん識しきしている。葉桜との距きよ離りが近づけば近づくほど、なにかひどく照れくさくなり思っているのとは正反対の台詞を口走ってしまう。だが葉桜はどうなのか。彼女の見せる不機嫌な表情、苛いら立だち混じりの眼まな差ざし、彼はずっとそれを字義通りのものと捕とらえていた。

　それが間ま違ちがいだったら？　星祭が示し唆さしたように、彼女もまた学と同様不器用なだけだったら……？

「ちょっと！　ちょっと学まなぶ、聞いてるの？」

　呼よび声ごえに誘さそわれ、学は首を向けた。眉まゆ根ねに皺しわを刻きざみこちらを見つめる葉は桜ざくらと目が合う。夕ゆう刻こくの湖こ面めんを思わせる見事なブロンド、折れそうに細い首と肩かた、白い陶とう器きのような肌はだにはうっすらと朱しゆが差している。

　ああ綺き麗れいだ。唐とう突とつに学はそう思った。

　沈ちん黙もくしたままの学を妙みように思ったのか、葉桜は戸と惑まどったように顎あごを引いた。

「な、なによ」

　そう言ってやや上うわ目め遣づかいに彼を見返す。学はまじまじと彼女を見つめた後、ぽつりと口を開いた。

「おまえさ、前に俺がストレートと癖くせ毛げ、どっちが好きかって聞いたよな」

「は……？」

「おまえみたいな癖毛、俺は別に嫌きらいじゃないぞ」

　どさりと、葉桜が手に持った雑誌を落とした。細い肩が小刻みに震ふるえ、顔が火の点ついたように赤くなる。一いつ瞬しゆん沈黙した後、彼女は物もの凄すごい勢いきおいで彼に詰つめ寄よってきた。

「な、な、な、なにそれ？　なに、どういうこと」

　そう矢や継つぎ早ばやに尋たずねてくる。学はそれ以上言葉を続けることなく顔を逸そらした。手の甲こうに頰ほおを預あずけ、窓の外に視し線せんを戻す。

　とくとくと鼓こ動どうが高鳴っていた。顔が風か邪ぜでも引いたように熱あつくなっている。覗のぞき込こまれれば紅こう潮ちようがばれてしまうかもしれない。そう思うと、まともに葉桜と向き合えなかった。

　後ろで葉桜が混乱した声を上げている。だが学はそれに答えることなく、窓の外を見続けた。

　今の自分ではこのくらいが限げん界かいだ。その先に踏ふみ込こむ勇気も覚かく悟ごもまだ持てそうにない。だがいつかは、いつかは答えを出す必要があるのだろう。自分と葉桜がただの制度的な共きよう棲せい体たいであり続けるのか、あるいはその先に進むこととなるのか。その答えを。でも今はまだこのままでいたい。この関係をもう少し大事にしていたい。いくらなんでも、そのくらいの猶ゆう予よは残されているだろう。

　窓の外には、山やま間あいに抱だかれた海辺の町まち並なみが広がっている。骨こつ格かく標ひよう本ほんのようなコンビナートの向こうに鮮あざやかなコバルト色の水みな面もが見えた。

　学はすっと目を閉じた。今いま更さらながら鉛なまりのような疲ひ労ろうが身体を包みこんでいく。「寝ねる」短くそう言って、彼は葉桜から身体を背そむけた。







　あとがき




　何年か前、ウィークリーマンションを借りてニューヨークに滞たい在ざいしたことがあります。

　きっかけは友人の誘さそいでした。その友人曰いわく、自分は何度もＮＹに旅行したことがあり、親族がボストンに住んでおり、英語も日常会話程てい度どならなんとかなる。だから任まかせておけとのことでした。

　なんといってもニューヨークです。メトロポリタン美術館にブロードウェイ、エンパイアステートビル、映画で見た景色の数々。行ってみたいところは山ほどあります。ただ言葉の壁かべと太平洋の広さが二の足を踏ふむ理由になっていた訳わけですが、こうやって背せ中なかを押おしてもらえるなら迷まよう余よ地ちはありません。僕は二つ返事で飛行機に乗り込み東海岸に降おり立たちました。

　そして──、降り立った翌よく日じつに友人は風か邪ぜで倒たおれました。

　呆ぼう然ぜんとする僕に、友人はベッドの中からひらひらと手をふってみせました。

『大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですよ。地図通りに行けば迷うことはないですし、単語で喋しやべれば大体意味は通じますから。楽しんできてください。ではご機き嫌げんよう』

　そう言われて、なるほど分かったと出かけていく自分も怖こわい物もの知らずだったと思います。確かに地図はあります。会話もまぁ『This one（これ）』と『This place（ここ）』さえ発音できればなんとかなりそうに思いました。甘かったとしか言いようがありません。

　迷いました。完かん膚ぷ無なきまでに徹てつ底てい的てきに迷いました。陽ひが暮くれたイーストヴィレッジの路ろ地じ裏うらで、僕は帰り道を見つけられずに、うろうろと彷さ徨まよっていました。足早に行いき交かう人々に道を尋たずねることもできず、自分が一体地図のどこにいるのかさえ分かりませんでした。

　一時間程歩き回った後、幸運にもたまたま一台のタクシーが通りがかりマンションに帰り着けましたが、あのとき感じた不安と焦あせりは今でも昨日のことのようによく覚えています。




　今作の舞ぶ台たいは東京です。居きよ留りゆう区く民みんである学まなぶと葉は桜ざくらの目に壁かべの外の景色はどう映ったのか、異い邦ほうの地を訪おとずれた不安や違い和わ感かん、心細さを少しでも表現できていたら、それはあのとき風邪で倒れた友人のおかげかもしれません。まったく、人生何が幸さいわいするか分からないものです。




　以下、謝しや辞じです。

　前回に引き続き原げん稿こうの完成に尽じん力りよくいただいた編集の湯ゆ浅あさ様、イラストの森もり井いしづき様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。次回もまたよろしくお願いいたします。





二〇〇八年七月　夏なつ海み公こう司じ









夏なつ海み公こう司じ

１９７４年近畿地方某所で生誕。以来度重なる転居の末、現在は東京都在住。放浪癖があり、ふとした拍子で小旅行に出かけるものの方向感覚に乏しいためか頻繁に遭難。厳冬期の青森で凍死しかけた経験あり。とかく新しい物に目移りし勝ち。知人曰く、青い鳥症候群。
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森もり井いしづき

今年こそ川床にゆきます。









電撃文庫





葉は桜ざくらが来きた夏なつ２




星ほし祭まつりのロンド











夏なつ海み公こう司じ
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